



























































アンダカの怪造学 Ⅱ




モノクロ・エンジェル








日日日





[image: ]

角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















　CONTENTS








序章

第Ⅰ章　聖サム戦ライ少・ガ女ール

第Ⅱ章　鍵セーフテイデバイス

第Ⅲ章　戦メ橋タ舞モ弓ルのシ怪エ造イ剣パー

第Ⅳ章　虚パ無ラ大サ公イのト確パ率ー貯セン金ト

第Ⅴ章　生パかーさフずエ殺クさトずラ躊ツ躇プわ─ずⅡ

第Ⅵ章　絶ハウ叫リング連ソウル鎖ダウン

終章






あとがき


































　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




　戦たたか橋はし舞まい弓ゆみは、生まれたときから日本刀かたなと一いつ緒しよだった。

　養父母の話では、生死も知れない舞弓の産みの親が残したものなのだとか。右も左もわからない物心もつかない赤子に凶きよう器きを持たせる親というのも問題だと思うが、とりあえず、せっかく両親が自分に与あたえてくれたのだからと舞弓は刀を手放さないようにした。

　そして、どうせ刀を手放せないのならば、侍さむらいになるしかないと思った。

　侍になるとしたらまるで時代劇に登場する正義の味方みたいな、勧かん善ぜん懲ちよう悪あく、正しく生きて正しく戦う正しい侍になろうと思った。

〝正しい侍──か、うん。それは素す晴ばらしい考えだね〟

　そんな舞弓を、いつも天使のように笑っていた──舞弓が知るかぎり世界で最も正しい義兄あにが受けいれてくれた。

「……そのような義兄上との幸せな日々も今は昔」

　つぶやいて、舞弓は深く重く嘆たん息そくした。

「全く、義母はは上うえがどうしてもと執しつ拗ように頼たのむから、さして興味のない茶事などに嫌いや々いやながら参加したというのに。その義母上がいつまで経たっても現れない──、義母上の人ひと柄がらも生き様も誇ほこりに思うし尊敬するが、時間に適当なところだけは直していただきたいものだ！」

　誰だれにともなく不満を吐はきだしている、和装の少女。

　地味な媚こび茶ちや色の着物。和装に似合わぬ純白の髪かみ。同じく異質な深しん紅くの瞳ひとみ。

　きっちりと背筋を伸のばし──戦橋舞弓は簡素な茶室に身動きもせず正座している。そこは小こ間まと呼ばれる三畳じよう半の部屋で、中央には茶道に欠かせない炉ろ。材質の荒あらい掛かけ込こみ天てん井じようには和風に模した蛍けい光こう灯とうが点ついている。明かり窓はわずかに開かれて、緑溢あふれる庭の情じよう緒ちよが光とともに染しみこんでいた。

「……ともあれ」

　舞弓は首を鳴らし、膝ひざの上で軽く組んでいた手で肩かたを揉もんだ。

「退たい屈くつだな。正座しているのも肩が凝こるし──やはり私には、外で刀などを振ふっているほうが性しようにあう。まぁ刀を振って滅ほろぼすべき相手がそうそう見つかるとは思えないが」

　それでも、このまま無む為いに義母を待って一日を潰つぶすのも賢かしこくないと思い、舞弓は床とこ框かまちに置いておいた自分自身の愛刀を見る。

　刃は渡わたり八十センチ、華はなやかな紋もん様ようで刀身を飾かざられた打うち刀がたな。銘めいには《朧おぼろ武ぶ朧ろう》とだけ刻まれた、舞弓の実の両親が残してくれた模擬刀レプリカではない真剣ホンモノの日本刀である。

　侍として生きることを望むかぎり、刀は常に手放せない。今日は茶の湯をやるというから置いてはいるが、舞弓は便所だろうが学校だろうがどこにでも刀を持っていった。時間に適当な芸げい妓ぎの義母も、土蔵にこもりっぱなしな芸術家の義父ちちも、四年前に死んでしまった天使のような義兄も、みんな、女の子が刀なんか持ち歩くものじゃないと舞弓を叱しかったが──。

「──む？」

　無言で刀を眺ながめていた舞弓は、唐とう突とつに響ひびいてきた物音に怪け訝げんな顔をする。近く──すぐ近く、明かり窓の向こう、露ろ地じと呼ばれる和式の庭から物々しい気配が近づいてくる。

　舞弓は目を細め、獣けもののように警けい戒かいすると姿勢を正してそちらを睨にらんだ。

「………野の良ら犬いぬか？」

　すぐに刀を手た繰ぐり寄せられるよう右側にある床框に姿勢を傾かたむける。正面、侘わびだの寂さびだのという形容がよく似合う、露地の方向を注視する。

　地蔵。木製の門。露つゆのおりた桃もも色いろの紫陽花あじさい。

「────!?」

　ぴぴっ、と上品な畳たたみを汚よごしたのは真新しい鮮せん血けつ。

　全身から目を逸そらしたくなるほどの血を流した女性──。

「舞弓──さん、逃にげ」

　露地へと繫つながる障子を開き、何事か叫さけびかけた彼女の上じよう腕わんを肩を太ふと股ももを、瞬しゆん間かん、無数の錐きり状をした刃やいばが貫かん通つうした。

　悲鳴。血ち飛沫しぶき。どん、と艶あでやかな和服の女性は前のめりに倒たおれた。

「義母上！」

　舞弓は裏返った声で叫び、背筋を緊きん張ちようさせ、いきりたって舞弓の育ての親──義母、陸りく戦せん坂ざか盾たて乃のに駆かけ寄ろうと正座を解く。

「………！」

　しかし、舞弓の動きはそこで止まった。

　ばん──と障子が周囲の壁かべごと爆はぜる。細かい欠片かけらが衝しよう撃げきに乗って舞弓のそばまで飛んでくる。そして舞弓は見る。理解できないものを。恐おそらく盾乃を襲おそい、致ち命めい傷しようではなさそうだが酷ひどい怪け我がをさせた相手を。

〈……愚おろかな。脆ぜい弱じやくな人間の身で逃げられると思うてか〉

　感情のない、機械のような、奇き妙みように歪ゆがんだ声だった。

　そこに立っていたのは、ひどく幼い赤子のような二人。否いな──舞弓はすぐに気づく。人間ではない。舞弓の膝ほどの背せ丈たけをした、非常に簡デフ略オル化メされた人間といった外見の存在だった。ぬいぐるみのような質感の肌はだに、光こう沢たくのある丸い両眼。

　それは、白色と黒色、左さ右ゆう対たい称しようの生物だった。

　右側の、どこか偉えらそうなそれは漆しつ黒こくの体たい軀く。正逆に、左側のそれは夏の光を浴びて眩まぶしいほどに純白だった。二体はそれぞれ側頭部から一対の翼つばさを生やしており、それが黒いほうは悪あく魔まの翼のように、白いほうは天使の翼のような形状フオルムで微び妙みように羽ばたいている。性別はわかりにくいが、どうやら黒いほうは雄おす、白いほうは雌めすか──。

　全すべてが逆様の天使と悪魔は、倒れ動かない盾乃に視線すら向けず、ただ舞弓を人形のような目で見つめている。

　その背後。

　──ひゅんひゅんひゅんひゅん。

　盾乃の全身に刺ささっていた錐状の刃が、見えない糸でもついているかのように露地へと吸いこまれていく。その刃の先、厳おごそかな態度で、異い装そうの人物が声もなく立っていた。

　それは全身を闇やみのような不安を誘さそうマントで覆おおった人物だった。マントの下には黒光りする軽甲かつ冑ちゆうが覗のぞいている。顔も──性別も年ねん齢れいも、派は手でな装そう飾しよくを施ほどこした兜かぶとのせいで判然としない。

　白と黒の生き物に知性のようなものは感じられない。さっきの声は──どうやらこいつか。舞弓は考えながら、全身に闘とう気きを循じゆん環かんさせた。

〈ふむ──怯おびえぬか。見た目は姫ひめだが心は武士のようだ〉

　不意に、天使と悪魔が左右に退いて、狭せまい茶室、舞弓の正面に漆黒の人物は上がりこんでくる。その発言にカッとして、何より盾乃を傷つけられたことが腹立たしく。

「無礼者──」

　舞弓は裂れつ帛ぱくの気合をこめて叫んだ。

「──義母はは上うえに害を為なしたばかりか、小間に土足で上がりこむとは何事か！」

　異様な雰ふん囲い気きを漂ただよわす侵しん入にゆう者しやたちに怯ひるみもせず、気け圧おされもしない。しかし叫ぶ舞弓に、黒甲冑は見下すようなどこか傲ごう岸がんな態度で応こたえる。

〈無礼者は汝なんじである。神の御おん前まえであるぞ、控ひかえるがいい〉

「神だと──？」

　意味がわからず、舞弓は歯は軋ぎしりをすると敵を睨みつけた。その人物からは、声はなくとも威い圧あつ的な気配だけは伝わってきていた。

　黒甲冑は声だけで笑った。

〈天使と悪魔を従えているのである。神以外の何者であろうか〉

　舞弓も負けじと笑って言う。

「……礼れい儀ぎ作法に欠けた神だな、さぞかし崇あがめる信者に難なん儀ぎしていよう」

　ちゃきり、と日本刀を手繰り寄せ、舞弓は神とやらを威い嚇かくする。

　しかし動けない。彼のそばには傷ついた盾乃がいる。流れている血も決して少なくはない。あと一いち撃げき、先ほどの見たこともない武器で攻こう撃げきされたら終わりだ。盾乃は死ぬ。連中もそれを理解しているのだろう、盾乃を盾たてにして舞弓と相対している。

〈おっと──戦橋舞弓、迂う闊かつに動かないほうがいい〉

　黒甲冑が牽けん制せいし、短く何度か手を打ち鳴らす。

　拍はく手しゆ。どうして──この場面で。

　疑問に思っていると、黒甲冑は気を張る舞弓を愉たのしむように両手を広げた。

〈──汝の義兄あに、陸りく戦せん坂ざか砲ほう矢やが死んだ理由を知りたくはないかね？〉

「………！」

　舞弓は表情を変える。四年前、舞弓の義兄──陸戦坂砲矢は突とつ然ぜんの災難に見み舞まわれて死んだ。覚えている。優やさしくて、天使みたいな顔をしていた砲矢の、恐きよう怖ふか激痛か顔を引きつらせ、舌をつきだして硬こう直ちよくしたその無む惨ざんな死体を。

　あの姿を見て、思った。

　神ではなく義兄に誓ちかった。

　必ず、砲矢をこんな姿にした犯人を見つけて、徹てつ底てい的に滅ほろぼしてやると。

　まさか──。

　黒甲冑の尊大な言葉はつづく。

〈──おめでとう。戦橋舞弓。汝はゲームの参プレ加イヤ者ーに選ばれた。汝の義兄、陸戦坂砲矢が挑いどみ、そしてクリアに失敗し、彼を殺した神が主しゆ宰さいするゲームにな〉

「ゲームだと……？」

　舞弓には意味がわからない。しかし、聞き捨てならなかった。砲矢が挑んだというゲーム。砲矢を殺したというゲーム。その主宰者──神を名乗る人物が、目の前に現れたこと。

　つまり、こいつが、この不気味な黒甲冑が──。

　舞弓は刀を握にぎり、今にも飛びかからんばかりの姿勢になる。しかし、盾乃の身を案じる程度の自制心は残っていて、すんでのところで踏ふみとどまる。

　神は尊大に腕うでを広げ、小間の両側に立つ天使と悪あく魔まを示した。

〈ゲームの規則ルールは簡単。ここに天使と悪魔がいる。この二体は互たがいに引きあう性質を持っており、触ふれると同時に一つへと融ゆう合ごうする。しかし融合した瞬しゆん間かん、きっと世界は滅びるだろう。同じく七日間、こちらの世界に二体が生存していても世界は滅びてしまう〉

　世界が滅ぶ。現実感のないその言葉は、しかし奇き妙みような説得力とともに舞弓を貫つらぬいた。それが事実ならば──絶対に止めなくてはならない。これでも侍さむらいという正義の味方を志した身だ。そんなにわかりやすい世界の危機があるのなら、全力で叩たたき潰つぶすまでだ。

　黒甲冑は、それこそ神のように高みから見下ろして告げる。

〈汝の義兄は、ゲームのクリアにこそ失敗してしまったが、四年間、我らの行動を封ふうじることに成功した。戦橋舞弓──汝は彼の義妹いもうととして、彼が成しえなかったゲームのクリアのために立たなくてはならない〉

　砲矢。正しくて、真まっ直すぐで、透すきとおっていて、いつでも舞弓を導いてくれた、舞弓の憧あこがれだった義兄。彼の遺志を継つぐ。それは願ってもないことだ。彼の仇かたきを討うつ。何度も何度も夢見たことだ。

「──どうしろというのだ」

　舞弓は真しん剣けんな表情で言い放つ。

「私が、貴様に勝利するにはどうすればいいのだ？　ゲームというからには私の勝利条件が存在しなければ不公平というものだろう！」

〈参加を承しよう諾だくするか。ならば、教えよう〉

　黒甲かつ冑ちゆうは尊大な動作で、白い天使に向き直る。白い天使はびくっと反応し、無言で俯うつむくと一歩だけ前にでた。

〈彼女を殺せ〉

　鋭するどい、何の感情もない、神を名乗る黒甲冑の言葉。

　白い天使は俯いたまま唇くちびるを嚙かんだ。

　その残ざん酷こくな内容に舞弓は不快をおぼえて眉まゆをひそめる。

「そいつを──殺せと？」

〈然しかり。まぁ、その天使ではなく、こちらの悪魔でも構わないし、両方でも構わない。どちらか選びやすいよう片方を薦すすめているだけである。どちらかを殺せば、あるいは両方を殺せば、世界を滅ぼすための式は決けつ壊かいし、汝の勝ちとなる。失敗すれば世界の終わりだ〉

　楽しそうに、本当に、楽しそうに黒甲冑は笑っている。低く不気味な声で、くくく、と忍しのび笑わらいをしている。

　理解した。こんなやつは神ではない。

　ただ、邪じや悪あくな、義兄の仇だ。それだけである。

　それだけで、討つには充じゆう分ぶんな理由だった。

〈………！〉

　白い天使は舞弓の決意を理解したのか、怯おびえた顔で露ろ地じへ飛び降り、逃にげていく。そちらを見もせずに、神はまだ語りながら黒い悪魔の方を抱かかえあげる。

〈さぁ、あと七日間。その期間内に彼女を見つけ、見事に殺してのけてくれたまえ。もちろん、我らを見つけて殺すのもいい。もっとも、そちらは難しいだろうがね。そうして──ゲームに勝利し、義兄を超えてくれたまえ〉

「────」

　その言葉は、舞弓の深くて柔やわらかい場所を遠えん慮りよなく突ついた。

　いつでも目標にしていた、完かん璧ぺきな義兄。陸戦坂砲矢。彼を──自分が超こえる。それは蜂はち蜜みつのように淫いん靡びで、そして何故なぜだか恐おそろしい誘さそいだった。

〈……あぁ、もちろん、我らも全力で汝なんじを妨ぼう害がいするのでそのつもりで。では──健けん闘とうを期待するよ。さっさと敗北してもらっては、こちらとしても面おも白しろくないからな〉

　考えているうちに、漆しつ黒こくの二人は俊しゆん敏びんな動作で視界から消えていった。露地の向こう、脇わき目めもふらず逃げていく白い天使も見える。

　舞弓は一瞬だけどちらを追うか逡しゆん巡じゆんし、首を振ふり、倒たおれた盾乃に走り寄ると傷の具合を確かめて母おも屋やへ向かった。出血が酷ひどい。救急車を呼ばなくてはならない。

「義母はは上うえ──あなたは強いひとだ。こんなことで死ぬものか……」

　義兄を殺し、義母を傷つけた正体不明の〝神〟。

　許さない。絶対に──自分の正義で討ち滅ほろぼす。

　全長八十センチの日本刀を握にぎりしめ、そうして舞弓は義兄を殺したゲームへの参加を決めた。悪を滅ぼし、世界を救い、正しく生きていくために。

　──正しい侍になるために。
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「──現界カナイの扉とびらを打ち開けて、虚界アンダカの闇やみに歩を進め」

　しゃん、と腕うでを交差して、空すかい井い伊い依よりは手首に嵌はめた純白の腕輪を擦こすり鳴らせる。

　平均よりも低い背せ丈たけ。元気良く伸のびる漆しつ黒こくのツインテイル。胸むな元もとに下がる髑どく髏ろの首くび飾かざり。

　そして、真まっ直すぐな瞳ひとみ。

　しゃん、と腕輪が鳴る。

「死し人びと漁あさりの魔ま窟くつを越こえて、剣つるぎの山をかきわけつ」

　限りなく遠い隣となりの世界──虚界アンダカ。

　その虚界アンダカにこちらの世界──現界カナイに生きる人間が干かん渉しようするにはある金属が必要である。その金属は俗ぞくにアンダカストーンと呼ばれ、現界カナイと虚界アンダカをつなぐ出入り口の役目を果たす。

　伊依が両手首に嵌めている腕輪にはその金属がつかわれており、所有者の意思に従っていつでも虚界アンダカへの干渉を実行する。現在、この金属で可能なことは虚界アンダカの生物──いわゆる怪モン造ス生ター物を召しよう喚かん＝怪かい造ぞうすることだけである。

　そうして怪造された怪モ造ン生ス物ターを研究・解かい析せきし、虚界アンダカの全すべてを解き明かそうとする学問を一いつ般ぱん的に虚界アンダカの怪造学という。

　空井伊依は、怪造学を専せん攻こうする学者──怪モン造ステ学イス者トを目指す女子高生だった。

「墨すみを塗ぬりこむ小川を泳ぎ、砂じや利りの重なる渚なぎさを走り」

　怪造に必要なのは《門ＧＡＴＥ》と呼ばれるその腕輪、そして《呪じゆ文もん》に《呪じゆ印いん》である。呪文とは伊依が口ずさんでいる言葉で、呪印とは伊依が呪文と同時に刻んでいる腕や指の形のことだ。《門ＧＡＴＥ》により伊依は現在、理論上は虚界アンダカにつながっており、その両腕は目的の怪モ造ン生ス物ターを求めて虚界アンダカの世界を探たん索さくしているのである。

「氷の国の三番地、凍いてつき乾かわいた大樹のほとり」

　伊依が口にする呪文は怪モン造ステ学イス者トが定めた虚界アンダカの地名で、呪文を口にすることにより伊依は感覚的に虚界アンダカを把は握あくする。そして虚界アンダカの海なら海、山なら山で、決められた呪印を刻まなければ道に迷ってしまう。もちろん道に迷っても帰れなくなるなんて馬鹿なことはないが、目的の怪モ造ン生ス物ターを怪造することはできなくなる。

　──目的の怪モ造ン生ス物ター。

　桃もも子こ。

　ギリ、と伊依は歯は軋ぎしりをする。

　桃子という怪モ造ン生ス物ターがいた。それは伊依が名づけた彼女だけの名前で、種別としての正式名めい称しようは《雪クールキ童ユーテイ》。不思議に白い髪かみ。ほぼ同色の振り袖そで。つぶらな瞳に真しん紅くの下げ駄た。黒い扇せん子すを握にぎっていて、物体を凍こおらせる能力を持っていた。

　五年前。伊依が十歳の時、生まれて初めて怪造した怪モ造ン生ス物ターが桃子で、以来、二人はずっと一いつ緒しよに生活をしてきた。ともに笑い、怒おこり、涙なみだし、たまには喧けん嘩かをすることもあった。それでも誰だれよりも大切で、伊依は彼女を家族のように愛していた。

　怪モ造ン生ス物ターは友達。

　それが空井伊依の虚界アンダカの怪造学。

　桃子は伊依をその思想へと行きつかせてくれた恩人だし、父と離り別べつし、母も病死し、なんにも知らない世界に一人っきりで放ほうりだされたとき、助けてくれたのは桃子だけだった。

　好きだった。

　得え難がたい宝のように大切な存在だった。

　しかし桃子は──あの心優やさしき小さな女の子は、二ヶ月前に巻き起こったある凄せい惨さんな事件で、《鳳フエニ凰ツクス》という強大な怪モ造ン生ス物ターに焼き尽つくされてしまった。伊依を守って。あの小さな身体からだで伊依を突つきとばして。

　そして──伊依は、全てを失った。

　怪モ造ン生ス物ターは友達。その絶対的な信条をも捨てて、怪モ造ン生ス物ターを──《鳳フエニ凰ツクス》を殺してしまったのだ。禁を破り、親友を失い、伊依は抜ぬけ殻がらのようになってしまった。

　それでいいと思った。一度は、相応ふさわしい罰ばつだろうと思った。親友を死なせ、友達と呼んだ怪モ造ン生ス物ターを殺し、自分は縋すがれるべき根源の思想を自ら否定してしまったのだ。

　でも、それは甘えていただけだった。ただ弱かったのだ。今ではそう思う。

　友人に励はげまされ、教師に促うながされ、伊依は心に傷を抱かかえながらも、ちょっとずつ粉々に砕くだけ散った自意識をかき集めていった。それは夢へと向かう自分の再構築。

　今でもそれはつづいている。

　一生逃のがれられないかもしれない、過去の罪という束そく縛ばくからの解げ脱だつ。

「白く輝かがやく初雪の上──」

　一通り、彼女の怪造に必要な呪文を唱え、いつものように手て応ごたえがないことを理解すると伊依は目に涙を浮うかべながらも見当をつけて他ほかの場所も捜さがしていく。

「霜しも降ふり山のギザギザ川辺、光零こぼれる白い花畑」

　わかっている。《雪クールキ童ユーテイ》の桃子は死んだ。伊依は目の前で見たのだ。間ま違ちがいない。しかし──二ヶ月前、夢か現うつつかわからぬ曖あい昧まいな意識で伊依は聞いていたのだ。あのとき偶ぐう然ぜんか必然か怪造された虚界アンダカの支配者──魔ま王おうが、桃子の復活、再生を約束してくれたこと。

　もちろんあのような邪じや悪あくの塊かたまりが言うことだ、信じてはいなかったが──それでも、その言葉だけが伊依を支えているのも事実だった。桃子は生きているかもしれない。否いな──生き返ったのかもしれない。ならば怪造をつづけよう。しかし魔王の言葉とは裏腹に──桃子はちっとも見つからない。

　涙がこみあげてくる。虚界アンダカの全てに拒きよ絶ぜつされたようだった。

　わかっている。桃子は死んだ。自分が死なせてしまったのだ。

　だからこそ、伊依は、もっと強くなる。もっと偉えらくなる。もっと逞たくましくなる。二度と──怪モ造ン生ス物ターを死なせはしない。自分は非力だ。自覚している。

　だから、強くならなければいけないのだ。

〈力が──欲しいか？〉

　ぞくり、と背筋が粟あわだった。

　不気味な、汚お泥でいを混ぜこんだかのように気持ちの悪い声。

　伊依は呪文を中断し、いつのまにか降り始めていた雨あま粒つぶを身体で受けた。

　空耳──ではない。胸の虚うつろに響ひびく声。

〈ならば求めよ──それだけで良い。求めよ。望むだけで世界の光を不条理に闇やみへ貶おとしめ、地上の木々を根こそぎ吹ふき飛ばすだけの力を貴様に与あたえよう〉

　聞くだけで深刻な不安を誘さそうような、邪悪な口調だった。聞き覚えのあるようなないような、暗くら闇やみそのものという感じの、悪夢にでてくる不定形の化け物みたいな声こわ音ね。

　連日連夜聞こえるその声に、伊依は今日も静かに応こたえる。

「要いりません」

　真まっ直すぐな瞳ひとみで前を見つめる。

「力なんか要りません。力で何かしようとしても、壊こわして殺してしまうだけです」

《鳳フエニ凰ツクス》の事件で、伊依は最強の力を一時の感情で使用してしまった。そして、後に残ったのは焦しよう土どのみ。あんな力──あんなおぞましい力、いくらあっても意味がない。

　自分は、非力かもしれない。

　だけど──自分の夢に力は要らない。

　怪モ造ン生ス物ターと人間が一緒に暮らせる世界を作る。そのために力をふるい、反対するものを殺していったら全すべてが無意味ではないか。

　はっきりと拒絶を示した伊依に、声はすぐさま消えていく。

　だが──この声に魅み力りよくを感じる自分がいることも事実だ。力は欲しい。桃子を守れなかった自分。《鳳フエニ凰ツクス》を殺してしまった自分。力も、扱あつかい方さえ間違わなければ、最高の手段になるのではないか。

〈そうとも。だから──〉

「消えてください」

　否──それでも、自分は力なんかいらない。少なくとも、他者から与えられる理り不ふ尽じんに強大な力なんかいらない。自分は自分で強くなる。それが伊依の決意だった。

「雨か──」

　涙のように大おお粒つぶの雫しずくは、伊依の髪かみに吸いこまれ、頰ほおや顎あごを伝ってしたたり落ちていく。伊依は慌あわてて大きな楠くすのきの下へと退たい避ひして雨宿りした。

　場所は伊依が暮らす学生寮りようから十分ほど歩き、同じく伊依の在ざい籍せきする古こ頃ころ怪かい造ぞう高等学校の横をとおりすぎ、さらに無数の潰つぶれかけた会社のビルが並ぶ道のりの果て、思いだしたように存在している公園──鬼おに頸くび公園という何か曰いわくのありそうな名前の広い公園だった。遊具はなく、ただ樹木が無む秩ちつ序じよに並んでおり、足あし下もとが石や雑草や木の根で凸でこ凹ぼことしている。暗くて、ちょっと奥にはいりこむと何も見えずに危険だからと誰だれも近づかない。

　そんな公園だからこそ、秘密の行こう為いをするにはうってつけなのだった。

　伊依は、毎日ここで桃子の怪造をしていた。伊依を守り、炎ほのおに焼き尽つくされた心優やさしき《雪クールキ童ユーテイ》。彼女を捜さがしつづけること。それが伊依の贖しよく罪ざいだった。見つからない。見つかるわけがない。それでも伊依は諦あきらめない。何度も無意味だ無む駄だだという暗闇からの声に打ちのめされて泣きじゃくり、それでも挫くじけずに、今日もまた彼女を捜している。

　わかっている。桃子は死んだ。

　くるさだんちゅら、という可愛かわいい声も二度と聞けない。

　それでも──諦めない。諦めないと決めたのだ。

「……なんか、止やみそうにないなぁ」

『ばーか。だから早めに終わらせろって言ったじゃねぇか』

　瞬しゆん間かん。

　伊依の胸むな元もと──髑どく髏ろの首くび飾かざりが脳内に響く陰いん険けんな声をあげた。この首飾りには伊依の父──空すかい井い滅めつ作さくの魂たましいが封ふう印いんされている。三年前──怪造学の歴史に残る大事故で死亡した偉い大だいなる父は、現在、伊依がどれだけ拒きよ否ひしようが努力しようが決して外れない呪のろいのアイテムとしてしつこく死に損そこなっていた。

　二ヶ月前、魔ま王おうを見たいという願いを叶かなえてやったというのに、このお邪じや魔ま虫むしはいっこうに成じよう仏ぶつする気配がない。伊依と怪モ造ン生ス物ターにしか聞こえない声で益やく体たいもないことを言う。

　うるさくされるのはもう嫌いやなのに。

　滅作はそんな伊依の内心も知らず、いつものように偉そうな口調で助言だかなんだかをするのだ。

『んー、こりゃ走って寮まで帰ったほうがいいんじゃねぇか？　通り雨とかじゃなく、これから本格的に降りますよって感じだぜ。雨に打たれて風邪かぜひきまくって授業を受けないなんて事態は許さねぇからな』

「うん……」

　伊依は幼いころほぼ幽ゆう閉へいされて育ったので、免めん疫えき力りよくがあまりない。季節の変わり目などには必ず風邪をひく。このくらいの弱い雨とはいえ注意しなくてはならない。

　心を決めて、伊依は静かな公園を歩いた。雨で視界が悪すぎる。それほどひどい雨ではないのだが、そもそもこの場所は暗いので最初から足場が不ふ明めい瞭りようだ。

「──わっ」

　ゆえに、泥どろで汚よごれた真っ黒な木の根っこなどに気づかず、躓つまずいて転んでしまったりする。ばしゃあ、と派は手でに転び、伊依は首飾りを押し潰しながら額をぶつけてしまった。

　くるくると履はいていた革かわ靴ぐつが飛ぶ。

「あちゃあ……、痛ぁい、ていうか、服が泥だらけ……」

　元から汚れてもいい服装だったとはいえ、ちょっとショックである。濡ぬれた地面は腐ふ葉よう土どらしい気持ちの悪い臭においがした。

「あれっ。靴くつ。靴？　どこ飛んでったか父さん見てた？」

　立ちあがり、きょろきょろするも、保護色になってしまったのか革靴はどこにも見当たらない。

『あーあ、ドジ助が……』

　滅作が呆あきれたような声をあげるが、不意に口調を厳しく変えた。

『なんだ……？』

「どうしたの、父さん」

　伊依も表情を鋭するどくさせる。

『──怪モ造ン生ス物ターだな。ただ弱い、っていうか──くたばりかけなのかァ？　気配が弱すぎて気づかなかったが──近づいてきやがるな』

「怪モ造ン生ス物ター……？」

　死後、滅作は髑髏の首飾りに自分の魂を封ふうじこめた。その首飾りは本来、人間の魂を封印する能力をもつ怪モ造ン生ス物ターだったという。

　そして、これはそれなりに認知されている事実なのだが、怪モ造ン生ス物ターは怪モ造ン生ス物ターの気配を察知することができる。滅作は、その唯ゆい一いつの便利機能で怪モ造ン生ス物ターの接近を察知したのだろう。

　伊依は頷うなずき、とりあえず身近な木の陰かげに身を隠かくした。

　以前なら、こんなときも対応ができずオロオロとするだけだった。しかし死線を乗り越こえて、伊依にはいわゆる〝甘さ〟というものが少なくなっていた。一瞬の判断ミスが、大切なものを無む邪じや気きに奪うばい去る。ちょっとした油断一つで、誰かの命が散らされることもある。伊依が生きているこの世界は、そういうものなのだと知った。

　だから──。

『くるぞ』

　滅作の声。同時に。

　がさり、と茂しげみをかき分け、小さな怪モ造ン生ス物ターが姿を現した。

　初めに眼めに飛びこんできたのは鮮せん烈れつな白色。

　薄うす暗ぐらい公園の闇やみに灯火をともすような、それはただ美しい一点の純白だった。その無む垢くな純白は雨に打たれながら、すう──と怯おびえた顔でこちらを見た。

「あ──」

　何故なぜだろう──。

　伊依は驚おどろいて目を見開き、我知らずつぶやいていた。

「──桃子ちゃん？」

『違ちげぇよ。よく見ろ』

　冷れい徹てつな滅作の言葉。怯えるように、伊依に気づいて身を縮こませたのは確かに《雪クールキ童ユーテイ》の桃子ではなかった。全体的に真っ白な印象だったので間ま違ちがえてしまったようだ。

　側頭部から垂れた白はく翼よくが特とく徴ちよう的なその小こ柄がらな怪モ造ン生ス物ターは、千鳥足で歩いてくると力ちから尽つきたようにその場に倒たおれた。伊依は慌あわててそんな彼女に駆かけ寄り、気絶したのか動かなくなったその身体からだを間近で見る。

　傷だらけだった。

　ところどころに擦すり傷や切り傷が目立ち、綺き麗れいな翼つばさも無む惨ざんに血や泥で汚れている。伊依は思わず彼女を抱だきしめて、誰だれがこんなことを──と激しい怒いかりにかられた。

『……えれぇ衰すい弱じやくしていやがるな。だが、こいつの怪け我がのことなら心配すんなよ。どれも致ち命めい傷しようじゃねぇ。しかし──なんだったっけかなぁこの怪モ造ン生ス物ター。見たような見ないような』

　滅作が不思議そうな声をあげている。

「──怪かい消しよう！」

　伊依は滅作の言葉を無視して呪じゆ文もんを唱えるも、やはりというべきか反応がない。

　怪消──それはすなわち怪モ造ン生ス物ターを虚界アンダカへ戻もどすことで、怪造の逆である。怪モ造ン生ス物ターは基本的に虚界アンダカへ戻ると同時にたいていの怪我を回復させる。

　しかしこの怪消にも規則があって、その怪モ造ン生ス物ターを怪造した怪モン造ステ学イス者トにしか怪消はできない。例外として怪モ造ン生ス物ターが眠ねむっているときや気絶したとき、傷つき弱っているときは他の怪モン造ステ学イス者トでも怪消が可能である。

　そのはずなのに──この怪モ造ン生ス物ターには呪文が反応しない。

　どうして？　と伊依は憤いきどおるも、放ほうっておけるわけもなく彼女を抱かかえたまま帰り道へと向かった。とりあえず、怪消ができないのなら現界カナイで治ち療りようするしかない。救急箱でどれだけ怪モ造ン生ス物ターに応急処置ができるかはわからないが──。

「──待ちたまえ！」

　刹せつ那な。鋭く──重い、少女の声が響ひびき渡わたる。

　伊依は爆はぜるように振ふり返った。

　視線の先。

「……その怪モ造ン生ス物ターから離はなれるがいい」

　白髪頭に日本刀──。異形の少女が立っていた。

　少女の烈れつ眼がんと伊依の黒こく瞳どうが運命的に交差する。
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　蜘蛛くもの巣柄がらのバンダナ。肩かたから下がる日本刀。身体を飾かざる無数のシルバーアクセサリ。深しん紅くの瞳に純白の髪かみという白皮症アルビノそのものの外見。手首に薄うっすらと見えるのはもしかして《門ＧＡＴＥ》だろうか。

「……そう警けい戒かいせずともいい」

　彼女は、姫ひめのように令れい嬢じようのように自分をなんら卑ひ下げすることなく、威い風ふう堂どう々どうとその場に現れていた。自信。自分という存在を確固としたものとして把は握あくしていて、それに一ひと欠片かけらの不満も不安もおぼえていない完かん璧ぺきな立ち姿だった。

　淡あわい霧きり雨さめのなか、長身の少女は真まっ直すぐにこちらを眺ながめている。

　意味のわからないことをつぶやきながら。

「ふむ。そもそも登場の仕方を間違えたな……まさかこのような時刻の、このような場所の、降りしきる雨のなか、誰かが立っているとはさしもの私も予想できなかった。とりあえず──」

　瞬しゆん間かん、少女は息つく間もなく抜ばつ刀とうした。

　抜刀した──と思う。しかしその動きは伊依には見えなかった。

　気づいたら何か抉えぐるような削けずるような耳に痛い音が響き、少女は刀を鞘さやに戻していた。目にも留まらぬ抜刀術。普ふ通つう、肩から抜ぬき打ちなどはできないものなのだが、少女は刀を握にぎらぬ左手で器用に鞘を押さえその難技を成功させていた。

　ぐ、ぐ──と少女の背後、決して細くはない樹木が傾かたむいていく。木の葉が踊おどり、地じ響ひびきが鳴り、目前の光景がどんどん変わっていく。

　──斬きったのか!?

　吹雪ふぶきのような葉っぱの舞まいに包まれて、日サム本ライ刀・少ガ女ールは姿勢よくこちらを見た。

「天呼ぶ地呼ぶ人が呼ぶ──悪を倒せと私を呼ぶ、と、いったところか」

　やけに偉えらそうな、そのくせどこか何も考えていないような、善悪の区別がつかない無む邪じや気きな子供みたいな声だった。

　──っていうか、今の行こう為いの意味は何？

　伊依は動けない。対応ができない。ただ気絶したままの怪モ造ン生ス物ターを守るように腕うでに抱き、雨にも打たせるままにして、そんなどこか規格外の少女を見つめている。

　少女は優ゆう雅がに一礼し、すう、と顔をあげた。

「私の名前は戦たたか橋はし舞まい弓ゆみ。正義の味方だ」

「…………」

　──真顔で名乗っちゃったよ、このひと。伊依はますます対応できなくて硬こう直ちよくする。

　正義の味方。弱きを守り、強きを挫くじく、悪を滅ほろぼす正義の使者──？　そんなもの、本気で名乗って許されるのは小学校低学年までだ。

　そう思う。しかし──彼女の根こん拠きよ不明に自信満々な態度が、なんとなく反論を許さない。この戦橋舞弓という発音が難しい名前の少女は、そういう有う無むを言わさぬ雰ふん囲い気きをもっていた。

「さて──」

　しとしとと雨が降っている。静かで、先ほどの木が倒たおれた余よ韻いんが未いまだにあちこちへ反はん響きようしている。舞弓の無理に染めたような白はく髪はつが雨の雫しずくを伝わせている。

「──名乗りを済ませて一件落着、登場シーンもそれなりに演出した。あとはどうするべきだろうな──あぁ君、その怪モ造ン生ス物ター、こちらに渡してくれないか？」

「え……？」

　伊依は腕のなかにいる怪モ造ン生ス物ターに視線を落とす。

　傷だらけの怪モ造ン生ス物ター。それを追ってきた少女──。

　これは、この怪モ造ン生ス物ターを傷つけたのが彼女である可能性が高い。

　──この怪モ造ン生ス物ターを守らなきゃ。

　あんなに怯おびえて、あそこまで傷だらけになって逃にげてきた怪モ造ン生ス物ターを、これ以上、危険な目に遭あわせてはいけない。伊依はそう思う。

　思うがしかし、この少女は怖こわい。
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　なんだろう研とぎすまされた凶きよう器きのような外見もそうだが、得体の知れない、普通の人間じゃないような違い和わ感かんがあるのだ。

　伊依はぎゅっと怪モ造ン生ス物ターを抱だきしめると舞弓を睨にらみつけた。

「この怪モ造ン生ス物ター──あなたが、舞弓さんが怪造したの？」

「如何いかにも」

　舞弓は何故なぜだか目線を逸そらして応こたえた。

「私が怪造したのだが──制せい御ぎよを誤って逃げてしまってな。苦労して追いかけてきたのだ……。だから、私にその怪モ造ン生ス物ターを返してくれないか？」

「…………」

　何故だろう──？　そんな舞弓の言動に、伊依は奇き妙みような引っかかりを感じた。その疑問の正体を探さぐって、伊依は注意深く余よ裕ゆうげな舞弓の立ち姿をじっと見る。

　連ウオ鎖レツト飾チエりーン。貨コイ幣ン飾ヘりツド。首ペン飾ダントりヘツド。数ビー珠ンズ飾ブロりーチ。

　彼女の身体からだを飾る無数のシルバーアクセサリが、雲の隙すき間まから曖あい昧まいに差しこむ月の光を反射して煌きらめいた。それは暗くら闇やみに潜ひそむ無数の獣けものの瞳ひとみみたいに凶きよう悪あくな光。

　しかし伊依は怯ひるまない。もちろん怖くて足は震ふるえていたが、立ち向かうよう真まっ直すぐに宣言する。

「……決めた。この怪モ造ン生ス物ターは、あなたには渡わたさない」

　ぴくり、と舞弓が片かた眉まゆを吊つりあげる。

「何故？」

「何故って──」

　伊依は静かに宣告した。

「この怪モ造ン生ス物ターをあなたが怪造したのなら、この場で怪消すればいいんだ。それができないっていうんなら、この怪モ造ン生ス物ターはあなたが怪造した怪モ造ン生ス物ターじゃないってこと。そう──もしもこの怪モ造ン生ス物ターがあなたの怪モ造ン生ス物ターだったら、あたしになんか許可を求めないでも呪じゆ文もん一つで回収できるはずなんだからね」

　怪消は数少ない例外を除けばその怪モ造ン生ス物ターを怪造した怪モン造ステ学イス者トにしかできず、またその怪モ造ン生ス物ターを怪モン造ステ学イス者トが視認可能な距きよ離りでないとできないことになっている。

　それなのに、舞弓は伊依に〝返せ〟と言った。

〝怪消〟ではなく、〝返せ〟と。

「そして、仮にあなたがこの怪モ造ン生ス物ターを怪造した怪モン造ステ学イス者トで、何か理由があってこの怪モ造ン生ス物ターを虚界アンダカに返せない──もしも、そういう理由があるんなら聞くよ。納なつ得とくしたら〝返して〟あげる。だけど──」

　すう、と眼めを細め、伊依は静かに宣告する。

「──理由がなかったり、あたしに噓うそをついていたり、怪モ造ン生ス物ターを実験に使おうとしているなら、あたしは絶対にあなたの言うことを聞かないよ」

　怪モ造ン生ス物ターは友達。それが空井伊依の虚界アンダカの怪造学。

　伊依は理想を口にする。もちろん伊依は理想を語れるほど崇すう高こうな人間ではない。《鳳フエニ凰ツクス》事件では失敗だってした。けれど、伊依は理想を、夢を絶対に諦あきらめない。何度も挫くじけるだろうけど、喪うしなったりしない。

　もしも途と中ちゆうで夢を投げだしたら、死んでしまったあの子にどんな顔をすればいいというのだ。伊依はそう思う。思うから、真っ直ぐな瞳で舞弓を睨みつけた。

「ふむ──」

　舞弓は、意外なことに困った顔で腰こしに手を当てた。

「慣れないことはするものではないな。やはり──噓は苦手だ。かといって義兄あに上うえのように、噓をつかずに生きられるほどの人格者でもなし」

　そして、灼やけるような、熱い瞳でこちらを見る。

　両者の距離は約十五メートル。遠い。けれど、逃げるには近すぎる。

「確かにその怪モ造ン生ス物ターは私が怪造したわけではない。色々と噓をついたのは申し訳ないが──しかし、どうしても手元に置いておきたい感じなんだがね。……何か？　邪じや魔まをするか？　妨ぼう害がいするか？　戦おうというのか？　私と──この戦橋舞弓と、その貧弱な肉体で？」

　それは戦地に赴おもむく人間に憐れん憫びんを向けるような、餌えさとして蛇へびの檻ケージにいれられた鼠ねずみを見るような表情だった。

「これはお願いなんだがね」

　少女の瞳が鈍にぶく光る。紅あかく──紅く。

「私に、刀を抜ぬかせないでくれ」

　伊依はそれを最後まで聞かず彼女に背を向けて走っていた。目的地などない。空うつ蟬せみ寮りようへつうじる道は舞弓が塞ふさいでいる。逃にげているわけではないのだ。もとより足の遅おそい伊依が樹木を抉えぐり倒たおすほどの身体能力を見せた彼女から逃げられるわけもない。

「──何を考えている？」

　ぞくっ。

　寒気がして、伊依は横を見る。

　十五メートルもの距離を一瞬でつめて、白はく髪はつ烈れつ眼がんの少女がそこにいた。人間の動きではない。刀は抜かず、こちらに攻こう撃げきしてくる意志もないようで、ただ油断のない顔でじっと注視してくる。

「──ぅあっ」

　そんな彼女に気をとられ、隆りゆう起きしている木の根に躓つまずき伊依は豪ごう快かいに転んだ。泥どろが跳はね、雨あま粒つぶが散り、全身に激しい衝しよう撃げきと痛みがはしった。もちろん、腕うでに抱かかえた怪モ造ン生ス物ターを潰つぶしてしまわないよう、うまく身体を折り曲げてはいたが。

「──満足か？」

　嘲あざけるのではなく、蔑さげすむでもなく、ただ確認をするだけのような舞弓の口調。地べたに這はいつくばった伊依は膝ひざを丸め、見つめてくる彼女に背を向けている。

「……よくわからないな。そうして泥だらけで、雨に濡ぬれ、苦しい思いをする必要が君にあるとは思えない。いいかい、生物っていうのは、困難から逃げるようにできているのだ。苦しみから、哀かなしみから、遠ざかりたいと思うものなのだ」

　息も切らせず、戦橋舞弓は言い放つ。

「無理をして、歯を食いしばって、自分を殺して、人間は──生物は、そんなことをしなくてもいい。弱い生物がね。君のような弱者は、平和を望んで然しかるべきだ」

　伊依は彼女を見ない。舞弓は低い、少女というよりむしろ少年のような声で語る。

「戦うのは──我ら戦士の役目。生まれもってきた性能が、役割が違ちがうだけのこと」

　見えないが、舞弓は首を傾かしげた気がする。

「ふむ？　その腕うで輪わの色を見るに、君は怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グのようだが。念のために言っておく──怪モ造ン生ス物ターを怪造すれば私に勝てるなんて思わないことだな。私はそんじょそこらの怪モ造ン生ス物ターよりも強いつもりだぞ」

「…………」

　そうだろう。きっと彼女は強い。そして自分は弱すぎる。

　だから準備する必要があった。少しでも強くなる方法を。倒れたまま手を動かして、気づかれないよう指先だけで地面をまさぐって。

　余よ裕ゆうめかして舞弓が忠告をしているうちに、伊依は戦せん闘とう準備を終えていた。

「……………お話は終わり？」

　小さく、彼女の言葉を遮さえぎって伊依は立ちあがる。舞弓は戸と惑まどったような、わずかに眉まゆをひそめた表情でこちらを見つめている。その表情もやがて崩くずれ、呆あきれた、逆に感心したような顔になる。

「──こそこそと何をやっているかと思えば」

　伊依の手に握にぎられている、この場で、どうにか誂あつらえた武器。転んだふりをして、舞弓に背を向けて用意した、緊きん急きゆう時には無いよりはマシだと父から教わっていた武器。

　そう。武器だ。武器を持たずに戦地へ行って、大切なものを失った二ヶ月前の事件を越こえて、伊依は武器をもつ覚かく悟ごを決めた。

　作り方は簡単だ。幸いなことに初めから靴くつは脱ぬげていた。あとはハイソックスを素す早ばやく脱ぎ、その中に手て頃ごろな大きさの石を何個か詰つめるだけでいい。その武器とも呼べない鈍どん器きの使い方は簡単で、ただ、振ふり回す。それだけだ。腕わん力りよくのない自分でもなんとか扱あつかえる。

　舞弓は、やはり嘲るというより確認するような口調で問いかけてくる。

「そのような急造の武器で──戦士わたしに勝てると思うのか？」

　思うわけがない。

　これはただの──脅おどしだ。

　伊依は思いっきりハイソックスを振ると、その先せん端たんを近くの樹木にぶつけた。木き肌はだが抉れ、大量の木の葉が散る。人体に当てれば余裕で骨折とかすると思う。

　調べたのだ。桃子を失って、全すべてを失って、友人に教師に励はげまされ、夢を捨てないと誓ちかったあの日から。伊依は父と暮らした家にたびたび帰り、様々な文ぶん献けんを読みふけった。そこには昔、父から教えこまれていたはずの兵法や緊急時の行動方法が載のっていた。

　この武器もそのひとつ。

　伊依は真まっ直すぐに舞弓を見る。

「お願い。見み逃のがして。でないと、あたしは、これであなたと戦うよ」

　これで彼女が退ひいてくれなければ終わりだ。伊依は理解している。最強の武器を持ったって、それを使う覚悟がなければ意味がない。そして二ヶ月前、地上最悪の〝武器〟を使って大切なものを失った伊依は、絶対に武器を使うことができないだろうと思う。

　そう──だから、これは脅しなのだ。

　他人を傷つけては達成できない夢と理想を抱えた伊依は、攻撃の手段をもたない。あるのは脅きよう迫はくと逃とう亡ぼう、そして自衛としての抵てい抗こうだけである。

　戦地に立ってしまった時点で、すでに伊依の敗北なのだった。

　だから──今は、一刻も早くこの戦場から脱だつ出しゆつすることが肝かん要よう。

　思いながら、伊依は口の中で小さく言葉を紡つむいでいる。

　舞弓はそれに気づかずに。

「あぁ──頼たのむから、私に刀を抜ぬかせないでくれ」

　疲つかれたような顔で、静かにつぶやいた。

「君は哀あわれなドン・キホーテだ。敵私という存在を取り違えている。弱者がどれだけ武器を持とうとも弱者であることに変わりはない。戦士の私を倒たおせるものか。一本の貧弱な槍やりで巨きよ大だいな風車は倒せない──これは賭かけにもなってはいないのだ。理解して、もう諦あきらめるがいい」

　そんなことはわかっている。

　けれど──賭けには、なっている。

　舞弓が気づいていない賭け。伊依は──それを見つけ、全てを賭ける。会って間もない怪モ造ン生ス物ターのため──ではない、きっと、自分の夢のために。二ヶ月前に粉々になった夢のために。伊依は、自分の正しいと思う行動をするのだ。

「それに──君」

　舞弓は鬱うつ陶とうしそうに滴したたり落ちる雨を拭ぬぐってこちらを見る。

「その武器で私を殴なぐる度胸があるのか？　包丁を握ることは誰だれにだってできる。三歳児でも、百歳の老人でもね。しかし、それを他人に振るうことができるのは、戦士か悪あく魔まだけなのだ。君は──どちらでもない。ただの弱い人間だよ。以上──」

　言葉は終わりだとばかりに、舞弓は弓を引く直前のような半身の姿勢になった。それが彼女の戦闘時の基本姿勢なのか、先ほどまでよりむしろ威い圧あつ感かんは増した。軽く挙げられ、握られた拳こぶし。刀は使わないつもりなのか。この少女──正体不明だが、こちらの身を心配しているとしか思えないさっきからの言動などを見ても、悪い人間ではないらしい。

　だからこそ、闘たたかいたくはない。

　伊依はそう思う。

　舞弓は凛り々りしい瞳ひとみを煌きらめかせ、意味が摑つかめないことを言った。

「──君には、《哀舞ブルース》あたりで充じゆう分ぶんだろう」

　伊依は無視し、小さな声でひたすらに呟つぶやいている。

　呪じゆ文もんを。怪造に必要不可欠な完かん璧ぺきに計算された言葉を。

　舞弓に気づかれないよう、虎こ視し眈たん々たんと。

「五秒、待とう。それ以降──私は言葉の通じない肉にく食しよく獣じゆうだと考えるがいい」

　再接続は簡単だった。先ほど中断され、放ほうり出されていた呪文。その放置されていた糸を手た繰ぐり寄せ、そこからさらにもうちょっとだけ呪文を紡いでやればいい。

「五」

　ただし周囲は暗くら闇やみ。怪造をするとき、《門ＧＡＴＥ》から零こぼれる光はどうしようもなく目立つだろう。

「四」

　だから、最後の最後まで伊依は虚界アンダカを進むことができなかった。中断されていた呪文を取りついだだけで、ただ周囲にこの状じよう況きようを一いち撃げきで打破できる怪モ造ン生ス物ターがいないか探していただけである。

「三」

　そして見つけた。後は呪文を唱えるだけだ。怪造に必要な呪文はたったの三つ。けれど、本来ならば、その三つの呪文すら目の前の少女は唱えることを許してくれなかっただろう。しかし──彼女は、五秒間の猶ゆう予よをくれた。もちろん彼女の気まぐれひとつで簡単に短縮される猶予だが、伊依はそれに賭けるしかなかった。

「再リセ接ツト続ア完ツ了プ。氷の国の関所を抜けて、塩しお喰はみ虫の畑を歩く、農者の小屋の暖簾のれんを分けて──」

　ぽう──と淡あわい光が《門ＧＡＴＥ》の表面に浮うかぶ。

「二」

　ぴくり、と舞弓の眉まゆが動く。しかし彼女は何もしない。

　よし──と伊依は呪文に力を漲みなぎらせる。

「──見つけた」

「一」

　かちり、と舞弓が刀の柄つかに手を伸のばす。

　同時に、伊依の周囲に落らく雷らいのごとき閃せん光こうが弾はじける。

「──《芽アラ吹ーテのイオ種ー》、怪造ッ！」

　その光は現界カナイと虚界アンダカをつなぐ入口にして出口。火花を散らし、鮮せん烈れつに舞い踊おどるその光は伊依の肌はだをじりじりと焼く。

　間に合うか!?──光の奥から、無数の羽虫のような硝子ガラス玉のような物体が飛びだしてくる。

「──零ゼロ」

　しゅりん、と全長八十センチ、禍まが々まがしい京反りの刀が姿を現す。

「先ほどの言葉を撤てつ回かいしよう。君は──弱いだけの人間ではないようだ」

　そして彼女の瞳が凶きよう悪あくに爛らん々らんと光る。

「だがしかし、果たして──私と同じ戦士なのかな？」

「《芽アラ吹ーテのイオ種ー》、能力全開ッ！」

　びぢりびぢりと魚が跳はねるような音をたて、無数の硝子玉が地面に埋うまっていく。瞬しゆん間かん──舞弓が飛びだしてきて、その刀の切っ先を遠えん慮りよなく躊躇ためらいなく伊依に突つきだしてくる。

　速い、なんてものじゃない、見えない。

　一瞬、なんでだか、桃子の顔を思いだした。

　自分を守って死んでしまった親友の彼女。

　そして──同時に。

　ここで死んだら駄だ目めなんだと、思いだした。

　刹せつ那な。

　ぞわ、と刀が迫せまって。

「────」

　遠ざかる。

　刀が──舞弓が──遠ざかる。

「──なッ!?」

　叫さけび、舞弓は堪たまらずに吹ふっ飛ばされていく。植物に。先ほど舞弓に斬きり倒たおされた樹木の仇あだ討うちだとでもいうように、次から次へと地面を突き破り伸びてくる植物に。

　楡にれの木。楠くすの木き。ハリギリ。ゴンゼツ。

　白しら樺かば。科しなの木。山桜。ダケカンバ。

　季節も種類もめちゃくちゃの樹木が、我先に争って舞弓に襲おそいかかっていく。否いな──ただ単純に伸びているだけだ。すさまじい速度で生長しているだけなのだ。

　それこそが《芽アラ吹ーテのイオ種ー》の能力。

　すなわち養分。植物を急生長させる能力。《芽アラ吹ーテのイオ種ー》という怪モ造ン生ス物ターの本体はさっき地面に埋まっていった硝子玉みたいなもので、その能力は地面に養分を供給して植物を一時的に発育させる。ただその効果は五分かそこらしか保もたないので、あまりのんびりとこの奇き跡せきなのか悪夢なのか判然としない光景を見ているわけにもいかない。

　しかし──とりあえず、間かん一いつ髪ぱつだけど、間に合った。

「よっし」

　伊依は早々に密林めいてきた目の前の光景から視線を逸そらし、実はさっきから逃にげろ逃げろ馬鹿娘てめぇ脳みそ腐くさってんじゃねぇのかとか喧やかましかった父に声をかけた。

「じゃ、逃げよっか。あのひとには──足止めにしかならないと思うし」

『……あぁ、もう、なんだ説教は後にしてやるからさっさと逃げろ。何度も言うが心臓に悪わりぃんだよてめぇの戦い方は』

　不満げな滅作の声に苦笑いして、伊依はとりあえず植物で塞ふさがってしまった進路ではなく、逃とう走そう経路を考えながら道を進んでいく。

　その背後。

「現界カナイの扉とびらを打ち開けて！　虚界アンダカの闇やみに歩を進め！」

　煌こう、と植物の隙すき間ま、見たこともない真っ赤な光線と──。

　誇ほこり高く、灼やけるような、舞弓の声が流れだす。

「見極めるのは上下の天外！　惑まどわされぬは左右の門外！」

　それは聞き慣れない、奇き妙みような波は紋もんを広げる呪じゆ文もん。

　なんだこれ──伊依は、その響ひびきに言いしれぬ恐きよう怖ふを感じて戦せん慄りつする。

「虚きよ無むへとつらなる禁遠倉庫！　無下の雑物ざぶつをかき分けて！」

　切り裂さくような真しん紅くの光は伊依の元まで届く。

『な──なんだこりゃ。なんだこの呪文は……』

　滅作の声も切せつ迫ぱくしている。父も──伝説の怪レイ造・モ学ンス教テイ授アでさえ知らない呪文？　伊依は頷うなずき、視線を逸らして進行方向に向き直る。そして走るも、こんなときに限って足がもつれる。

　転びかけて体勢を立て直し、恐怖に青ざめる伊依は見た。

　真紅の光が──濃のう縮しゆくを始めている。それらは植物に包まれているらしい舞弓に向かって収縮し──。

「鍵かぎは虹にじ色いろの十六番！　鍵かぎ穴あなは宵よいの右扉！」

　そして。

　正体不明の侍さむらい少女、戦橋舞弓は言い放った。

「解かい錠じよう──怪造剣が二二五！　戦闘形式モード、白木弓！」

　そして伊依は見た。細かい細かい植物の隙間から覗のぞく、静かな怒いかりを込こめた烈れつ眼がん、姿勢良く立つ戦橋舞弓の長身。その手に。

　手の先に──。

　あれは？──と伊依は思う。なんだこれは？　理解できない。

　舞弓は、身の丈たけほどもある弓を正しい姿勢で構えていた。

　細かい樹木に隠かくれてその姿はほとんど見えない。しかし理解できた。あれは──危険だ。熱した、鍛きたえた刃やいばのような双そう眸ぼう。二メートル近い真っ白な弓。真紅の本もと矧はぎが禍まが々まがしい三本の征そ矢や。

　ぞくり、と嫌いやな予感がする。

「う──あ」

　伊依は必死になって体勢を立て直し、彼女から視線を外して逃げる。怖こわい。危険は去ってなんかいなかった。事態はちっとも好転していなかった。

　今まさに自分が本物の弓矢に狙ねらわれているという事実──戦慄し、伊依はどうしようもなく恐怖に負けて後方を振ふり返った。

　瞬しゆん間かん。

「──心せよ」

　鋭するどい、舞弓の声が高らかに響いた。

「私の征矢は視えないから──」

　きりきりきり、と弦つるを引き絞しぼり、舞弓は高く弓矢を構える。上げた肩かたの向こう、彼女の灼けた瞳ひとみが真まっ直すぐにこちらを見み据すえていた。

「──避よけようとして動いたりすれば、良くない場所に当たるかもしれない」

　そして静かに矢や束づかを引いて、弓きゆう道どうでは基本となる物もの見みの構え。

「ゆえに──大人しく、射い貫ぬかれよ！」

　言葉が真っ直ぐに伝わってきて、伊依は、何故なぜだかひどく明めい瞭りように状じよう況きようを理解してしまった。これは──そうだ。《鳳フエニ凰ツクス》と相対したときと同じだ。絶対的な存在と向かいあってしまった恐怖。逃げることも、抵てい抗こうすることも許されず、ただ相手に生かされているだけの状況。気まぐれ一つで命が飛んで、伊依の人生いのちはそこで終わる。

　奇跡なんてあるわけがない。命は、簡単に散る。

　だからこそ、選んでしまった道に後こう悔かいなんかしない。

　最後の最後まで全力で生きる。夢と理想を忘れないで生きる。

　生きるのだ。こんなわけのわからない状況で、あんな意味不明な少女に殺されるわけにはいかないのだ。

　縋すがるように小さい怪モ造ン生ス物ターを抱だきしめて、振り返りもせず伊依は逃げた。《芽アラ吹ーテのイオ種ー》が繁はん茂もさせた樹木はだんだんと地面に戻もどり始めている。

　最後の力を振りしぼって、伊依は懸けん命めいに走る。

　その背後──舞弓が切り裂くような声で怒ど鳴なりつけてくる。

「退のけ！　その怪モ造ン生ス物ターから離はなれるがいい！　このままでは君ごと射貫くことになる──たかが怪モ造ン生ス物ターのために命を捨てるんじゃない！」

「たかがって──」

　伊依はついその発言に腹が立って振り返る。

「──馬鹿にすんな！　怪モ造ン生ス物ターはあたしの友達なんだ！　絶対に守るって決めたんだから！」

　その言葉に舞弓は瞳から理性を消し、一気に弦を引き絞しぼると叫さけんだ。

「愚おろかな──！」

　そして、あっさりと──舞弓の征矢が放たれる。

　雨が貫つらぬかれ。風が貫かれ。

　理想ごと──伊依の身体からだをも貫つらぬこうとした矢は。

「────!?」

　何故だろう。幽かすかに逸それて伊依の脇わき腹ばらの横、服の生き地じを抉えぐるような速度で通過して闇やみに消えていった。

　すう──と冷や汗あせを流し、伊依は走りながら驚おどろいて舞弓を見る。

　舞弓の腕うで前まえは知らないが、自分はただ真っ直ぐに逃にげていただけだ。雨と闇で視界が悪かったとはいえ、よく狙えば当たらないわけもなかったろうに。

「──認めよう、戦士！」

　舞弓は鋭く叫び、威い風ふう堂どう々どうとこちらを睨ねめつけていた。

「だが忘れるな！　私が君を殺せたことを！　君は弱い！　同様に──君の理想も弱すぎる！　だが──認めよう！　君は最後の最後、征矢が通過するその瞬間まで怪モ造ン生ス物ターを離さなかった！」

　伊依は叫びつづける彼女から目を逸らし、前方の闇を見つめて逃げる。

「認めよう！　君は戦士だ！　だが忘れるな──私と君の理想は対立している！　次に会ったときが、決着の時だと知れ！」

　一方的なその宣告の後、ぽつりと、彼女の小さな声が聞こえた気がした。

「……興が醒さめた。これでは、私が悪役ではないか」
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「──疲つかれたなぁ」

　怪モン造ステ学イス者ト育成のために建設された古頃怪造高等学校、その五つある学生寮りようの一つ、〝空蟬寮～君が人形になる前に～〟その大浴場。

　大浴場といってもそれほど広くなく、露ろ天てん風ぶ呂ろもサウナもなく、綺き麗れいに磨みがかれた空色のタイルで覆おおわれた浴場と湯船が全すべてである。空蟬寮には男子も女子もいるので、当然、浴場は別々になっている。時刻は夕刻の六時。日曜日だが半はん端ぱな時間なので、伊依の他ほかに入浴している生徒の姿はない。都合がいいと伊依はつい連れてかえってしまった、泥どろや血で汚よごれた白い怪モ造ン生ス物ターを湯船に浸つかったままで洗っていた。

　乳白色の湯気が渦うず巻まきながら漂ただよっている。伊依はぐったりと疲れ、仄ほのかに桃もも色いろがかった湯に肩かたまでつかって嘆たん息そくしている。

　父・空井滅作が封ふう印いんされた首くび飾かざりは呪のろいのアイテムのごとく取れないので、全ぜん裸らの伊依は不本意ながらも髑どく髏ろをぶらさげたままである。むろん、伊依にも乙女おとめの恥はじらいはあるので父の首飾りは全身をガムテープで包まれている。ときどきモガモガ苦しい苦しいと聞こえてくるが無視だ。無機物のくせにいっちょまえに呼吸困難とは笑わせる。

「本当に──疲れたなぁ」

　声は周囲に韻いん々いんと響ひびく。

「あの変な女の子、いったいなんだったのかなぁ。いきなり襲おそいかかってきて。えーと、あなた、うーん」

　ぬいぐるみのような身体で洗面器に収まり、お湯と石せつ鹼けんの泡あわに包まれている怪モ造ン生ス物ターに視線を向ける。彼女は伊依が自分を見ていることに気づくと怯おびえたように目を細め、びくびくと震ふるえた。

　傷はどれも不思議なことに逃げているうちに回復したらしく、すでに彼女の身体は綺麗なものだった。

　それはともかく。

「名前ないのは不便だよね……」

　伊依が視線を向けると、彼女は目を逸らす。今度は湯船を移動して、彼女を正面から見る。びくっとして、彼女は完全に俯うつむく。引っこみ思案な女の子のようだった。

「…………」

　うーん、と伊依は唸うなり、やがて名案だというように提案してみた。

「じゃ、梅うめ子こちゃんっていうのはどう？」

　小さな怪モ造ン生ス物ターがこの世の終わりみたいな顔をしたことに気づかず、伊依は満足げにうんうんと頷うなずく。

「うん、なんか桃子ちゃんに似てるしね。それに、梅子ちゃんだーって感じがするから。よっし、けってー！　それでいいよね、梅子ちゃん？」

〈…………〉

　梅子と名づけられた怪モ造ン生ス物ターは怯えたようにガクガクと首を振る。まだ自分を警けい戒かいしているのだろうか、伊依はちょっと寂さびしくなりながらも梅子ちゃん梅子ちゃんと連呼した。

〈……梅子って、ださいと思う〉

　ぽつり、と声が聞こえた気がした。

「うん？」

　伊依は梅子を見る。梅子は目を逸らした。気のせいだろうか、梅子が喋しやべったような気がしたのだが。

　もちろん、人の言葉を解するくらい知能のある怪モ造ン生ス物ターはけっこういる。実際、《鳳フエニ凰ツクス》も片言だったが人間の言葉を喋っていた。

　ぼんやりと考えていると、突とつ然ぜん。

　ざばぁ、とお湯を突つき破って一人の少女が現れた。

「うひゃああ!?」

　海のように空のように深くて綺麗な青い髪かみ。彼女はビーナスみたいに誕生すると大きく息を吐はき、なんだか気が抜ぬけるような声で前も隠かくさず声をあげた。

「やっほー、らりほー、魅み神かみ香か美みなのだわ！」

　魅神香美だった。伊依と同じ中学校の出身で、学年一の成績を誇ほこる優ゆう秀しゆうな生徒である。ただ日ひ頃ごろの行動が奇き抜ばつなのでいまいちそんなふうに見えない。

　伊依は度ど肝ぎもを抜かれて引きつっている。梅子はというと、洗面器を頭からかぶってブルブル震えている。香美はそんな二人の微び妙みような反応に気づかず、くしゃくしゃっと笑った。

「ちなみに魅神香美は一時間前くらいからずっと潜せん水すいしてましたのだわ！」

「な、なにやってんのカービィちゃん？」

　意味がわからない。香美は満足げに笑った。

「カービィじゃなくてカミだもんね、あちき。ふふん、伊依、行動に理由を求めるようになっちゃぁ人間おしまいなのよ。そういうのは哲てつ学がく者しやの仕事ね。ある登山家はこう言った！　どうして山に登るのか！　そこに山があるからだ！」
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　ばーん、とすごく楽しそうな顔で香美は言い放つ。

「というわけで、どうして風ふ呂ろに潜もぐるのか！　そこに風呂があるからなのだわ！」

「お風呂は潜るものじゃないと思う……」

　細々と発言する。香美はそんな伊依の耳をぐにぐにと引っぱる。

「うーるーさーいー子ー、いいじゃない、それも浪漫ロマンじゃない。おや？」

「あ痛い痛いそれ痛いカービィちゃん痛い、ん？　どしたの？」

　香美は洗面器の内側、怯えるようにこちらを見ている梅子を注視している。その視線が怖こわかったのか、梅子はくるっと反転するとヤドカリのように洗面器に完全に隠れてしまった。器用な子だ。

　香美は考えるように。

「《愛シヤ天リテコ使ラール》──かしら？　んー、ちょっと違ちがうような」

　そんなことを言って、香美は伊依に視線を向けてくる。

「伊依、これ、なんの用があって怪造したの？」

「え？　いや、あたしが怪造したんじゃ──」

　言いかけて、梅子が舞弓に追われていることを思いだし、香美にいらない心配かけるのも駄だ目めだろうと伊依は口をつむぐ。

「──なんでもない。うん、まぁ、なんとなく、怪造してみたかっただけ」

「ふぅん」

　香美は伊依の発言をまるっきり信じていない顔でこちらを見つめている。その視線が痛くて、湯船から上がり、ガタガタ震ふるえる洗面器を抱だきあげて脱だつ衣い所じよへ向かう。

「あ、あははっ。本当、なんでもないんだからね。ただの気まぐれ。じゃ──のぼせちゃうし、先にあがってるからね」

　本当のことを言ったら、香美は全力で自分を助けてくれると思う。だからこそ、危ないと思うのだ。舞弓と香美が本気でぶつかるようなことになってしまえば最悪だ。香美に頼たよってはいけない。香美は、こんなよくわからない事態に巻きこんではいけないのだ。

「…………伊依」

　香美の声が追いかけてくる。

「危ないことはしちゃ駄目よ？」

　それは珍めずらしく真ま面じ目めな、心配そうな声だった。

「…………ごめん」

　伊依は彼女を振ふり向かず、小さく頭を下げて浴場を退出した。
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『──つづきまして、夢ゆめ追おい坂ざか市在住の空井滅作さんの相談です。聞いてくださいよＭＡ‐ＲＩＮさん！　うちの娘むすめは私のことを糞クソ親父おやじだの悪あく霊りようだの呪のろいのアイテムだのと馬鹿にするばかりか、今日はガムテープで全身をがんじ搦がらめにして湯船に沈しずめたのです！　ＭＡ‐ＲＩＮさん得意の魔ま術じゆつで呪ってやってくださいよ！　わぁ酷ひどい娘もいたもんだね驚おどろいちゃったなこりゃオイラ、きっとね、その娘もね、滅作さんに愛されたいと思う気持ちから反はん抗こう的にね！』

「…………うるさいよ？」

　延々と一人ひとり芝しば居いをくりひろげる厄やつ介かいな呪いのアイテムに閉口し、伊依は空蟬寮の自室、勉強机に座って長い髪にドライヤーをかけている。その正面、あまり整せい頓とんされていない机の上には《怪モ造ン生ス物ター百科》が開かれた状態で載のせられていた。

《怪モ造ン生ス物ター百科》は伊依の在ざい籍せきする古頃怪造高等学校で使用されている教科書の一つで、全十巻もあり、主な怪モ造ン生ス物ターの生態や能力、その怪造方法が記されている。

　怪モ造ン生ス物ターはその特とく殊しゆ性、戦せん闘とう力、怪造の難易度により上級、中級、下級とランクづけがされており、さらにそれぞれ一位、二位、三位まで細かく分類されていて、怪モ造ン生ス物ターの能力を測定する目安となっている。

　伊依はそんな喧けん嘩かの強さとかで怪モ造ン生ス物ターを分類するのは間ま違ちがっていると思うので、そのような基準で作成されたこの《怪モ造ン生ス物ター百科》の記述も話半分に読んでいた。活字を読むだけじゃわからないことのほうが多い。実際に怪モ造ン生ス物ターに手を触ふれて、一いつ緒しよに暮らしてみるのが一番だと思う。

　けれど、今回は場合が場合だ。

　自身を正義の味方と呼び、梅子を狙ねらっていた少女。

　彼女から梅子を守るためには、まず梅子のことを知らなくてはならない。ちなみに梅子は疲つかれていたのか伊依のベッドでぐっすりと眠ねむっている。

「さっき──カービィちゃん、《愛シヤ天リテコ使ラール》とか言ってたっけ」

　目次から検けん索さくし、《愛シヤ天リテコ使ラール》のページを開く。中級一位。怪造難易度は高いが、戦闘力はほぼ皆かい無む。能力は、周囲の人間を幸福感で満たすこと──。

「幸福感……？」

　優やさしい能力だと思う。見るぶんには《鳳フエニ凰ツクス》のように危険な存在ではなさそうだった。ただ掲けい載さいされていた《愛シヤ天リテコ使ラール》の写真は梅子と似ているようで似ておらず、肌はだの色も白と言うよりも灰色。背も少し高く、側頭部から生えた翼もどこか華美な雰囲気がある。豪ごう奢しやなティアラまでつけていて、こういう表現は嫌きらいだが中級一位らしく高貴な感じがする。

　共通点は天使っぽいというだけだし、これは違うんじゃないかなと伊依は思った。

　手がかりがなくなり、うーん、と伊依は伸のびをした。

「しょうがないなぁ、明日、誰だれか先生にでも聞いてみよ。父さんも偉えらそうに伝説の怪レイ造・モ学ンス教テイ授アだとか天才だとか自じ称しようしてるわりに役立たずだし」

『ＭＡ‐ＲＩＮさん、娘に役立たずと罵ののしられ、唾つばを吐はきかけられ、私は心も身体からだもボロボロです！　もう耐たえられません！──滅作さん、そこを優しく受けいれてやるのが父親なのですよ！　ＯＫ──伊依、父ちゃんわかってるぞ。本当は寂さびしいだけなんだよな！』

「…………」

　がす、がす、がす、と髑どく髏ろの首くび飾かざりを机の角にぶつける。

「……電波受信してないでさ、普ふ段だんは騒そう音おん発生装置でしかないんだからこういうときくらい役に立ってよね？」

『うぅ──うっ、うっ、娘が虐ぎやく待たいする。無害な父ちゃんを虐待する』

　情けなく泣き言を漏もらし、うるさい親父は沈ちん黙もくした。しかし、死んでも腐くさってもこの父親は怪レイ造・モ学ンス教テイ授アと呼ばれた怪造学の権けん威いである。そんな父にも正体のわからない梅子──いったい、何者なのだろう。

　伊依はペラペラと《怪モ造ン生ス物ター百科》のページをめくり、やがて諦あきらめると素直に本を閉じた。とりあえず、明日は学校だから早く寝ねよう。

　そう思って勉強机のスタンドライトを消す。

　瞬しゆん間かん、こつんっ、と後頭部に何か小さなものが当たった。

「………？」

　振ふり返る。視線を落とす。くしゃくしゃに丸めた紙がそこに落ちていた。

「なにこれ……？」

　不ふ審しんに思って拾いあげ、その紙に何か文字らしきものが書かれていることを理解すると伊依は二段ベッドの下、丸まった布ふ団とんに視線を向ける。

「……カタちゃん？」

　片かた津つ理り夢む。伊依と同室の女の子で、寒かろうが暑かろうが関係なくいつも布団に潜もぐりこんでいる。なので伊依は彼女の顔を見たことがこれまでに一度もない。声を聞いたのも数えるほどである。用件があれば今回のように手紙をよこすので、困ったことにルームメイトとして一緒にいるぶんには問題がないのだった。

　なんだろう、と思いながらも伊依は渋しぶ々しぶとくしゃくしゃになった手紙を読む。

〝今なら引き返せるけど？〟

　独特の殴なぐり書きしたような、そのくせ不気味な雰ふん囲い気きの文字。

〝忠告はしたよ？　あとは知らない。　かたつ　りむ　PS．でもあんたはちょっと面おも白しろいと思うから死ぬな〟

「…………」

　伊依は考えこみ、やがて理夢に視線を向ける。

「……どういうこと？」

　正体不明の同居人、片津理夢は、やはり応こたえなかった。
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　同刻。午後九時二十分。古頃怪造高等学校直属学生寮──〝空蟬寮～君が人形になる前に～〟管理人室で、特とく徴ちよう的な電子音とゲームのコントローラーを叩たたく音、そして静かに会話する男女の声が虚うつろに響ひびいていた。

　普段はお札や鎖くさりで厳重に封ふう鎖さされている、寮の入口付近にある管理人室。女と少年が電気もつけずにＴＶ画面を見つめながら格かく闘とうゲームをしていた。

「あ──ご主人様、ハメ技わざは卑ひ怯きようでございます」

「……そう思うのならちょっとは手加減したらどうなのじゃ」

　ＴＶ画面から零こぼれる七色の光が、真しん剣けんに画面を見つめる二つの美び貌ぼうを照らしている。一方は、人形のような女。表情のない瞳ひとみに、だらりと投げだされた足。薄うっすらと緑色を混ぜたような癖くせのない金きん髪ぱつをカチューシャで留めている。美び麗れいだが血の気がなく、やはり人形めいた雰囲気だった。彼女は首を微び妙みように傾かしげたまま瞬まばたきもせずに画面を見つめている。細かい指先の動きはすでに人間には視覚不可能なほど素す早ばやい。

「……ご主人様、解かい析せきしたところ、ご主人様が使用しているキャラクターは上方向からの攻こう撃げきに弱く、わたくしのキャラクターのジャンプ攻撃を防ぼう御ぎよできません」

「わかっとるわ。喧やかましい」

　その隣となり、見るからに必死な顔でボタンを叩いているのは小学生くらいの少年だった。女と同じ色の髪かみの毛を頭の後ろで四つにまとめている。着ているのは明らかにサイズのあっていないＹシャツとジーパンで、これも大きな真しん紅くのマントをその上から羽織っていた。

　二人の異人はお互たがいもう二時間近く腰こしを上げていなかった。

　人形めいた女──闇やみ宮みや血ち影かげはこの空蟬寮の管理人、つまり寮りよう母ぼで、寮で暮らす寮生たちの食事や洗せん濯たく、掃そう除じなど日常生活全ぜん般ぱんの面めん倒どうを見ている。

　少年は名前を闇やみ宮みや影かげ文ふみといい、血影の弟という設定になっていた。彼は実際に小学校へは通っていないが、気まぐれに近所の子供たちと遊んでいることがある。そこでゲームというものを初めて知り、格闘ゲームでこてんぱんに負けてしまった。

　手に汗あせにぎり、必死な形相で影文はコントローラーを握にぎりしめる。

「この我わが輩はいが──かつては大公とまで呼ばれたこの我輩が、たかがゲームとはいえあのような子供に敗北することなどあってはならぬのじゃ。《虚ゲー無ムオ大ー公バー》がゲームで敗北など冗じよう談だんが過ぎて笑えぬわ。見ておれ、夢追坂小学校三年二組御み剣つるぎ真ま子こ！　貴様の名前は覚えたぞ──この我輩、同じ相手に二度は負けぬ！」

「影文様、現在の戦績はわたくしの四十四連勝でございますが」

「黙だまれ雌めす豚ぶたが……！」

　ぽつりとつぶやく血影に、影文は激げき怒どの表情でつぶやく。血影は異様にゲームが上手だった。料理は苦手なのに。

　画面で、影文の操あやつる吸きゆう血けつ鬼きが血影の剣けん士しに八つ裂ざきにされている。勝負にもなっていない。慌あわてて背後に退たい避ひするが、読んでいたのか、剣士は上方向から鋭するどい攻撃をくりだしてくる。それを何度も何度も。執しつ拗ようにそればかり。

「……ぐっ。ぬぐっ。ひ、卑怯だぞ血影！　こちらが上からの攻撃を防げぬのを知っているくせに！　貴様も優ゆう秀しゆうな下僕しもべならば上手に負けるくらいの愛あい嬌きようを見せぬか！」

「それではご主人様の修行になりませぬ。防御のできない攻撃を避よけ、そこから反撃の手段を考えていく──ご主人様の戦いに足りないものは、それです。ただがむしゃらにつっこむだけでは底が知れているかと」

　上からの攻撃。

「それでは、とどめ──参ります」

　上からの攻撃──吸血鬼の体勢が崩くずれたところを、袈け裟さ斬ぎり、横よこ薙なぎ、必殺技！

　虹にじ色いろの閃せん光こうに両断され、吸血鬼は掠かすれた断だん末まつ魔まの声をあげて敗北した。

「…………」

　額に血管を浮うかばせ、歯ぎしりして悔くやしがり、影文はぶるぶると震ふるえる。

　血影は抑よく揚ようのない声でつぶやいた。

「これで、わたくしの四十五連勝でございます」

「……本気で貴様の処分を検討せねばならなくなったようじゃな」

　低い声に、血影はほんのりと笑った。

「ご冗談を。ご主人様。遊びの勝敗を現実に持ちこむなど無ぶ粋すいなこと」

「いや本気で検討中じゃ。貴様は実にむかつくし」

「ご主人様。理り不ふ尽じんでございます」

　しばし沈ちん黙もくが満ちた。画面は暗転し、キャラクター選せん択たく画面へとシフトする。血影は影文が黙ってしまったことに不安を覚えたか、恐おそる恐る声をかける。

「……あの、ご主人様。まさか本気で」

「気づいておるか、血影」

　影文はそんな彼女の様子に気づいているのか、いないのか、真剣な表情で虚こ空くうを凝ぎよう視ししている。

「空蟬寮に──怪モ造ン生ス物ターが侵しん入にゆうした」

「……真実まことですか？」

　血影も表情を変える。事実ならば、排はい除じよしなければならない。影文の生活を脅おびやかす外敵は、残らず自分が殲せん滅めつする。それが血影の存在理由だった。

「不覚……わたくし、機能上、怪モ造ン生ス物ターの気配を察知することができませんから……。何処どこに──ご主人様、侵入してきた怪モ造ン生ス物ターは何処にございますか？」

「逸はやるな。この気配──取るにたらぬ雑ざ魚こじゃ」

　影文は冷静な顔でコントローラーを操作している。

「あの──なんといったか、髪の毛を左右にぐにょのんと伸のばしとる」

「伊依ちゃんですか？」

「そう──その伊依とやらの部屋におるな。ちんまいのが。だが──害意もないし、ひどく弱い。警けい戒かいするほどのものではないだろう。あまり気になるようなら様子を見にいけば良いがな」

　適当に言って、影文はさっさと次の試合フアイトを始めてしまう。血影はその相手をするべきか侵入者を確かめるべきか逡しゆん巡じゆんしていたが、やがて俯うつむくと、黙ってその場に立った。

「ご主人様──」

　影文も彼女を見ずに頷うなずく。

「うむ。好きにせよ」

「有あり難がたき幸せ」

　そして血影の姿が、気配が消える。伊依の様子を見にいったらしい。ずっと人形のような女だと思っていたが、寮生たちと触ふれあううちに人間らしい心に目覚めたようだ。それは進化なのか、退化なのか、影文にはわからない。

「……なんにせよ、我らには関係のないことじゃ」

　そうして今回も傍ぼう観かんを決めこみ、《虚ゲー無ムオ大ー公バー》は子供向けゲームに没ぼつ頭とうする。
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「……金曜日から始まる期末試験については以上です。それでは、次の議題──《鳳フエニ凰ツクス》事件の事後処理とその結果について、宇う宙つ木き氷ひ蜜みつ校長先生お願いします」

　今日の会議室は嫌いやがらせのように暑い。

　夏だというのに引退もせず働く電気ストーブがその原因である。

「やっと私の出番ね。職こん員な会こ議とでもなければ一日だろうが一週間だろうが誰だれとも喋しやべることがない私だもの、今日はたっぷりとじっくりと許されるかぎりの時間をつかって喋ることにするわ」

　周囲に集まる教師たちの嫌そうな顔を楽しむがごとく、この性しよう悪わるな校長は冷え冷えとした声こわ音ねで語る。氷色の瞳ひとみ──白金色の髪かみ。そして乳白色の肌はだ。それら透とう明めいな部品で構成された氷細工みたいな外見の女性である。髪は凍こおりついたような硬かたさを保って肩かたまで伸び、頭には温かそうなこれも柔やわらかみのない帽ぼう子しをかぶっている。

　彼女の名前は宇宙木氷蜜。日本三大怪かい造ぞう学校の頂点と謳うたわれる古こ頃ころ怪かい造ぞう高等学校の校長にして日本に七人しかいない怪レイ造・モ学ンス教テイ授ア。異常な寒がり体質とこの意地悪な性格さえどうにかすれば能力的にも外見的にも文句のつけどころのない偉い人じんである。

　明らかに嫌がらせ目的で過去に飼っていた犬の話などをしている宇宙木と、彼女も含ふくめて全学年を担当する三十余人の教師がこの会議室には集まっている。早朝の職員会議。普ふ段だんは面めん倒どう臭くさいからと姿を現さない校長なのに、今日にかぎって気づけばそこにいてストーブを全力で働かせていた。

　一年月組担任教師、蟻あり馬ま磁じ獄ごくはほとんど彼女の話を聞きもせずその暑苦しい姿も見ず、隣となりでまったりと座っているこれは暑さを感じているのか不明な同どう僚りようの妖あやかしの森もり吉き音つねと小声で語っている。

「……あー、灼しやく熱ねつ地じ獄ごくにだけは堕おちたくないな」

「校長は喜びそうだけどねー」

　妖森は細い目をした怪あやしげな女性で、寝ね癖ぐせがいい感じに獣けものの耳みたいに見える。口調も裏が読めなくて変な周波数で聞いていると眠ねむくなってくる。

「じごっくんさー、堕ちるとしたらどの地獄がいいかにょ？　磁獄だけに！」

「磁獄だけにとかじごっくんとか言ってんじゃねー。あー、っていうか真しん剣けんに死にそうだからそういう話題は避さけてくれ。もっと涼すずしげな話を所しよ望もうじゃ」

「怪かい談だん？　怪談ならそれはもう唸うなるほど用意してございますがー」

　妖森は死し霊りよう系の怪モ造ン生ス物ターを愛好する不気味な女教師である。

　蟻馬は鼻で笑い、延々と犬の話をしている校長を恨うらみがましく見た。

「ハッ、もう怪談を怖こわがれるほど無む垢くなお子様じゃねーよ」

「ふーん、じゃーこの話は知ってるかにゃー？　校長先生が喋ってるときに私語をするたび給料減らされるって」

「寒っ！　怖ッ！」

　慌あわてて宇宙木を見る。彼女はにっこりと笑っていた。まさか本当の話なのだろうか。妖森を見る。彼女も裏の読めない笑え顔がおを見せている。

　本気で不安になっていると、妖森が「ぶふはぁ！」と珍めずらしく吹ふいた。

「あはは！　あははっはー引っかかったー引っかかったーにょー！　噓うそ噓噓でーっす！　いくら校長でもそんな横暴はしませーん！　あっはっはっは！」

「き、貴様ぁこの化け狐ぎつねが！　実際ありそうな噓つくんじゃない！」

　騒さわぐ二人に宇宙木氷蜜が冷たく言い放つ。

「あーそこ、そこの二名、うるさいから給料カットね？」

「………！」

　怪談が現実になる恐きよう怖ふに蟻馬と妖森が硬こう直ちよくしていると、会議の進行を任されていた教師が真面目な声で水をさす。

「よろしいですか、校長」

　瞬しゆん間かん、浮うわついていた空気が平熱に戻もどる。

　蟻馬は声の方向を見る。そうだった。今日は全学年が合同での職員会議だったのだ。ほぼ宇宙木の独裁下にある古頃怪造高等学校において、唯ゆい一いつ、彼女にも遠えん慮りよなく意見を言える存在がこの場にいるのだ。

　その男、二学年教務主任、倉くら波なみ無な楽らくは清せい涼りような声音で言った。

「この職員会議は、早朝の時間をつかって行われています。つまり、この後には一時間目の授業が控ひかえているということです。あまり必要のない話で長引かせては今後の予定にまで支障が生じてしまいます。会議の進行と関係のない話でしたら会議が終わったその後の時間で、あるいは私用の休きゆう憩けい時間などになされば宜よろしいかと」

　あくまで柔らかく、理路整然とした言葉。

　倉波は少し表情が冷たく見える薄うすい眼鏡めがねをかけた、蟻馬よりもちょっと若い年とし頃ごろの青年である。きっちりとした白衣をまとい、手術につかうような手て袋ぶくろを嵌はめ、髪もオールバックにまとめた彼からはいつも消毒臭しゆうがする。つまり清潔な人間なのだ。機械のような、と表現してもいいかもしれない。

　けれど物もの腰ごしは柔らかいし、変人の多い怪造学校ではかなり普ふ通つうなほうである。真面目で優ゆう秀しゆうな怪モン造ステ学イス者ト──それが、蟻馬が倉波無楽に抱いだく印象の全すべてだった。

　宇宙木は愉たのしそうだった顔を無表情にして、会議室の机に頰ほお杖づえをついた。

「……まぁ、そうね。いらない話だったわ。会議を進めるわね」

「恐おそれいります」

　倉波は頭をさげ、すぐに、いつものように存在感を消す。

　古頃怪造高等学校で二番目に優秀な怪モン造ステ学イス者トとの呼び声も高い倉波は、何故か、いつも他の教師からは一歩退いた位置にいる。あまり自己主張をしないのだ。そのわりに今日のように宇宙木に意見したりする。蟻馬には彼のことがよくわからない。

「倉波先生、なんかいつもより機き嫌げん悪そうだったねー」

　妖森が小声で囁ささやいてくる。蟻馬も宇宙木に気づかれないようこっそりと返す。

「そうだな。校長を止めるのがいつもより早かった」

「でしょー。なんでもさー、倉波先生、また怪レイ造・モ学ンス教テイ授アの資格試験に落ちちゃったらしいんだにょー」

　怪モン造ステ学イス者トにはランクがあって、資格のない人間は怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グ。上級怪モ造ン生ス物ターの怪造に成功した人間は怪モン造ステ学イス者ト。上級一位の怪モ造ン生ス物ターを怪造したり、何か怪造学界に多大なる貢こう献けんをした人間は怪レイ造・モ学ンス教テイ授アという称しよう号ごうを授さずかれる。

　よく知らないが、倉波は何度も怪レイ造・モ学ンス教テイ授アの資格を得るために試験を受けているそうだ。そしてそのたびに失敗している。彼はそのことを気にしていないのか特別に落ちこんだりすることはないが、結果発表があった直後などは今日のように普ふ段だんと少し違ちがう。

　妖森は不思議そうに細い目をさらに細める。

「なんで倉波先生、怪レイ造・モ学ンス教テイ授アになれないんだろうねー？　その実力はあるはずなのに、わかんないなぁ。だってさ、校長みたいな性格破は綻たん者が採用されちゃうんだよー？」

「……性格が破綻してないからじゃないのか？」

　蟻馬はわりと本気で発言する。二ヶ月前、蟻馬は初めて宇宙木以外の怪レイ造・モ学ンス教テイ授アを見た。それが──なんというか、どいつもこいつも一ひと癖くせも二ふた癖くせもありそうな魔ま人じんばかりだったのである。

　そう──二ヶ月前。

　思いだすのも嫌いやになる、《鳳フエニ凰ツクス》事件。

　錬れんノの島しま了りよう信しんという教師が上級一位、生と死を分かつ怪モ造ン生ス物ターと呼ばれた《鳳フエニ凰ツクス》を怪造し、その制せい御ぎよに失敗し焼き殺された痛ましい事件。結果は、蟻馬のよくわからないうちに解決してしまったが、蟻馬も裏方ながら色々と事件解決のために東とう奔ほん西せい走そうしたものだ。

　一つの町が滅ほろび、一人の人間が死に、一つどころではない哀かなしみを残した──決して後味の良いものではなかった事件である。

「《鳳フエニ凰ツクス》、及およびその他の怪モ造ン生ス物ターが破は壊かいした学校の施し設せつ、町の建築物などは修復可能なところのみ保険金で再建。《鳳フエニ凰ツクス》が焼き滅ぼした──えぇっと、ふくだの町はどうにもなりそうになかったから、町ごと閉へい鎖さして更さら地ちにしちゃうみたいだけどね」

　宇宙木は適当な調子でわりに重いことを語る。

「幸いなのかなんなのか、死者は錬ノ島先生の一人だけで、先生は他ほかに家族もいなかったから、まぁこういう言いかたもアレだけど厄やつ介かいな禍か根こんみたいなのは残らなかったわ。あと──問題なのは、なんだろ？　倉波くん何かある？」

「はい」

　いきなり話題を振ふられたというのに、倉波は迷いもせずに応える。周囲の変人に交ざって希き薄はくになっていた存在感がまたも少しだけ露ろ出しゆつする。

「問題があるとすれば、逝せい去きよなさった錬ノ島先生が担当していた生徒、空すかい井い伊い依よりのことかと思われますが」

　空井伊依。

　倉波がその名をだした瞬しゆん間かん、教師のあいだに一瞬の静せい寂じやくと、そして長いざわめきが広がった。空井伊依。伝説の怪レイ造・モ学ンス教テイ授ア空すかい井い滅めつ作さくの娘むすめにして怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グ。彼女が、《鳳フエニ凰ツクス》事件をどうにかしたという噂うわさは教師の間にも広まっているのだろう。誰だれもが小声で様々な噂と憶おく測そくが混じった会話を交わしている。

「そうね──」

　宇宙木はまたも愉しそうな顔をした。

「──うっかりしていたわ。彼女の後任の先生を考えなければね。錬ノ島先生が担当していたのは《怪造実習》──だったかな、蟻馬くん？」

　一学年の教務主任である蟻馬に宇宙木は話題を振ってくる。

　──ちっ、気づかなくても良いことを。

　蟻馬は内心で舌打ちをしつつ、高速度で頭を回転させる。

「は、はい。えぇっと──」

　怪モン造ステ学イス者トを育成するために設立された専門学校、古頃怪造高等学校のカリキュラムには数学や国語などのいわゆる一いつ般ぱん教科は含ふくまれていない。《怪造実習》とは簡単に説明すると怪造の修行で、生徒の怪造の実力により担当教師も授業内容も変わることになっていた。

　空井伊依には入学当初より、錬ノ島了信が彼女一人だけの特別授業を担当していた──しかし錬ノ島は、《鳳フエニ凰ツクス》事件により命を落としてしまっている。

　蟻馬は焦あせる。嫌きらいで嫌いでむしろ憎にくらしいとまで思っている生徒、空井伊依──彼女の担当がいなくなったのでこれ幸いにと二ヶ月も放置して、ぐんぐん成績を落としていこうという完かん璧ぺきな作戦だったのに。

　倉波を見る。

　なんで──あの男、学年の違う伊依に担当がいないことを知っているのだ。

「──そのですね」

　しかし宇宙木の手前、嫌いやがらせで担当をつけていませんでしたなどと言えばどのような小言を垂れられるかわからない。蟻馬は適当にでっちあげた。

「その件ですが、あー、都合の良い教師が見当たらず、今のところ──」

「僭せん越えつですが」

　不意に、困りきった蟻馬を助けるためか、それとも他意はないのか、倉波が柔やわらかい声で発言する。

「手の空いている方がいないのでしたら、私が空井さんを担当いたしますが？」

「え？　あぁ──」

　意外な発言に蟻馬は面食らう。何を好きこのんであんな厄介な生徒の担当に。

「──それは助かりますが、倉波先生、よろしいのですか？」

「えぇ」

　倉波は──なんだろう、型で嵌はめたように完璧な笑え顔がおで応こたえた。

「かの天才怪レイ造・モ学ンス教テイ授ア、空井滅作氏の娘さんともなれば、さぞかし才能溢あふれる生徒なのでしょう。そのような生徒を受けもてるならば教師冥みよう利りにつきるというものです。幸いにして──私は、一人しか生徒を受けもっていませんからね、あと一人増えたところで負担はそう変わらないというものです」

「はぁ──倉波先生が構わないのでしたら……」

　酔すい狂きような男だな、と思いながらも、ここで申し出を断るのも不自然なので蟻馬は小さく頷うなずく。どうせなら嫌な教師とか問題教師とかに担当させて伊依の成績を落としてやりたいが、あの怠たい慢まん教師、錬ノ島に担当されても伊依の成績は落ちなかった。細かい策略は無む駄だというものだろう。

　ならばいっそのこと、優ゆう秀しゆうな教師であり怪モン造ステ学イス者トの倉波をぶつけて、伊依に自分の凡ぼん才さいを自覚させるというのはどうだ。考えていると意外にもうまくいきそうな気がした。

　蟻馬は陰いん湿しつに笑うと、上じよう機き嫌げんな顔で倉波に問いかける。

「助かります。──あ、そういえば、倉波先生。生徒をもう一人だけ受けもっていると仰おつしやっておられましたが」

　蟻馬の記憶が正しければ、その生徒は伊依に匹ひつ敵てきする問題児である。問題児と問題児がぶつかりあって潰つぶし合う、そんな素す晴ばらしい展開も有りえなくはない──。

「えぇ、そちらも空井さんと同様に、非常に興味深い生徒ですよ」

　倉波は、珍めずらしくいやに楽しそうな笑みを見せた。
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　疲つかれきっていたのか狂きよう瀾らん怒ど濤とうの日曜日、その翌日──月曜日に伊依は珍しく寝ね坊ぼうしてしまった。慌あわてて身み支じ度たくを調ととのえて、取るものもとりあえず、すでに起きて朝日を眺ながめていた梅うめ子こを抱だいて学校へ向かった。

　古頃怪造高等学校の橙だいだい色いろをした制服。きっちり結んでいる暇ひまがなかったので髪かみを梳とかしながら空うつ蟬せみ寮りようを飛びでる。お約束なことに口には食パンなどをくわえている。誰が発明したお約束か知らないがけっこう理に適かなっていると思う。食べながら移動できるなんてインド人もびっくりだ。

「ふぃいつひぇってききひゃまーーふす！」

　日本語ではない挨あい拶さつとともに、今日も伊依の一日が始まる。革かわ製せいの学生鞄かばんが朝日をはじいて鈍にぶく光っている。一晩明けたら雨はすっかりあがっていて、あちこちに水たまりができていた。

「いってらっしゃいませ。伊依ちゃん」

　玄げん関かんまで寮りよう母ぼの血ち影かげが見送ってくれる。たまに弟の影かげ文ふみも一いつ緒しよに見送ってくれるのだが、徹てつ夜やしてゲームをやっていたとかで今朝は姿を見ない。しかしゲームとは、やはり影文もたまに妙みようだが普ふ通つうの小学生だったんだなと思う。

　そんなことを考えていると。

「いってらっしゃーい、伊依」

　眠ねむそうな声が背後からかかったので食パンを落っことしそうになる。慌てて咀そ嚼しやくすると、伊依はパジャマ姿でこちらに手をふる魅み神かみ香か美みを発見した。

「ちょっ、カービィちゃん!?　なに完璧に寝ね起おきな顔をしているのさっ？」

「いや今日マジでやる気ないから休むのだわ。ほら、空が青いし……？」

「意味わかんないよ!?」

　香美は授業中は寝るし、こうして隙すきあらば学校を休むし、本格的にやる気がない。理由はわからない。そういう性格なのだと思う。

　大声をだす伊依に梅子が不安そうな顔をしている。ちなみに彼女は見た目より大食いで朝はプリンを七つも食べた。

「いや──カービィちゃん、そんなこと言わずに学校へ行こうよ」

「なんでそんなに学校が好きなのよ、おたく……真ま面じ目めっ子め、眼鏡めがねでもかけてやがれ」

　捨て台詞ぜりふを残して、香美はよたよたと玄関扉とびらの奥に消えていく。こうなると彼女も頑がん固こなので意地でも学校へ行かない。もう、と頰ほおを膨ふくらまし、そんな場合ではなかったと思いだすと伊依は彼女を見限って通学路に向かった。

「もう、カービィちゃん、遅ち刻こくしてもいいから学校にきなよね！」

「うー、二十四時間くらい遅刻して明日の朝にでもー」

　こりゃ来ないな──肩かたを落とし、伊依はそれでも前向きに走っていく。とんとんとん小走りである。そのうちに髪を二つに結んでいく。その間は、梅子には背中にしがみついてもらっておいた。

　梅子。正式名めい称しようもわからない正体不明の怪モ造ン生ス物ターは、朝日を反射して目に眩まぶしいほどの純白だった。一晩たって伊依にはそれなりに心を許したのか、こうして触ふれてくるようになったが、まだまだ怯おびえている感じがする。

「梅子ちゃん、これから学校ってところに行くからね」

〈………？〉

　梅子は不思議そうに首を傾かしげる。こういうのも久しぶりだな、と伊依は切なくなる。桃もも子こがいたころは当たり前だった行動の一つ一つが、細かい棘とげになって心に突つき刺ささってくる。

「学校っていうのは、お勉強をする場所で、たくさん人間がいるけど、怖こわくないから大だい丈じよう夫ぶだよ。けど、迷まい子ごになったら危ないから、あたしから絶対に離はなれないでね」

〈…………〉

　梅子は疑うような顔ながらも、小さく頷うなずく。伊依がどうして自分に優やさしくするのかわからないようだ。当然だろう。しかし昨日、伊依が梅子を狙ねらう舞弓から守ったことは理解しているのか、縋すがるように制服にしがみついてくる。

　私営の線路の踏ふみ切きりを渡わたり、商店街に辿たどりつく。空蟬寮から学校へ行くにはいくつかルートがあるが、急いでいるときはこの道が一番だった。ただ踏切につかまったりすると他ほかの道より時間がかかるという大きな賭かけを必要とする道でもある。

　幸いなことに踏切は開いていて、近くの小学校へ向かう途と中ちゆうの子供たちとたくさんすれちがった。遠くに見えるのはゴルフコースができたことで禿はげ山になった鵬おおとり山やま。左側は海だが、住宅地が邪じや魔まで水平線は見えない。ただ仄ほのかな潮の香かおりが漂ただよってくる。

　海に面した夢ゆめ追おい坂ざかの町。都会というには微び妙みように鄙ひなびていて、田舎というには大げさすぎる。中ちゆう途と半はん端ぱなそんな町を、伊依は元気の良い足取りで飛ぶように走っていく。

　線路を越こえると商店街にでる。ここから学校までは目と鼻の先だ。

　早朝なのであまり商店も開いていない。朝の仕込みをやっている八百屋さんなどが伊依に親しげに声をかけてくる。このあいだ、成り行きからこの商店街で怪モ造ン生ス物ターと一緒に泥どろ棒ぼうを捕つかまえ、伊依という怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グは微妙に有名になっているのだった。

　それはとても嬉うれしいことだと思う。何年前だったか、酷ひどい怪モ造ン生ス物ター災ハザ害ードがあって、それ以来、人々の心の奥には怪モ造ン生ス物ターへの恐きよう怖ふや差別が根づいている。怪モ造ン生ス物ターと人間が一緒に暮らせる世界を望む伊依には、あまり好ましくないその感情が、ここにはない。

　きっと、伊依が望む世界っていうのは、こんな感じの雰ふん囲い気きなんじゃないかと思うのだ。

　考えていると、花屋の自動ドアが開いて転がるように女の子がでてきた。

「遅刻、遅刻、遅刻しちゃうべさー！　ター姉ちゃんもハー姉ちゃんもどうして起こしてくれないだべや!?　無遅刻無欠席無早退で卒業して意味なく皆かい勤きん賞しようとかもらいたかったのに──ってアレ？」

　その女の子、花のような桃もも色いろの髪かみが特とく徴ちよう的な彼女は、伊依を見るとこれまた花が咲さくように笑った。

「あー、伊依ちゃん！　朝から伊依ちゃんだべさ！　神様！」

　なんだろうものすごく幸せそうな顔で、そんな彼女、クラスメイトの美み咲さき次じ郎ろう花はなは両手を挙げて万ばん歳ざいのポーズをとった。制服の一部と左の頰に〝２〟というシールを貼はりつけた、いつもなんだか幸せそうな天てん真しん爛らん漫まんな少女である。

　ちなみに、美咲三さん姉し妹まいといえば古頃怪造高等学校で知るひとぞ知る美人姉妹だ。末っ子の彼女の名前は次郎花で、一つ上の姉の名前は太た郎ろう花はなというらしい。ただし、長女の本名は誰だれも知らない。その存在すらも疑われている。

　次郎花はそのテンションにちょっと退く伊依の手をとって頰を染めた。

「どうしたべや？　真面目な伊依ちゃんがこんな時間に？　ハッ、まさか──あちゃしを待っててくれたべや？　いやぁん、次郎花、感動で腰こしが抜ぬけちまうだべさー」

「…………」

　ぐりぐりぐりと遠えん慮りよなく身体からだを寄せてくる彼女に伊依が硬こう直ちよくしていると。

「だから田舎いなかの方言をつかうなっつってんでしょうが、ジロー！」

　花屋の二階、美咲姉妹の住居スペースから何かが投げつけられる。くるくると回転し、ものすごい勢いで落ちてくるのは何だろう──花か瓶びん!?

　伊依は咄とつ嗟さに身をのけぞらせ、次郎花も慌あわてて横っ飛びに避よける。ぐわしゃん、と豪ごう快かいな音をたてて花瓶は粉々に砕くだけ散った。

　次郎花は真っ赤になって二階を振ふり仰あおぐ。

「ター姉ちゃん！　今のは死ぬ！　当たったら死ぬべや！」

「やかましいッ！」

　その抗こう議ぎに窓から顔をつきだし、次郎花とそっくりな、しかし菫すみれ色いろの髪で右頰に〝１〟とシールが貼られた少女が怒ど鳴なりかえす。あれは──次郎花の一つ上の姉、太郎花のほうか。正体不明の長女はすでに学校へ行っているのだろう。

「訛なまった言こと葉ば遣づかいすんじゃないわよ、恥はずかしい！　田舎の出身だってバレちゃうじゃないのよ！　それに朝からレズんな！　花屋の娘むすめが百合属性って笑えないのよぉ！」

「田舎出身って、ター姉ちゃんの声がでかくてそっちのが問題だべや！」

　たしかに、姉妹の喧けん噪そうに何事だといった感じで周囲の商店からは野や次じ馬うまが顔を覗のぞかせている。まぁ、この姉妹はいつもこんな感じで、太郎花の田舎出身なのを隠かくそうとする発言もいつものことなので、とっくに二人の出自なんかは周知の事実になっているのだが。

　そんなことはどうでもよく、二人を放っておくわけにもいかず、かといって伊依が何を言ったところで姉きよう妹だい喧げん嘩かは止まりそうになく、どうにも動けなくなってしまった。さっさと学校へ行きたいのだが、後で次郎花に何か言われても困るし。

「……うーん、どうしたもんかなぁ」

　などと──伊依が辟へき易えきしていると。

〈困ってるの？　助けようか？〉

　不意に、声がしたような。

　伊依は驚おどろいて声の主を探し、周囲を見回して、最後に梅子を見る。

「……今の、梅子ちゃん？」

　梅子はびくっとして、怖がるように顔を逸そらす。けど──今のは、伊依の胸むな元もとから聞こえたような。伊依の胸元といったらぶら下がっている親父と、伊依が抱だきしめている梅子しかいないのに。そしてこの父親があんな可愛かわいい声をだすはずがないし。

　考えていると、梅子は伊依の腕うでを振りほどき、とん、と地面に降りた。そして罵ののしりあっている次郎花の足あし下もとまで移動し、すう、と息を吸いこんだ。

　そして純白の翼つばさを揺ゆらし、目を閉じて小さく鳴き始める。

〈──ぴきりぺきりぱきりぴきりぺきりぱきり〉

　電子音のような、無数の鳥の囀さえずりのような。

〈ぴきりきりきり──ぺきりきりぴきぴきぴき────りりぱきり──ぴきり〉

　そして、魔ま法ほうのように。

　がなりたてていた次郎花が、窓まど際ぎわで怒おこる太郎花が、なんだか呆気あつけにとられたような顔で鎮しずまってしまった。毒気が抜かれたみたいに、興奮していた表情を和やわらげた。

　さらに──なんだろうか、日向ぼっこをしているみたいな、ぽわぽわと幸福そうな顔になってしまった。完全に弛し緩かんしたその表情にはさっきまでの緊きん張ちようが残っていない。

　なんだ──これ。伊依がどうしていいかわからず、梅子と美咲姉妹を交こう互ごに眺ながめていると、ハッと気づいたみたいに太郎花が真顔に戻もどった。

「何──そいつ。何、これ」

　彼女は梅子をしばらく注視していたが、やがて視線を逸らすと窓に手をかけた。

「わけわかんないけど、その言葉遣い、直しなさいよね、ジロー！」

　ぴしゃん、と窓が閉まる。太郎花も登校する支度をするつもりなのだろう。次郎花はというとそんな姉に怒鳴りかえすこともせず、訝いぶかしげな顔で梅子を眺めていた。

　梅子は役目はすんだという顔で満足げに頷うなずき、ここが自分の定位置だというように伊依の足を這はい上がって胸元に収まった。

　次郎花は焦あせったみたいに手をばたばたさせている。

「伊依ちゃん──そいつ、なんだべや？　今、なんか、ぽわっとして、変な感じで」

「え、えぇっと？　わかんない。あたし──」

　伊依は戸と惑まどいながら、確かめるように梅子を見る。梅子は周囲の反応が微び妙みようだったので心配になったのか、自分は間ま違ちがったのだろうかと不安そうな顔で伊依の制服をぎゅっと摑つかんだ。

　そんな梅子と、先ほど彼女が見せた能力を反はん芻すうし。

　──《愛シヤ天リテコ使ラール》。

　──能力は、他人を幸福感で満たすこと。

　昨夜、《怪モ造ン生ス物ター百科》で調べたその一文を思いかえしていた。やはり彼女は《愛シヤ天リテコ使ラール》なのだろうか。だとしたら──何故、舞弓はそんな彼女を狙ねらっていたのか。

　次郎花は釈しやく然ぜんとしなさそうだったが、腕うで時ど計けいを確認して通学路を指さして言う。

「とにかく、早く行かないと学校に遅ち刻こくしちゃうべや！」

「う、うん──」

　ひとまず全すべてを置きさって、伊依も彼女と隣となりに並んで急ぎ足になった。
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　昨日の活劇が疲ひ労ろうとして尾おを引いているのか、梅子のことや舞弓のこと、様々なことを考えなくてはいけないからか、伊依は朝からあまり気合が入らなかった。そのせいだろう一時間目の授業はぼーっとしてしまい、ついついノートを書くのを忘れてしまっていた。

　今週末の金曜日からは期末試験である。ノートに空白があったら試験勉強も覚おぼ束つかない。特にさっきの授業、《虚界アンダカ地理》は二ヶ月前、伊依の心を救ってくれた教師──蟻馬磁獄の担当教科だ。恩返しのために、せめて良い点を取らなくてはならない。

　そうだ恩返しなのだ。他意はない。がんばったなって褒ほめてもらいたいとかそういう下心はないのだ。

　一人でうんうんと頷きながら、伊依は梅子とノートを抱かかえて教室を徘はい徊かいする。梅子は持ち運びされるのが楽しくなってきたのか、翼や腕をふらふら揺らしてかるく微び笑しようしている。変な子である。

　古頃怪造高等学校は海に面した平地に建つまだ新しい学校で、校舎が狭せまく校庭が広い。あと施し設せつが異常に充じゆう実じつしている。伊依はそんな高校の教室で一人、授業が終わってざわついている教室を歩く。

「カービィちゃん──は、そっか、休みかぁ、まぁいたとしてもノートなんか書いてないと思うけど。あ、ハナちゃん、って──寝ねてるし」

　ハナちゃんこと次郎花は窓際の席で光合成をしている。ありていにいうと爆ばく睡すいしている。次郎花は成績が悪いので寝てちゃ駄だ目めだと思う。仕方なく、伊依は女子を諦あきらめて顔見知りの男子に歩み寄っていく。

「駒こま崎ざきくん、魑ち魅み寺でらくん」

「ん？」

　自分の机ですごく頭の悪そうな絵本を読んでいた少年が、声に気づいて顔を上げる。長身で、片目を髪で隠していて、そのわりに粗そ野やな感じはせず、物静かな物もの腰ごしから神父さんみたいな雰ふん囲い気きがある。彼の名前は駒崎学まなぶ。冗じよう談だんみたいな名前の多いこの学校の生徒では希け有うな、奇き跡せきのように普ふ通つうの名前を授さずかった男子生徒である。

　彼は隣りの席で呆ぼう然ぜんとしていたもう一人の男子を叩たたく。

「屍かば丸まるくん起きろ。君の姫ひめ様さまがお呼びだよ」

「寝てるのそれ……？」

　両りよう眼めをしっかりと開き、動かない屍丸に伊依は近づいていく。魑魅寺屍丸。学と違ちがって派は手でな名前をした彼は外見も派手で、華か美びに改造した制服に豪ごう奢しやなアクセサリ、月と花の形をしたピアスが目立っている。

　学は呆あきれたように肩かたをすくめた。

「彼は両眼を開きながら眠ねむる癖くせがあるからね。どこかの武将と同じだ。あるいは爬は虫ちゆう類るい。あぁ──これは起きないね。ところで、どうしたのかな伊依さん？　僕でよければ話を聞くけど？」

　学は地味だがけっこう能力が高い。勉強はできるし、料理も得意だ。ただいつもそばにいる屍丸が派手なぶん裏方でいることが多いのだが。

　伊依は席に座っている彼の正面に腰こしを降ろし、ノートを開いて見せる。

「うん、あのね、さっきの授業、ノート取り忘れちゃって。写させてもらえると有あり難がたいんだけど──駄目かな？」

「いや、駄目なことはないけど」

　そして机の中からさっきの授業、《虚界アンダカ地理》のノートをだしてくれる。

「はい、ノート」
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「ありがとう。駒崎くんは優やさしいね」

　にっこりと笑う伊依に、学は身体からだを引きつらせてちょっと下がる。顔が紅あかい。どうしたのだろうかと伊依は不思議に思いながらも、手早くノートを書き写していく。

　彼は変な銅像のように固まっている屍丸を眺ながめている。

「しかし──今、屍丸くんが起きたら僕は大変だな。伊依さんと仲良くしているところを見られたらこいつは怒おこる。八やつ裂ざきにされる。短たん絡らく的な生き物だからね。馬鹿ともいう」

「……親友じゃなかったっけ？」

「親友だよ？」

　無表情で首を傾かしげ、駒崎は物もの珍めずらしそうに文字を眺めている梅子に視線を向ける。梅子はそれに気づくとびくっと反応し、唇くちびるを固く結んだ。

「伊依さん──その怪モ造ン生ス物ターは……？」

　伊依は手を止めて、怯おびえたように伊依の背後に隠かくれた梅子を見る。

「あぁ、うん、梅子ちゃんっていって、昨日──友達になったんだけど」

「ふぅん。それは良かった」

「──え？」

　和なごやかな顔の学に、伊依は首を傾げる。彼は当たり前のような顔で言った。

「良いことだと思うよ、僕は。伊依さん、桃子ちゃんがいなくなってから元気なかったからね。僕も屍丸くんも、たぶん美咲さんや魅神さんも、みんな心配してたんだよ。だけど──そうして、また新しい相棒を見つけたんだろ？　うん、立ち直れたんだね、伊依さん」

　それは違ちがう。

　立ち直れてなどいないのだ。

　沈ちん痛つうな顔をする伊依に気づかず、学は神父様のように笑った。

「うん、怪モ造ン生ス物ターは桃子ちゃんだけじゃないしね。梅子ちゃんだっけ？　桃子ちゃんのぶんまで、その子を大切にしてあげなね」

　その言葉を聞いて──伊依は、少し思ってしまった。

　自分は、梅子を、桃子の代用品にしようとしているのではないか。桃子と似ている、梅子という名前をつけたのがその証しよう拠こ。

　否──それでもいいのだろう、と思う。学の言うとおり、桃子に注ぎきれなかったぶんの愛情を、彼女に向けてあげたいと心から思う。けれど、それは、桃子の存在を否定することだった。桃子を忘れてしまうことだった。桃子という過去を捨てて、梅子という現在しか見なくなるということだった。

　それは駄目だ──と思う。

　桃子は桃子。梅子は梅子。わかっている。別の怪モ造ン生ス物ターなのだ。

　伊依は、それを理解して、梅子に桃子を投とう影えいしないようにしなくてはならない。梅子は、桃子の代わりなんかじゃないのだ。梅子に桃子を見てはいけない。

　わかっている。

　わかって──いる。

「────」

　どこかで物音がした。壊こわれるような、平へい穏おんな学び舎やに相応ふさわしくない音。そして生徒たちの悲鳴。

「何……？」

　伊依は表情を変え、ノートから顔を上げる。学も不ふ穏おんな気配を察したか、機き敏びんに立ちあがると様子を見るためにだろう、教室の前まえ扉とびらへと向かった。伊依はそんな彼の後ろ姿を見ていた。梅子も何かを感じたのか怯えた顔をしている。教室も俄にわかにざわめき、じりじりと這はいあがるような緊きん張ちように包まれる。

　足音が近づいてくる。

　かつん。かつん。かつんかつんかつん。

　ぴたっ。止まった──学の正面、教室の前扉。

　まさか。

　伊依は慌あわてて立ちあがり、今まさに、扉を開こうとする学に叫さけぶ。

「駒崎く──」

　めりぃッ。

　瞬しゆん間かん。

　教室の扉が内側に凹へこみ、噓うそのように蝶ちよう番つがいごと吹ふっ飛んだ。壁かべに無数の罅ひびがはしり、埃ほこりが演出過多に舞まい、弾はじけ飛んだ木製の扉は学を巻きこんで滑すべり──滑り。

　その向こう。

　ぽっかり空いたその場所に。

「見つけた」

　白い髪かみ。深しん紅くの瞳ひとみ。肩かたから下がる日本刀。

　どうやら扉を蹴け破やぶったらしい、戦たたか橋はし舞まい弓ゆみが立っていた。
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　学校に遅ち刻こくしそうになったから、食パンを口にくわえて走る──そんなお約束なことをしてしまった罰ばつだろうか。今、伊依は『校舎裏に呼びだされてボコボコにされる』というお約束の餌え食じきになっていた。

　否いな──まだ、ボコボコにはされていない。

　しかし、怖こわいひとに校舎裏に呼びだされて、そこでお茶会が始まるなどと夢想するほど伊依も楽天家ではない。殴なぐられるのだ。蹴けられるのだ。めちゃくちゃにされてしまうのだ。だってお約束だから。怖いひとに校舎裏に呼びだされたら、そういうことをされてしまうと相場が決まっているのだから。火がつけば煙けむりがでるように。喉のどが渇かわけば水を飲むように。決められていたことは決められているからこそ、避さけられない。

　古頃怪造高等学校、二時間目の授業中。

　伊依は舞弓に手を引っぱられて校舎裏まで連れてこられ、今、壁かべ際ぎわに追いつめられている。

「あ、あー」

　声が裏返る。梅子は隠かくす暇ひまがなかったので伊依の胸のなかで震ふるえていた。小さな手で頭を押さえてガクガクブルブル。しかし今は伊依だって怖い。手で頭を押さえてうずくまりガクガクブルブルしたい。

　伊依は無言でこちらを睨にらみつける舞弓を見上げた。彼女の背せ丈たけは伊依よりかなり高い。

「えぇっと、舞弓さん──だったよね。あの、同じ学校だったの？」

　よく見ると、確かに彼女は古頃怪造高等学校の制服を着ている。もっともご多た分ぶんに漏もれずその制服は原形がないほどに改造されているのだが。

　身体からだを飾かざる銀細工。袴はかまのように伸のばされたスカート。肩から背負った日本刀。蜘蛛くもの巣柄がらのバンダナ──。

　そんな態ていをしているが、やはり彼女は古頃の生徒。

　色々と最悪な展開だった。

「……私が《門ＧＡＴＥ》を所持しているのを見た瞬間に気づきたまえ」

　低く、舞弓は脅おどすような声で言った。すごく怖い。機き嫌げんが悪いのか、舞弓は昨日よりもずっとずっと威い圧あつ感かんがあった。当然だろう。伊依は彼女の目的を妨ぼう害がいしたいわば敵。戦士は敵に容よう赦しやしない。多分。

「私も──君が同じ古頃の学生だと思い、手当たりしだいに捜してみたのだが。この付近に怪造学校はここしかないからな。まぁ、君が中学生だという可能性も考えたが、そちらの心配は杞き憂ゆうだったようだ」

　やはり姫ひめのように令れい嬢じようのように、堂々とした態度。やっていることはめちゃくちゃなのだが、なぜだか文句を口にできない。というか怖い。伊依がつれていかれたところはみんなが見ていたと思うが、次郎花や屍丸は眠ねむっていたし、学も吹っ飛ばされていたのでそのへんの助けは期待できない。他ほかの生徒も、身体を張ってまで扉を蹴りでぶち破る舞弓から伊依を助けようとは思わないだろう。せいぜい先生を呼ぶくらいだ。

　異変を聞きつけて、先生がこの場所を見つけるまで無事でいられるかどうか。伊依は涙なみだぐむ。しかしなんだって彼女、こんなでたらめな身体能力をもっているのだろう。扉って、あんなに簡単に吹っ飛ぶものなのだろうか、もちろん、同様の破は壊かい力りよくで人体を蹴れば当たり所によってはかるく死ぬに違ちがいない。

　舞弓は、こちらを睨みつけたまま少年のような声で言った。

「ふむ──私のことは覚えていたか。では、私がこれから君に何をするつもりかもわかるな？」

「えぇと、じゃっかん記き憶おくとかないかも。誰だれ？　人違いでは──」

　めぎりッ。

「ぴぎぃっ!?」

　押さえつけられていた肩にとんでもない激痛がはしる。骨が。骨が砕くだけたかと思った。泣きそうになる伊依に、舞弓は怪け訝げんそうな顔で眉まゆを下げる。

「……昨日の威い勢せいはどうしたのだ？　それではただのか弱い女子だ。私と真っ向から戦い、退しりぞけてのけた昨日の君は私の目の錯さつ覚かくだというのか？」

「だから、えぇと、そのひとはたぶんあたしとは別人でぇぇ──みぎゃあ痛い痛い！」

　みじりみじり。肩から嫌いやな音がする。

「むう……」

　唸うなって、舞弓は伊依をいきなり解放すると背を向けた。一瞬、許してくれたのかと思ったが、それは間違いで、舞弓はすぐに振ふり返ると再びこちらの肩を摑んだ。

　深い、深い、夕焼けのような色の瞳。

「……もういい。興味が失うせた。約束どおり決着をつけよう。単刀直入に要求する──昨日も言ったが、その怪モ造ン生ス物ターを渡わたしたまえ。私にはそれが必要なのだ」

　連ウオ鎖レツト飾チエりーン。貨コイ幣ン飾ヘりツド。首ペン飾ダントりヘツド。数ビー珠ンズ飾ブロりーチ。

　彼女の制服を飾る無数のシルバーアクセサリが、朝から昼へと照度を増していく太陽の光を弾はじいている。彼女は制服のスカートを袴のように改造しており、その立ち振ふる舞まいは一流の弓きゆう道どう家かのようだった。

　矢のように、鋭するどく。

　弓のように、しなやかだ。

「どうして──」

　伊依は、目を瞑つむり、伊依の制服を縋すがるように摑つかんでいる梅子を抱だき寄せながら問いかける。

「どうして──梅子ちゃんを狙ねらうの？」

「……梅子？」

　舞弓は怪訝な顔をして、合点がいったか肩かたをすくめた。

「あぁ名前か。怪モ造ン生ス物ターに名前をつけるとは酔すい狂きような。まぁ剣けんや銃じゆうに名前をつける人間など掃はいて捨てるほどにいる」

　剣や銃？　彼女は、怪モ造ン生ス物ターを武器だと思っているのだろうか。伊依は猛もう烈れつに反論したい気分に襲おそわれたが、今は迂う闊かつなことを言って目の前の侍さむらい少女を刺し激げきしないほうがいいと思って黙だまった。

　苔こけむした校舎裏には雑草が多く、風が吹ふくたびに不ふ吉きつな音をたてている。静かで、誰かが助けてくれるような気配はない。舞弓もそれを予測してこんな場所まで伊依を引きずってきたのだろう。

　だから──今、梅子を守れるのは、自分一人しかいないのだった。一応、胸むな元もとに髑どく髏ろの親父おやじもいるが、こと戦せん闘とうに関してはほとんど無力だし。

　伊依が考えているうちにも、舞弓が当然のように宣告してくる。

「どうしてそいつを狙うかだと──決まっている、殺すためだ」

「…………」

　その酷こく薄はくな言葉に、伊依は梅子を抱きしめると舞弓を睨にらみつけた。彼女はなんだろう、どこか嬉うれしそうな顔で微び笑しようする。

「……良い顔になったな」

「なんで──」

　伊依は逃にげ場を模も索さくして視線を巡めぐらせる。しかし両肩はがっちり舞弓に固定されているし、たとえ手を振り払はらって逃げられたとしても身体能力が違いすぎる、すぐ追いつかれるだろう。前回のような不意打ちも今度は通じまい。

　しかし──逃げなくてはならない。梅子を殺させるわけにはいかない。もう二度と、目の前で怪モ造ン生ス物ターを殺させはしない。それが桃子に似ている梅子ならばなおさらだ。

「なんで──梅子ちゃんを殺すの？」

　こんなに無害な怪モ造ン生ス物ターを。

　舞弓は目を細め、左肩の縛いましめを解く。

「決まっている──そやつが、世界を滅ほろぼす鍵かぎだからだ」

　それは──。

　どういう意味だろう。伊依にはわからない。梅子が、世界を滅ぼす鍵？

　戸と惑まどっていると、舞弓は自由になった右みぎ拳こぶしで校舎裏の壁かべを殴なぐりつけた。噓うそのように破片が散り、コンクリートに拳の跡あとが残る。伊依の真横を通過したはずの拳は残像すらも見えなかった。

「事実、この拳が君の顔に直ちよく撃げきすれば──君は死ぬ」

　舞弓の右拳は皮が薄うっすらとめくれ、血がにじんでいる。それだけの覚かく悟ごに乗せて、彼女はこの脅きよう迫はくを実行に移したのだ。どうして？　舞弓の戦闘能力なら、伊依をこてんぱんにぶちのめして梅子を奪うばうこともできるのに。

　伊依はなんとなく思うのだ。舞弓は、彼女だけにしかわからない信念ルールを貫つらぬいて生きている。それは時として今回のように縛めとなるかもしれない──けれど、彼女は決してその信念を曲げないのだ。だから伊依を殺さないし、梅子を無理やり奪わない。

　なんだ、と伊依は思う。

　彼女の烈れつ眼がんを見つめて思う。

　自分と──似ている。

　馬鹿みたいな理想をかかげ、それに縛しばられている自スー爆パー少ノヴ女ア。

「選せん択たくするがいい。生か死か──怪モ造ン生ス物ターを渡すか、私と戦うか」

　だから、伊依にはわかる。だからこそ──彼女には隙すきがある。縛めと戒いましめにがんじがらめにされた彼女は、無敵に見えて必ず弱点があるのだ。

　伊依は、かくん、と力を抜ぬいて頷うなずいた。

「わかったよ──梅子ちゃんを」

　力を、抜いて。抜いて──。

「……意外に物わかりがいいな」

　なんだか不満そうな顔の舞弓の前、伊依は言い放った。

「渡さない」

　瞬しゆん間かん。

　器用に身体からだを折り曲げて制服の上着を脱ぬぎ、舞弓の拘こう束そくから脱だつした。そして地面を転がって、反転すると落下してきた梅子を抱き留め一目散に走りだす。

「絶対に渡さない！　梅子ちゃんは殺させないから！」

「ほう……この私から逃のがれるとは──」

　なんだろうめちゃくちゃ嬉しそうな、楽しそうな顔で舞弓が笑う。笑いながら追いかけてくる。半はん端ぱではなく怖こわい。

「──それでこそ、私が認めた戦士だ！」

　刀は抜かない。抜かれたら一いち撃げきで斬きり捨てられて終わりだ。しかし舞弓は目的のためには手段を選ばないような性格ではなく、どうもこの戦闘自体を楽しんでいるようだった。伊依を一刀両断するような無ぶ粋すいな真似まねはしないだろう。

　もちろん身体能力は違ちがいすぎる。一瞬で追いつかれるのは明白だ。伊依は脳内で逃げ場を検けん索さくする。しかし──どこへ逃げよう。最も安全なのは宇宙木のいる校長室だが、なるべくならばあのひとには助けを求めたくない。

「それで、次は？　次はどうするのだ？」

　ほら追いつかれた。伊依は本当に楽しそうな舞弓の目前、足をもつれさせて転ぶ。どしゃぁん、と全身に衝しよう撃げき。跳はねあがる漆しつ黒こくのツインテイル。

「む──？」

　ちょっとだけ勢い余って先行して、舞弓は怪け訝げんな顔で振ふり返る。そんな彼女に伊依はここぞとばかりに手に握にぎった土をぶつける。

「……ッ目つぶしか!?」

　舞弓は目に入ってきた土や砂にたまらず顔を押さえる。その隙に、伊依は呪じゆ文もんを唱えながら安全な場所を求めて退たい避ひする。ここは、どこかに逃にげるんじゃなく、この場で彼女をどうにかしたほうがいい。ひとまず束そく縛ばく系の怪モ造ン生ス物ターで動きを封ふうじて、梅子を殺さないように説得して──。

「卑ひ怯きよう千せん万ばん……！　正々堂々と戦いたまえ！」

　舞弓が目を擦こすりながら、足音をたてないよう静かに逃げる伊依を探す。しかしいくらなんでも、何も見えない状態では伊依を探せないと思う──。

「《哀舞ブルース》──」

　舞弓は静かにつぶやき、昨日見せた、弓を構えるような半身の姿勢になった。

「舞いの基本は一対一、相手の呼吸は私の呼吸──」

　そしてまるで見えているかのように、目を閉じたまま迷いなく進んでくる。伊依はぎょっとして、梅子を抱かかえたままさらに遠くへと逃げる。

〈……！………！〉

　梅子は恐おそろしいのか、伊依にしがみついて離はなれない。桃子ならばこういうとき、氷の力で伊依の掩えん護ごをしてくれたものだが──桃子と梅子は違うのだ。そんなことを望んではいけない。

「基クオ本ータ踏ー」

　すう、すう、と滑すべるように舞弓は近づいてくる。その動きは普ふ通つうに走ってこられるよりもずっと怖かった。伊依は慌あわてて集中を乱し、ざり、と足音をたててしまう。

「反チエツク転・バツク」

　舞弓が、くるり、とこちらを向く。

「逆踏リバース」

　そして先ほどよりも素す早ばやい動きでこちらに近づいてくる。どうして、見えないのにあんなに迷いなく動けるのか。

　伊依は怖くなって小声で呪文をくりかえす。

　光と、呪文、それを獰どう猛もうな野生動物のように察知して──。

「見つけた」

　舞弓は、これまでの動きが信じられないほどの速度で接近し、伊依の内臓に深刻に響ひびく掌しよう底てい打うちをぶちかました。激痛。呪文なんかまとめて吹ふっ飛んだ。

「うぐぅ……ッ」

　伊依は堪たまらずその場に崩くずれ、膝ひざをついて呻うめく。

　痛い──思考が明めい滅めつするほどの痛み。嫌けん悪お感かんが食道を這はいあがってくるような感覚があったが、根こん性じようで吐はくのは堪こらえた。

　そんな伊依の首筋に──。

　舞弓の回し蹴げりが突つき刺ささった。

「────」

　転がり、地面に擦こすれ、伊依は悲鳴もなく倒たおされる。その一撃は舞弓なりに殺さないよう手加減がされていたのだろうが、伊依にしてみれば何か大きな車にでも激げき突とつされたような衝撃だった。伊依の胸むな元もと、しっかりと抱だかれた梅子が何事か叫さけんでいる。

　聞こえない──。

　痛い。とにかく痛い。脳が揺ゆれていて、思考が覚おぼ束つかない。

「……う。うっ」

　じゃり、と校舎裏の地面を踏ふみしめて、目つぶしのせいで白目まで紅あかい──烈れつ眼がんの戦士がこちらに歩み寄る。

「……気分が悪い」

　その声は、吐き気を堪えているみたいに歪ゆがんでいた。

「最悪。最悪の気分だ。これが──戦士か？　私がやったことが──戦士の行いか？　抵てい抗こうする力もない相手を痛めつけただけではないのか？」

　自問の果て、舞弓は首を振る。

「まぁいい。理解しただろう、君の負けだ。この怪モ造ン生ス物ターは殺させてもらう」

　しゅりん、と舞弓は刃は渡わたり八十センチ、華はなやかな紋もん様ようが特とく徴ちよう的な日本刀を抜ぬき放つ。そして伊依の手のなかから梅子を奪うばい去り、蒼そう白はくになった彼女に鋭するどい切っ先を向ける。

〈…………〉

　梅子は、泣かなかったし、もう怯おびえていなかった。

　ただ真っ青な顔で、申し訳なさそうに、伊依のことを見つめていた。諦あきらめたような──これは最初から決まっていたのだと、全すべてを投げだしたような──でも寂さびしそうな、顔。

　その顔を見て。

「まだ……負けてない……！」

　伊依は、倒れているわけにはいかなくなった。

「負けてなんかいないもん……！」

　歯を食いしばり、震ふるえる膝を叱しつ咤たして、強大な侍さむらい少女の前、立ちあがる。

「……寝ねていたまえ」

　舞弓は驚おどろいた顔で、伊依を見つめている。梅子も同様に、申し訳なさそうな、哀かなしそうな顔でこちらを見上げている。

　しかし、伊依は気にしない。まだ立てる。戦える。だから立つ。戦う。簡単な思考だと思う。殴なぐられ蹴られた腹と首筋が痛い。

「その健気けなげなまでの根性は認めるが……」

　舞弓は刀をこちらに向ける。近くで見るとことさら怖こわい、鋼はがね色いろの刃やいば。

「もう終わっていると理解できないか？　君にできることは何もない。そもそもどうしてそんなになってまで、この怪モ造ン生ス物ターを守ろうとする？　私には理解できぬ」

　空井伊依が、梅子を守りたいと思う理由──。

　そんなの、決まっている。

「──怪モ造ン生ス物ターは、あたしの友達なんだよ」

　友達が目の前で殺されそうになっているのに、身体からだが痛いとか、舞弓が怖いとか、そんな些さ細さいな理由で動けなくなるわけがない。だから伊依は立った。舞弓に立ち向かった。

「それが、あたしの怪造学」

「…………」

　舞弓は傷だらけで、立つのがやっとの伊依の言葉に、なんでだか気け圧おされたように息を吞のんだ。

「……そうだったな。それが──君の理想怪造学だった」

　そして刀を振ふりあげて、伊依の眉み間けん、皮ひ膚ふに傷がつきそうなほど近くで切っ先を止める。じわ、と伊依の背中に冷や汗あせが流れた。あとちょっと、舞弓が力をいれれば自分は死ぬ。

「しかし、君の夢見ている理想は、私の理想と対立する。哀しいことだがね、対立してしまった。私は、あらゆる悪を討うち滅ほろぼす。誰だれよりも完かん璧ぺきに正義を心に生きてやる。そしていつか──義兄あに上うえのように、戦士ではなく天使になる」

　バンダナを巻いた彼女の双そう眸ぼうは、燃えているように煌きらめいていた。

「──ゆえに、私は君の怪造学を否定する。世界を救うには、こやつの犠ぎ牲せいが必要なのだ」

〈………！〉

　梅子は、伊依が命の危険に晒さらされているのを知って、自分を抱き寄せている舞弓の白い指先に思いっきり嚙かみついた。舞弓はびくっと反応し、思わず彼女を落としてしまう。しかしそのまま伊依の背後まで逃にげる梅子を舞弓は追いかけようとしなかった。

「私の理由を──語ってみせようか」

　嚙まれた指に血をにじませ、彼女は静かな声で語った。

「三日前のことだ。私の実家に神を名乗る存在が現れた。そいつは私がゲームのプレイヤーに選ばれたなどとほざき、この白い怪モ造ン生ス物ターを置いていった」

　白い怪モ造ン生ス物ター──梅子。

　伊依はただ真まっ直すぐに舞弓を見つめている。

「そいつが言うには、その日を含ふくめて七日のうちに、こいつか──神がつれていた黒い怪モ造ン生ス物ターを殺さなければ、世界が滅ぶ。あるいは、白い怪モ造ン生ス物ターと黒い怪モ造ン生ス物ターが接せつ触しよくし融ゆう合ごうすれば、これも世界が滅ぶ──理解できただろう、私は、この怪モ造ン生ス物ターを殺さなければならないのだ。理解したのならば──もう、邪じや魔まをしないでくれ」

　苦しそうな、歯がゆそうな、そんな顔だと伊依は思った。

　理解する。舞弓も──本当は不本意なのだ。梅子みたいな無む邪じや気きな怪モ造ン生ス物ターを殺すなんてこと。それを守って戦う伊依を傷つけるなんてこと。

　だったら──なんだ、簡単じゃないかと伊依は思う。

「……馬鹿だよ、あなたは」

　伊依は小さく、刀の切っ先を睨にらみつけてつぶやく。刃は揺ゆれ、舞弓は片かた眉まゆをぴくりと吊つりあげる。

「……なんだと？」

「ねぇ舞弓さん、考えて」

　伊依は真っ直ぐに舞弓の瞳ひとみを見つめる。烈れつ眼がんと黒こく瞳どうが激しく交差する。

「本当に、方法はそれだけ？　梅子ちゃんを殺さなきゃ世界の破は滅めつは阻そ止しできない？　だいたい──おかしいと思わない？　どうしてその神っていうのがそんなゲームを仕し掛かけてきたか、変だと思わない？　そのゲームには──何か裏があるんだよ。舞弓さんが考えもしないような、きっと卑ひ怯きようで意地悪で気持ちの悪い裏がね。それを知らないまま──ただ敵がつくったルールに従って、なんの罪もない怪モ造ン生ス物ターを殺すの？」

　ぎり、と舞弓は歯は軋ぎしりをする。

　伊依は真っ直ぐに言った。

「それが──あなたの正義なの？」

「ならば──」

　刀の切っ先が、ぶるぶると震ふるえている。舞弓は鬼おにのような形相でこちらを睨みつけている。

「──ならば、どうすればいい。放っておけばあと三日で世界が滅んでしまうのだ。君には、その最悪を覆くつがえせる秘策でもあるというのか？　それならば少しは考えよう──私とて、このような真似まねは本意ではない」

「簡単だよ。考えようよ」

　伊依はあっさりと応こたえた。

「その神ってひとを見つけて、世界を滅ぼすのをやめてもらえばいい」

「なんだって……？」

　舞弓はぎょっとして、大口を開いて呆ほうけた。どうして最初からその考えに至らなかったのか。もしかして舞弓はものすごく短たん絡らく的な思考しかできないのではないか。

　思いながら、伊依は当たり前という顔で告げる。

「あるいは、世界の滅めつ亡ぼう、その仕掛けを解き明かして、リミットがくるまでにそれを解体しちゃうとかね。なんにせよ、その神っていうひとは捕つかまえなきゃいけないと思う。梅子ちゃんを殺している場合かな？　ねぇ侍さむらいさん、梅子ちゃんなんかより、あたしなんかよりずっと、倒たおすべき相手が本当は別にいるんじゃないかな？」

　真っ直ぐに──伊依は舞弓を見て告げる。

「舞弓さん、あなたこそドン・キホーテだよ。戦う相手を間違えないで」

「…………」

　舞弓は揺れて、揺れて、考えこんで、唇くちびるを嚙んで。

　投げやりにぶんぶん首を振ふると、しゅりん、と刀を鞘さやに戻もどした。

「……………君の言い分はもっともだ」

　やはり、話せばわかってくれる。伊依は気が抜ぬけて腰こしまで抜けそうになって、根こん性じようでその場に踏ふみとどまる。実はめちゃくちゃ怖こわかったのだ。心臓が破れそうなのだ。背中は冷や汗あせでぐっちょりで、足はさっきから震えが止まらない。

　舞弓は梅子を解放し、遠くに見える太陽を仰あおぐ。

「しかし──私には、あの男を期日までに捜さがしだせるかどうかわからない。やはり、そやつを殺してしまうのが早道ではないかと思う」

〈………！〉

　怯おびえ、伊依の背後で梅子が激しく震える。伊依は彼女を抱だき寄せて、にっこりと笑った。

「じゃあ、舞弓さん、こうしよう」

　当たり前のように言うのだ。

「あたしが、舞弓さんを手伝うよ」

「君が──？」

　舞弓は怪け訝げんな顔をする。予想もしていなかったのか。

　伊依は軽かろやかに両手を広げ、瞳は真しん摯しに彼女を見つめる。

「うん。乗りかかった船だしね。それに、怪モ造ン生ス物ターを殺せとか、すごい腹が立つ命令をするその神ってひとをどうにかしたいし。あたし、調べ物とか捜し物とかけっこう得意だから。何より──世界が終わるのなんか絶対にごめんだからね」

　本当に、そう思う。神は野放しにはできない。それに、伊依の求める夢のために、世界には滅ほろんでもらっては困るのだ。

「…………」

　長いような短いような沈ちん黙もくの果て、舞弓はこちらを見み据すえて応えた。

「わかった。──正直、君が協力してくれるならば嬉うれしい」

　彼女は瞳に安あん堵どの色をこめて、しかし──伊依と、そして胸むな元もとの梅子を厳しく見る。

「だが──万一、期日までに神を倒せなければ、私はその怪モ造ン生ス物ターを殺す。それだけは予あらかじめ言っておこう」

「…………」

　伊依は絶句する。

　これは簡単に了りよう解かいできるようなことではない。どうするか──、考えていると、梅子が覚かく悟ごを決めた目でこちらを見ている。

　その瞳にこめられた自分への信しん頼らいを理解して伊依は頷うなずく。

「………わかった」

　しかし、そんなことは絶対にさせない。梅子は守りきってみせる。神からも、舞弓からも、運命からも。必ず。

　舞弓は放射していた凶きよう悪あくな雰ふん囲い気きを和やわらげて、深く嘆たん息そくした。そんな彼女に、伊依は手をあげて発言する。

「あ、舞さん、一ついいかな」

「いきなり私の名前を短縮するな」

「舞弓って言いにくいんだもん。あのさ、協力関係になるんだったら、これだけは約束して。絶対に怪モ造ン生ス物ターを殺さないこと。それだけ」

　いくら世界の崩ほう壊かいを食い止めるためとはいえ、目の前で怪モ造ン生ス物ターが殺されていくのは嫌いやだった。そんな伊依のわがままに、舞弓は呆あきれたような顔をする。

「……善処する。私の名前は戦橋舞弓──これより君の剣けんとなろう」

「うん。あたしは空井伊依。よろしくね、舞さん」

　よく考えれば名乗っていなかった。舞弓もずっと〝君〟だの〝戦士〟だのと呼んでいたし。考えていると──舞弓は驚おどろいたような顔をする。

「そうか、君が〝不死鳥殺し〟の──」

　何か物ぶつ騒そうなことをつぶやいて、彼女は愉ゆ快かいそうに笑った。

「ふははっ。これは光明が見えてきたぞ！　見ていろ──神よ、義兄あに上うえの仇かたきよ！　私が、戦橋舞弓が、貴様の野望を必ずや打ち砕くだいてみせようぞ！」

　呵か々か大たい笑しようする彼女の後ろ姿を眺ながめ、伊依はなんだか大変なことになってきたなぁと他人ひと事ごとのように嘆息した。

〈…………〉

　梅子がそんな二人を、何故なぜだか泣きそうな顔で見つめている。
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　戦たたか橋はし舞まい弓ゆみ。この正体不明の侍さむらい少女に協力すると決めて、まず、伊い依よりは彼女にやられた打だ撲ぼくを治ち療りようするために保健室へ向かった。しかし保健医が不在で無む駄だ足あしだったので、とりあえず帰りにでもどこかの病院で診みてもらうことに決めた。こういうとき、放っておけば怪け我がが治っていく怪モ造ン生ス物ターが羨うらやましくなる。

〈…………〉

　ちなみに梅うめ子こは舞弓が怖こわいのか伊依の着ている制服、その内側にこもってひたすらに怯おびえている。彼女が大きく震ふるえるのでなんだか落ちつかないし変な感じがする。まぁ──ついさっきまで自分を殺そうと狙ねらっていた相手だ、伊依にすらまだ完全には心を開いていない梅子が舞弓にすぐ慣れるとは思えなかった。

　そこらへんの悩なやみは、ゆっくりと解決していくしかない。

　まぁ──もっとも、ゆっくりと解決する時間など自分たちに残されてはいないのだが。

　舞弓が語った敵、〝神〟とやらが設定した世界の終末は実に今日を含ふくめて四日後。シビアだ。そこに至る前に、自分たちは正体も目的も不明の神の陰いん謀ぼうを阻そ止ししなくてはならない。《鳳フエニ凰ツクス》を追いかけて止めるという明確な目的があった前回の事件とは違ちがい、いったいどう動いたらいいか、何を手がかりにすればいいのかもわからない不安定な状じよう況きようだった。

　けれど、今回、伊依のそばには舞弓がいる。味方にすればこれほど心強いものはない、無敵の戦せん闘とう能力を誇ほこる侍少女が。

　それに──梅子。

　神への手がかりになるかもしれない、桃もも子こに似ている小さな怪モ造ン生ス物ター。彼女を神の悪あく趣しゆ味みなゲームから守ることで、伊依は、助けることができなかった桃子や《鳳フエニ凰ツクス》にちょっとでも胸を張れるかもしれない。これは舞弓の戦いであり、同時に伊依の戦いでもあるのだった。

「舞さん──」

　学校の図書館でもっと梅子たちについて調べようかと提案する伊依に、舞弓がそれならばもっと良いところがあると先せん陣じんをきって歩いていく。そんな彼女のこれまたシルバーアクセサリで飾かざられた背中へ伊依は声をかける。

「──あのさ、時間はちょっとでも無む駄だにできないから、これからどう神を追いつめていくか考えていこうと思うんだけど」

「君に任せる」

　建設的な意見は侍少女に一いち撃げきで破は壊かいされた。啞あ然ぜんとする伊依に、舞弓は肩かた越ごしに振ふり返って当然のように胸を張る。

「言っただろう。私は考えるのが苦手だ。それは間違えて現代に生まれてしまった原始人のように深刻に苦手なのだ。わかるかな、伊依、私と君の役割はいわば──君が頭脳、私が手足。それが適材適所というものだよ」

「……あたしも別に考えるの得意じゃないんだけどね」

「私に比べればずっと小賢しいクレバーだよ、君は。なぁ──〝不死鳥殺し〟」

　揶や揄ゆするように言う舞弓に、伊依は怪け訝げんな顔をする。

「さっきから──あの、何、その寒い呼び方は？」

「おや？　気にいらないか？　ちょっとした異名というか渾あだ名なみたいなものなのだが。どうせ呼ぶなら普ふ通つうの名前よりそうした雷らい名めいを口にしたほうが素す敵てきだろう？　私は戦士だ。戦士は格好いい。それが君、せっかくの見せ場で『助けにきたぞ、山田太郎！』などと言ってみたまえ。台無しだ。そこは君、噓うそでも何でも『助けにきたぞ、《女神刻ガデスフ印指殺インガー》！』などと言ったほうが何倍も何十倍も華はな々ばなしいだろう？」

　……やはり、彼女の思考はよくわからない。

　どうも彼女の価値基準は『美しい』『正しい』『格好いい』が良くて他ほかは駄だ目めという感じらしいが、なんだろう、そういうのは小学生の価値観なんじゃないだろうか。

　舞弓は窓から差しこむ光に女神のごとく輝かがやきながら、不思議な深しん紅くの瞳ひとみで伊依を悪戯いたずらっぽく見る。

「それに惚とぼけないでくれたまえ。私はいろいろと疎うといが、君のことは知っているのだ。二ヶ月前──君は、たった一人で不死鳥と呼ばれた怪モ造ン生ス物ター、《鳳フエニ凰ツクス》と相対し、そして勝利し殺害した。故に〝不死鳥殺し〟なのだよ。──ん？　どうした、顔色が蝮まむし色いろだが」

　蝮色って──どんな色だろう。

　伊依は思いながら、なんでもない、と首を振る。やはり、世間にはそう思われているのだろうか。本当のことなのだけど、やはりそれは哀かなしい。

　伊依が、殺意をもって《鳳フエニ凰ツクス》を攻こう撃げきしたのは本当だ。

　けれど、それは自分が望んだ怪造学の姿とはかけ離はなれていた。二度と、あんな無様は晒さらさない。自分の夢を裏切らない。大切なものを捨てたりしない。

〝不死鳥殺し〟。

　自分の夢をまた胸を張って主張できるようになるその日までは、甘んじてその名前で呼ばれよう。罪を自覚して、罰ばつを刻まれて生きていこう。

　伊依は首を振る。ツインテイルが左右に流れた。

「まぁ──名前はなんでもいいよ。できれば伊依って呼んでほしいけどね」

「そうか。できれば私も〝戦士さん〟などと呼ばれてみたいのだが」

　さらりと妙みような発言をする彼女に伊依は表情を変えず。

「……舞さん、それで、神を探す方法だけど」

「君は冷れい酷こくだ。鬼おにだ。優やさしさの欠片かけらもない非人間だ」

　何故なぜか罵ののしられた。しかし現実問題、〝戦士さん〟などと気軽に呼べるわけもない。

「ちなみに私が考えるにこの呼こ称しようには段階ランクがあって、初見では〝戦士さん〟優ゆう秀しゆうなら〝優しい戦士さん〟深い関係になれば〝私の戦士さん〟とこんな感じに」

　かなり不満そうにむくれつつ、よく意味のわからない説明をする舞弓を見て、なんだかこのひと疲つかれるなぁと伊依は嘆たん息そくする。前ぜん途と多難である。まぁ、奇き人じん変人ばかりが集まる古こ頃ころ怪かい造ぞう高等学校では珍めずらしい人種ではないのだけれど。

　伊依は色々と無視して、何事か思案している髑どく髏ろの首くび飾かざりを指先で突つついた。

「まぁそういうのは置いといて──これね、この首飾り、神を見つけだす手段の一つになるかもしれないんだ」

「悪趣味な髑髏だが……、それは何か？」

　階段を上りながら、舞弓は当とう惑わくするように髑髏を見つめる。伊依は苦笑いして、舞弓の発言にちょっと傷ついている、近ごろなんか繊せん細さいになってきた滅めつ作さくに話しかける。

「悪趣味だってさ、言われちゃったね、父さん」

『……蜘蛛くもの巣柄がらのバンダナだったり、全身シルバーアクセサリだったり、普通に日本刀持ってたり、そういう自分を鏡で見ろと言っとけ』

　滅作はぶすっとした声で、ぶつぶつと忌いま々いましそうに言った。

「…………父さん？」

　滅作の声が聞こえない舞弓は伊依の言葉に首を傾かしげるだけだ。

　細かいことを説明しても舞弓には伝わりそうもないと判断し、伊依は重要なことだけを言の葉にのせる。

「うん。これね、まぁ呪じゆ具ぐみたいなもので、怪モ造ン生ス物ターの気配を感知することができるんだけど。……えぇと、有効範はん囲いはどのくらいだっけ？」

『怪モ造ン生ス物ターの強さによるな。《鳳フエニ凰ツクス》くらいの大物だったらかなりの遠えん距きよ離りでも大だい丈じよう夫ぶだが、そこの梅子とか弱よえぇ怪モ造ン生ス物ターだったらあんまり自信ねぇぞ』

　滅作の声に頷うなずいて、伊依は暫ざん定てい的な今後の予定を提案してみる。

「うん。とりあえず、あたしたちの目的は〝神を探す〟ってことでひとまずＯＫだと思うんだ。それには、舞さんが言ってた〝黒い悪あく魔ま〟を探すことが近道なんじゃないかな。きっと神はその怪モ造ン生ス物ターと一いつ緒しよにいると思うからさ」

「そうだな。あの黒いのは神が保護しているだろう。逆に、黒い悪魔を探知できるならば神も芋いもづる式に見つかる──かも」

　そこで舞弓は表情を変え、不意に伊依の首筋に手を伸のばしてくる。さっき蹴けられた打だ撲ぼくの跡あとが弾はじけるように痛みを訴うつたえ、伊依は低く呻うめいた。

　舞弓は真しん剣けんな顔をしている。

「……やはり、その身体からだではいざ戦せん闘とうにでもなれば不利だ。神も私を妨ぼう害がいすると明言していたし──伊依、とりあえず、この打撲を治ち療りようすることから始めないか？」

「うん？　でも──保健室は」

「否いな──保健室ではなく」

　舞弓はやがて目的地にしていたのか、一つの小さな部屋の前で立ち止まる。何故だか蝶ちよう番つがいにも扉とびら自体にも繰くり返し補修したような跡があり、どこか今にも崩くずれそうな不安げな部屋だった。扉には〝倉庫Ｂ〟というプレートが下がっている。その下に、『火災時責任者／倉くら波なみ無な楽らく』という文字が細々とした字で書きこまれていた。

「下がっていたまえ」

　舞弓は伊依に手を振ふると、左足を重心にして右足を高々と振りあげる。

　あ──蹴り破るつもりだ。

　気づいた伊依が彼女に制止を叫さけぼうとするのと。

「あ、この気配は舞──！　まさかまた扉を！　止め──」

　誰だれかの声が奥からするのと。

「戦士の登場シーンは──派手に、そういう自分設定ルールゆえに御ご免めん！」

　全すべてを無視して舞弓があっさり蹴りを扉にぶちかましたのは同時だった。丈じよう夫ぶそうな外見の扉は内側に凹へこむと、車輪でもついてるんじゃないかと思う勢いで床ゆかを滑すべっていった。
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　色んな野菜を混ぜこんだ料理みたいな部屋だった。トマトのような色の宝石。米こめ粒つぶ状の砂の山。そこらの棚たなに収納された得体の知れない何かの材料は、あるものはラベリングされ、あるものは箱に収納され、無む秩ちつ序じよなように見えて理路整然と配置されていた。

〝倉庫Ｂ〟と銘めい打うたれたこの部屋には伊依が見てもよくわからない薬品や機材、何の役に立つのか不明な幾いくつもの〝作品〟が見受けられた。切れかけの蛍けい光こう灯とう、ちかちかと明めい滅めつするその光の下で、それらの異世界的な物体は異様な雰ふん囲い気きを醸かもしだしていた。

　一つだけぽつんと取りつけられた格こう子し窓からは先ほど伊依が舞弓に殴なぐられた校舎裏が見えた。怪造高校の校舎は奇き妙みような形なので、中にいると現在地がどこだかいまいち把は握あくできない。

「これで扉を壊こわすのは何度目ですか」

　入口の正面。白衣から覗のぞく長い右足で滑ってきた扉を止めて。

「……舞、後で反省文を提出しなさい」

　一人の眼鏡めがねをかけた男が、目を細めたまま吐と息いきをついていた。どこか神経質そうな、冷えた感じがする男だった。皺しわも汚よごれもない白衣。過か剰じようなまでに固めたオールバック。仄ほのかに漂ただよってくる香かおりは消毒液の匂においだろうか。

　彼の静かな声に、舞弓はむしろ偉えらそうに宣言した。

「断る。そんな暇ひまなどない」

「……全く、素す晴ばらしい生徒ですね。本当に」

　眼鏡の縁ふちを直しながら彼は眉み間けんに皺を寄せ、舞弓の背後、彼女の暴挙にちょっとだけ青くなっている伊依を見た。

「……君は？」

「あ──えぇと、こんにちはっ。空すかい井い伊い依よりといいます！」

　礼れい儀ぎ作法が壊かい滅めつしている舞弓の分まで精せい一いつ杯ぱい、きっちりと伊依は挨あい拶さつをする。お辞じ儀ぎをすると横で結んだツインテイルが真上に跳はね上がった。

　男は怪け訝げんな顔をする。

「さて──蟻あり馬ま先生あたりが《怪造実習》の担当は私だと君に告げたのか。……まぁいい、君が空井伊依ですか、聞いていたより──普ふ通つうですね」

　ぶつぶつと独り言を混ぜ、彼は探さぐるようにこちらを見てくる。何か色々な感情がつまった瞳ひとみだった。変な気分になって、伊依は思わず身をすくませる。

　伊依のその様子に気づいたか、男は今さらのように柔にゆう和わな笑え顔がおを浮うかべ、どこかどうでもよさげに名乗りをあげた。

「私は倉波無楽。呪じゆ具ぐの開発などが専門の怪モン造ステ学イス者トです。この分野は専門家が少ないからか──たまに私を呪具開発の権けん威いなどと他人ひとは呼びますね。ま、実際は怪レイ造・モ学ンス教テイ授アなんていう下らぬ称しよう号ごうすら得ることができない凡ぼん人じんですが」

　和なごやかなようで、奥のほうに棘とげを含ふくんでいる倉波の口調に相あい槌づちも打てず、伊依は曖あい昧まいに頷いた。その煮にえ切らない態度が気にいらなかったのか倉波は嘆たん息そくして語る。

「怪レイ造・モ学ンス教テイ授アというのは一種の広こう告こく塔とう、偶ぐう像ぞうです。伝説的に派は手でな人物でないと選ばれない。一いつ般ぱん人じんに怪モン造ステ学イス者トへの憧あこがれを抱いだかせるためのマスコットというわけです。が、私は見てのとおり地味ですから──」

　すう──と倉波はこちらを見つめてくる。

　やはり冷れい徹てつなようで、奥に灼やける感情を隠かくしたその瞳に慣れなくて、伊依は押し黙だまる。

「君は」

　倉波は、完かん璧ぺきな笑顔を見せた。

「なれるかもしれませんね。そのつもりになれば。伝説の怪レイ造・モ学ンス教テイ授ア──空井滅作の娘むすめにして、上級一位、炎ほのおの怪かい物ぶつ《鳳フエニ凰ツクス》を殺した怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グ。魔ま王おうの怪造に成功した初めての存在。ま──怪レイ造・モ学ンス教テイ授アになったからって、良いことなんてないと思いますが」

　表情を固定したまま淡たん々たんと語る彼に、呆あきれたような顔で舞弓が制止を呼びかける。

「倉波、彼女が困っている。会話をするつもりがないだろう、君は」

　舞弓は嘆息し、申し訳なさそうに伊依を見た。

「──御免、こういう男なのだ。気にしないでくれたまえ。偏へん屈くつに見えるが、別に悪い人間ではない。便利なときは便利だ」

「何様ですか君は」

　低く嘆息し、くるりと二人に背を向けて、倉波は奥の棚まで歩くと何かがさごそと探し始めた。かなり自分マイ勝手ペースな先生らしい。どうしたらいいのかわからず伊依は立ち尽つくす。一いつ瞬しゆん、ちらっ、と倉波は振ふり返り、そんな伊依の胸むな元もとで縮こまっている梅子を見た。彼は何か思うところがあったのか小さな声で独り言をつぶやき、やがて考えがまとまらなかったのか首を傾かしげてまた捜そう索さくに戻もどった。

　そんな彼の行動には一いつ切さい口を挟はさまず、偉そうにふんぞりかえった舞弓が伊依に説明してくれる。

「この部屋──元は倉庫でな、倉波が勝手に改造して研究室にしてしまったそうだ」

「人聞きが悪い。許可はとりました」

　しっかり聞いているようで、淡々とした声がこちらに届いてくる。

「外にも研究所がありますが、移動が面めん倒どうなのでこちらを借りたんです」

　研究所。その言葉を聞いて、伊依は少しだけ切なくなる。恩師──錬れんノの島しま了りよう信しんが《鳳フエニ凰ツクス》に殺されたのも、校庭の奥にある第三研究所だった。

「……変な男だろう？」

　舞弓は、なんでだか楽しそうに笑った。

「だが、私は、これでも倉波とは長い付きあいだからな──この偏屈な男と一いつ緒しよにいるのも慣れていて何かと落ちつくのだ」

「慣れているって──？」

　そういえば、舞弓は倉波にも敬語で喋しやべっていない。倉波は教師。舞弓は生徒。普通は敬語で接すべきところなのだが。いや、彼女なら誰だれにでも分け隔へだてなく姫ひめのような令れい嬢じようのような態度をとるかもしれないが。

　倉波とは長い付きあいだと舞弓は言った──それはどういう意味なのだろう。

　そもそも、どうして舞弓は伊依をこの〝倉庫Ｂ〟につれてきたのだろう。

　色々な疑問をこめて舞弓を見ると、彼女はなんでもなさそうな顔で応こたえてくれた。

「うむ──彼は私の義兄あにの友人でな。あぁ、私は両親を幼いころになくして、今の養父母に引き取られたのだが──うん？　説明の順序がこれではわかりにくいな。待て。整理する──」

　あまり喋るのが得意ではないのか、舞弓は困った顔で頰ほおを搔かいた。

「私は、物心がついたころから陸りく戦せん坂ざかという一家に混ざって暮らしていた。そして──家族のなかで唯ゆい一いつ、自分だけが〝戦橋〟の苗みよう字じを名乗らなければならないのが不満で抗こう議ぎした。そこで養父母が語ったことには、私の両親は赤子の私を養父母に預け、今は行方ゆくえもわからないらしい。ただ──彼らがいつか戻ってくるかもしれないので、私は陸戦坂と名乗ることを許されず、戦橋舞弓という名前で生きているのだ。この刀も──」

　舞弓を凶きよう悪あくに特とく徴ちようづけている全長八十センチの日本刀を見せる。

「──両親が残したものだ。銘めいを《朧おぼろ武ぶ朧ろう》という」

　華はなやかな紋もん様ようが美しい、武器というより芸術品のような打うち刀がたな。それを愛いとおしそうに撫なで、白はく髪はつの侍少女は静かに首を振った。

「それはいい。何より、血の繫つながりがなくとも、陸戦坂の一家は私に優やさしくしてくれた。天才肌はだで気まぐれな義父ちち。優しくて吞のん気きな義母はは。そして、何より──私より遥はるかに崇すう高こうな正義に生きていた、天使みたいな義兄、陸りく戦せん坂ざか砲ほう矢やがいた」

「お義兄にいさん……？」

　伊依にも腹はら違ちがいの義兄がいるが、あまり良い思い出は残っていない。というか母の実家──寂じやく憐れん院いんの家には哀かなしみとか憎にくしみとかだけが渦うず巻まいている。

「…………」

　嫌いやな記き憶おくを首くび振ふりで散らし、伊依は舞弓を真まっ直すぐに見る。

「──立派なお義兄さんだったんだね」

「あぁ、この世に確かなものなど数えるほどもないが、それだけは確かだと胸を張って言える──けれどその義兄も、神とのゲームに敗れて死んだ」

　儚はかなげに微び笑しようして、舞弓も首を振った。彼女も嫌な記憶を散らしているのだと伊依にはわかった。

　しかし──薄うす々うすわかっていたが、舞弓の義兄は、もう──。

「……それはいい。本題に戻るが──義兄も怪モン造ステ学イス者トでな、倉波は義兄の同級生だった。二人ともこの古頃怪造高等学校の卒業生だ。そのころから、義兄と倉波は友人でな、幼いころ私はよく倉波に遊んでもらったものだ」

　懐なつかしそうな顔で舞弓は語る。

「今でも、なんとなく幼なじみとして親しくさせてもらっている。義兄が認めた唯一の男、倉波無楽とな。そう──当時、二人は飛び抜ぬけて好成績だったので、他ほかの連中からは永遠のライバルなどと囃はやしたてられていたらしいぞ」

「……それ、砲矢が言ったんですか？」

　不意に、倉波が口を挟む。なんとも不ふ機き嫌げんそうな、しかめっ面つらをしていた。

「もっぱら我がライバルよ！　とか大声で言っていたのは君の義兄ですが」

　伊依はツインテイルを踊おどらせて舞弓を見た。

「……どんなお義兄さんなの？」

「天使だ」

　舞弓は真顔で断言した。いや、その表現はかなり怪あやしいと思えるのだが。

「義兄は、いわゆる〝平和〟というのを望んでいた。この世界を天国にしようとしていた。彼の周囲だけ世界が明るくて、幸せで、私は──義兄の生き様こそが天使、正義というものの究極なのだろうと幼心に思った」

　顔を伏ふせ、彼女は拳こぶしをぎゅっと握にぎりしめる。

「だが──私は、まだ戦士だ。ただの戦士だ。義兄のような天使ではない。難しい──暴力をつかわずに、正義の味方として生きるのは。まだまだ私も精しよう進じんが足りぬ」

　色々と彼女も複雑なようだった。その理想はちょっと一いつ般ぱん的な夢とはかけ離はなれているけれど、夢を追う気持ち、理想に辿たどりつけない苦しみは伊依にもわかった。

　理解して、伊依は自分もがんばろうと舞弓を真似まねして拳をぎゅっと握った。

　舞弓はそんな伊依を怪け訝げんそうな顔で見る。

「まぁ──義兄のようになりたいと思った私は、このように、義兄の真似をしてこの古頃怪造高等学校に進学したのだが……。どうも私には才能がないようで、いまいち授業についていけていない」

「才能というか、君は怪モ造ン生ス物ターを怪造できませんからね」

　何か小さな箱を探しだし、倉波は肩かたの埃ほこりを気難しそうに払はらいながらこちらにきた。

　え──？　と伊依は思う。今、なんだかさらりと聞き流してしまったが、倉波は、とんでもないことを言わなかったか？

「そんなのでよく入学試験に合格できましたね、舞」
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　白衣に付いた埃も神経質に払っている。やはり、倉波は見た目通りに潔けつ癖ぺき性しようらしい。よく見れば直接なにかに触ふれたくないのか薄うすいゴム手て袋ぶくろまで嵌はめているし。

　舞弓はフフンと鼻で笑う。

「きっと、私の熱意が試験官に伝わったのだろう」

「熱意だけで合格できるなら入学試験なんかいらないでしょう」

　倉波は淡たん々たんとしている。

「君が合格できたのは、その常識知らずの妙な怪造のおかげです」

「妙か？　私はこれこそが怪造だとずっと思いこんでいたのだが」

　伊依には理解できない応答をして、舞弓は不満げな顔をしている。そんな彼女を無視し、倉波は伊依の前に立つと何やらドイツ語らしき文字で何事か書かれた箱をこちらに見せた。奥の方に仕し舞まわれていたはずなのに埃ひとつかぶっておらず、どこか神聖な感じがする箱だった。

　倉波の手で蓋ふたが開かれ、中からは綺き麗れいに磨みがかれた宝石のブローチが現れる。ロイヤル・ブルーの透とう明めい度どがあまりない宝石である。それは部屋の明めい滅めつする光を弾はじいて鈍にぶく輝かがやいていた。

「宝石……？」

「呪じゆ具ぐです」

　倉波は当たり前のように応えた。

「私が創つくりました。宝石に見えますが、材料は安価な卑ひ金きん属ぞくです。詳くわしく原理を説明してもわからないと思いますが──。まぁ、装備しているだけで身体からだの怪け我がを癒いやしてくれるアイテムといったところですかね」

「あ、なるほど、舞さんがあたしをここにつれてきたのは、倉波先生がこういう呪具を持っているって知ってたからなんだね。わ、ありがとうございます、先生」

　喜んでブローチを受けとり、伊依は制服の襟えり元もとにつけてみる。

　瞬しゆん間かん、ふわ、と襟元が温かくなって、伊依はたしかに打だ撲ぼくの痛みが消えていくのを感じる。呪具とは、怪造の効率をあげたり、怪モ造ン生ス物ターの能力を強化したり、そういった能力を発揮する道具のことである。その製作は非常に難しく、伊依も見るのは初めてだった。

　一般的にこれらの呪具は虚マテ界リ呪ア具ルと呼ばれる実在は確かく認にんされているものの、未いまだ成功例は数えるほどという〝物ぶつ造ぞう〟により現界カナイに持ちだされた〝怪モ造ン生ス物ター以外の虚界アンダカの物体〟を原型にしているという。劣レプ化模造品リカと重要視されないことも多いが、その効果は伊依がこの身で体験することになった。本当に、ゲームのアイテムみたいに便利である。

　──ゲーム。

　そうだ。怪我を治したら、さっそくゲームを再開しなくてはならない。神を名乗る邪じや悪あくな存在が始めたゲーム。世界の存続を賭かけた悪あく趣しゆ味みなゲームを。

　倉波はまた静かな調子で淡々と発言する。

「その怪我なら呪具があっても完治まで三日といったところでしょうか。骨を痛めているかもしれませんし、本当は安静必至なんですが──。ま、その呪具があれば普ふ通つうに動いても大だい丈じよう夫ぶでしょう。ただ念のため、一週間くらい外さないでください」

「はい。ありがとうございます」

　伊依は心から感謝して彼に頭を下げた。なるほど、舞弓が言っていたとおり、偏へん屈くつだが悪いひとではなさそうだった。

「本当に、助かります」

　もう一度だけ御お礼れいを言い、伊依は用は済んだとばかりに背を向ける舞弓についていく。倉波はそこでふと気づいたように顔をあげた。

「あ。そういえば君ら授業はどうしました？　今、二時間目の授業中なんですが」

「知らん。ではな、倉波。また何かあったら頼たのむ」

　こういうとき、堂々とできる舞弓の度胸が羨うらやましいと思う。伊依は罪悪感に包まれながらも、世界の滅めつ亡ぼうが迫せまっているのに授業にでるとか吞のん気きなことはできないというのは同意なので、あえて文句は口にしなかった。

　倉波は眉まゆをひそめ、腰こしに手を当てて嘆たん息そくする。

「ちなみに今日の四時間目は君たち二人、どちらも私の《怪造実習》を受講しなくてはならないことになっていますが？」

「知らん」

　言い捨てて、舞弓は自分が破は壊かいしてぽっかりと空いた入口へと歩を進める。そういえばどうして彼女はいちいち扉とびらを破るのだろう。登場は派は手でにするのが自分規則ルールだと言っていたが、その自分規則ルールはかなり傍はた迷めい惑わくである。そういえば教室の扉も破っていたし、最初、公園で会ったときもわざわざ樹木を斬きり倒たおしていたような。

　そんなことを考えていると、不意に。

「空井伊依」

　倉波が──静かな声で問いかけてきた。

「《蒐コレ集クト冥プルー王トー》の怪造に必要不可欠なものは、なんだと思います？」

「………？」

　伊依は何のことかと戸と惑まどって、すぐに応えることができなかった。不思議に思いながらも記き憶おくの糸を手た繰ぐっていく。

《蒐コレ集クト冥プルー王トー》──極きわめて特とく殊しゆな、ランク付けをされていない偶アク発シデ的ン怪ト・造モン生物スターと呼ばれる存在。その能力は死者を蘇らせるという恐おそろしいものだと思われていたが──後の研究でそれが否定され、誰だれにも見向きをされなくなったはず──。

「えっと……」

　伊依はそれらの情報を反はん芻すうして、戸惑いながらも真ま面じ目めに応こたえた。

「……怨うらみとか、何か強い負の感情が残っていそうな、死者の遺物──」

　それから少し思いついて、こんな言葉を付け足してみた。

「──あとは、死者に会いたいと強く思う、怪モン造ステ学イス者トの気持ちでしょうか」

　なんでそんなことを聞くのだろう、と思いながらも伊依は頭を下げ、失礼しましたと退室すると舞弓を追って廊ろう下かを歩いた。

　背後から、何故だか倉波の笑い声がした。
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　商店街のその向こう、空うつ蟬せみ寮りようのさらなる向こう、三城公園線の脇わき道みちを十五分ほど歩けば舞弓の実家がある。近所には悪名高い禿はげ山と全国にたくさんある稲荷いなり神社。夢ゆめ追おい坂ざか市内でもどことなく寂さびれた、静かな空気が漂ただよう一角である。

　空井伊依と戦橋舞弓はそんな舞弓の実家──正確には養父母の家だが、そこで昼食をとり、玄げん関かん門もんをくぐりぬけて悪趣味なゲームの打だ倒とうを胸に二人並んで歩いていた。

「けど驚おどろいたかも」

　ツインテイルを揺ゆらし、伊依がにっこりと微笑ほほえんだ。二人が歩く行き先を決めているのは伊依で、少しだけ舞弓よりも道を先行している。

「舞さん、料理が上手だったんだね」

「馬鹿にしてはいけない」

　舞弓はやはり姫ひめのように令れい嬢じようのように謙けん遜そんせずに胸をはった。

　時刻は午前十一時といったところか、クラス担任の妖あやかし森のもりに早退する旨むねを伝え、とりあえず、伊依は神の行方ゆくえを追うために舞弓の実家へと向かった。

　今のところ神が唯ゆい一いつ、その姿を現したのは舞弓の実家、その茶室である。そこから怪モ造ン生ス物ターが放っている特有の気配──《魔ま力りよく》や、それでなくともなにがしかの手がかりを見つけられるのではないかと思ったのだ。滅作が言うには、《魔力》というのは発散されていてもすぐに消えるので現場に残ったりはしないということだが。

「我が家の養父母は生活能力が皆かい無むでな、料理は私の仕事なのだ。もっとも──死んだ義兄あに上うえほどの料理はいまだに作れないのだが」

「お義兄にいさんも料理を？」

　そうして舞弓の家までやってきた伊依は、時刻も時刻だということで舞弓に料理を振ふる舞まわれた。それがなんとも懐なつかしい感じの和風料理で、ここのところ寮りよう母ぼ・血ち影かげのビックリ箱みたいな料理ばかり食べていた身としては新しん鮮せんだった。

　存分に舌も腹も満足し、戦う意欲が湧わいてきた。

「うむ。義兄上の料理は、見た目は悪かったが、不思議に美味うまかった」

　舞弓は、義兄の話をするときがいちばん幸せそうだった。

「義兄は、物事の本質を知っていたのだと思う。料理の本質を知っていれば、他人が喜ぶ味を創れる。それは料理だけに限らず、あらゆる概がい念ねんの本質を──義兄は、呼吸をするように当たり前に理解していた。私が足りない頭を酷こく使ししてどれだけ悩なやんでも至れない答えを、多分、生まれたときから持っていた。だから義兄は天使だったのだ」

　語りながら、舞弓は微び笑しようを浮うかべている。

　それはとても美しい、舞弓には珍めずらしい無む邪じや気きな笑え顔がお。

「天使って」

　伊依もつられて微笑する。それに気づき、なんでだか舞弓は緩ゆるんでいた頰ほおを引きしめる。にやけた顔を見られたくないらしい。変に意地っぱりな戦士だった。

「舞さん、そんなふうに呼ぶなんて、本当にお義兄さんのことを尊敬してたんだね」

「というか、義兄は自分で名乗っていたからな。僕は天使だ、と」

　…………それはどうなんだろう。

「時には道どう化けよりもよほど道化で、また戦士よりもよほど戦士だった。尊敬していたとも。尊敬しているとも。義兄が私の目標だ。今も昔もそれは変わらない」

　舞弓は首を振り、この話は終わりだと少し紅潮した顔で言う。

「私のことなどどうだっていい──今は、神の討とう伐ばつのみを考えるべきだろう」

「……そうでもないんじゃないかな」

　伊依は梅子を抱だき寄せ、舞弓をちょっと振り返って笑う。

「あたしたち、相棒になったんだから、仲良くしようよ」

　そうだ。ともに神の陰いん謀ぼうを阻そ止しする仲間。相棒。その言葉になんでだかきょとんとする舞弓に、伊依は真まっ直すぐな笑顔を向けて言う。

「舞さんのこと、もっと知りたいな」

「…………」

　舞弓はさらに紅あかくなり、ぷいっとそっぽを向いてしまう。

「……変だ。君は」

　照れ隠かくしなのか白はく髪はつを指でいじくりながらも、舞弓はじゃらじゃらと下げている銀ぎん飾かざりを鳴らしながら横に並んでくる。横に並ぶと舞弓の背が自分よりもかなり高いことに気づく。頼たのもしい、仲間になった侍さむらい少女。

　夏の微そよ風かぜに乗って潮の香かおりが届いていて、耳を澄すませば波音や海鳥の鳴き声も聞こえる。舞弓は行き先の方向、禿げ山の逆方向、東方面、海へと向かう道のりを眺ながめて首を傾かしげる。

「しかし、この先には海しかないが、我らはどこに向かっている？」

「海だよ。とりあえずはね」

　こつん、と伊依は髑どく髏ろの首飾りを叩たたく。

「本当はね、残っていないはずの《魔力》──《魔力》ってわかる？」

「私がわかると思うのか？」

　どうしてだか偉えらそうに舞弓は胸をはる。そういえば彼女、授業にはついていけていないとか言っていたような気がする。いわゆる学校の勉強とか普ふ通つうの怪造とかは苦手らしい。

　伊依は頷うなずき、簡単に説明をしておく。

「この髑髏が怪モ造ン生ス物ターの気配を察知できるってのは言ったよね？　その気配っていうのが《魔力》かな、ありていに説明すると──」

「私も集中すれば周囲十メートルくらいの生き物の動きを察知できるが？」

「…………」

　舞弓は身体能力だけでなく感覚器まで化け物じみているらしい。

　呆あきれながらも、伊依は歩きながら説明する。

「怪モ造ン生ス物ターっていうのは、現界カナイにいる間、それを怪造した怪モン造ステ学イス者トと《魔力》で繫つながっているはずなんだ。けど──舞さんが話してくれた天使と悪魔、その一人──梅子ちゃんを調べても、彼女から繫がっているはずの《魔力》は読めないんだ」

「おそらく、神がなんらかの方法でその《魔力》とやらを消しているのだろう。彼奴きやつは、このゲームを卑ひ怯きようなほど有利な立場で進めている。あらゆる敗北要素はあらかじめ消していると考えたほうがいい」

　そう。これは向こうが持ちかけてきたゲームだ、最初からあちらが勝てるように仕組まれているに決まっている。けれど、その神の安心──傲ごう慢まんな態度には必ず隙すきがでるはずだ。そこを叩く。徹てつ底てい的に。そして自分たちがこのゲームに勝利する。

　伊依は頷き、いつものように真っ直ぐに前を見た。

「うん。《魔ま力りよく》を消す、怪モ造ン生ス物ターとの繫がりを断ち切る方法もないわけじゃないんだ。本来、《魔力》ってのはひどく曖あい昧まいなものだし。それに、《魔力》は同じ場所に長く残っているわけじゃない──舞さんのところに神が現れたのは三日前。本当なら《魔力》の欠片かけらも残っていちゃいけないんだ」

　けれど、と伊依は指を立てて強調する。

「《魔力》は──残っていた。露ろ骨こつなほどあからさまにね。今日、一時間前にでも擦なすりつけたってくらいに鮮せん明めいに。あたしは、今それを辿たどっている。もちろん罠わなだと思う。神本人へと繫がる梅子ちゃんの《魔力》は消して、どこへつづいているかも不明な謎なぞの《魔力》だけ残す。これは神──ゲームの敵が、舞さんがなんらかの手段で《魔力》を感知したとして、それを逆手にとり、舞さんを罠に嵌はめるために残していた《魔力》なんだと思う」

「…………」

　舞弓は無心の表情で黙だまって聞いている。罠の存在にも怯おびえず、真ま面じ目めな表情をしている。伊依は満足して頷き、つづけて説明する。

「だけど、これが唯ゆい一いつの手がかりだよ」

「なるほどな」

　舞弓は不敵に微び笑しようした。

「神め、私を罠に嵌めたとご満まん悦えつのところだろうが──油断しきったその寝ね首くびを鮮あざやかに搔かいてやろう！」

　そうだ。罠とはつまり神の痕こん跡せき。そこから神本人へと繫がる手がかりが見つかるかもしれない。もちろん敵は舞弓の義兄、陸戦坂砲矢を殺した冷れい酷こくな相手だ。楽観してはいられない。命すら危険だと思う。

　けれど、最初から不利な立場だ。勝利するためには恐おそれてなんかいられない。

「そうだ──このブローチ」

　倉波に処方してもらった治ち癒ゆの呪じゆ具ぐを眺めて伊依は言った。

「かなり効くね。楽になってきたよ」

「倉波は優ゆう秀しゆうな怪モン造ステ学イス者トだ。当然だろう。そういえば──」

　舞弓はこちらを不思議そうな光を宿した烈れつ眼がんで見つめてくる。

「──さっき倉波と異界の言語で会話していたが？」

「え？　日本語しかつかってないと思うけど？」

「ふむ？　あれだ、これくとぷるーとーがどうとか」

　あぁ、と伊依は合点がいってついでに説明する。

「うん。倉波先生がね、《蒐コレ集クト冥プルー王トー》っていう怪モ造ン生ス物ターの怪造に必要なものは何かって聞いてきたから、知ってることを答えたんだ。たまたまそれは父さんに教わって知っていたからさ。怨おん念ねんがつまった遺物と、強い気持ち──」

「………むう？」

　あまり理解していない顔で舞弓が眉まゆ根ねを寄せる。

　伊依は気づかず、楽しく思いながら語りつづける。

「……《蒐コレ集クト冥プルー王トー》っていうのはね、望んだときに現れない、怪造できるかは運任せのいわゆる偶アク発シデ的ン怪ト・造モン生物スターで、かなり怪造が難しいんだ」

　伊依は怪モ造ン生ス物ターが好きだし、怪造学も好きなので、ついつい饒じよう舌ぜつに説明してしまう。

「偶アクシ発デント、つまり現界カナイに現れるかどうかは怪モ造ン生ス物ターの気分しだいってこと。時には全く関係のない、たまたま近くを通過した呪じゆ文もんに便乗して現界カナイに現れたり、虚界アンダカを適当にさまよって呪文を探し、現界カナイに自分から向かうことだってあるんだよ」

　まだ止まらない。刻みこまれた怪造学の知識が、伊依の舌に乗って外界に滑すべりだしていく。

「呪文が失敗して凶きよう悪あくな怪モ造ン生ス物ターがたまに現れる──いわゆる怪造事故は、たいていこの偶アク発シデ的ン怪ト・造モン生物スターが原因だって言われてるね。有名なところでは美しい外見の怪モン造ステ学イス者トを探し、その肉体の一部──眼球とか鼻とか耳とかを奪うばい、代わりに醜しゆう悪あくな怪かい物ぶつの肉を埋うめこんでいく《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》とか、全くの不意に現れて、周囲に無差別に病原菌きんを撒まき散らす《疫クラヤ病ミオン神ナノコ》ってところかな」

　その《疫クラヤ病ミオン神ナノコ》に家族を皆みな殺ごろしにされ、道を誤った一人の怪モン造ステ学イス者トがいた。《鳳フエニ凰ツクス》事件で命を落とした彼に少し思いを馳はせ──伊依はちょっとだけ切なくなってしまった。

　見ると、舞弓が酷く難しい顔をしている。

「……ふむ、そういう異界の言葉はどこで学ぶのだ？」

「え？……学校だよ!?」

　普ふ通つうに《怪造理論》の授業で学んだのだが。基き礎その基礎、前提知識、怪モ造ン生ス物ターの種別という項こう目もくで微びに入り細を穿うがち勉強させられたではないか！

「まぁ──怪モ造ン生ス物ターの名前までは教わってなかったと思うけど。《蒐コレ集クト冥プルー王トー》っていうのはね、怨うらみのこもった遺物に取り憑ついて、死者を一時的に復元し、喋しやべらせるって能力の怪モ造ン生ス物ター。それが死者を蘇よみがえらせてるみたいに見えたから、死者の魂たましいを集めて管理している冥プル王ートーの名前がつけられたんだ。実際はイタコの口寄せみたいな能力なんだけど」

「ふむ……」

　舞弓はまだ疑念の残る顔をしている。

「倉波は、どうしてそのような怪モ造ン生ス物ターの怪造方法などを……」

「さぁ。けど、《蒐コレ集クト冥プルー王トー》ってかなり知名度低い怪モ造ン生ス物ターなのに、あたしみたいな生徒が知ってると思ったのかな──倉波先生は」

　話しているうちに二人は海岸線にでた。子供などに絵を描かかせると真っ青になってしまう海だが、実際のところここいらの海は黒ずんで見える。付近に工場が多いからか。それとも光の屈くつ折せつ率りつか。悪い夢のように黒く澱よどんだ海は、海月くらげがでるので遊泳禁止とされている。

　打ち寄せては返す、たまに聞くと不気味な潮しお騒さいの音。

　広がった砂すな浜はまは白い渚なぎさというには汚よごれていて、うち捨てられた花火とか、放置されている廃はい車しやとか、這はい回っている船虫とかが多くてあまり近づきたくない。

　伊依は沖おきの灯台を静かに眺ながめつつ、見晴らしのいい埠ふ頭とうまで歩こうと足を進めていく。

　瞬しゆん間かん。

「──動くな」

　舞弓が、鋭するどく言った。

　振ふり返ると──彼女は厳しい目で周囲を探っていた。

「……どうしたの、舞さん？」

「さきほど──罠わなと言ったな」

　舞弓は肩かたにぶら下げた日本刀の柄つかを握にぎり、体勢を低くして戦せん闘とう姿勢となる。その放たれた闘とう志しが怖こわいのか、伊依の腕うでの中で梅子が身を縮ませた。

　不ふ穏おんな様子に伊依も眉まゆをひそめ、その表情を引き締しめる。

「舞さん……？」

「正解だ、わからないか？」

　侍さむらい少女は天高く言い放つ。

「ここは敵地だ！　誘いこまれたぞ！　すでに周囲は敵で埋め尽つくされている！」

「え──噓うそ!?　と、父さん？」

『……あ？　な、なんだよ。怪モ造ン生ス物ターの気配はねぇぞ？』

　眠ねむっていたのか寝ね起おきの声で滅作は言う。しかし──思いだす。敵は《魔ま力りよく》を消せるのだ。

　四方を見る。薄うすい雲に覆おおわれた空。黒い海。流れる潮風。聞こえるのは絶え間ない波音──そして。

　暴、と砂浜の一部が爆はぜた。

　──地中から？

　気づいたときにはもう遅おそい。

　伊依が見たのは、こちらに一直線に投とう擲てきされた一ひと振ふりの刃やいば──銛もり。魚などを突つき刺さし、強力なものでは鯨くじらすら捕ほ殺さつする刺されば抜ぬけない狩しゆ猟りよう武器。

　──いけない。

　伊依はとっさに梅子をかばい、避よけようと体勢を低くし──間に合わず。

「──ひッ」

「甘い」

　閃せん光こう。否いな──剣けん戟げき。

　一瞬のうちに刀を抜いた戦橋舞弓が、伊依へと迫せまってきた銛を打ち払はらった。そして伊依と梅子、二人を守るように威い風ふう堂どう々どうと前へでる。

　ざざざざざざざざざ。

　異様な音をさせ──砂浜があちこち隆りゆう起きしながらこちらに迫る。砂の下を何者かが移動している？　しかも複数だ。周囲から、こちらに向かってくる殺意──。

「伊依、目を瞑つぶってその怪モ造ン生ス物ターを放さぬよう抱だきしめているがいい」

「え──？」

「早く」

　わけがわからなかったが、戦場こそが戦士の居場所だ、ここは彼女に従おう。決めて、伊依は必死に目を瞑ると梅子を抱きしめた。梅子も制服姿の伊依に怯おびえた顔で縋すがりつく。

　瞬間、伊依は肩かた口ぐちを摑つかまれ。

「わ──!?」

「然しからば御ご免めん！」

　投げられた。

「──わぁぁあああッ!?」

　文字通り、ボールでも放ほうるみたいに真上へと投擲された。目を瞑っているから何がなんだかわからない。浮ふ遊ゆう感かん。怖すぎて、伊依は思わず状じよう況きよう確かく認にんのために目を開く。

　回転する視界の下──悠ゆう然ぜんと立つ侍少女。

　そこに、四方八方から砂浜を突き破り、銛を手にした黒い影かげが襲おそいかかる！

　──怪モ造ン生ス物ター？

　それは流線型の黒い翼つばさを生やした、人間に似た形の怪モ造ン生ス物ターだった。全身は墨すみでも塗ぬったような漆しつ黒こくで、瞳ひとみのない両眼は凶きよう悪あくに白かった。鱗うろこのような、甲こう殻かくのようなその肌はだは硬かたそうで、どことなく昔ＴＶで見たピラニアに似ていた。

　装そう飾しよくのない、ただ相手を殺すために研ぎすまされた銛。その無数の刃が──唯ゆい一いつ、立ち尽くす舞弓に向かって放たれる。

「舞さん！」

　伊依は悲痛な叫さけび声をあげる。空中。逆様になった視界で侍少女が身構えている。その姿は迫りくる銛に少しも怯えておらず、今にも抜き放たれそうな──殺意の満ちた刀とう剣けんに見えた。

「……一つ、強く在ること」

　快音。舞弓の、刀を握った手先が揺ゆれ、全長八十センチ──鍛きたえあげられた鋼はがねの刃が空気を切り裂さき踊おどり舞う。

　同時に弾はじかれ、打ち払われ、動きが止まる無数の銛。

　驚きよう愕がくの叫びをあげる黒い怪モ造ン生ス物ター──その中央、静かに立つは侍少女。

「ただ──強く在ること」

　旋せん回かい。舞弓は砂を巻き上げ回転し、銘めい刀とう《朧武朧》を振ふるった。その鋭するどい切っ先に恐おそれをなしたか、攻こう撃げきを防がれて体勢が崩くずれたか、十体ほどの黒い怪モ造ン生ス物ターたちはたった一人に翻ほん弄ろうされ、奇き声せいを発しながらふらめき、よろける。

　ギイギイというそれらの鳴き声は古くなった機械の稼か働どう音おんのごとく、耳に痛い。舞弓は気にとめず、銛を弾かれて蹈鞴たたらを踏ふんだ怪モ造ン生ス物ターの一体に向き直り。

「それが戦士の不文律。貴様ら──そんな私と戦う度胸があって刃を向けたのか!?」

　刀を振りあげ、すぐさま一いつ閃せんしようと怒ど気きを孕はらんだ吐と息いきを放つ。

　伊依は重力に従い落下しながらそんな舞弓に叫ぶ。

「舞さん！　怪モ造ン生ス物ターは殺しちゃ駄だ目めって！」

「む……しかし、正当防衛だが」

「駄目ったら駄目！」

「…………」

　停止してしまう舞弓に、ここぞとばかりに突きだされる銛。舞弓は華か麗れいにかわすと砂すな浜はまを蹴けり、刀を収め、伊依を抱きとめて敵から離れた位置に着地する。

　星のように砂が舞まい、怪モ造ン生ス物ターたちが怒ど号ごうを放つ。

「………………殺さねば殺されるのだが」

　舞弓はかなり不満そうな顔をしていた。

「だいたい、君は〝不死鳥殺し〟だろう。今さらなんだ、怪モ造ン生ス物ターを殺すななどと、このような窮きゆう地ちにあっても君はそんな理想を口にするのか？」

「うん」

　伊依は真まっ直すぐに舞弓を見た。

「《鳳フエニ凰ツクス》を殺してしまったから、もう、誰だれも殺したくないんだよ」

　そうだ。桃子を守れなくって、《鳳フエニ凰ツクス》を殺してしまって、理想を潰つぶし夢を殺して全すべてを喪うしなった自分。あんなのはもうたくさんだった。二度と間ま違ちがわないと決めたのだ。

　舞弓は戦いたい戦いたいという顔で鞘さやに収めた刀の柄つかを握にぎり、抜ぬき放ち、投げつけられた銛もりをことごとく弾くと歯は嚙がみした。

「…………」

「それとさ、舞さん、約束したよね？」

　伊依は静かにつぶやいて、自分を抱いた舞弓の凛り々りしい面おも立だちを見る。

「あたしはあなたに協力する。その代わり、あなたは絶対に怪モ造ン生ス物ターを殺さない。そういう約束だったはずだよ。ねぇ──舞さん、正義の味方が約束を破るの？」

「……………………………………ぐっ」

　舞弓は唸うなり、ぶるぶると震ふるえ、むしろ戦っていたときよりもよほど強い殺気を放つ。
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「ぐ、うう、ぬぐうぅ……！」

　血を吐はきそうな顔で地じ団だん駄だを踏むと、伊依に猛もう烈れつな勢いで叫んだ。

「き、君は卑ひ怯きようだ！」

「………卑怯でごめん」

　けれど、それだけは譲ゆずれないのだった。それが伊依の怪造学。怪モ造ン生ス物ターは友達。友達は絶対に殺させない。知ったのだ。いつかの昔。泣いていて、弱くって、誰にも頼たよれなくって、寂さびしかった伊依を──桃子が救ってくれたとき。怪モ造ン生ス物ターは意志のない道具なんかじゃなくって、泣いている誰かを慰なぐさめてくれる優やさしい心を持っているって。

　だから、伊依は妥だ協きようしない。

　たとえ卑怯と呼ばれても、今日も理想を主張する。

　舞弓は呆あきれた顔で伊依を降ろすと、しゃらん──と刀を鞘走らせた。

「……是ぜ非ひもない。要は殺さなければいいのだろう？」

　伊依は授業中のように手を挙げた。

「あ、なるべく傷つけて欲しくないかも。でも眠ねむらせたり、弱らせたりしなくっちゃ怪かい消しようはできないから、最終的には峰みね打うちか何かで気絶させてもらわなきゃいけないけど」

「あの甲こう殻かくに峰打ちが効くか……？」

　間合いを測っているのか、じりじりと動いている黒い怪モ造ン生ス物ターたち。見覚えはない。外見は半魚人に旅客機の羽をつけた感じだが、あのような怪モ造ン生ス物ターがいただろうか。もちろん怪モ造ン生ス物ターの数は多い。全てを記き憶おくできるわけもないのだが。

「──ふむ。では、もっと確実な方法でいこう」

　牽けん制せいに放たれた銛を刀で余よ裕ゆうげに払はらい、舞弓は高らかに笑う。

「見るがいい──戦士わたしの闘たたかい方を！」

　そして刀を真っ直ぐ構え、彼女は呪じゆ文もんを口にする。

「現界カナイの扉とびらを打ち開けて！　虚界アンダカの闇やみに歩を進め！」

　煌こう、と舞弓の周囲に、通常の怪造では決して顕あらわれない真っ赤な光が満ちる。それらの光は彼女の握る日本刀から立ちのぼり、しゅうしゅうと音をたてながら拡散と集合を重ねる。

　なんだ──これは。

　伊依は息を吞のむ。滅作も絶句している。それは昨日、舞弓が見せた紅あかい怪造。《芽アラ吹ーテのイオ種ー》が生やした無数の樹木に隠かくされて、その姿はあのとき見ることができなかったが──。

　呪印はなく。

「見み極きわめるのは上下の天外！　惑まどわされぬは左右の門外！」

　不思議な呪文をただ唱え。

「虚きよ無むへとつらなる禁遠倉庫！　無下の雑物ざぶつをかきわけて！」

　戦橋舞弓は──姫ひめのように令れい嬢じようのように、ただ堂々と。

「鍵かぎは錆さび色いろの十一番！　鍵穴は暮くれの上扉！」

　彼女にしか理解できない、正体不明の怪造を終えた。

「解かい錠じよう──怪かい造ぞう剣けんが八七八、戦闘形式モード、レティクルム！」

　瞬しゆん間かん、紅い光が彼女の握る日本刀──全長八十センチの打うち刀がたな、《朧武朧》に集合する。集合した高こう濃のう度どの輝かがやきは刃やいばを容易たやすく歪わい変へんさせ、火花を放ちながらその形状を組み替かえていく。

　それは。

　伊依には理解できない──これは本当に怪造なのかと疑問すら浮うかぶ、現象。

　今日、倉波が口にしていた言葉を思いだす。

〝君は怪モ造ン生ス物ターを怪造できませんから〟

　そうだ。これは怪モ造ン生ス物ターではない。

　発生した現象は、唯ゆい一いつ、武器の変化。

　舞弓の両りよう腕うでにしっかりと握にぎられていたのは。

「これが私の怪造剣」

　右手に巨きよ大だいな網あみ、左手に握られているのは棍こんだろうか。網はどうやら鋼はがねで編まれており、武器らしくどこか禍まが々まがしい美しさをもっていた。複雑に交差されたその網は砂すな浜はまに投げだされ、彼女の左手に握られた棍は真上に向かって伸のびている。

「レティクルム──古代ローマの武器で、まぁ投と網あみだな。剣グラ闘デイエ士ーターが観客を楽しませるためこの滑こつ稽けいな武器をつかい、それが意外に強かったので正式採用されたという曰いわくつきの一品だ。使用方法は簡単。鋼レテのイク網ルムで敵を動けぬよう捕ほ獲かくして、こっちの棍で殴なぐり倒たおす。本当は棍じゃなく三フユ尺スキ槍ーナなのだが、刃がついていると君がうるさいので配はい慮りよしておいた」

　つまり、舞弓の怪造──否、怪造剣とは。

　彼女の愛刀、《朧武朧》を他の武器に変形させる、特とく殊しゆな、極めて特殊な怪造。というか、本当に怪造なのだろうか──。どういった理り屈くつでそんなことができるのかは知らないが、その技術で、昨日、舞弓は日本刀を弓矢へと変えたのだろう。

　まさに──変メタ化モルすシるエ武イ器パー。

　それはきっと、最強の武器だ。

　武器には相あい性しようがある。刀よりも槍やりのほうが長いから有利。槍よりも弓矢のほうが遠くから攻こう撃げきできるので有利。けれど接近戦では、弓矢よりも刀のほうが強いのだ。

　彼女の怪造剣は、その相性という弱点を克こく服ふくできる。

　相手が槍をつかうなら、弓矢に変化させればいい。相手が刀をつかうなら、槍に変化させればいい。

　ジャンケンで常に後出しができるってことがどれほどの有アドバン利テージかわからない者はいないだろう。

　使いどころさえ間ま違ちがえなければ、誰だれにも負けない無敵の武器になる。

　それが──戦橋舞弓の怪造剣なのだ。

「ギイ──」

　鈍にぶい鳴き声とともに、黒い怪モ造ン生ス物ターが突つっかかってくる。舞弓は素す早ばやく避よけ、右手に握ったレティクルムを解き放つ。面食らい、逃にげ切れず、レティクルムに捕獲される三体ほどの怪モ造ン生ス物ター──舞弓は走り、容よう赦しやなく彼らに左手の棍を炸さく裂れつさせる。

「伊依、怪消したまえ！」

　叫さけぶ舞弓に伊依は、舞弓の背後で強く頷うなずく。

「──うん！」

　呆気あつけなく気絶した怪モ造ン生ス物ターたちに内心で謝りながら、しゃん、と《門ＧＡＴＥ》と呼ばれる腕うで輪わを鳴らして魔ま法ほうのように唱える。

「怪消！」

　光に吸いこまれ、怪モ造ン生ス物ターたちは虚界アンダカに強制送そう還かんされる。すぐさま舞弓はレティクルムを回収し、次々と放たれる銛もりを回転させた棍で弾はじきとばす。

　舞弓と伊依──それは戦士と魔法使いの関係。

　前衛、舞弓が的確に相手を戦闘不能にし、後衛、伊依が虚界アンダカに送り返す。これほど楽な戦いはなかった。怪モ造ン生ス物ターたちも伊依だったら太た刀ち打うちできない戦闘力をもっているのだろうが、舞弓が相手では大人と子供だった。勝負にもなっていない。

「魚の動きを止めるには、網が最適だと相場が決まっているのだ！」

　横向きにレティクルムを薙なぎ払はらい、向かってくる怪モ造ン生ス物ターの動きを絡からめて横に倒す。そこに躊躇ためらいのない棍の一いち撃げき。なるほど、理に適った武器だ。卑ひ怯きようなほどに強い。

　そんなことを思いながらも、伊依は全力で呪じゆ文もんを紡つむぎつづける。

「怪消！」

　それがどれだけの間つづいたことだろう。

　ただ一体のみ残され、銛も手にせず呆ぼう然ぜんとしている怪モ造ン生ス物ターに舞弓が気合を放ち、激しい勢いでレティクルムを振ふりかぶる──。

　瞬間。

〈──なかなか便利な相棒を得たものだな、戦プ橋レ舞イ弓ヤー〉

　冷れい徹てつな、機械のような、奇き妙みように捻ねじくれた声が。

　舞弓はレティクルムで怪モ造ン生ス物ターを捕獲し、棍棒で一撃したところで弾はじけるように声の方を向いた。伊依も怪消で最後の一体を虚界アンダカに送り返し、真しん剣けんな顔でその視線を追った。

　海。

　常に揺ゆらめき凪なぐことのない、永遠の大海原。

　その真上。

　漆しつ黒こくの軽けい甲かつ冑ちゆうと、戦せん闘とう的なフルフェイスの兜かぶと。余よ裕ゆうげに腕うでを組み、マントを靡なびかせる人型をした存在。そして真似まねするように小さな腕を組み、ふんぞりかえっている漆黒の怪モ造ン生ス物ターが──。

　海面に、物理法則を無視して立っていた。

「………梅子ちゃん？」

　伊依の視線は軽甲冑の人物の横、漆黒の怪モ造ン生ス物ターに吸い寄せられる。見ると、梅子は全身で震ふるえている。怯おびえるように。恐おそれるように。けれど瞳ひとみは真まっ直すぐにその怪モ造ン生ス物ターを向いている。まるで、求めるかのように。

「──伊依！」

　舞弓が、逼ひつ迫ぱくした声でこちらに叫んだ。

「あの黒いのと梅子は引かれあうらしい。そして、二体が触ふれ、融ゆう合ごうしてしまえば世界の終わりだ。決してそいつを離はなさないでくれたまえ」

「う、うん。わかってる──」

　伊依は梅子をぎゅっと抱だきしめ、あらためて海上の奇妙な二人を見る。つまり──あれが、舞弓をゲームに誘さそったという黒幕か。神と、世界の破は滅めつを引き起こす怪モ造ン生ス物ター。

　舞弓は呪文を唱えている暇ひまがないからか、棍こんのみを神に突きつけて叫ぶ。

「そちらから現れるとは都合がいい！　この場で海の藻も屑くずとしてくれる！」

　そして伊依の制止も間に合わず、砂すな浜はまを蹴けって跳とんでいってしまう。棍を両手で構え、悠ゆう然ぜんと立つ正体不明の敵に一直線。

　迂う闊かつだ。伊依は叫ぶ。

「駄だ目め！　舞さん！」

　声は届かず、ぶおん、と舞弓の棍が真横に薙なぎ払われ──。

〈………くくっ、愚おろかな〉

　通過した。

〈俗ぞく物ぶつが神に触れられるわけもなかろう〉

　思いっきり空から振ぶりをした舞弓は体勢を崩くずし、そのまま海中に飛沫しぶきをあげて没ぼつした。

　幻げん影えい──!?

　伊依は即そく座ざにそう判断する。海に立っている時点でおかしいとは思っていたのだ。あれは、空中になんらかの理り屈くつで映しだされた幻まぼろし。光の屈くつ折せつ率りつを操る特とく殊しゆな怪モ造ン生ス物ターがいれば不可能なことではない。

　そこまで考えて気づく。

　ならば──本体はどこに。

〈………！〉

　梅子が声なき声をあげ、伊依の服を引っぱった。伊依はぞくっと寒気をおぼえ──背後、砂さ塵じんを防ぐために延々と並べられている塀へい、その上に立つ幻影と同じ姿の存在を見る。

〈我が使徒どもを難なく蹴け散ちらすとは、なかなかの健けん闘とうである〉

　軽甲冑の神は両手を広げ、足下に立つ怪モ造ン生ス物ターを示す。

〈その勇戦を称たたえ、教えてやろう──これの名前はイーヴィル〉

　黒イいー悪ヴ魔イルは側頭部の翼つばさを舞わせ、静かに威い圧あつ感かんを増す。

〈神我の忠実な使徒にして、汝を殺す者である〉

　ぞわ、と空気が震え、渚なぎさの砂が怯えるように海上へと吹ふき飛ぶ。

　それに何かを感じたか、滅作が切せつ羽ぱ詰つまった声で叫さけんだ。

『や──べぇ、伊依、ひとまず逃にげろ！　何かくる！』

「わ、わかった！　了りよう解かい！　えぇっと──？」

　逃げるって、どこに。

　ここは見晴らしのいい海岸線の砂浜。遮しや蔽へい物ぶつはなく、逃げようにも足下の砂が推進力を奪うばう。

　理解した。神はここで自分たちを失ゲーム敗オーバーにしてしまうつもりなのだ。そのための罠わな。蒼そう白はくになり、伊依が意を決してイーヴィルと神に背を向けるのと。

〈泣き叫ぶがいいhowling soul down〉

　声が。ぞっとするようなイーヴィルの声が、響ひびいたのは同時だった。

　瞬間──ひどい耳鳴りがする。脳のう髄ずいに食くらいつき、血肉を貪むさぼりながら全身を駆かけめぐるような気持ちの悪い耳鳴りが。

「──ッ？」

　伊依は危機感をおぼえ、梅子を抱きしめ埠ふ頭とうに向かって走ると海中に飛びこんだ。海の深さなんて考えない。遊泳禁止の立て札も知らない。ただ──生きるために、真っ黒な海に落ちていく。

　轟ごう音おんとともに、一いつ瞬しゆん前まで伊依が立っていた埠頭が粉々に吹き飛ばされた。
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　黒い海中を、必死でもがいた記き憶おくがある。

　脳に響く喧やかましい声で、髑どく髏ろの父が自分の名前を呼んでいたのも。

　埠頭の先、伊依が落下した位置は予想よりもずっと深くって、意地悪な海水は伊依の足に手に絡からみついてきた。

　そして、何がなんだかわからず、上も下もわからず、伊依が闇やみ雲くもにもがいていたとき。

　力強く舞弓が──助けてくれたこと。

　あぁ、足を引っぱってばかりだなぁ。

　…………。

　…………………。

　目覚めると、目の前に梅子の顔があった。心配そうにこちらを覗のぞきこむ彼女の瞳ひとみは澄すんでいて、宝石みたいに綺き麗れいだった。伊依はしばらく無心でそんな彼女の瞳を見ていた。

　ここは──と視線を巡めぐらせる。木の匂におい。閉められた窓の外はもう暗い。

〈…………〉

　申し訳なさそうな、今にも泣きそうな梅子を撫なで、伊依はゆっくりと身を起こす。頭がくらくらする。あれから──どうも、気絶していたようだ。

「動いちゃいかん」

　低い、男の声。

　見ると、旧時代的な囲い炉ろ裏りのそば、頭にバンダナを巻いた熊くまのような男が座っていた。

　誰だれだ──。

　戸と惑まどい、伊依は吞のん気きに煙草たばこをふかす男に視線を向ける。

　男は鼻に乗った小さな丸まる眼鏡めがねを揺ゆすらせて笑った。

「あぁ──儂わしゃ陸りく戦せん坂ざか千せん槍そう、舞弓の親父おやじだよ。義理だがね。おまえさんの服は義娘むすめが代えた。あんた──水をたらふく飲んでたみたいでな、何があったか知らないが……」

　真ま面じ目めな顔で言ったかと思うと、一枚の絵を見せてくれた。

　それを見て伊依の顔が赤面する。

「…………」

「寝ね顔がおがあんまり可愛かわいかったので、モチーフにさせてもらったぞよ」

　くわらんくわらんと笑う千槍──彼が床ゆかに置いた一枚のスケッチには、吞気そうに眠ねむりこけている伊依の顔が描びよう写しやされていた。涎よだれの跡あとまで鮮せん明めいに。

　恥はずかしくって、伊依は取りかえそうと手を伸のばす。しかし腐くさっても助平でも舞弓の義父ちち、子供のように無む邪じや気きな顔で巧たくみにそれを避よける。

「ふははっ！　怒おこった顔もかわえーのー、うちの義娘はいつもムスッとしてモチーフとしては全然おもろうないのでな！」

「セクハラはやめたまえ義父上」

　すぱんッ、と障子が開き、身軽な服装になった舞弓が低い声とともに現れる。どうやら自宅の出入り口は破は壊かいしない主義らしい。なんとも都合のいい自分設定ルールである。

　彼女は盆ぼんにコップのお冷やを載のせていた。

「海水を飲んだからな、真水を飲んで排はい泄せつして、血液から塩分を抜ぬくがいい」

　伊依に微かすかな笑えみを見せ、伊依の絵を隠かくそうとする千槍に抜き打ち一いつ閃せん。

　ぞんッ、と紙は中央から真っ二つに切り裂さかれた。

「あぁ！　何をするか舞弓！　儂ゃこれからこの寝顔を油絵にして世間に発表を──」

「肖しよう像ぞう権けんの侵しん害がいなのはもとより、私の友人を困らせるのは許さん」

　冷れい酷こくに言い放つ舞弓に、千槍はちぇっと舌打ちして立ちあがると障子に向かう。

「だーれがこんな変なのに育てたんだろうのー、やっぱ砲矢かのー。へーん、つまんねぇのー」

　子供みたいに捨て台詞ぜりふを吐はいて、千槍は障子を開くと伊依に手を振ふった。

「じゃあねー、また遊びにきなねー。おじさんいつでも歓かん迎げいするからねー」

「二秒以内に消えろ義父上」

「酷ひでぇ娘むすめだ」

　くわらんくわらんと笑い、大だい胆たんな足音が遠ざかっていく。舞弓の実家──陸戦坂の屋や敷しき。伝統的な日本家屋で、電気も通っていないように見える。しかしそれは雰ふん囲い気きだけで、上を見るとごく当たり前に電気照明がついているのだが。

　舞弓はしっかり正座して、困ったように俯うつむいた。

「……御ご免めん。本当に御免。あんな義父で」

「いや、変な父には慣れてるから」

『ほう……？』

　意味ありげに怒ど気きを放つ滅作はとりあえず無視して、それよりも、と伊依は現状認にん識しきのために真しん剣けんな顔で舞弓を見る。

「あれから──どうなったの？」

「私にも、よくわからぬ」

　舞弓は渋じゆう面めんをつくり、きっちりと居住まいを正してこちらに視線を向けてきた。よく見ると、舞弓の普ふ段だん着ぎは柔やわらかそうな小こ袖そでだった。蜘蛛くもの巣柄がらのバンダナも外しているし、なんだか学校にいるときとは別人のようだった。

「気づけば目の前で君が溺おぼれているから、何にも優先して助けた。そして陸おかにあがり、君が意識不明だったようなので救命をして…………あぁ、すまない」

　舞弓はそこで言葉を切ると、どうしてか、幽かすかに頰ほおを赤らめて俯いた。その彼女には似合わない仕草に伊依は怪け訝げんな顔をする。

「……どうしたの？」

　なんだろう。

　見ると、舞弓は天てん井じようあたりに曖あい昧まいな視線を向けていた。

「もしも君が──その……初めてだったのなら、否いな、私も初めてだったので同罪というか……。否否、あれは──救命行こう為いだ。そういうのとは──違ちがうな」

「？」

　よくわからない。

　舞弓はぐしゃぐしゃっと髪かみをかき混ぜ、ちょっと紅あかくなって床を叩たたいた。

「まぁ、それについては知らん！　この話題は以上！」

「何の話題だったのかいまいち把は握あくできなかったけど……」

　伊依も特に詮せん索さくせず話を本筋に戻もどした。

「そこから、舞さんはあたしをこの家まで運んでくれたんだね」

「うむ。あぁ──今日はもう遅おそい。泊とまっていきたまえ。食欲はあるか？」

「あんまり……」

　海水をたくさん飲んだあとなので気持ち悪い。

「そうか。だが腹が減っては戦いくさができない。少量でいい──食べたまえ。これから用意する。今後のことはその席で決めよう」

　言い残し、舞弓は機き敏びんに立ちあがる。その立ち振ふる舞いはやはり戦士と呼ぶに相応ふさわしく、強くなりたいと思う伊依にはなんだか眩まぶしく映った。

　これまで、ずっと正しく振られてきたはずで。

　これからもきっと、悪を滅ぼしていく正義の刃やいば。

　戦橋舞弓は、そんな少女なのだろうと思った。

「舞さん、さっき──あたしを友人って言ってくれたよね」

　彼女の背中に呼びかける。びくっとして振り返る彼女に、伊依は真面目な顔で言った。

「嬉うれしかった。また明日からがんばろうね」

「…………」

　舞弓は照れたように紅くなって、ごまかすつもりか偉えらそうに唇くちびるを尖とがらせた。

「……当然だ」

　そして颯さつ爽そうと振り返り、慌あわてすぎたかちょっと蹴け躓つまずく。珍めずらしい、舞弓の油断したところが面白くって伊依はくすくすと笑った。

〈…………ごめんね〉

　そんな伊依の背後、梅子が沈ちん痛つうな顔をしている。

　それは──申し訳なさそうな、ひどく寂さびしげな顔。

〈……わたし、もう──〉

「…………？」

　この声は──これまで、何度か聞こえてきた声。

「梅子ちゃん？」

　その悲痛な声に何かかきむしられるような不安をおぼえ、伊依は梅子を見つめてその手をとった。しかし梅子は知らぬふりでそっぽを向く。

〈…………〉

　長い長い沈ちん黙もくの果て、梅子は目に涙なみだを浮うかばせ、小さな子供のように嗚お咽えつの声をあげた。

「どうしたの？　梅子ちゃん──どこか痛いの？」

　心配して手を伸のばす伊依に、梅子は首をぶんぶんと振ふった。

　夜が更ふけていく。

　世界の滅めつ亡ぼうまで──あと三日。
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　──義兄あにの背中を見ていた。

　十年前のことである。

　ステンドグラスから差しこむ淡あわい光のせいか、十年という年月が記き憶おくをぼやけさせたのか、思い出はどこか判然とせず、それも夢のように曖昧なのではなく擦すりきれたように節々が摩ま滅めつしていた。

　十年前。礼拝堂。十じゆう字じ架かの前。義兄の背中。

　立ち並ぶ座席。紫むらさきの絨じゆう毯たん。やけに角張っている聖母マリアの聖画。

　窓の外の樹木には柚ゆ子ずや枸橘からたちが細々と生なっていた。

　五月も半ばなのに肌はだ寒ざむく、義兄の背中をじっと見つめる自分の口元には白い吐と息いきが漂ただよっていた。

「舞まい弓ゆみ」

　ふと、十字架よりも姿勢良く、聖画よりずっと神聖に礼拝していた義兄が自分の名前を呼ぶ。二人の他ほかには誰だれもいない、いたとしても神か天使か──とにかく、騒さわがしい異物のない教会に義兄の声は朗々と響ひびいた。

　義兄の声が好きだった。語りかけられるたび、天使の啓けい示じをうけた少女のように舞弓は歓かん喜きにうちふるえた。実際、そのとおりだったのだろう。義兄は正しくて義兄は真っ直ぐで義兄は透すきとおっていた。義兄はまさしく舞弓の天使だったのだ。

　義兄のようになりたいと思っていた。

　十年前。舞弓はまだ六歳だった。

　白い髪かみ。深しん紅くの瞳ひとみ。当時はまだ飾かざり気のない服が好きだった。

　たった一つだけ義兄が造ってくれた連ウオ鎖レツト飾チエりーンが胸元で光っていた。

　そんな自分に、義兄は振り向きもせず告げる。

「……その刀を捨てなさい」

　刀。舞弓の刀。

　六歳の少女は、不ふ釣つり合いに巨きよ大だいな刀を抱だきしめている。全長八十センチの華はなやかな打うち刀がたな。漆しつ黒こくの鞘さやに収められたその凶きよう器きを、少女はぬいぐるみでも抱くように握にぎりしめている。

　舞弓は、少女らしい舌足らずな声で迷いもなく拒きよ否ひする。

「やです」

「どうして？　舞弓、凶器かたなは誰かを傷つけるものなんだよ」

　怒おこるでもなく、叱しかるでもなく、ただ哀かなしそうな義兄の声。

　慈いつくしみ、舞弓をただ心配している天使のようなその声。

　しかし舞弓は表情を変えない。

「たとえ凶器でも、誰かを守るために振るえば良いのではありませんか、にいさま」

「それで誰かを傷つけても？」

「傷つけることを恐おそれていては、己おのれの道など貫つらぬけません。傷つけないでも進めるひとは、にいさまのように無敵な存在だけです」

　理路整然としたような、それでいて融ゆう通ずうがきかず頑がん固こなだけの屁へ理り屈くつ。義兄は困ったように肩かたをすくめて、地味な銀色の十字架に小さく祈いのりを捧ささげた。

「主しゆよ。願わくば、舞弓の刀が、誰かの夢を断ち切り、誰かの命を散らさんことを」

　そして舞弓を近くに招き寄せ、ともに十字架へ向き直させる。太陽の光を吸いこんで金色に輝かがやく柚子の果実が、薄うすいステンドグラス越ごしに揺ゆれているのが見えた。

　舞弓は、特とく徴ちよう的な深紅の瞳で十字架を静かに見る。

「にいさま。わたしは神に祈りません」

「………？」

　義兄は戸と惑まどう顔をする。そんな彼に正直な気持ちを述べる。

「だって、今日、神に祈ってしまったら。もしもいつか、神がわたしの障害として立ちふさがったとき、神を気持ちよく斬きれないではありませんか」

　当たり前のように言う舞弓に、義兄は楽しそうに笑う。擦りきれた記憶にぼかされた義兄の顔は、何故なぜだか泣いているようにも見えたのだけど。

　彼は、大きくて温かい掌てのひらで舞弓の髪を撫なでる。

「──舞弓は、強いな」

「はい。わたしは戦士ですから」

　当然のように答えて、舞弓は十字架に背を向ける。二人の会話はそこで途と切ぎれ、舞弓の記憶もそこで途切れる。それだけの記憶だった。なんてことはない、特別な事件だったわけでもないありふれた日常の記憶。

　しかし、何度も何度も、舞弓は思いだしてしまうのだった。

　あのとき、神に頼たよらず祈らず。

　己の道を貫くと決めたときから。

　舞弓の終わらない闘たたかいの日々は、始まっていたのかもしれないと。

　──優やさしい義兄が死んだのは、その六年後のことだった。
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　…………。

　夢を見た。いつもの夢。甘えているだけの過去への陶とう酔すい。

　目が覚めて、起きあがり、舞弓は胸の前でぎゅっと両の拳こぶしを握りしめる。

「……にいさま」

　過去の残ざん滓しを振ふり払はらい、舞弓はキッと表情を引き締しめると寝ね床どこから起きた。丁てい寧ねいに敷しかれた質素な柄がらの羽毛布ぶ団とん。伊依とは別室で、彼女には義父ちちや義母ははがたまに呼ぶ誰だれかのための客室で寝ねてもらった。

　ゲーム開始から五日目。期限までは今日を含ふくめてあと三日。余よ裕ゆうをもってはいられない。

　昨日、少し遅おそい夕ゆう餉げの席で、伊依が神と対話したことを知った。そしてイーヴィルという名前らしい黒い悪あく魔まとも。

　舞弓は深く柔じゆう軟なん体操をし、はらりと寝ね間ま着きを脱ぬぐと制服に着き替がえ始めた。なんだかんだでこの服装が最も自分らしい。蜘蛛くもの巣柄のバンダナ。無数のシルバーアクセサリ。袴はかまのように改造したスカート。

「……今日こそ」

　刀を肩にぶら下げて、決意を喉のどから搾しぼりだす。

「あなたの仇かたきを、……にいさま」

　自分が泣きそうな顔をしているのを知って、舞弓は頰ほおを軽く叩たたいた。女々しい。こんなことでは、あの冷れい酷こくな神と戦えない。

　思っていると、廊ろう下かから騒さわがしい足音が響ひびいてきた。

　咄とつ嗟さに身構え、刀の柄に手をやって扉とびらに叫さけぶ。

「何事か！」

「舞さん舞さん舞さん大変！」

　引き戸が弾はじけるように開いて、立っていたのは寝間着の伊い依よりだった。彼女は結んでいない長い黒くろ髪かみを揺らし、顔面蒼そう白はくでとんでもないことを叫ぶ。

「梅子ちゃんがいないんだよ！」
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「かっげふーみくーん、あーそーぼーっ！」

　天に届けと高らかに、甲かん高だかい少女の声が響いていた。

「……ご友人がお呼びですが、ご主人様」

「地球が滅ほろんでも無視じゃ」

「御ぎよ意いに」

　その声に応え、静かに女と少年の会話が交わされている。一方は闇やみ宮みや血ち影かげ、もう一方は影かげ文ふみである。それらひそひそと忍しのびがちに囁ささやかれる声を切り裂さいて、無む邪じや気きな少女の声が朝方の空に反はん響きようしている。

　古こ頃ころ怪かい造ぞう高等学校その北西、禍まが々まがしい雰ふん囲い気きの学生寮りよう──〝空うつ蟬せみ寮りよう～君が人形になる前に～〟その近所に住むごく平均的な小学三年生、御み剣つるぎ真ま子こが大声で影文を呼んでいるのだ。その声量は樹木に留まった鳥たちが慌あわてて飛び去るほどで、時刻は早朝、早起きの習慣がない寮りよう生せいたちも何事かという顔で起きてくる。

「あーそーびーまーしょーってばぁ！　かーげーふーみーくぅーん！」

「……ご主人様、ご友人の声量が一声ごとに大きくなっておりますが」

「子供の肺活量は無限か。……えぇい忌いま々いましい」

　鍵かぎのかかった扉の取っ手をぐいぐい引っぱり、ポニーテイルのちっちゃな少女が声をはりあげている。

「かーげーふーみーくーンンン！」

「喧やかましいわぁ！」

　いいかげん辛しん抱ぼうできなくなって、影文は封ふう印いんされている扉を開くと玄げん関かんに向かって飛びだした。寮生の一人、寝ぼけ眼まなこの魅み神かみ香か美みが螺ら旋せん階段の上からひょっこり顔をだし、目元を擦こすりながら問いかけてくる。

「……何事？　空くう襲しゆう？」

　無視し、影文は血色のマントを翻ひるがえすと玄関の鍵を開いた。

　瞬しゆん間かん、いきなり取っ手の抵てい抗こうがなくなったからか、「うぴぃっ!?」と奇き妙みような声をあげて真子が後ろにひっくりかえる。条件反射的に影文は手を伸のばし、そんな自分よりもちょっと小さな彼女の身体からだを支えてやる。

「気をつけろよ、危ないだろ」

　口調を年相応の少年のものに変え、影文は呆あきれた顔で真子に言う。真子は助けてもらったというのに頰をぷっくらと膨ふくらませ、もーっ、と腕うでを振ると強ごう引いんに体勢を戻もどした。

「駄だ目めなんだから！　真子が呼んだらすぐこないといけないんだから！　おかげで転びそうになっちゃったじゃない！　影文くんの馬鹿ぁっ！」

「…………」

　影文は眉み間けんをひくひくと震ふるわせて、外から差しこむ太陽の光に眩まぶしげな顔をする。太陽は嫌きらいだ。自己主張が強くて熱くて眩しくて鬱うつ陶とうしい。それは真子も同様に。この少女──近所に住む子供ガキ、御剣真子はなんでだか知らないがこうしてたまに絶ぜつ叫きようしながら現れて、強引に影文をひっぱって遊びにつれていく。

　真子は、オレンジ色のスカートを揺ゆらせて手を挙げた。

「今日は学校が創立記念日だとかでお休みなのです！」

「ふーん」

　影文の反応は薄うすい。真子の絶叫口調に驚おどろいて集まってきた寮生たちも、なぁんだ真子ちゃんかという顔で個室に戻っていく。もう慣れているのだ。

　真子はいつものように影文の一いつ般ぱん人じんより冷たい手を握にぎり。

「じゃー行こう。真子ねー、今日は影文くんのために江え美み子こちゃんのお誘さそいをお断りして予定をあけたんだから！　ありがたく思いなよ！　影文くん、かほーものなんだから！」

「…………」

　その江美子ちゃんが誰だれだかは知らないが、もっと真子を強引に誘えと思う。何が哀かなしくて人間の子供と遊ばなくてはならないのだろう。影文のこの外見はあくまで力が弱まったゆえの一時的なものであり、本当は真子よりもずっとずっと年上なのである。

　だから、疲つかれる。

　無む邪じや気きそのものの真子と一いつ緒しよにいると、ひどく疲れる。

「あら真子ちゃん、おはようございます」

　影文が絶望的な顔色をしていると、音もなく血影が現れてスカートをつまむ挨あい拶さつをする。小学三年生に礼れい儀ぎを尽つくしてやる必要はないと影文は彼女を睨にらみつける。

　真子は瞬間的に硬こう直ちよくして、背筋を伸ばすとすっとんきょうに言った。

「あ、ちっ、血影さん！　今日も──今日も、お、お綺き麗れいです！」

「ありがとう。真子ちゃんは今日も元気ですね」

「……おい血影、世間話をしとらんでこの小こ娘むすめを追い散らせ」

　小声で影文が言うが、血影は優ゆう雅がに微び笑しようしたまま首を振ふった。

「否いな、たまには影文様──影文もお日様に当たるべきかと。部屋にこもってばかりでは気が滅め入いりますし、どうせ退たい屈くつしていたのでしょう？」

「…………」

　なんだか近ごろ血影がとみに反はん抗こう的になってきた気がする。自我が発達してきたのだろうか。喜んでいいのか、苛いらついていいのか、わからぬまでも厄やつ介かいである。いずれどちらが主でどちらが下僕しもべなのかみっちりと教えてやらねばなるまい。

　考えていると、真子は段差になっている玄関を飛び降り、肩かたから提さげていたポーチを揺らして大声で呼びかける。

「そうだよ、早く早く！　影文くん、早く！　行くよ！　真子はもう待ちきれないよ！　太陽が真子を呼んでるよ！　ハーレルーヤー！」

　歌いながら、踊おどりながら、真子は陽気に歩いていく。影文は嘆たん息そくし、血影に言い訳するように小声でつぶやいた。

「……仕方ないか。ゲームも──せっかく特訓したことだしな」

「はい。お気をつけていってらっしゃいませ」

　ふふ、と血影が幸せそうに笑ったのがどことなく不快だった。
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　夢ゆめ追おい坂ざかの商店街は古頃怪造高等学校のすぐ近くにあり、付近の住人はちょっとした買い物をすますために頻ひん繁ぱんに利用している。酸性雨で形が崩くずれた偉い人じん像ぞうを中心に十字路が広がっていて、その道沿いに並ぶのはどこでも見かけるありふれた店々だ。花屋。八百屋。本屋。ベーカリー。

　そんな町並みを、一組の少年少女が朗ほがらかに歩いている。

「だからねぇ江美子ちゃんってば酷ひどいんだってば……聞いてる？　聞いてる？　影文くん聞ーいーてーまーすーかー？　だってね、新しい服を買ってもらって着て真子に自じ慢まんするのに、真子には絶対に触さわらせてくれないんだよ？　江美子ちゃんは真子を友達だと思ってないんだ！」

「……いや、君に触らせると服の生地とか引っぱって壊こわすからだと思う」

「壊さないよー。壊しまーせーんー！」

　ばたばたと腕を振り、甲かん高だかい声で真子は叫さけぶ。影文は迷めい惑わくそうに耳を押さえながら、忙いそがしく働く店の従業員とか、楽しげに歩く客の姿などを見ていた。

　子供の背せ丈たけから見ればいつまでもつづいている気がする、長い長い商店街。ところどころに配置してある丸時計は、歩く人々を観察している巨きよ大だいな怪かい物ぶつの目みたいに見えた。空は高く、風には様々な香かおりが乗り、強くなってきた日差しはやはり目に眩しい。

「だからね！　聞いてる？」

　ぐいん、と影文のマントを引っぱり、真子は無理やり自分のほうに向ける。影文はそろそろ頭痛までしてきて、希こいねがうように低姿勢で言ってみた。

「あのさ、君、もうちょっと小さな声で喋しやべってくれないか？」

「あーっ！　きれーっ！」

　無視か。

　真子は元気良くポニーテイルを揺ゆらし、洋服店のショーウインドウにぴったりと貼はりつく。そんな無む邪じや気きな真子を通行人が微笑ほほえましそうに見ていく。不ふ愉ゆ快かいなことに隣となりにいる影文も真子の同種族だと思われているらしく、可愛かわいい子供たちねぇみたいな言葉がたまに聞こえてくる。

　……子供じゃない！

「ね、ね、影文くん綺麗だよ？　うはっ、すごぉーい！」

「…………」

　見ると、そこには純白のウェディングドレスが飾かざられていた。影文はよく知らないが、結けつ婚こん式という人間特有の儀ぎ式しきで女が着る衣装らしい。ＴＶで見た。地味婚こんという金をかけない結婚を願うひとが増えて、ウェディングドレスを買ってくれなくなったので大変とかデザイナーが嘆なげいていた。

「すごいよねぇ。真子、いつかこんなの着たいなぁ」

「君が順調に人生を歩んでいけば嫌いやでも着れると思う」

　影文は冷れい淡たんに答える。答えないとこの少女はすぐに不ふ機き嫌げんになる。

「うん──」

　すると真子は頰ほおを赤らめ、夢見るように両手を重ねると勝手に陶とう酔すいを始めた。

「──真子、すっごい綺き麗れいなお嫁よめさんになる。血影さんみたいに美人になって、ウェディングドレスをばっちり着こなすの。そんでね、あれ投げたい、花束ブーケ。すごいよね、影文くん、結ウエ婚デ式インのグ花ブ束ーケって、幸せの絶頂の二人が、他ほかのひとをさらに幸せにするんだよ？」

「……どういうこと？」

　真子の言うことがちょっと気になって首を傾かしげる。真子はウェディングドレスを星ほし屑くずみたいに煌きらめかせた瞳ひとみで眺ながめつつ、言う。

「うん、なんていうのかな、結婚式の最後にね、新しん郎ろう新婦が花束を投げるの。その花束を受けとったひとは、近いうちに結婚できるんだって。だから結婚式では、花束を受けとろうって皆みなが先を争ってとりにいくらしいよ。楽しいね！」

　自分の幸せのために争ってか……。

「醜みにくいな人間は」

「自分の夢に忠実なだけです！」

　影文の冷淡な態度にもめげずに笑って、真子は夢見る瞳を中空に向けた。彼女と一いつ緒しよに商店街にきてからすでに一時間ほどが経過しているが、真子のテンションは一向に落ちない。子供の体力は無限なのかもしれない。

　真子は肩かたから提げたポーチを揺らし、顔を赤らめて俯うつむかせた。

「真子もね、どこかの結婚式にお邪じや魔まして、花束をもらいたいな」

　そして影文を見て、ちょっとだけ震ふるえる声で言う。

「そしたら、小学生でも結婚できるから。真子、結婚するひとはもう決まってるから」

「そいつは相手が災難だね」

　影文は適当に応え、小腹が空いたからと屋台でもないかと一人で歩いていく。すると背後から、もーっ、と真子が不機嫌そうな声をあげてついてくる。子供の心理変化はいまいちわからない。まぁ何か食わせればまた機嫌を直すだろうが。

〝鯛たい焼やき。頑がん固こ一いつ徹てつ。黒くろ餡あん一筋四十五年〟という威い圧あつ的な看板の、そのくせ時代に負けて〝クリーム、始めました〟と隅すみっこに書いてある意志の弱い屋台。そこから熱々の鯛焼きを二つ買う。学生寮りようの管理など収入や支出の一いつ切さいは血影に任せているが、影文も二ヶ月に一度だけ彼女からけっこうな額のお小こ遣づかいをもらっていた。

　そう考えると本当に子供と生活が変わらない。

　影文は嘆たん息そくし、感心するように目をまん丸にしている真子を見た。

「……なに変な顔してんの？」

「し、してないですよ？　真子は可愛いですよ？」

　こいつは興奮すると敬語になるらしい。どうでもいいが。

　彼女は物欲しそうな顔で鯛焼きを見つめている。

「す、すごい！　影文くん、胃い袋ぶくろが三つくらいあるとみた！　一度に二つですか！　鯛焼き二つですか！　大人だってそんなに食べないよ！」

「いや、一個は君の。あげる」

　当然のように影文は言って、包装紙にくるまれた鯛焼きを真子に渡わたす。真子はきょとんとして、何故か、うるうる目になって、跳はねそうな勢いで喜ぶと満面の笑えみになった。

「か、か、影文くん優やさしい！」

　子供は単純でいいなぁ。それに比べて血影は近ごろめっきりやりにくくなって困るなぁ。みたいなことを考えつつ、影文は真子と並んで歩きながら鯛焼きを食べる。

「熱っ！　鯛焼き熱っ！」

　楽しそうに真子は笑っている。うるさくて、気まぐれで、よく行動原理がわからないで。それでも、たまにはこういう何も考えてないのと一緒にいるのもいい。《虚ゲー無ムオ大ー公バー》の身体からだは虚無でできていて、それは突ついても揺らしても波が立たない固まりかけのヘドロの海で、ときどき、温かさ、朗ほがらかさ、そういった、明るい刺し激げきが欲しくなる。

　あぁ、たまには太陽に当たれと言った、血影の真意がちょっとわかった。

　また自分は、虚無のヘドロに飲まれてしまいそうだったのだ。

「美味おいしいね、影文くん」

　にっこりと笑う真子、その笑顔にむすっとした仏頂面で影文は応えた。

「でもこの鯛焼きは、一人で部屋にこもって食べても美味しくないんだろうな」

　そうして、しばし極めて珍めずらしい平へい穏おんともいえる気持ちで歩いていると、不意に、真子がまたマントをぐいぐいと引っぱった。つんのめって、影文は仏頂面でそんな真子を振ふり返る。

「……どうしたの？」

「うはっ、あれ！　あれあれ！　か、か、か、可愛かわいい！」

　真子が指さした先。商店街の片かた隅すみ。店と店の隙すき間まに一匹ぴき、小さな怪モ造ン生ス物ターがいる。

　宝石に似た瞳。側頭部から生えた白い翼つばさ。ぬいぐるみみたいな質感のその生き物は真子の声に気づくとびくっと反応し──。

　あの怪モ造ン生ス物ターは。

　影文は目を細め、理解できなくて混乱する。なんだあの怪モ造ン生ス物ターは。否──怪モ造ン生ス物ターなのか？　あの何かが欠落しているような、中ちゆう途と半はん端ぱな存在は──。

「………！」

　そこまで考えて、さらに恐おそろしい理解に影文は行きつく。

「……ちっ、どこのどいつがこのような、悪趣味なことを考える……！」

　舌打ちをする影文の横、遠ざかっていく怪モ造ン生ス物ターを見て真子がぴょんぴょん飛び跳ねて絶ぜつ叫きようしている。

「あ、逃にげる！　逃げちゃうぅ！　か、影文くん！　捕ほ獲かくだ！」

「なんで僕が」

　あのような怪モ造ン生ス物ターなどに手をだしてもいらぬ迷めい惑わくをこうむるだけだ。今は手を出さず捨て置いて、然しかるべき手段を用いて然るべき相手に知らせてやればそれでいい。わざわざ危険に近づくなど愚ぐの骨こつ頂ちようである。

　やる気のない影文に、真子は頰ほおを膨ふくらませるといいもん！　と自分で追いかけ始めた。

「待て！　ちっちゃな天使さん！」

〈………！〉

　怪モ造ン生ス物ターは真子の剣けん幕まくに怯おびえ、甲かん高だかい叫さけび声をあげながら逃げる。影文も仕方なくそんな真子の背中を追いかけていく。遠く、怪モ造ン生ス物ターに追いついて捕獲した真子が「真子は花束を手にいれたよ！　そんな気分ー！」とか意味のわからんことを叫んでいた。
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　商店街を抜ぬけた奥、この町に何故なぜだか多い稲荷いなり神社の境内で、真子は捕獲した怪モ造ン生ス物ターにどうにか鯛たい焼やきを食べさせられないかと努力している。その怪モ造ン生ス物ターは真子にそのへんに落ちていた紐ひもで縛しばられ、むっすりとした顔でそっぽを向いていた。

　真子は不自然なくらい無む邪じや気きに笑って、彼女が縛られた手で大事そうに持つ青いブローチに手を伸のばす。

　──ブローチ？

　否、あれは──影文は目を細め、怪け訝げんな顔をした。

「あー、綺き麗れいなの持ってる！　ね？　真子にそれ見せてくれたら鯛焼き食べさせてあげるよー？」

〈…………〉

　そんな彼女からツンとそっぽを向いて、白い天使は反応もせず押し黙だまっている。真子は瞬しゆん間かん的に笑顔を決けつ壊かいさせて、くしゃくしゃの泣きそうな顔で影文を見る。

「か、影文くん、駄だ目めだ！　懐なついてくれないよ！」

「そりゃいきなり襲おそいかかってきた人間に懐くわけないだろ」

　影文は冷れい淡たんに応こたえ、神社の隅すみで地面を突つついている雀すずめや鳩はとなんかを眺ながめていた。この神社がいつも寂さびれているのは神主が変人だからで、こないだ紛まがい物のお札を売って警察にこっぴどく叱しかられていた。

　影文は一いつ生しよう懸けん命めいに怪モ造ン生ス物ターの機き嫌げんをとろうとしている真子を静かに見る。今は、大人しく傍ぼう観かんしているしかない。無理やりこの怪モ造ン生ス物ターを奪うばおうとしても真子は手ひどく抵てい抗こうするだろう。それならば、この怪モ造ン生ス物ターの危険性を教えて自ら遠ざけるようにしてやったほうがいい。

「君は──その怪モ造ン生ス物ターが怖こわくないの？」

「うん？　もんすたー？」

　真子はきょとんとして、しばらく考えこんだ。

　世間の認にん識しきとしては、怪モ造ン生ス物ターは〝怖い〟〝危ない〟が一いつ般ぱん的である。いくら炎ほのおが美しいからって、自宅を火事に見み舞まわれたいと思う人間はいないだろう。どれだけ可愛らしかったり、有能だったりする怪モ造ン生ス物ターでも、一歩間ま違ちがえば大量の人間を殺し、町を破は壊かいし尽つくす。

　だから、怪モ造ン生ス物ターは、嫌きらわれる。

「あ、そういえばママが言っていたかも」

　真子は嫌いやがる怪モ造ン生ス物ターを抱だきしめながら笑った。

「怪モ造ン生ス物ターは危ないから近づいちゃいけませんって。犬より嚙かむって。でも、怪モ造ン生ス物ターってあんまり見たことないよ？　本当に危ないの？」

「三十年前──」

　影文は冷淡につぶやいた。

「可愛らしい、妖よう精せいのような怪モ造ン生ス物ターが現界カナイで増ぞう殖しよくし、人々を虐ぎやく殺さつした。過去最悪の怪モン造ス生タ物ー災害ハザード──それ以来、人間はどれだけ可か憐れんでも怪モ造ン生ス物ターを遠ざける。知っているかい？　その怪モン造ス生タ物ー災害ハザードで死んだ人間の数は大災害の被ひ害がい者しや数に匹ひつ敵てきするんだ」

　原げん爆ばくを愛する人間はいないよ、と影文は小さくつぶやいた。

　原爆ってなーに？　と真子は困った顔をした。

「真子、それ知らない。怪モ造ン生ス物ターが人間を殺したって、そのころ真子は生まれてないもの。よくわからないよ。それに──この子は可愛かわいいよ？」

　真子のように、怪モ造ン生ス物ターに差別心をもっていない子供たちも確実に増えている。過去の傷を知らない子供たち。そこで、何か怪かい造ぞう学界に変革があれば、怪モ造ン生ス物ターももっと現界カナイで受けいれられるのかもしれない──そんなのは、夢物語でしかないのだろうが。

「三十年前でなくても、十年前の《無情洞》事件。二年前の連続怪モン造ステ学イス者ト殺人事件。怪造学の周辺は血で汚けがれている。つい二ヶ月前にも《鳳フエニ凰ツクス》という怪モ造ン生ス物ターが町一つを滅ほろぼした。わかるかい？　真子。怪モ造ン生ス物ターはね、虚界アンダカから外にでてはいけないんだ。外にでたって、どうせ人間を殺してしまうだけなんだ。愛されても、いつか裏切ってしまうんだ。わかるかい？　人間と怪モ造ン生ス物ターは、手をとりあって生きていけやしないんだよ」

「…………」

　心のヘドロを掃はきだすように、珍めずらしく感情的に吐と露ろした影文は、黙りこんだ真子と何故かこちらを見つめる白い怪モ造ン生ス物ターから視線を逸そらし、空を見た。

　ちっぽけに、理想だの夢だの、過去だの未来だの、本当に些さ細さいな悩なやみごとに苦しんで生きている自分たちを、きっと、空は困った子供を見るように呆あきれながらも包みこんでいる。

「真子、わかんないよ」

　不意に、真子は影文の視線を追って空を見ながら、つぶやいた。

「この子は可愛いよ。この子だけが可愛いのかもしれないけど、たしかにこの子は可愛いよ。だから仲良くしたいと思うよ。変じゃないでしょう？　真子、おかしいこと言ってないでしょう？」

　真子は怪モ造ン生ス物ターを抱きしめて立ち、意味なく神社の本堂に叫さけんだ。

「影文くんはわけわからんです！」

　だから子供は嫌いなのだ。影文は嘆たん息そくする。なんだって単純にしてしまう。感情だけで行動できてしまう。だから鬱うつ陶とうしくて、羨うらやましくて腹が立つのだ。

　だけど、きっと、いつか真子も理解するときがくる。

　人間と、怪モ造ン生ス物ターは、一いつ緒しよには暮らせない。

　ここは、そういう世界ではない。現界カナイと虚界アンダカは限りなく遠い隣となりの世界。決して触ふれあえず、また溶とけて交わることもない。

「真子、そいつは元いた場所に返してこい」

「え？　やだよ。せっかくお友達になったのに」

「友達を縛るのか君は」

　呆れながら、影文は小さな怪モ造ン生ス物ターを見る。怪モ造ン生ス物ターは不思議そうに、ただこちらを、《虚ゲー無ムオ大ー公バー》を見つめている。

〈………変わるよ〉

　それは小さく、寂さびしげな、鈴すずを転がすような声だった。

〈変わるかも。世界は。伊依が変えてくれるかも〉

　その声は小さくて、風に吹ふき散らされて消えた。

〈だから、ここで世界を終わらせちゃいけない〉

　その声に気づき、真子はあたりをきょろきょろと見回す。

「あれ？　いま声が──空耳？」

　瞬しゆん間かん。

　唐とう突とつに。

　虚こ空くうから放たれた一本の銛が、真子の胸むな板いたをあっさりと貫かん通つうした。

「────」

　血が。鮮せん血けつが噴ふきあがり、影文の顔を紅あかく彩いろどる。

　銛もりで地面に縫ぬいとめられた真子はぐらぐらと揺ゆれて。

「あ……？」

　驚おどろき、目を見開く影文と怪モ造ン生ス物ターの前、口からも血を流し、がくん、と首を垂れた。恐おそる恐る影文はそんな真子の、まだ幼い首筋に触れてみる。

　──死んでいた。
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「真子、そいつは元いた場所に返してこい」

「え？　やだよ、せっかくお友達になったのに」

「友達を縛しばるのか君は」

　商店街を抜ぬけた先、変な神主がいることで有名な稲荷いなり神社。賽さい銭せん箱の向こう、木き塀べいに囲まれているのは得体の知れない苔こけむした石像。少年と少女、そして小さな怪モ造ン生ス物ターは、本堂の階段に座りこんで他愛ないお喋しやべりをしている。

　その和やかな空間に──一瞬、びしりと亀き裂れつがはしり。

　朗らかに微笑ほほえみを浮うかべていた真子も、むっすりと黙だまりこんでいた怪モ造ン生ス物ターも、舞まい散る神社の砂つぶても、わずかな植木の揺らぎも止まり──。

　停止。

　完全な停止が──この空間を支配した。

「…………」

　それに気づき、この空間で唯ゆい一いつ、変わらず動いていた少年──影文は何かを諦あきらめたかのように首を振ふると、瞑めい目もくし──長く静かに吐と息いきを漏もらした。

　その正面、もう一人の、顔を誰だれかの返り血で染めた影文が立っている。

　血まみれの影文と静かに目を開けた影文は互たがいに互いを嘲あざ笑わらった。

「……これで何度目の失ゲーム敗オーバーじゃ？」

「数えることを止めたので知らぬ」

　どちらがどちらの言葉なのか、ただの独白めいたものか、わからないまでも静かに、二人は見つめ合ったまま語る。

「ふん──この《虚ゲー無ムオ大ー公バー》がな、まさか小こ娘むすめ一人の命を救うために貴重な力を消費するとは。まぁ──たかだか数十秒、人間の命一つ分のリセットじゃ。この朽くちかけた身体からだにもそう負荷はかかるまい」

「自じ粛しゆくせよ。〝リセットボタン〟も──そう何度も押せぬのだぞ」

　理わ解かっておる──と自じ嘲ちようして、血まみれの影文はもう一方の影文に手を伸のばす。決して触れられないはずの指先が因果を越こえて彼の額を押し、低く、禁断の言葉が血まみれの影文の唇くちびるから零こぼれ落ちる。

「ここで貴様はゲームオーバーじゃ」

　瞬間、座っていた影文は綺き麗れいに存在を消しよう滅めつさせる。代わりに真子の隣りに影文は座りこみ、すう──と硬こう直ちよくしていた時間が動きだしたのを知る。

「──わっ」

　突とつ然ぜん、血まみれになった影文に、真子はびっくりして元気よく叫さけんだ。

「うわわっ！　か、か、影文くんすごい血！　どうしたの？」

「…………貴様の血じゃ」

「え？　何って？」

　戸と惑まどう彼女の腰こしに手をやって、影文は腕わん力りよくだけで彼女を持ちあげる。度重なる能力の乱用で身体は弱りに弱り、今やほとんど戦せん闘とう力りよくを保持していない。リセットボタンを押す直前、わずかに見えた銛の速度は危険なものだった。ここから動かなければまた殺される。真子か、あるいは自分自身が。

「くっ、たまに外にでてみればこれだ」

「ちょっ、影文くん？　駄だ目めだよ？　真子たち小学生だよ？」

　原げん爆ばくも知らないくせにどうしてそういうことだけ。影文は顔をしかめ、自分よりちょっと背の低い真子を抱かかえたまま神社を走っていく。たしか本堂の裏、小さな池の向こうに裏門があって、そこから走れば空蟬寮に辿たどりつけたはず。寮りようまで逃にげれば、あとは血影に任せてどうとでも対処できよう。

　──ガガカッ！

　鈍にぶい音。同時に、強きよう靭じんな銛もりが神社の石いし畳だたみに突つき刺ささっていく。それは真子を刺し貫つらぬくはずだった銛。思いだす。リセットボタンを押す直前、銛に貫かれた真子を見て胸に湧わいたのは何故だか憎ぞう悪おだった。

「……感情がないという感情。大公のなかで最も心が揺ゆらがぬこの《虚ゲー無ムオ大ー公バー》がな──血影に文句を言っておられん。この我わが輩はいも変わったのか？」

「ちょ──影文くん、止まって！　止まってください！」

　なんだろう忌いま々いましい。人間を運びながら走るのはこれでも疲つかれるのだ。見ると、取り残された白い怪モ造ン生ス物ターに無数の影が群がっている。白い怪モ造ン生ス物ターはこちらを一瞬だけ見て、首を振り、青いブローチを握にぎりしめてその銛の切っ先を危あやうく避さけている。

「あの子が危ないよ！　っていうか、何？　何あれ？」

　狂きよう乱らんする真子の視線、その先、そこには銛を手に、蹲うずくまったままの白い怪モ造ン生ス物ターに駆かけ寄る複数の影があった。流線的な体形。全身は黒く、その両眼は白で、背中に旅客機のような翼つばさが生えていた。

　黒い悪あく魔ま？

「あれも──怪モ造ン生ス物ターだ」

　どうやら、連中はあの白い怪モ造ン生ス物ターを狙ねらって襲おそいかかってきたらしい。彼らは逃げる影文たちを無視して白い怪モ造ン生ス物ターのみに向かっている。

「あ、危ないよ！　助けなきゃ！」

「………血迷ったの？」

　真子の意外な発言に影文は面めん食くらう。

「あれは、戦闘に特化した怪モ造ン生ス物ターだよ。それに──何かで強化されているような。《魔ま力りよく》が感知できなかったのもそれが原因かな。とにかく、僕らにはどうしようもないよ。ここは──」

「もーっ、影文くんはいつもそんな！　やってみなきゃわかんないじゃない！」

　そして。

　真子は、せっかく影文が秘技まで用いて助けてやったというのに、さも当然のように、影文の手を振り払はらって白い怪モ造ン生ス物ターを助けにいった。その背中に記き憶おくの中の誰かが重なる。覚えている。影文にも心を許した人間はいたのだ。その背中。

　誰かを助けるために、決して立ち止まらなかった背中。

　影文が、最後の最後で守れなかった背中だ。

「くっ──」

　影文は舌打ちし、そんな真子の背中を追う。黒い悪魔は転がって包囲を抜ぬけた白い怪モ造ン生ス物ターに耳みみ汚ぎたない鳴き声をあげながら肉にく薄はくし──。

〈………！〉

　銛を振ふりあげ、躊躇ためらいもなく白い怪モ造ン生ス物ターに振り降ろした。

「駄目ぇ！」

　そこで真子が飛びこむ。銛に射抜かれる直前の白い怪モ造ン生ス物ターを抱だきかかえ、ぐるぐる転がって石畳に頭をぶつけあっさりと目を回す。

　馬鹿か！　後先考えていないのか。これだから子供は嫌きらいなのだ。

　影文はそんな真子に向かって駆け、今さら力を惜おしんでいられないと右手を怪モ造ン生ス物ターたちに向ける。

「貴様らが我輩を傷つける確率は──〝零ゼロ〟じゃ！」

　瞬しゆん間かん、無数の銛が真子を守りに走った影文の全身に突きたつ。否──突きたったように見えた。しかし銛は悉ことごとくが外れ、またあらぬ方向に飛んでいき、両手を広げて真子たちを隠かくす影文にかすりもしなかった。

「くっ──貯金が。こつこつ貯めていたのに。こんなことで浪ろう費ひしてしまうとは……」

　泣きそうな顔で影文は言う。

「恨うらむぞ、真子よ──だが勇ゆう敢かんだ、貴様は」

「ふにゃ……影文くん？」

　くるくると目を回している真子をどうにか立たせ、影文は手を引いて走りだす。黒い悪魔たちはどうして自分たちの銛が外れたのか、しばし不思議そうな顔をしていたが、やがて短たん絡らく的に思考放ほう棄きして追いかけてくる。

　影文は右手に白い怪モ造ン生ス物ターを抱かかえ、左手で真子を引っぱりながら裏門へ向かう。

「くっ……何の因果で我輩がこんな、面めん倒どうくさい役やく柄がらに！」

　雑草を散らし、地面を踏ふみしめ、朽くちかけた裏門に至る。

　ここまでくれば、あとは石段を駆け下りるだけだ──。

　そう思った、瞬間。

「ギイ──」

　本堂の屋根から、翼を開いて黒い悪魔たちが滑かつ空くうしてくる。あの翼は飾かざりではなかったらしい。しかし──いけない。こいつらは先ほど襲ってきた連中とは別口の群れらしい。だから〝影文を傷つけられない〟という暗示が効いていない。

　焦あせりながら、影文はこの状じよう況きようを打破する方法を考える。

「残った貯金は──ぐ、四十二？　微び妙みようだな。連中の腕うで前まえから算出する銛の命中確率は約七十％──そこから四十二を引いても二十八％の確率で当たる！」

　つまり、銛が三本放たれれば一本はほぼ確実に当たる計算となる。そして影文はともかく、華きや奢しやな真子や白い怪モ造ン生ス物ターは一いち撃げきでも当たればそこでお陀だ仏ぶつだ。

　どうするべきか悩なやんでいると、ここで、真子が足をもつれさせて転ぶ。

「わきゃっ!?」

「こ、こ、この戯たわけ！　この場面で転ぶか普ふ通つう!?」

　手を繫つないでいた影文も当然ながら巻きこまれて転ぶ。埃ほこりを巻きあげ、激しく前のめりに転てん倒とうする影文たちを見み逃のがさず黒い悪魔が迫せまってくる。

「くっ──やるしかないか」

　覚かく悟ごを決め、影文が最後の貯金も使い果たそうと黒い悪魔に手を伸のばすのと。

「天てん網もう恢かい々かい疎そにして漏もらさず！　正義の味方、ただいま参上！」

　なんというか、酷ひどく場ば違ちがいな、朗々とした声が響ひびいたのは同時だった。それは静かな神社のあちこちに反はん響きようして不思議に心の奥まで届く。

「ギイ──!?」

　突とつ然ぜんの大声に周囲を警けい戒かいする黒い悪魔──その一体が、先ほど自分たちが飛び降りてきた本堂の屋根を指さす。

　そこに、一人の少女が立っていた。

「さぁ子供たち、もう安心だ！　正義の味方は子供の味方！　叫さけぶがいい、助けて、と！」

　太陽を吸う肩かたまでの白はく髪はつ。燃えるような深しん紅くの瞳ひとみ。全身を飾るのは無数のシルバーアクセサリ。蜘蛛くもの巣柄がらのバンダナに、垂れ降ろされた袴はかまのようなスカート。

　なんだか全く反応できなくて呆あきれかえった影文の隣となり、真子が勢いに流されたか子供だからか真ま面じ目めな顔で叫ぶ。

「た、助けて！　助けてください！」

「心得た！」

　嬉うれしそうな、本当に嬉しそうな顔で、その少女は颯さつ爽そうと屋根から飛び降りる。そして空中で器用に体勢を固定し、その手にした弓矢で──。

　弓矢？

　否いな──あれは。

　嫌いやな可能性に気づき、影文は目を見開いた。

「あれは──《朧おぼろ武ぶ朧ろう》!?　では、あの娘むすめは……！」

「受けよ怪かい物ぶつ、怪造弓！」

　閃せん光こうが走り、細かな矢があちこちに立つ黒い悪魔たちに突つき刺ささっていく。ある者は肩を射い貫ぬかれ、またある者は膝ひざを貫つらぬかれる。悲鳴をあげ、崩くずれていく悪魔たち。急所を射貫かれたわけでもないのに、何故なぜ──と影文は疑問に思う。

　すたんッ、と彼女は事もなげに着地し、転んだままの真子や影文を背にして笑う。

「決まった──戦士の登場シーンはこうでなくてはいけない。正義の味方は華はな々ばなしく！　希望をのせて昇のぼる朝日のごとき登場をするべきなのだ！」

　意味のわからないことを言う。影文は頭痛がしてきた。

　まさか、まさか──と思う。

　けれど、彼女は、《朧武朧》を持っていた。

　振ふり返り、彼女は深紅の瞳を煌きらめかせて笑う。

「大だい丈じよう夫ぶか、子供たち。この私、戦たたか橋はし舞まい弓ゆみがきたからにはもう安心だ！」

「……貴様に子供と言われる筋合いはない」

　憎にく々にくしげに影文は言う。本当に、戦橋舞弓だったとは。人違いの可能性はこれで消えた。どうしたものか──と暗あん澹たんとして押し黙だまる。

「む？　近ごろの子供は皆みなこうなのか？　君は大丈夫か？」

　不思議そうな顔で舞弓は真子に手を伸ばす。厄やつ介かいなことにそんな彼女を尊敬の眼まな差ざしで見つめる真子の胸に、抱えられていた白い怪モ造ン生ス物ターが舞弓を見て怯おびえた顔をする。

　そんな彼女を一いち瞥べつし、舞弓が眉まゆを伏ふせる。

「……梅うめ子こ、君が何を思って私たちの元から去ったのかは知らない。けれど──理解はできる。だが、馬鹿にするな」

〈…………〉

　泣きそうな顔をする怪モ造ン生ス物ターに、舞弓は姫ひめのように令れい嬢じようのように胸を張って宣言する。

「私と、彼女を、もっと信用したらどうなのだ。それに──君が引け目を感じることはない。守られているのが申し訳なくなったというなら馬鹿にするなと私は言おう。私はな、神に勝ちたいだけなのだ。その神は、君の命をゴミのように扱あつかう外げ道どうだ。そんな馬鹿から君を守るのは正義の味方として当然だ。……ということを、近ごろ考えるわけだよ、私は」

　くるりと梅子と呼ばれた彼女から視線を逸そらし、舞弓が正しい姿勢で弓を構える。袴のように改造したスカートと合わさって、その姿は一流の弓きゆう道どう家かのようだった。

「神経系の毒を──鏃やじりに塗ぬりこめている」

　舞弓が、誰だれにともなく説明した。

「これに射貫かれれば、三十分は全身が痺しびれてまともに身動きがとれまい。そうだな──殺すのは、最初、彼女に会うまでは当然のことだと思っていた。殺さなければ殺されるのだ。襲おそいかかってきた敵を殺すのは当然だ、とな」

　すぱんッ。すぱんッ。

　矢は冷れい徹てつに解き放たれ、襲いくる黒い悪魔を次々と倒たおしていく。

「けれど、思ったわけだよ。連中は、あの性しよう悪わるな神に操られているだけの哀あわれな怪モ造ン生ス物ターでしかない。自分の意志ではなく、強制的に戦わされている兵士を殺すのは戦士の道理に反する、とな。だから、私は怪モ造ン生ス物ターを殺さない」

　最後の一体に、鋭するどい征そ矢やが深々と突き刺さる。

「彼女と出会って、私はそんな考えにいきついた。そちらのほうが──ずっと、義兄あにの成していた正義に近いような気がする」

　誇ほこらしげにつぶやいて、舞弓は唱えた。

「──収納。戦闘形式モード、基ベー本形シツク、朧武朧！」

　瞬しゆん間かん、長い弓矢は真っ赤な光に包まれて、一ひと振ふりの日本刀へと姿を変える。魔ま法ほうのようなその光景に、真子が驚おどろいて甲かん高だかい声で何それ何それ、すごぉいと叫さけんでいる。

　やはり──《朧武朧》。

　自虐の刃。戦橋舞弓──肌はだ身み離はなさず持っていたか。

　それはいつしか彼女を守る牙きばとなり、同時に彼女を深い深い虚界アンダカの闇やみに飲みこんでいくことだろう。今はまだ、その能力の三分の一ほども発揮できていないようだが。

　影文は思いながらも、ただ黙って舞弓を見つめていた。

　すると──遠くから。

「ま、舞さん！　走るの速すぎるよ！　本当に人類？」

　息も絶え絶えに、一人の少女が近づいてくる。覚えがある。長い髪かみを頭の側面でまとめた、空すかい井い伊い依よりという少女。空蟬寮の寮生だ。

　彼女はこちらに走ってくると、疲つかれたのか大きく息を吐はいた。

「舞さん急に走りだすんだもん──って、うわ。怪モ造ン生ス物ターがたくさん倒れてる！」

「もう戦闘は終わったよ。もう少し鍛たん錬れんしたまえ。君よりも亀かめのほうがよほど速く走れる」

　酷ひどいことを言いながら、舞弓は次々と怪モ造ン生ス物ターを怪かい消しようしていく伊依を眺ながめる。伊依は一刻も早く怪モ造ン生ス物ターたちを麻ま痺ひという苦しみから解き放ってあげたいのだろう、急ぎ足であちこち一いつ生しよう懸けん命めいに走り回っている。

　その姿を見て、影文は、ふと思った。

　彼女や真子のように、怪モ造ン生ス物ターを愛してくれる人々が、もっと増えていけば、あるいは──。

　それこそ夢物語だと、影文は自じ嘲ちようした。

「梅子」

　舞弓が、鋭い声で梅子を呼んだ。梅子は蒼そう白はくな顔で伊依を見つめている。

「きちんと──伊依に謝りたまえ。彼女は今日、町中をずっと走り回っていた。私よりもよほど貧弱な、亀のほうがよほど優れている脚きやく力りよくで、休まずに止まらずに、君を捜さがしつづけていたのだ」

　白い天使は、宝石のような瞳ひとみを潤うるませて押し黙った。哀かなしそうな、申し訳なさそうな瞳だった。影文には事情がよくわからないが、空気だけが重苦しく思えた。

「ねぇねぇ舞さん、怪モ造ン生ス物ターを怪消したところにこんな黒い球が落ちてたんだけどー」

　一通り黒い悪魔の怪消を終えたのか、伊依が手にいくつかの球を抱かかえてこちらに戻もどってくる。あの球は──と影文は目を細めるも、ここで自分の正体を彼女らに明かすわけにはいかないと黙っておいた。

　しかしこの球といい、梅子と呼ばれた怪モ造ン生ス物ターといい、何やら不ふ穏おんな気配である。これは一度──あの人物に相談と警告をしておいたほうがいいかもしれない。

「…………」

　舞弓は伊依に、何も言わずただ白い怪モ造ン生ス物ターを指で示した。

　伊依は梅子を何気なく見て。

「はぁぁ──」

　安あん堵どしたように、腰こしから砕くだけて溜ため息いきを吐いた。それは嬉うれしそうな、幸せそうな表情だった。子供が無事に生まれたのを知った母親みたいな顔だった。

　ただ、生きていてくれた。

　そこにいてくれただけで、嬉しい、そんな顔。

　伊依は梅子の頭を撫なでて、顔をくしゃくしゃにして笑った。

「心配したよ、梅子ちゃん」

〈…………〉

　梅子と呼ばれた白い怪モ造ン生ス物ターは、弱々しく、顔を背けた。そんな彼女を伊依は当然のように抱だきしめて、涙なみだの混じった声で囁ささやいた。

「梅子ちゃん、わかってる。あたしたちに申し訳がなかったんだよね？　あたしたちが傷つくのが嫌いやだったんだよね？　でも──あたしたちも、梅子ちゃんが傷つくのは嫌なんだよ？」

〈…………〉

　梅子は青いブローチを握にぎりしめ、声もあげずに噎むせび泣いていた。伊依の胸に頭を預け、歯は嚙がみして、困ったような顔で泣いていた。

　舞弓も、影文も、真子も、黙だまってそれを見ている。

　現界カナイと虚界アンダカ。限りなく遠い隣となりの世界。その世界の境界を越こえて、通じあっている人間と怪モ造ン生ス物ターがいる。それは、希望で。それは、奇き跡せきだった。

〈………………梅子って、ださいと思う〉

　梅子は、小さな声でつぶやいた。

〈でも、わたしは、初めて名前で呼ばれたの〉

　そうして彼女は伊依に縋すがりつく。もう放さない、放したくないというように。
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　その灼しやく熱ねつ地じ獄ごくを思わせる部屋に、来訪する客はひどく少ない。いたとしても、この人体には優しくない空間に五分と耐たえられず、ろくな話ができないままに自分から退室を宣言するだろうが。

　というわけで、今日も快適に古頃怪造高等学校校長、宇う宙つ木き氷ひ蜜みつは誰だれも見ていないと思って仕事をさぼっていた。季節は夏。宇宙木にとっては唯ゆい一いつのすごしやすい季節である。《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》という怪モ造ン生ス物ターに呪のろわれて以来、常に暖だん房ぼうをしなければ生きていけない身体からだとなった。過か剰じように暖まった部屋に、見るだけで暑苦しい衣服。それが怪レイ造・モ学ンス教テイ授ア、宇宙木氷蜜の日常なのだった。

　ともあれ。

　氷色の瞳を煌きらりとあげて、宇宙木は口元を綻ほころばせた。

「……珍めずらしいわね、君のほうからくるなんて」

　片かた隅すみ、部屋の美観を残らず破は壊かいしている石像の前、薄うすく緑を溶とかしたような金きん髪ぱつの少年、闇宮影文が気配もなく立っている。

「できれば我わが輩はいもこのような場所にきたくはなかったわ」

　憎にく々にくしげに言い捨てる、その口調には外見の少年らしさは欠片かけらほども存在しない。そんな彼に、愉ゆ快かいを隠かくしもしない顔で宇宙木は笑いかける。

「相変わらず可愛かわいげがないわね、《虚ゲー無ムオ大ー公バー》」

「相変わらず性格が腐くされておるようじゃな、《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》」

　くっくっく、と宇宙木は笑う。本当に可愛い大公である。誰が想像するだろうか。怪造学会の怪レイ造・モ学ンス教テイ授アと最悪の化け物がこうして軽口を叩たたきあっているなんて。

　宇宙木は影文が一人で立っているのを見てとって、不思議に思い、小首を傾かしげる。

「今日は、あなたの忠実な兵にん器ぎようちゃんはいないのかな？」

「貴様を相手に一人でのこのこくるわけもなかろう。上じゃ」

　影文は天てん井じようを示す。そこに。

「警告します。《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》」

　感情のない茫ぼう洋ようとした瞳ひとみ。癖くせのない髪かみをカチューシャで留めた一人の女性が、重力を無視して逆さまに立っていた。不思議なことに、その髪すらも天井に向かって逆さまに伸のびている。

「──ご主人様に害を成そうとあなたが指先一本でも動かすのならば、わたくしはあなたのその細い首をなんなく切断するでしょう」

「あら怖こわい」

　宇宙木は余よ裕ゆうの表情で、真っ直ぐに自分を見下ろす逆さの女から視線を逸そらした。

「その態度は淑女レデイとしては褒ほめられたものではないわね。しかし──いつになく彼女、気合が入っているようだけど」

「今日の昼間、我輩が怪モ造ン生ス物ターに襲おそわれてな」

　つまらなそうに影文はそっぽを向く。なるほど、彼を守るために創られ、ただそれだけが存在理由という彼女が、主の危機を察知することができなかったのだ。それは気合も入るだろう。その敵意だか警けい戒かいだかを自分に向けられるのは歓かん迎げいできないが。

　とんとん、と宇宙木は机を指で叩く。

「で──今日はどういった用件？　怪造学会と《虚ゲー無ムオ大ー公バー》は一応、非戦と協力の同盟を結んでいたはずだけど、それも今日までと私の首でも取りにきたのかな？」
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「貴様は首だけになっても嫌いや味みを口にしそうだからな、殺すとしたら跡あと形かたもなく消し飛ばすのが最善じゃが──なに、貴様は知っておるのかと思ってな。貴様がご執しゆう心しんの空井伊依が、世界をも滅ほろぼしかねない鍵かぎを抱いだいていると」

　それは──。

　伊依、と聞いて、宇宙木の表情に真しん剣けん味みが混じる。

「どういうこと？　詳くわしく聞きたいわね」

「今日の昼、我輩は空井伊依がある怪モ造ン生ス物ターと仲良くやっとるのを見た。ちょっと見ただけではわからんかったがな──あの怪モ造ン生ス物ターは、不自然じゃ。その不自然さから詳しく見ていると、あまり穏おだやかではない考えが浮うかんできおってな」

　影文は真しん剣けんな顔で、宇宙木の瞳を静かに見つめる。

「このままでは、三日も保もたず世界の終わりじゃ」

　空気が、一いつ瞬しゆんだけ冷気に満たされる。宇宙木が肘ひじをついている位置から、彼女の机や筆記用具が次々と凍こおりついていく。

　影文は構わず、淡たん々たんと彼女に問いかける。

「どうする──《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》？」

「詳しい話を聞かせなさい。《虚ゲー無ムオ大ー公バー》」

　冷えた声こわ音ねでそれだけつぶやき、宇宙木はとんとんと机を叩く。全くもう──次から次へと伊依も忙いそがしいものだ。だからこそ面おも白しろくもあるのだが。

　それから《虚ゲー無ムオ大ー公バー》が語った彼の推測は、確かに理論上は不可能ではなかったし、充じゆう分ぶんに世界の危機と呼べるものだった。問題なのは、その程度の世界の危機、宇宙木や怪造学会が本気で叩き潰つぶそうと思えば可能な代しろ物ものでしかないということか。もちろん、油断をして放置していれば宇宙木の愛しているこの面白い世界が大変なことになってしまうのだが。それはそれ。

「…………」

「……また良からぬことを考えている顔じゃな」

　黙もつ考こうしていると、影文がすごく嫌いやそうな顔でそれだけ言った。宇宙木は冷ややかに微び笑しようして、頰ほおに手を当て動じずに応える。

「あら──失敬ね。私はいつだって世界平和のことしか考えていないわよ？　うん？　どうしたの頭痛と腹痛が同時にきたような顔をして」

　にこにこと笑って、宇宙木は艶なまめかしい唇くちびるを歪ゆがめた。

「ありがとう──愛すべき隣りん人じん《虚ゲー無ムオ大ー公バー》。また私に素敵な情報を提供してくれて」

「深く突つっこむと気分悪いので無視して言うがな……」

　影文は踵きびすを返し、肩かた越ごしに振ふり返って告げた。

「今回ばかりは貴様も黙だまって見てはいられぬぞ。世界カナイの終わりを望まぬならば、下らぬ考えなど捨てて速すみやかに元げん凶きようを叩たたき潰すのじゃ。ではな──胸むな糞くそ悪わるい、帰るぞ血影。こやつはまた何かしら悪わる巧だくみをするつもりのようじゃ」

「帰宅ですか。了りよう解かいです──」

　天井の血影は音もなく舞まい降りて、もう振り向かず扉とびらを開いて帰ろうとする影文の背後、すう──と全すべての感情が欠落した人形めいた顔でこちらを見た。

「忠告します。《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》」

　しかし彼女の瞳に灯っているのは、宇宙木が初めて見る人間らしい光だった。

「……わたくしの寮りよう生せいは、どなたもわたくしの愛すべき子供たちです。傷つける──否や、故意に危機へと追いこむことでもあれば、わたくしは遠えん慮りよなくあなたと敵対するでしょう」

「……肝きもに銘めいじておくわ」

　にやにやと笑う宇宙木を睨にらみ、やがて嘆たん息そくすると血影は深々と礼をして去った。

　その気配が完全に断ち切れるのを待って、宇宙木は天てん井じようを仰あおぐと高らかに笑った。

「……あはっ」

　堪こらえられないというように、額に手を当てて笑い崩くずれる。

「あは。はははっ。全く──人形ちゃんは短たん絡らく的で困るわね。危機に追いこんではいけませんって？　わかってないなぁ──危機を乗り越こえてこそ生物は成長していく。壁かべにぶち当たり、それを破は壊かいしてこそ新しい力が得られるのよ」

　誰だれも聞くものがいないのに、宇宙木は役者のごとく朗々と語る。

「うん。うん──悪巧み、ねぇ。正解よ《虚ゲー無ムオ大ー公バー》。こんなに愉たのしいことを教えられて、何も得るものがないまま機械的に解決するわけがないじゃない。うん──それでは、私の野望と私の子供生徒たちの輝かがやかしい未来、ついでに世界平和のこととか考えちゃおうかな？」

　そうして怪レイ造・モ学ンス教テイ授ア、宇宙木氷蜜は一人──灼しやく熱ねつ地じ獄ごくで策さく謀ぼうする。
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「失礼します。一年星組空すかい井い伊い依よりです」

「同じく、一年月組戦たたか橋はし舞まい弓ゆみだ……」

　なんでだか白はく髪はつの少女、舞弓を羽は交がい締じめした状態でツインテイルの伊依が入室してくる。どうも扉を蹴け破やぶる癖くせのある舞弓を牽けん制せいしているらしい。困りきった顔で、疲つかれきった顔で、伊依は不満そうにむくれている舞弓を室内に押しこむと頭を下げた。

「おはようございます。校長先生」

「…………」

《虚ゲー無ムオ大ー公バー》、闇やみ宮みや影かげ文ふみが来訪したその翌日。早朝のお茶を愉しんでいた宇う宙つ木きは珍めずらしく即そく座ざに反応を返せなくて、思案げに目を細めるとそんな二人を注視した。

　いったい何がどうなって、どういう経けい緯いで、この二人が。

　──さて、どうしたものか。

　とんとん、と宇宙木は指先で机を叩く。

　宇宙木が目をつけていた怪かい造ぞう学界を変えてくれるかもしれない原石たち。空すかい井い滅めつ作さくを父にもち、そのくせ父とは正反対で、怪モ造ン生ス物ターは友達だと公言してはばからない空井伊依。

　そして今年の入学試験、自信満々で試験を受けて悉ことごとく文句なしの零点で合格した戦橋舞弓──。

　古こ頃ころ怪かい造ぞう高等学校の入学試験は大別して四段階に分かれており、中学校の成績や素行などを見る内申点、怪造学の知識について見る筆記試験、その為ひと人となりを見るための面接試験、そして、怪造の腕うで前まえを知る実技試験でそれぞれ実力を計られる。

　舞弓は──それら全てで失格した。

　まず内申点。中学校では欠席が多く、義務教育でなければとても卒業ができないほど成績も素行も悪かった。暴力事件で停学になったこともある。これはちょっと緩ゆるめの古頃怪造高等学校の内申評価に照らしあわせても零点だった。

　そして筆記。これが不可解なことに白紙で提出された。潔いといえば潔いが、なんらかの裏があるのかと思って面接のときに宇宙木は聞いてみた。

〝どうして、君は筆記試験を白紙で提出したのかな？〟

〝理解わからなかったから〟

　舞弓は当然のような顔で応えたものだ。

〝筆記試験が白紙、そこから導きだされる答えは一つしかないだろう。当然──理解らなかったのだ。何せ、私は脳みそが筋肉でできているからな〟

　自じ慢まんげに言うことではない。そもそも敬語で喋しやべれと蟻あり馬まなどが怒おこったものだ。すると舞弓は動じず慌あわてず、さらに彼の神経を逆さか撫なでした。

〝敬語？　ふむ──君たちに敬語をつかうに値する価値があると私が判断したときは遜へりくだろう。だが、誰だれ彼かれ構わず敬けい譲じようするほど私の自尊心は安くない〟

　その時点で蟻馬がぶっちんと理性をなくし、彼女を強制的に帰らせてしまった。どうも宇宙木のせいで鰻うなぎ登のぼりになっていた暑さが彼を苛いらつかせていたとみえる。当然、試験が受けられず彼女の実技試験も零点。合計得点零点という過去最悪の受験生が誕生してしまった。

　しかし──宇宙木は見つけたのだ。その面接に刀を持ちこむという論外なことをした彼女の態度に、自分に対する絶対の自信と、そして光り輝かがやく可能性を。

　蟻馬や他ほかの教師に黙だまって、後日、彼女をこっそりと呼びだした。

　どうしても気になったのである。

　ただの好こう奇き心しん。興味のようなものだった。

　けれど──それは、正解だったのだ。

　宇宙木は見た。真しん紅くの光。そして聞いた。耳に不慣れな呪じゆ文もん。変容していく日本刀に、さも当然のようにそれを怪造と思いこんでいる少女。

　けれど──舞弓、違ちがうのだ。

　彼女が怪造と思っているものは、もっと、もっともっと素す晴ばらしい奇き跡せきなのである。それを理解した宇宙木は校長特権を揮ふるい、伊依につづく二人目の原石として彼女を入学させた。当然ながら蟻馬がごねたが、得意の最給終料兵カツ器トで黙らせてうやむやにしてしまった。

　そうして前代未聞の零点合格者、戦橋舞弓が古頃の歴史に刻まれたのである。

　…………。

「……不服なのだがな、伊依、理解してくれたまえ。戦士たる者、派は手でやかな登場をしてそれを主張するべきなのだ」

「本当にもう英スーパー雄マンというより破壊神ゴジラだなぁこの正義の味方さんは。あのね、しつこいようだけど、扉とびらは破るものじゃなくて開けるものなんだよ？」

　そんな彼女、戦橋舞弓が、なんでだか空井伊依と親しげに会話している。いつのまにこの二人は仲良くなったのだろうか。伊依は一年星組。舞弓は一年月組。ともに部活動にも所属していないから接点はないはずなのに。

　そこまで考えて、ふと思いだす。

　そういえば──《怪造実習》で、倉くら波なみが彼女ら二人を担当することになったのだったか。

　脳内でめまぐるしく思考しながらも、宇宙木は冷然とした微び笑しようで彼女らを迎むかえる。

「うん──よくきたわね。こんな時間にどうしたのかな？　私の顔を見なきゃ一日が始まらなくなった？　嬉うれしいわ、ふふ、ようやく生徒たちに私の溢あふれんばかりの愛が伝わってくれたみたいね？」

「……………愛？」

　困った顔を見合わせる伊依と舞弓──正直な生徒たちだ。どうしてくれよう。宇宙木は凍こおりついた微笑で愛すべき原石たちを見つめる。

　その足あし下もと。

「──おや？」

　側頭部から翼つばさを生やした怪モ造ン生ス物ターが怯おびえるようにこちらを見上げている。

　これが──例の怪モ造ン生ス物ターか。

「……ふふ」

　それにしても、伊依だけでなく舞弓までも今回の一件に巻きこまれているなんて。

　世界を滅ほろぼす鍵かぎだとあの大公が断言した怪モ造ン生ス物ター、それが伊依や舞弓の手のなかにいる。彼女らは、知ってか知らずか世界の命運なんぞを背負わされているらしい。

　まぁ念のため、影文の話を聞いたその直後にもう執しつ行こう部ぶには連れん絡らくしたので大事には至らないと思うが、それでも危険なことには変わりない。宇宙木が上手に立ち回らなければ二つの才能が同時に消える。

　怪造学会執行部。地上最強の対怪モン造ス生タ物ー災害ハザード部隊。その任務は怪モン造ステ学イス者トの制せい御ぎよを逃のがれた放ワイ浪ルド怪・造モン生スタ物ーの始末や、怪造技術を悪用しようとした怪モン造ステ学イス者トの処しよ罰ばつである。彼らが動けば、少なくとも世界の滅めつ亡ぼうに至るまでに事態は沈ちん静せい化するだろう。

　しかし──それでは、せっかく伊依たちが関わっているというのに、愉たのしくない、と宇宙木は空気も凍る吐と息いきを漏もらす。愉しくないのは良くないこと。それが宇う宙つ木き氷ひ蜜みつの他人に誇ほこれる哲てつ学がくだった。

　じりじりと暖められた室内は空気すら灼やけていて、なんだか伊依も舞弓も息苦しそうだった。舞弓などはバンダナまで巻いているのでさらに暑そうである。

　宇宙木は香かおりたつ紅茶を唇くちびるに含ふくみ、虚こ空くうを見つめて小さくつぶやく。

「──どうせだったら、また、試験でもしてみるべきよね」

　今度は前回みたいに嫌いやな展開にならないよう、執行部部長の爆はぜ川かわ嫌や凪なぎにも深く細かく手回しをして。彼女、嫌凪はさりげなく真ま面じ目めだが話してわからぬ相手でもない。ある意味では怪レイ造・モ学ンス教テイ授アでは最も人格が善良かもしれない人物だった。口は悪いが。

　宇宙木は穏おだやかな表情で微笑する。

「それで、心優やさしい皆みんなの校長先生に君たちは何の用なのかな？　なんでも話してみて構わないのよ？　校長先生ができるかぎりで力になってあげるから」

　手を広げてそう言うと、伊依と舞弓は不気味なものでも見たかのように表情を青ざめさせた。そして小声で言葉を交かわす。

「………怪あやしいぞ、あの性こん根じよう曲がりが珍めずらしく優しげで」

「うん。何か裏があるのは間ま違ちがいないけど、今は校長先生しか頼たよれるひとがいないんだから仕方ないよ」

「…………聞こえているわよ、生徒たち」

　全く、いったい自分はなんだと思われているのだ。たしかにたまに生徒や教師を言葉で嬲なぶったり視線で嬲ったり苛いじめたり困らせたりしているが、そんなものは茶目っ気ではないか。気さくな校長先生ではないか。

　機き嫌げんを損そこねていると、伊依がちょっと硬かたい表情でこちらを真っ直ぐに見る。前回の《鳳フエニ凰ツクス》事件の際、校長室までやってきた伊依に、宇宙木は色々と心にもない苦言をぶつけたのだった。それ以来、彼女に嫌きらわれているのかもしれないと宇宙木はちょっと反省する。

　優しさには飴あめと鞭むちの二種類があって、自分は鞭しか与あたえられない人格をしているのだ。しかしどれだけ棘とげ々とげでも痛くてもそれは優しさであって意地悪ではない。そこをわかってもらいたいものだ。そうは思うが、自分でそれを説明するのも何か違ちがう気がするし。

　嘆たん息そくし、宇宙木は氷色の瞳ひとみで伊依の純じゆん粋すいな黒瞳を見み据すえる。

　伊依は冷たいその視線にも退かず、ただ真っ直ぐにこちらを見つめている。

「先生、この怪モ造ン生ス物ターのことを何か知りませんか？」

　やはり──彼女らの用件とはそれか。《虚ゲー無ムオ大ー公バー》が語ってくれた内容により、宇宙木はこの怪モ造ン生ス物ターの正体も、その危険性も充じゆう分ぶんなほど理解できている。しかし残念ながら、宇宙木に真実を彼女らに教えてあげるつもりはなかった。どうやらこの不自然な怪モ造ン生ス物ターをつかって何者かが陰いん謀ぼうをめぐらせているらしいが、そのような嫌らしい敵に勝ってこそ成長できるのではないかと宇宙木は思うのだ。

　だから宇宙木はそらっ惚とぼけて、すでに彼女らが得ているはずの知識を諳そらんじた。

「知らないわね。《愛シヤ天リテコ使ラール》という怪モ造ン生ス物ターに似ているようだけど」

「そうですか……」

　伊依は肩かたを落とす。そんな彼女の横、舞弓が一歩だけ前にでて掌てのひらを開いた。

「それでは──これに見覚えは？」

　それは、一つの純粋な球体だった。黒光りしていて、大きさは野球のボールくらいか。舞弓の長くて繊せん細さいな五指の中心、それは仄ほのかに燐りん光こうを放っているように見えた。

「それは……？」

　これは《虚ゲー無ムオ大ー公バー》からの情報にないな、と思いながら宇宙木は首を傾かしげる。舞弓は淡たん々たんと、姫ひめのように令れい嬢じようのように堂々とした態度で語る。

「詳くわしい事情は話せないが、昨日、我々を襲おそってきた怪モ造ン生ス物ターを撃げき退たいし、怪かい消しようした直後に発見した黒い球だ。最初は何の関係もない石かと思ったが、複数いた怪モ造ン生ス物ターが全すべてこれを残していったので不ふ審しんに思ってな」

「もしこれが怪モ造ン生ス物ターの持ち物なら、怪消を唱えれば一いつ緒しよに虚界アンダカへ戻もどるはずなんです。桃もも子こちゃん──《雪クールキ童ユーテイ》を怪消すれば、あの子が持っていた扇せん子すも一緒に虚界アンダカに返るって感じで」

　伊依が舞弓の台詞せりふを引き継つぎ、藁わらにも縋すがる表情で言う。

「だけど、これは残りました。だとしたら、これは誰だれかの残した痕こん跡せき──手がかりかもしれないんです。お願いします──先生、詳しいことが話せなくて、本当に心苦しいんですが、大切なことなんです。見当がつくなら教えていただきたいです」

　必死な顔。本気で何かを求める顔。

《虚ゲー無ムオ大ー公バー》の話では、全てが悪い方向に進めばあと一日か二日で世界は崩ほう壊かいするという。彼女たちはそれを止めたいのだろう。しかし、執しつ行こう部ぶに通報すれば彼女たちと敵対する誰かは裁かれ、それに協力した怪モ造ン生ス物ターは殺されていく。それゆえに誰にも頼れず、自分たちだけの力で解決しようというつもりだろう。

　世界も救い、同時に怪モ造ン生ス物ターも救おうというのか──。

　それは幼い、青い、甘すぎる、夢見がちな思考だ。

　同時に危うい、馬鹿らしい、独りよがりの偽ぎ善ぜんだった。

　けれどそれは強い気持ちなのだ。宇宙木はそう思う。だから伊依の瞳はこんなにも輝かがやいている。その姿は、言葉は、宇宙木の心に届いてくる。《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》に凍こおらされ、熱い感情を失ったこの心にすら。

　愉ゆ快かいになって宇宙木は唇を歪ゆがめる。

「私にはよくわからないけど──それ、間違いなく呪じゆ具ぐだと思うから。詳しく知りたいのなら倉波先生あたりに聞きなさい。呪具は倉波先生の専門だから」

「呪具？」

　そう、それは呪具に違いがなかった。怪モ造ン生ス物ターを強化したり、なんらかの特性を与えたりする呪具だ。やはり、彼女らが敵対する何者かはかなり高度な怪造技術をもつ怪モン造ステ学イス者トなのだろう。ある意味では単純だった《鳳フエニ凰ツクス》との戦いと今回は違ちがう。人間は、場合によっては限りなく卑ひ怯きようになるからだ。

　伊依にとって、舞弓にとって、今回は未知の戦いになるはずだ。

　互たがいに裏と裏を読みあい、罠わなを仕し掛かけ合う人間同士の戦い。

　今度こそ、完かん璧ぺきに打ち勝って欲しい。

　そう思いながら、宇宙木は演技ではなく真心から言う。

「……君たちが何に巻きこまれているか、私にはいまいち摑つかみきれていない」

　伊依の熱意に解かされた氷色の瞳は、忘れたはずの熱い輝きを抱いだいていた。

「けれど、本当に困ったときは迷わずに相談して。君たちは、一人じゃない。知ってるかな──教師ってのはね、生徒を教え導く職業らしいわよ？」

「…………」

　伊依はしばし、そんな宇宙木を真しん剣けんな顔で見つめていた。隠かくし事をしているのが申し訳ないというような、全てを語って助けを仰あおぎたいというような、揺ゆらぎ。

　しかしそれも一いつ瞬しゆんで、すぐに振ふり切ると彼女は頭を下げた。

　ツインテイルが跳はね上がる。

「貴重なご意見──ありがとうございました、校長先生」

「倉波ならこの時間、例の倉庫にいるはずだ」

　そんな伊依とは対照的に、舞弓は礼れい儀ぎとかぜんぜん考えてない。一度くらいこいつに頭を下げさせてみたいものだ。

「急ごう。もう──期限まで一時も猶ゆう予よはできない」

　そう言い残し、舞弓は颯さつ爽そうと校長室を去っていく。そんな彼女の背中に伊依が慌あわてて従う。

「あの、校長先生」

　途と中ちゆうで伊依がひょこりと振り返り、はにかむように微笑ほほえんだ。

「あたし、先生のこと誤解してたかも」

　それだけ言い残し、伊依は扉とびらを閉めて去っていく。

　夢見る少女たちは凍りついた女を置き去りに、彼女たち自身の戦場へ帰っていった。

　宇宙木は飲みかけだった紅茶を口元まで運び、自分の唇くちびるが歪んでいることに気づいた。

「……若いって、いいわねぇ」

　なんとはなくつぶやいて、宇宙木は愉たのしそうに微笑む。

「だけど、誤解じゃないんだなぁ。宇宙木校長先生はね、君の楽観を粉々にするくらい性格が腐くされていたりするから」

「うん」

　唐とう突とつに、低い、押し殺したような声が部屋の隅すみから聞こえた。

「腐ってる──うん。腐ってる──なぁ」

　声に気づいてそちらを見ると、血色の髪かみを一本三つ編みにした少女が静かに立っていた。突起の少ない身体からだをさらに締しめあげるタイトな服。毒々しい色の入れ墨ずみとネイルアート。肉にく食しよく獣じゆうのように爛らん々らんと煌きらめいている金色の瞳ひとみ。

　少女はちぐはぐな外見を飾かざる邪じや悪あくな含ふくみ笑わらいで、何気なく宇宙木が片かた肘ひじをつく机に腰こしかけて囁ささやいた。

「あー、のー、さー。なぁ宇宙木ー、気づくの遅おそくない？　っすかぁ？　腐ってるもんはよぉー、ド臭くせぇ匂においがするわけよぉー。それっぽいのがよぉー。てめぇはそれがヤベぇわけよぉー、気づかねぇ？　っすかぁ？　普ふ通つうよぉー。鼻が死んでんよぉーてめぇー」

　気け怠だるげな、寝ねぼけた猫ねこのような声。

　扉を開いた様子もなく、ただ当たり前のように存在していた少女に、宇宙木はあらぬ方向を向いているその視線を追いながら愉しげに声をかける。

「あのね、前から尋たずねたかったのだけど、君たち怪レイ造・モ学ンス教テイ授アはどうして気配を消して私の部屋へ入ってくるのかな？　礼儀とかちっちゃいころに教わらなかった？」

「うっせぇー、っすよぉー」

　少女は足をぶらぶらさせ、ポケットから取りだしたビー玉を口に放ほうりこむ。からころ、ころから、とビー玉と彼女の歯がぶつかる音がする。

「礼儀とかよぉー、敬語とかよぉー、俺らに期待すんなってなぁ。だいたい俺が部屋にいんのに気づかねぇタルいてめぇが悪いんだろうよぉーよく考えたらよぉ。死ね」

　その言葉。

「死ね死ね死ね死ね死ね死ね」

　彼女は憑つかれたようにくりかえす。

「死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね」

　プッ、少女はビー玉を吐はきだして、器用に指先でくるくる回す。その手首には怪レイ造・モ学ンス教テイ授アであることを示す金色の《門ＧＡＴＥ》が嵌はまっている。

　そこでようやく彼女は宇宙木を正面から見つめる。

「で？　宇宙木よぉ。俺に何か用？　俺、これでも忙いそがしいんだからよぉーあんまり面めん倒どうなことに関わらせんなよぉー？」

「自分を俺とか言うのやめてくれないかな？　可愛かわいい顔が台無しよ、爆川くん？」

　爆川嫌凪──。怪造学会執しつ行こう部ぶ部長。弱じやつ冠かん十九歳の、最年少で怪レイ造・モ学ンス教テイ授アの資格を得た若き俊しゆん英えい。そんな表現をすると偉えらそうな感じだが、実際はいじくると楽しい年とし頃ごろの女の子である。

「か──」

　宇宙木の台詞せりふで瞬しゆん間かん的に真っ赤になって、嫌凪は手をばたばたさせながら叫さけんだ。

「か、か、可愛いって言うな！　馬鹿死ね！　死ね死ね！」

　だんだん、と彼女は入れ墨のはいった腕うでで机を叩たたく。嫌凪の腕わん力りよくは大したものなので紅茶のカップが引っくりかえりそうになり、宇宙木は軽く指で支える。

　嫌凪は困ったときの癖くせで、自分の三つ編みをぐいぐい引っぱりながら語る。

「あのよぉー、宇宙木センセーよぉー、そういうふうに俺をおちょくるために呼びだしちゃったわけ？　キレるよ？　っていうかもう七割五分六厘りんくらいはキレてんよぉー殺す、てめぇは前々から殺しとこうと思ってたんだ俺は！」

　そんなことを言っても、彼女はいつも口だけだ。死ねという言葉を口癖のようにくりかえすが、それは彼女の親愛表現なのだと宇宙木は思っている。彼女の「死ね」はいわゆる「おはよう」くらいの重みしかないのだった。もちろん彼女も戦えば展開次し第だいで宇宙木すら殺せるくらい強いのだが、逆上しやすいのと同様に冷めやすいのでそこまでいかない。

　実際、良い子なんだよなぁと宇宙木は思う。

　口調も態度も悪すぎるほど悪いのに、なんでだかそう感じる。

「爆川くん、また君に頼たのみ事をしてもいいかな？」

「あー？　またどうせ七しち面めん倒どうくせぇことなんだろぉー、何よ？」

　嫌いやそうなのにちゃんとこちらの要求を聞いてくれる。よくわからないやつである。意地っぱりなのか、悪ぶってるのか、単純に不器用なのか。

　宇宙木は冷然と微び笑しようした。

「うん。そのね、昨日──執行部君んとこに通報したじゃない。あの問題の怪モ造ン生ス物ターをしばらく放置してもらうってのは無理かな？」

「あぁん？　またそんなか、てめぇ！」

　嫌凪は呆あきれたように可愛らしい眉まゆをひそめる。唇くちびるを尖とがらせ、三つ編みを引っぱる。何事か思案していたようだが、やがて肩かたを落としてこちらを見る。

「あー、あぁー、うー、悪ぃ。たぶん無理ー。それってよぉ前回みたいに危ねぇ怪モ造ン生ス物ターを見み逃のがしとけってやつだろ？　生徒の修行のためとかでよぉー。けどさ、今回は放っとけばすぐに世界滅めつ亡ぼうだし、そういう職権濫らん用ようを久く渡どに怒おこられてよぉー」

　またビー玉を口に放りこみ、からころ鳴らせて嫌凪はむくれる。

「前回のはさぁ、久渡も大目に見て宇宙木とか俺にも責任あるってのを総長に報告しなかったけど、たぶん二度目はねぇぜぇー。あの毒キノコ、容よう赦しやねぇときは容赦ねぇからよぉー。んで、もっと容赦ねぇのが総長だろ？　また前回みたいな惨さん事じがおきたら俺らぁまとめて消されるぜぇー？」

　ガリゴリガリゲリ。嫌な音。見ると、爆川は硝子ガラス製のビー玉を粉々に嚙かみ砕くだいていた。どういう顎あごをしているのだろう。見ると、彼女はきちんとハンカチでくるんでビー玉の残ざん骸がいを回収する。良い子だ。

「まぁ、努力はしてみるがよぉー。限界はあるよぉー。うん、あるなぁー。俺ら怪モ造ン生ス物ター殺すのが仕事だし、危ねぇのは今回、町一つとかじゃなく世界だもん。俺よぉー、大好きなやつらがよぉー、弱っちいのにがんばって生きてるこの世界が好きだからさ、絶ぜつ対てえぇに滅ほろんでほしくないわけよぉー。だから手加減はできねぇぜー？」

　軽やかに跳とびあがり、熱でしおれた絨じゆう毯たんに降りる。嫌凪は機き敏びんに振ふり返り、つんと澄すました顔をして、細ほそ腰ごしに手を添そえると宇宙木を見つめてつぶやいた。

「俺たちゃよぉー。肉食獣ケモノだからよぉー、獲え物ものがいるなら狩かるだけっすよぉー」

　それだけ静かに言い残し、執行部部長は扉とびらを開いて消えていった。
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　かつん。かつん。かつんかつんかつん。軽快に、飛ぶように、舞まうように、舞弓は廊ろう下かを駆かけていく。その動きはちょっとした弾だん丸がんで、もちろん人間が弾丸に追いつけるわけもなくて。

「舞さん！　駄だ目めだって！」

　廊下を走っちゃいけないとか、そういった御ご託たくは頭に浮うかびすらしなかった。舞弓を止めなくちゃいけない。もちろん彼女が何か危険なことをしようとしているわけではない。

　危険なのは──むしろ。

「はッ──」

　気合とともに跳びあがり、舞弓は軽々と飛ひ翔しようする。綺き麗れいに掃そう除じされた廊下の奥、〝倉庫Ｂ〟というプレートの貼はられた部屋の扉へ。

　もちろん蹴け破やぶるつもりである。

　止めようと思った。止めようと思ったのである。

　けれど意地になった舞弓の疾しつ走そうを止めるのは人類には無理だった。

　正しい姿勢で足を伸のばし、瞬間、舞弓のドロップキックが扉に炸さく裂れつする！

「────」

　じん、と壁かべが振しん動どうした。

　だが──それだけだった。

「なっ……？」

　舞弓は呆ぼう然ぜんとした顔で素早く着地すると、確かめるように己おのれの蹴けった扉をぺたぺたと触さわる。ぎょっとして、彼女は小さく言葉を漏もらす。

「……偽にせ物ものだと？」

　きい、と扉が開いた。

　否──壁が開いた。

　全く同一色の壁、その一部が扉のように開いて、中から仏頂面の倉くら波なみ無な楽らくが顔を見せる。その表情にはどこか隠かくしきれないしてやったりという色があった。

「……そう毎度毎度ぶち破られても困りますし、ちょこっと猿さるを騙だます程度の仕し掛かけを施ほどこしておいたのですが──見事に引っかかりましたね」

　ふっ、と彼は微笑んだ。

「正義の味方、敗れたり──です」

「……こ」

　舞弓はかなりショックを受けた顔で立ち尽つくしている。

「小こ癪しやくな……」

「ま──入りなさい。無礼者。何の用だか知りませんが」

　言い残し、扉を破られないようわざわざ開けっ放しにして倉波は入室する。そこでようやく伊依が追いついて、怒りか屈くつ辱じよくかぶるぶる震ふるえている舞弓の隣となりに立った。

　意外だな、と伊依は思う。

　勝負事とかに興味がなさそうなのに、倉波が、舞弓をこんなにやりこめたりするなんて。まぁ毎度毎度扉を破られていたらどんな人間でもむかつくというものだが。

　何か良からぬことを考えていそうな舞弓を引っぱって、伊依は失礼しますと挨あい拶さつしながら倉庫Ｂへ入る。目についたのは、彼のデスクに山と積まれた大量の書類だった。見ていると、視線に気づいたか倉波が肩かたをすくめる。

「仕事を溜ためていましてね……。どうにも近ごろやる気がでなくて」

「珍めずらしいな、倉波、真ま面じ目めなだけが取り柄えのくせに」

「何様ですか君は。ま──ずっと真面目に生きてきましたから、たまには遊びたくなるというものでしょう」

　舞弓の言葉に嘆たん息そくし、倉波はきっちりとした白衣を揺ゆらしてこちらを振り返る。校舎裏が見える窓からは太陽の日が差しこんでいた。今日も宝石箱と玩具おもちや箱ばこの中間みたいな内装の部屋で、あちこちに意味のわからない作品や器具が並べられている。

　伊依は他意もなくデスクを眺ながめて、ふと──表情を変える。

　──？

　散らばった筆記用具。用よう途とのわからぬ作りかけの呪じゆ具ぐ。積まれた書類。丹たん念ねんに日々の予定が書きこまれた卓たく上じようカレンダー──。

「………？」

　よくわからないが、伊依はそこに何か奇き妙みような違い和わ感かんをおぼえた。

「空井」

　名前を呼ばれて、ハッと我にかえり伊依は倉波を見る。彼はどこか不ふ愉ゆ快かいそうな顔でこちらを見つめていた。
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「そこには今度の試験の問題用紙とか、生徒が見てはいけないものもありますから……」

「あ、はい──すみません」

　謝るも、そこで見つけた得体の知れない違和感は頭に燻くすぶって残った。

　神が宣言した世界の崩ほう壊かいまで──今日をいれてあと二日。今日が終わり、日付が変わればそこでもう終わりだ。いつ世界が壊こわれ始めてもおかしくないところまできている。

　しかし──こちらといえば、ほとんど何も摑つかめていない。伊依はこれでも焦あせっていた。舞弓との約束。期日までに神を止められないようならば、梅うめ子こを殺す。それはなんとしてでも避さけたい事態だった。

　世界は絶対に終わらせない。

　けれど、梅子も必ず生かしてみせる。

　そう決めたから、心から思ったから、もう──自分は、二度と自分を裏切らない。

　夢を裏切らず、誰だれも殺さず、神に必ず打ち勝ってみせる。

　怪モ造ン生ス物ターで誰かを傷つけ、あまつさえ世界を滅ほろぼそうとする神。そんなやつは絶対に許すことはできない。必ず見つけて一発くらいぶん殴なぐってやる。

「倉波先生、この呪具に見覚えがありませんか？」

　そのためには、まず、敵の正体を明確にする必要がある。神の居所を察知し、その目的を把は握あくして、彼の陰いん謀ぼうを塵ちりも残さず叩たたき潰つぶさなくてはならない。

　情報が必要だ。そして、一つでも多い手がかりを。

　けれど倉波は、首を傾かしげる。

「……知りませんね」

　当たり前のように、唯ゆい一いつの希望を断ち切った。

「これ、本当に呪具ですか？」

「────」

　絶句する伊依と舞弓に、倉波はすぐ黒い球から興味をなくしたかこちらを見る。

「それより、君に貸した呪具はまだつけていますか？」

「あ──は、はい」

　予想外の返答に肩を落とし、伊依は襟えり元もとを示す。そこには青い、持ち主の傷を治ち療りようしてくれる呪具が光っていた。昨日は梅子が持っていってしまったのだが、彼女と再会したときにちゃんと返してもらっていた。

「もう返しましょうか？　貴重なものでしょう──これ？」

「いや。すぐに使うものでもないし。傷が完治するまでは付けていなさい」

　倉波は言いすくめるように付け加えた。

「ただし、失なくさないでくださいね。大切なものですから」

　そんな彼を眺めていた、舞弓がぽつりと言葉を漏もらす。

「珍しいな」

　何事か思案するように彼女は眉まゆをひそめていた。舞弓も手がかりを失い、これからどうするべきか考えているのだろう。適当なことを喋しやべりながらも情報を整理しているらしい。

「……倉波、君が大事なものとか、大切なものとか、そういうことを言うのをこれまで聞いたことがなかったから。君は、何にも興味をもたないつまらん人間だと思っていたがね」

「私も人間です。大切なものの一つくらいあります──」

　何故だか哀かなしそうな顔をして、倉波は眼鏡めがねを直す。

「──ま、どうでもいいものがこの世界には多すぎる感じではありますが」

「生き真ま面じ目めすぎるのだ、君は」

　どちらが教師だか生徒だかわからない、いやに大人ぶった台詞せりふを舞弓は言う。

「義兄あに上うえは、もっと世界を楽しんでいた。生きることを楽しんでいた。倉波、君はたしかに優ゆう秀しゆうな怪モン造ステ学イス者トだが、そういう意味では何も得ていない。どこにも到とう達たつしていない。君には翼つばさがない──義兄上にはあった天使の翼が」

「私と砲ほう矢やは違ちがいます。砲矢と同格の存在なんて──世界のどこを探してもいませんよ」

　舞弓の言葉が気に障さわったのか、倉波は幼なじみだという年の離はなれた少女に冷えた瞳ひとみを送った。舞弓は、きっと、倉波に死んだ義兄の姿を見ている。義兄の親友。彼には、義兄の記き憶おくとか思い出とか、義兄の一部が含ふくまれているはずだから。

　けれど倉波無楽は、決して陸りく戦せん坂ざか砲ほう矢やではない。

「私はね、舞」

　倉波は暗い、遠くを見るような顔でつぶやいた。

「私は──一度だって砲矢に勝ったことがありません。一度も。一度も──。だからあいつが死んで悔くやしい。もう、絶対にあいつには勝てない。どれだけ生きても、どれだけ何かを学んでも、砲矢には絶対に届かない。そう思うとね、舞、私はひどく虚むなしくなります」

　そして伊依が握にぎる黒い球体を何気なく見る。

「その呪具らしいものも、砲矢が生きていればすぐにその能力を調べあげたでしょう。砲矢は優秀でした。いつでも彼が一番でした。それに比べ、私は常に二番でした」

　衝しよう動どう的にか、倉波はいつになく饒じよう舌ぜつに語っていた。封ふうじこまれていたものが解き放たれるみたいに、その口からは淡たん々たんと言葉が吐はき出されていた。

「私があいつを見下ろせたのは、あいつが死体になってからです。死んでしまったあいつはもう、生きていたときのような煌きらめきはありませんでしたが──」

　煌めき。そうだろう。舞弓の話では、砲矢は酷ひどい有様で死んでいたのだという。舌をつきだし、目を見開き、全身を恐きよう怖ふで引きつらせて。

　なんだろう──違い和わ感かんがあった。

　伊依は、またも感じた説明のつかない未消化な感覚に眉をひそめた。

「そろそろ捜そう索さくに戻もどろう、伊依」

　舞弓は砲矢の死について聞きたくないのか、つらそうな顔で伊依の制服を引っぱる。伊依は頷うなずき、床ゆかに落ちていた本を積み木のように並べている梅子を抱だきあげて部屋を退出する。

　そこで──ふと振ふり返る。

　倉波がこちらを見ていた。どこか、落ちつかない顔で。

「先生」

　伊依は小さくつぶやいて、彼に真っ直ぐな視線を向ける。

「──こないだの質問について、お聞きしたいのですが……」

「あぁ、《蒐コレ集クト冥プルー王トー》の？」

　倉波は怪け訝げんな表情をした。

「ありがとう。空井。おかげで《蒐コレ集クト冥プルー王トー》は怪造できました。ま──死者の声は、どうしても聞くことができませんでしたが」

「誰だれの声を──？」

《蒐コレ集クト冥プルー王トー》の能力は、怨うらみを抱いて死んだ人間の声を遺物から再生すること。その様はさながら死者の魂たましいを呼よび戻したかのように見えるという。

「砲矢ですよ」

　その言葉に、廊ろう下かにいた舞弓の背中がぴくりと震ふるえた。

　倉波は遠い目をして言葉をつづける。

「なんでだか聞きたくなりまして。あの空そら惚とぼけた声が。けれどあいつは世界に怨みなんか残してはいなかったようです。声を聞くことはできませんでした」

「そうですか──」

　伊依は深く頷き、真まっ直すぐな瞳で倉波を見る。

「──あたしが舞さんに聞いた話では、砲矢さん、すごく苦しそうに死んでいたということだったんですが……」

　倉波も思いだすように沈ちん痛つうな声で応える。

「……あぁ、酷い顔でした。しかしそれだけ苦しめられて殺されても、砲矢は結局誰のことも怨まなかったのでしょう。本当──天使のような男だったわけです」

「…………」

　伊依は目を閉じて、静かな声とともに倉波に礼をした。

「…………ありがとうございました。倉波先生」
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　世界の崩ほう壊かいまであと二日。あるいは一日。決して悠ゆう長ちように行動してはいられない。けれど状じよう況きようは未いまだに手て探さぐりで、これといった決め手のようなものは見つかっていないのだった。

　しかし、摑つかんだこともある。

　これまでの数度の交戦と、人々から集めた情報。

　自分は──頭脳担当らしいから。

　考えなきゃいけない。考えよう、と伊依は思う。

　場所は舞弓の実家。古風な瓦かわら葺ぶきの屋や敷しき。伊依は座布団に座って、食後に舞弓がいれてくれた茶を音もなく啜すすっていた。さほど高級そうなお茶ではなかったのだが、いれかたが巧うまいのか舌から疲ひ労ろうが溶とけていくようだった。

　ほうと嘆たん息そくし、伊依は真っ直ぐに前を見る。

　徐じよ々じよに。徐々に。考えはまとまりつつある。

　けれど──未だにそれは決定打に欠ける。積み上げてきたたくさんの手がかりを完成させる何かが、伊依には必要だった。

　もうじき、手が届く。そんな確信がある。

　暗くら闇やみを手探りで進んでいく、そんなのは、怪モン造ステ学イス者トの十八番だ。深くて暗い虚界アンダカに比べれば神が仕し掛かけた陰いん謀ぼうなんて、ぜんぜん取るに足らないはずだった。

　だから──伊依は、決定打を必要としている。

　最後の欠けたパズルのピースを求めて思考を巡めぐらせている。

　しゃっ、と障子が開いた。

「言われたとおりに義父ちち上うえには外出してもらった。義母はは上うえは怪け我がで入院しているから、最初からこの家にはいない」

「うん──ありがとう」

　伊依は頷き、憮ぶ然ぜんとした表情で立つ舞弓を見上げる。彼女はさっきまで食器を洗っていたらしく、似合わないエプロンなどに泡あわをつけていた。言ってくれれば手伝ったのに。

　舞弓はエプロンの下、無数につけた銀細工をじゃらじゃらと鳴らして正座した。凛りんとした、和室でこそ映える舞弓の鋭するどい双そう眸ぼう。

　家事で疲つかれたのか肩かたのあたりを揉もみながら、そんな舞弓は表情を崩くずして嘆息した。

「世界の滅めつ亡ぼうが迫せまっているのに洗い物とは悠長な──と君は私を叱しかりたいかもしれないが、許せ、こういうことには妥だ協きようできない性しよう分ぶんでな」

　誰も気にしていないのに、言い訳のように舞弓はそんなことを言う。それから何故なぜか遠い目をして、暗く重たくつぶやくのだ。

「……しかし、世界が滅ほろびなければ明後日からは期末試験だ。全く勉強はしていないし──それはそれで憂ゆう鬱うつだな」

「あ、そっか。試験そんなのすっかり忘れてたよ」

　適当に応こたえて、不意に──頭の疑問パズルに欠片ピースが嵌はまる。

　──試験？

「…………」

　そうだ。明後日あさつてからは期末試験──。生徒も教師も今の時期はその準備で大わらわのはず。伊依だって、こういうときはきっちりと予定をたてて、今日は何を勉強しようとか、明日は苦手な教科だ嫌いやだなぁとか考えているはずなのだ。

　だとしたら──あれは。

「あ……」

「どうした？」

　蒼そう白はくになった伊依に怪け訝げんな顔をして、舞弓は居住まいを正すと真しん摯しに口火を切った。

「まぁいい──まずは、これからどうするか考えよう」

「うん。それなんだけど、あたしに考えがあるんだ」

　伊依は真っ直ぐな黒こく瞳どうを煌きらめかせて告げた。

「犯人──神の目星はついたよ」

「……真実まことか？」

　舞弓は表情を変える。身を乗りだし、机を倒たおさんばかりの勢いでこちらに顔を近づけてくる。怪モ造ン生ス物ターをあやつり、悪あく趣しゆ味みなゲームを始め、世界の崩壊をほのめかす敵──神の正体に、伊依は当たりをつけることができた。

　あとは確かめるだけ。敵の正体を完かん璧ぺきに明かすだけ。

　そのためには──罠わなが必要だった。

　それは綿密に計算し尽つくされた完パー璧フエなクト罠ラツプが。

　淡たん々たんとした伊依に、舞弓は怒いかりか喜びか肩を震ふるえさせる。

「やはり、君と組んだのは正解だった。〝不死鳥殺し〟──さぁ、教えたまえ。敵の名前を。義兄あに上うえの仇かたきを！　私は、そいつを斬きるために四年もこの刀を研みがいてきたのだ！」

「いや──まだ確定したわけじゃないよ。これはあくまであたしの予想だよ？　それに、舞さんにとっては嫌な展開かもしれない」

　それだけ言うと伊依は舞弓を真まっ直すぐに見る。

「最後に質問させて──、ごめんね。嫌なことを思いださせるけど。砲矢さんの死体を見つけたのは、舞さんだったんだよね？」

「…………」

　舞弓は一いつ瞬しゆんにして悲痛な顔になり、その揺ゆらぎを強く首を振ふって押し殺していた。そしてこちらを静かに見て、搾しぼりだすような声で応える。

「……あぁ。私だ。謎なぞの人物──いま思えばあれは神だったのだろうな、神の電話に促うながされ、普ふ段だんは誰だれも通らない路地裏に放置されている義兄上の死体を発見した」

「他ほかに誰か一いつ緒しよにいた？　お義父とうさんとか」

「否いな──私一人だ。当時、両親は多た忙ぼうだった。私は義兄上の死体を発見し、震える足で帰宅して、全すべてを両親に任せて泣いていた」

「そう──」

　頷うなずいて、伊依は申し訳なくなって謝る。

「──ごめんね。嫌なことを思いださせて」

「構わない。神を討うつためには必要なことなのだろう？」

　復ふく讐しゆう心しんを宿らせた舞弓の烈れつ眼がんは、力強いがゆえに危あやうくて、視線を合わせただけで灼やかれてしまいそうだった。

　それでも伊依は口にする。

　言葉の刃やいばで戦士を刺さす。

　哀かなしい運命に弄もてあそばれた、一人の少女に真実を告げる。

「……神の正体がわかったよ」




　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




　薄うす暗ぐらい納なん戸どに舞弓と二人で隠かくれている。彼女はまだ伊依が示した犯人に納なつ得とくがいかないようで、何か考えるような仏ぶつ頂ちよう面づらで黙だまりこんでいる。

「…………」

　舞弓の白はく髪はつは納戸の暗くら闇やみによく映え、深しん紅くの瞳は夜に浮うかぶ蛍ほたるのように炯けい々けいとした輝かがやきを宿している。

「犯人については──まぁ、良いとしよう」

　嘆たん息そくし、彼女は真しん剣けんな表情でこちらを見る。

「君が導きだした答えだ。私という手足は君という頭脳が弾はじきだした結論に従うのみ。……それで、どうでもいいが──なにゆえ我々は納戸にいるのか」

　納戸とは室内にある倉庫のようなもので、まぁ物置部屋である。衣服などを収納するために造られており、室内は狭せまく暑気がこもっている。

「うん。ごめんね、説明しないで押しこんじゃって」

　伊依は苦笑する。もちろん意味なくこんな暗くて黴かび臭くさいところに入ったりはしない。他に身を隠せる良い場所が思いつかなかっただけだ。

　保ほ湿しつ剤ざいのせいか空気は蒸れていて、ひどく居い心地ごこちが悪い。

「理由はね──もちろん、勝つために」

　真っ直ぐな瞳で暗闇を見つめ、伊依は説明を始める。

「これはね、舞さん、罠なんだよ」

「罠──？」

　そう、罠。神を捕とらえ、その正体を暴きだすための完パー璧フエなクト罠ラツプ。

　伊依は真っ直ぐに舞弓を見る。

「うん。これはね、初めてあの黒い悪魔みたいな怪モ造ン生ス物ターに襲おそわれたときから思ってたんだけど……」

　黒い悪魔。

　神の命に従い、無理やり世界の破は滅めつに協力させられている可哀かわい相そうな怪モ造ン生ス物ターたち。できることなら彼らも解放してあげたい。本当は、心優しい怪モ造ン生ス物ターかもしれないのだ。

「初めからちょっと気になってて、昨日、梅子ちゃんが襲われて疑問が深まったんだ──なんだか神が、あたしたちの位置を常に把は握あくしてるみたいなこと」

「うん？──考えてみれば妙みようか………？」

　舞弓はいまいち理解していない顔で首を傾かしげる。彼女の視線の先、伊依の胸むな元もとには少し怯おびえた顔をしているものの、それを必死で押し殺して震ふるえている梅子がいる。

　そうなのだ。考えてみれば不自然なほどに敵はこちらの動きを捕ほ捉そくしていた。

　最初の、海での襲しゆう撃げきはまだいい。自分たちは罠わなだと知って神の残した《魔ま力りよく》を辿たどり、きっちり罠にかかって神を誘おびきだしたのだ。けれど二回目の──神社での一件はどうか。梅子が自分たちと離はなれるだなんて誰にも予想できなかったはずなのに、黒い悪魔は素す早ばやく彼女を発見して襲いかかった。

　だから何か、こちらの位置を特定するような明確な目印があるはずなのだ。それが何かと考えたとき、伊依にはようやく朧おぼろげながら神の正体が見えてきた。

　舞弓の話では、彼女が伊依と協力する前の二日間、神からの妨ぼう害がいは一いつ切さいなかったらしい。その間、神は舞弓の位置を捕捉できていなかったと見ていいだろう。

　つまり、伊依と舞弓が手を組んだその日その時に付加されたものが目印なのである。

「……そして、それを裏付けるのが昨日、敵が梅子ちゃんを襲ったっていうことなんだけど──」

　伊依から離れた梅子を神が狙ねらってきた、そのとき梅子が持っていたのは何だったか──。

　ただ、一つだけ説明のつかないことがある。神が語ったゲームのルール。梅子、あるいはイーヴィルを殺さなければ世界が終わる。つまり、梅子が死ねば自動的に舞弓の勝ちになる。

　そのはずなのに──神は梅子を狙った。

　相手が梅子だとわかっていても、敵が攻こう撃げきをやめなかったのは何故なのか。

「────！」

　ぴくり、と舞弓が野生動物のように顔を上げる。

「……物音がする。複数の足音だな──義父ちち上うえではない」

　頷うなずき、伊依は髑どく髏ろの首くび飾かざりを見る。

「例によって、怪モ造ン生ス物ターの気配は──」

『ねぇよ』

　今回、丸っきり役立たずの父が不ふ機き嫌げんそうにぼやく。なんとなくそんな髑髏を撫なでてあげながら、伊依は短く言う。

「きたね。神様のお出ましだよ」

　もっとも、侵しん入にゆうしてきているのは黒い悪魔たちだけだろうが。

「向かう先は──うん？　何故かこちらではなく、裏の倉庫あたりか」

　伊依は無言で頷く。そこには、伊依が推測した敵の目印を置いてある。

　どうやら当たりだ──思いながら、伊依は静かに宣言する。

「じゃ、動くよ。父さんと梅子ちゃんは全力で魔力を探って。倉庫にあたしたちがいないってわかったら、怪モ造ン生ス物ターたちは神に報告して指示をあおぐはずだから。その瞬しゆん間かん、怪モン造ステ学イス者トと怪モ造ン生ス物ターの繫つながりは回復し、《魔力》が流れるはず。その流れを読んで、方向を割りだし、神の現在位置を断定して捕ほ獲かくだよ」

「了りよう解かい──」

　低くつぶやき、舞弓は背筋を正す。

「──私の頭脳は優ゆう秀しゆうだな！」

「それだと自分を褒ほめてるようにしか聞こえないんだけど……？」

　しばしそんなくだらないことを言いながら待ち、《魔力》を探れない伊依も緊きん張ちようした顔で周囲の気配を探さぐる。今、こちらの居場所が察知されれば終わりだ。罠の効果はなくなる。

　長いような短いような時間の末、果たして滅作が快かい哉さいを叫さけぶ。

『伊依！　《魔力》だ！　ここから見て北西、距きよ離りは──二百メートルってところか？』

「《魔力》！　方位は北西！　距離二百メートルだよ、舞さん！」

　滅作の声を受け、伊依が即そく座ざに舞弓に伝える。舞弓は訝いぶかしげに目を細めるも、口くち端はを歪ゆがめて不敵に笑った。

「近いな──庭の範はん囲い内だ。油断して接近しすぎたのか？」

　つぶやき、舞弓が一番に飛びだしていく。

「……二百メートルって近いかなぁ」

　伊依はぼやく。しかし広いと思っていたらそんなに広かったのか、この家の庭──考えながら、梅子を抱かかえて必死になってついていく。

　高みからこちらを俯ふ瞰かんし、ゲームの支配者をきどっていた神──ここらで年ねん貢ぐの納めどきだ。

　伊依は天を仰あおぎ、一瞬だけ桃子に加護を祈いのり、勢いよく玄げん関かんから外へと飛びだしていく。揺ゆれるからか、梅子が小さく悲鳴をあげながら服を摑つかんでくる。

　遠い──進んでも進んでも先が見えない庭木の群れ、迷わず進む舞弓の先、生け簀すのほとりに拓ひらけた空間。

〈────!?〉

　そこに立つのは、驚きよう愕がくの表情で息を吞のむ黒イいー悪ヴ魔イル。そしてようやく反応し、襲撃者へ指示を飛ばしていたのか何事か叫んでいた神が振ふり返る。

　闇やみを孕はらんだ軽甲かつ冑ちゆう。彼は刀を抜ぬいて迫せまりくる舞弓に身を引くと、咄とつ嗟さに腰こしのあたりから黒くろ塗ぬりの諸クレ刃イ大モ剣アを抜き放ち──。

「王チエツク手メイトだ──神よ！」

　間に合わず、かろうじて逸そらした舞弓の刀に兜かぶとを弾はじき飛ばされた。
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　がらんがらん、と音をたて、神の顔を隠かくしていた兜が落下する。

「────ふむ」

　初めて空気を震ふるわせる、ゲームの主しゆ宰さい者しや──神の肉声。

「……気づいていたとはな──私の探知機に」

　つう──と剣風のみで傷ついたか、それともわずかに掠かすっていたのか、額から一筋の血を流し彼は嘆たん息そくする。冷えた瞳ひとみ。無機質な鼻筋。

「ま──さか」

　最後の最後まで信じていたのか、舞弓は戸と惑まどい、やがて動どう揺ようを覆おおい尽つくす怒いかりに任せた怒ど号ごうを放つ。

「本当に、貴様だったのか……！」

「…………」

　沈ちん黙もくし、否定も肯こう定ていもせず姿勢を正すその男。

　潔けつ癖ぺきに整えたオールバック。伊達だてだったのか眼鏡めがねを外し、ただ血を流し、どこか不ふ愉ゆ快かいそうにこちらを見るのは倉波無楽──。

　怪造学校教師にして呪じゆ具ぐの権けん威い。舞弓の──心を許した幼なじみ。

「目印──探知機は、ブローチだった」

　肩かたを震わせて倉波を見る舞弓とは対照的に、伊依は冷静に言葉を紡つむぐ。自分は頭脳担当なのだ。戸惑う手足舞弓を納得させて、きちんと動かしてあげなくてはならない。

「倉波先生があたしに貸してくれたブローチ。梅子ちゃんがあたしのところから持ちだしてしまった呪具。これが──あなたの目印だった」

《魔ま力りよく》や呪具といったものを持ちださずとも、ブローチに発信器を仕込めばそれだけで探知はできる。そして、これは元より彼の持ち物だ。何か口実を見つけて怪け我がをしたとき使えと手て渡わたせば、倉波を信用していた舞弓はこの治癒ブロの呪具ーチを疑いもせず受けとっただろう。

　奥に仕し舞まわれていたはずなのに、埃ほこりもかかっていなかった箱。そこに収納されていた呪具が、神の仕し掛かけた罠わなだった。

　犯人さえ判明すれば次々と粗あらが見えてくる。

「先生の最大の失敗は、デスクに載のってた卓上カレンダーだね。こういう言い方は失礼だと思うけど、先生は、かなり細かい性格をしているでしょう。実際──カレンダーには日々の予定がたくさん書きこまれていたよ」

　真しん剣けんな顔で、倉波を見つめながら伊依は言い放つ。

「だけど──そう、だからこそ、違い和わ感かんがあったんだ。そのカレンダーには、明後日からの予定が一つも書きこまれてなかった。その日からは忙いそがしい期末試験が始まるのに何故──？　考えて、気づいたんだ。明日に世界が滅ほろぶんなら、明後日あさつてからの予定はいらないよね。で──先生、どうして明日に世界が滅ぶことを知っていたの？」

　言葉を選んで口にしながら、伊依は思いだしている。

〝ずっと真ま面じ目めに生きてきましたから、たまには遊びたくなるというものでしょう〟

　──昨日、倉波はそう言った。

　そうだ。世界が終われば全すべてが無に帰すのだ、がんばって仕事をする必要もない。そんなことをするくらいなら──遊ぼう、そう考えるのが人情である。

「細かいところを良く見ていますね──」

　眉まゆをひそめ、倉波は顎あごを上げてこちらを冷めた目で見下す。

「──鈍にぶい舞弓を相手にしていたからか、注意を欠いていたようです」

「…………」

　どうしてか、いつもならば誰だれかにこんなことを言われて怒らない舞弓ではないのに、彼女は震えたまま、何かを懸けん命めいに堪こらえている。

「疑われないように学校には出ていたんですが、その程度のことでは謀はかれなかったようですね。〝不死鳥殺し〟──」

　その言葉。

　伊依の胸に重く重く刺ささる、嫌いやな言葉。

「あ、あたしは──」

「不服そうな顔をしますね……何故なぜ？　私は知っている。みんな知っている。ちょっと調べればわかること。君は〝不死鳥殺し〟にして魔王の怪造者、他の誰より、それこそ私よりも世界にとって危険な存在でしょう」

　それは──事実だ。

　伊依が再び魔王を怪造すれば、今度こそ世界が滅んでしまうかもしれない。

　倉波は静かに微び笑しようしている。

「しかし──世界を滅ぼすのはこの私です。ゲームの邪じや魔まくらいならいいですが、くれぐれも横取りしないように。ま──観察していてわかりましたが、君にそんなつもりはないみたいですが」

　彼は──倉波は、当たり前のように口にする。

「世界を滅ぼせる存在は、唯ゆい一いつ、神のみ。そして──神は二人いらない」

「なんで────倉波！」

　舞弓が、戦慄わななく唇くちびるを開いて叫さけんだ。

「なんで倉波が！　なんで！」

　彼女は──意外なことに、目に涙なみだを浮うかべていた。当然だ。いくら戦士だなんだと名乗っていても、彼女はただの高校生でしかない。愛する義兄あにを殺した相手が心を許していた幼なじみ──そんな事実、耐たえられるわけがない。

「何故って？」

　倉波は表情を変えない。ただその雰ふん囲い気きに微かすかな怒いかりを混ぜる。

「君にはわからないでしょう、君たちにはわからないでしょう。──砲矢の隣となりで常に綺き麗れいな世界を見せられて、その世界に居場所がないと理解した瞬しゆん間かんの私の気持ちなど」

　倉波は静かに黒くろ塗ぬりの剣けんを構える。おそらくこれも何らかの威い力りよくをもつ呪具なのだろう。

　そうだ──彼は呪具製作の天才。そこが問題だったのだ。権威とまで呼ばれた彼が、専門家ではない宇宙木ですら呪具だと断定した黒い球を、ろくに調べもせず知らないとつっぱねたとき──伊依は、初めて彼に疑いをもった。

　だから最後にカマをかけたのだ。何気ない会話のつづきというように。

〝あたしが舞さんに聞いた話では、砲矢さん、すごく苦しそうに死んでいたということだったんですが……〟

　そして倉波はこう応えたのだ。

〝……あぁ、酷ひどい顔でした〟

　舞弓の話では、砲矢の死体の第一発見者は舞弓──その後、それこそ葬そう式しきが始まるまで、倉波が砲矢の死体を見る機会は一度もなかったということらしい。

　けれど──葬式のとき棺かん桶おけにいれられる死体というのは、どれほど苦痛に顔を歪ゆがませた死体でも死しに化げ粧しようにより整えられているのだ。瘦やせこけた頰ほおに綿をつめ、青白くなった唇に薄うすく紅を塗ぬり。

　だから──〝酷い顔〟だなんて言葉、出てくるわけがないのだ。

　砲矢が酷い顔をして死んだのを知っているのは、第一発見者の舞弓と──他には、神犯人だけだ。

　これらのこと──カレンダーもブローチも、全てが、決して倉波が言い訳できないほどの重大な証しよう拠こではない。けれど、小さな疑いピースも集まれば推測パズルになる。あとは決最後定の打ピースを見つけてしまうだけだった。

　そうして今──伊依は、神＝倉波無楽と相対している。

〈……ともあれ、見事である〉

　倉波の気持ちを代弁するように、ぱちぱちと拍はく手しゆをしながらイーヴィルが言う。

〈だが──主の正体を知ったとて結局は同じこと。ここで我らが汝なんじらを全ぜん滅めつさせればいいだけのことであろう？〉

　感情のない、ただ純じゆん粋すいな悪意。

　伊依はぞっとする。この黒イいー悪ヴ魔イル──伊依には、倉波よりもなお禍まが々まがしい存在に思えた。

　咀そ嚼しやくされ、濃のう縮しゆくされた無む垢くなる邪性。

　しかし──その言葉はもっともだった。

　これでようやく対等なのだ。

　ここで彼らを取り逃のがせば意味がない。時間はもうない。この場で終わりにするべきなのだ。

「一つ問おう──倉波」

　舞弓が刀を抜ぬき、震ふるえながら声をしぼりだした。彼女は正義の味方。正義の味方にとって最も堪こたえるのは、信じていた誰だれかに裏切られることだろう。ゆえに、彼女は揺ゆれている。

　しかしその表情に燃えるのは、涙に濡ぬれた灼しやく熱ねつの烈れつ眼がんだ。

「義兄上を殺したのは──本当に貴様なのか？」

　倉波は悠ゆう然ぜんと立ち尽つくしている。その口元が、ふっと笑みになる。

「……えぇ、私が殺しました」

「…………」

　舞弓は俯うつむき、瞬間、ずっと頭に巻いていたバンダナをかなぐり捨てた。

「──ならば、十年以上の絆きずな、思い出は積み重ねてきた年月のぶん。信しん頼らいも同じだけ──その全てを、ここで斬きる。斬り捨てる……！」

　黒甲かつ冑ちゆうの剣けん士しと、白はく髪はつの戦士──二人の間合いがじりっと迫せまる。空気が糸を巻くように引き絞しぼられ、端はしから耐えきれずに裂さけていく。

「──足が震えていますよ、舞」

　倉波が嘲あざ笑わらう。

「……口だけなんですか？　それとも──震えているうちに、強い義兄上が助けてくれるとでも思っているんですかね？」

「────！」

　逆げき鱗りんに触ふれられた舞弓は目を見開いて叫さけんだ。

「倉波無楽──ッ！」

　刹せつ那な、舞弓の髪かみが淡あわい燐りん光こうを帯びる。同時に彼女の刀も紅あかく輝かがやき、目を刺さすような閃せん光こうを撒まき散ちらす。ばぢりばぢりと火花が跳はねて、庭の雑草が熱気に萎しおれていく。

　なんだ──これは。

「舞さん……！」

　伊依は動けず、ただ彼女の名前を呼んだ。

　応えず、光の戦士が大地を蹴ける。

「世界の崩ほう壊かいを阻そ止しするため！　義兄上の仇かたきを討うち果たすため！──貴様を斬る！」

「──大義名分、大いに結構」

　倉波はつぶやき、その一いち撃げきを剣で受ける。衝しよう突とつ音おんと弾はじける火花。

「しかし──誰かのためでは義兄砲矢の二の舞ですよ」

　舞弓は反転し、激しく刀を打ちつける。

「気に食わんから貴様を止とめる！」

　それでいい──と倉波は微び笑しようした。
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　連ウオ鎖レツト飾チエりーン。貨コイ幣ン飾ヘりツド。首ペン飾ダントりヘツド。数ビー珠ンズ飾ブロりーチ。じゃらじゃらと垂れさがった舞弓の銀細工が、瞬まばたきをするように明めい滅めつをくりかえす。瞬しゆん間かん、裂れつ帛ぱくの気合を放ち、振ふりおろされた刀は剣けんの防ぼう御ぎよごと倉波を吹ふき飛ばす。

　否いな──それはすでに刀ではない。

　真しん紅くの光。舞弓が怪造剣と呼んだ、彼女独自の他に類を見ない怪造。そのときのみに放たれていたはずの光が刀を包みこみ、彼女が振るうその刀はさながら〝光の剣〟のように見えた。漫まん画がや映画の正義の味方がけっこうな確率で所有する、光り輝かがやく目ま映ばゆい武器──。

「はぁあッ！」

　怒ど号ごうを放ち、舞弓は真紅の光を倉波に炸さく裂れつさせる。火花が飛び散り、倉波が翳かざした盾たてのような呪じゆ具ぐが一撃で粉ふん砕さいされる。欠片が飛び散り、舞まい踊おどる真紅の光が周囲の地面を焦こがしていく。

「ぐっ……」

　衝しよう撃げきで転がり、軽甲冑の倉波は両手を舞弓に向ける。

「この威い力りよく──やはり、私の呪具を凌りよう駕がしていますか……！」

　瞬間、放たれる無数の錐きり。糸でつながったそれらの武器を視認して、舞弓は呪じゆ文もんもなく刀を槍やりに変化させる。同じく柄えも刃はも真紅に染められた長なが柄えの槍。振り回し、彼女は迫りくる攻こう撃げきを難なく打ち払はらう。

「その程度か、倉波！」

　叫び、白髪だったはずのセミロングに燐光をまとわせ、真紅の光に彩いろどられた戦士は倉波に猛もう攻こうを仕し掛かける。すでに《朧おぼろ武ぶ朧ろう》は武器の固有形態をとっておらず、刀のような槍のような、振られる瞬間瞬間に姿を変える禍まが々まがしい武器と化していた。

　なんだ──これは。

　再度、戸と惑まどいながら自問して、伊依は変わり果てた舞弓の姿を見る。

　最初に会ったときから、おかしな少女だと思っていた。それは外見も行動も口調も全て。しかし──それでも、彼女は人間の範はん疇ちゆうから逸いつ脱だつしてはいなかった。怪造剣も、《朧武朧》も、その理り屈くつはともかく把は握あくできないほどの異常ではなかった。

　けれど、今の彼女は、伊依には理解できない。

　目にも留まらぬ速度でくりかえされる剣けん戟げき、怒号。

　今──修しゆ羅らのように悪あつ鬼きのように戦っている彼女は、伊依に料理をつくってくれたあの少女と同一人物なのだろうか。

〈調子に乗るな、小こ娘むすめ……！〉

　イーヴィルが吠ほえ、劣れつ勢せいに立たされている倉波を助けるためにか駆かけだしていく。倉波は意外そうな顔でそれを見て、舌打ちすると腕うでのあたりから炸さく裂れつ弾だんを次々と発射した。

　光。そして破は壊かい。小刻みな爆ばく発はつが庭の樹木を揺ゆらしていく。舞弓は刀を小さなボウガンに変えると同様の速度で小さな矢を射出し、それらが伊依や舞弓に届く前に空中で爆散させる。

　しかしその一瞬、舞弓は倉波から視線を外していた。

「──ここでは駄だ目めです、イーヴィル」

　倉波は低く言い放ち、イーヴィルと兜かぶとを抱だきかかえると素早い動きで戦線から離り脱だつする。甲かつ冑ちゆうを着こんでいるというのに軽い身のこなしは、おそらく呪具で強化しているからだろう、人間離ばなれした動きで塀へいを跳とび越こえ去っていく。

　いけない。伊依は舞弓を見る。

「舞さん！　逃にがしちゃ駄目！」

　ここで彼を取り逃のがせば、きっと倉波は姿をくらませる。そうなればもう彼を見つけだすことができなくなるかもしれない。隠かくれつづければ彼の勝ちなのだ。彼が余興か余よ裕ゆうかこちらにちょっかいをだしてきたときだけが、彼を捕ほ獲かくする唯ゆい一いつのチャンスなのである。

「無論だ！　愚おろかな倉波め──正義の味方から逃げられると思っているのか！」

　どことなくいつもどおりな彼女の発言に安あん堵どしつつ、同じく人間離れした跳ちよう躍やく力りよくで塀を跳び越えていく舞弓を見送る。自分も追いかけなくてはならない。早く。手て遅おくれにならないよう。

「梅子ちゃん、父さん」

　胸元の仲間たちに呼びかけて、伊依は一いつ生しよう懸けん命めいに門へと向かって走る。

「──舞さんが戦ってる。あたしも行かなくちゃ」

　光の戦士を追いかけて、空井伊依は駆けていく。疲つかれたとか、息が苦しいとか、足が痛いとか文句を言っていられない。戦うのだ。世界のために。──というと大げさな気もするが、本当はそんなところではなく、理想を現実にするために。

　それは決して手の届かない夜空に浮うかんだ理想ではなく。

　がんばって努力して背せ伸のびをしていれば、いつかきっと届くはずの理想だった。

　失敗して転んだし、大切なものを失ったし、一度は夢を諦あきらめようと思った。

　それでも伊依が夢を捨てなかったのは、周りの人々が支えてくれたからだ。それは父であり、友であり、教師であり、怪モ造ン生ス物ターだ。

　彼らの生きるこの世界を、絶対に終わらせるわけにはいかない。

　伊依が生まれおちてから今日このときまで与あたえられてきた恩を、世界に返さなくてはならない。伊依はそう思う。世界に滅ほろんでほしくない。誰だれだって思う当たり前のこと。

　光り輝かがやく舞弓を目印にどれだけ走っただろう。いくつの路地を越え、どれだけの曲がり角を過ぎ、硬かたいアスファルトの地面を踏ふみしめて走っただろう。

　気がつけば伊依は商店街を走っていた。しまった、と伊依は思う。ここにはいつもたくさんの人々がいる。舞弓と倉波の戦いは人外のそれだ。巻きこまれたらただでは済むまい。倉波は彼らを盾たてにして逃げきるつもりなのだ。

　舞弓は冷れい酷こくに見えて、本当はとても優しい少女だ。だって、彼女は公園で戦った伊依を殺すことができなかった。校舎裏でもこちらを殴なぐるたび苦しそうな顔をした。期日になっても、梅子を今さら殺せるかも怪あやしい。

　だから──まずい。

　怒いかりで理性を失いかけているとはいえ、人々を盾にされたら舞弓は何もできない。

　思いながら走っていくと、案の定。

「どうしました──舞？」

　群がる人々の中心、ぽっかり空いたその場所で、黒甲冑と真しん紅くの戦士は向かいあっていた。舞弓はどうもあの怪造剣を完全に制せい御ぎよできていないらしい。秒刻みで姿を変えるその刀身を睨にらみつけて荒あらく息をついている。

　一方、対たい峙じする倉波はさして疲ひ労ろうを見せていない。怪け我がを治ち癒ゆさせる呪じゆ具ぐすら持っていた彼だ、疲労を回復する呪具でも身体からだに仕込んでいるのかもしれない。そもそもあのマントは手品師のように、様々な呪具を隠すのに最適な衣い装しようだ。

「強大な力をもっていても、使いこなすことができなければ意味がありません。幼児は大剣を扱あつかえない──重さを支えられず潰つぶれ死ぬだけです」

「卑ひ怯きような……！」

　舞弓は間合いを測って擦すり足で動きながらも、物もの珍めずらしそうに眺ながめている無視できない数の人々を見ている。大おお振ぶりの一いち撃げきが避さけられればそこで終わり。とばっちりを受けた通行人が真っ二つになってしまう。

　倉波は泰たい然ぜんと腕を組んでいる。

「……卑怯？　勘かん違ちがいをしているみたいですね、舞。君は私が通行人を盾にするのではないかと疑っているようですが……わかりますか、彼らは──盾ではなく武器です」

　どういうことだ、と舞弓が表情を変えるのと同時に。

〈──だめ〉

　梅子が、目を見開いて金切り声をあげた。全身が病気のように震ふるえ、冷や汗あせをだらだらと流している。彼女はひっくりかえった声で叫さけぶ。

〈だめぇ逃げてッ！〉

〈……我が片割れよ〉

　黒い悪魔、イーヴィルはそこで憎にく々にくしげに表情を歪ゆがめた。

〈そやつらに我らの情報を与えぬよう、強く、精神が歪むほどの暗示をかけられたはずだがな──それすら突とつ破ぱして警告しやるか、だがしかし！　もう遅おそい──〉

　黒い翼つばさが舞い踊おどり、風が流れる。否いな──吸いこまれる。人ごみの中央、倉波の隣となり、黒い悪魔を中心にして空気が収縮していた。

　倉波が黒い兜かぶとをかぶりながら、静かな声でイーヴィルに命じる。

「……時期が満ちていない──完全には力を発揮できないでしょう。一鳴きです、イーヴィル。君の力を見せてやりなさい」

〈御ぎよ意い。こやつらを始末するのには──一鳴きで充じゆう分ぶんすぎるほど〉

　イーヴィルの、純じゆん粋すいな邪じや悪あくの結けつ晶しようとも表現すべき瞳ひとみが鈍にぶく輝かがやき、収縮した空気が凝ぎよう縮しゆくされて彼の小さな体たい軀くに満ち──。

「………？」

　伊依は耳鳴りを感じる。頭ず蓋がい骨こつの裏を搔かきむしられるような、気持ちの悪い耳鳴りを──。

　それは血管を伝って全身を駆かけめぐり、不快感のみを伝でん播ぱさせていく。

〈だめ！　伊依、舞弓！　逃にげて！〉
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　梅子が服をぐいぐい引っぱる。伊依と舞弓がその唐とう突とつな言葉に対処できず硬こう直ちよくしていると──。

〈泣き叫ぶがいいhowling soul down〉

　虚ブラ無ツク黒ホー穴ルのように空気を吸いこみ、周囲を睥へい睨げいしていたイーヴィルが哭なき声を解き放つ。

〈──────────〉

　瞬しゆん間かん。

〈──────────────────────ァアッ！〉

　沸わき上がる禍まが々まがしいほどの不協和音。

「ぅ────」

　その声に、破は壊かい力と表現すべき大だい音おん声じように、伊依は脳を、全身を激しく揺ゆさぶられ──。

「──ぎゃああああああ！」

　叫んだ。喉のどへと衝しよう動どうが駆けあがり、口から絶ぜつ叫きようが迸ほとばしる。痛いとか。苦しいとか。怖こわいとか。そういうのではない。単純な叫び。

「ぎゃああああ！　あああ！　あああああああ！」

　全身が電でん撃げきにでも打たれたかのように引きつって、声が弾はじけ、肺が爆はぜて、伊依は単純に空気を吸いこんで悲鳴として放つだけの生き物に成り下がった。思考ができない。痛くも苦しくもない。ただ伊依は、空井伊依としての機能を完全に失って叫ぶ。

　それは周囲の通行人も同じようで、誰だれもが例外なく硬直し、天空を凝ぎよう視しして絶叫している。地じ獄ごくのような光景。

　否──唯ゆい一いつ、舞弓だけが活きている。彼女は目を見開いて悲鳴を嚙かみ殺し、倉波が言うところの一鳴きを終えたイーヴィルに飛びかかる。しかし倉波が華か麗れいにその一撃を受け流し、絶叫しつづける人々を満足げに見てこの場から離り脱だつする。

　商店の屋根へ跳とび、屋根から屋根へ、どんどん遠ざかっていく。

　逃げられてしまう──。

〈ぴきりぺきりぴきり──ぴきりぴきりぺきり────〉

　ふと見やると、梅子が必死な顔で声をあげている。それはいつか聞いた、鈴すずを転がすような声。

〈ぺきりぴきり──〉

　その声が鼓こ膜まくに伝導し、脳へと伝わり、かちり、と音がした。

　途と端たん、噓うそみたいに楽になって、伊依は膝ひざから崩くずれると口をぱくぱくと開閉した。壊こわれた蛇じや口ぐちみたいに迸っていた悲鳴が消えている。

　梅子が消してくれたのか──？

　見ると、周囲には同じく絶叫を止めた人々が倒たおれていた。頭痛がして、伊依は目を細めながらも倉波が去っていった方向を見た。しかし遅く、すでに彼らの姿はどこにも見当たりはしなかった。

　逃げられた──。

「舞さん」

　舞弓が倒れている。あの正体不明の攻こう撃げきを受け、唯一、それに抵てい抗こうし倉波に向かっていった彼女。駆け寄って抱だきあげると、その全身は驚おどろくほどに熱かった。すでに刀は元の姿に戻もどっていたが、定着したのか変色し金と緑の中間みたいな色になった髪かみの毛はそのままになっていた。

　その髪と瞳の色──組み合わせに見覚えがあったような気がしたが、今はそんなことなどどうでもいい。

「舞さん！　舞さん大だい丈じよう夫ぶ？」

　彼女は荒あらい息を隠かくそうともせず、深しん紅くの瞳でこちらを見上げる。

「否──私なら、大丈夫……疲つかれただけ」

　舞弓は歯を嚙みしめ、独り言のようにつぶやいた。

「昔から──こう、怒いかりが頂点に達すると、理性が抑おさえにくくなって──」

　舞弓はつぶやいて、悔くやしそうに顔を歪ゆがめた。

「不覚──逃げられた。君の罠わなは成功したのに……すまない、私の力が至らずに……」

「違ちがう。違うよ、舞さん……」

　声を押し殺して泣く彼女に、伊依は気休めを口にしながらも表情から絶望を追いだせない。

　罠は抜ぬけられ、敵は逃げ、世界の破は滅めつが近づいていた。
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　刻一刻と落ちていく太陽。温情もなく回りつづける時計。世界の終わりが近づいている町に、浮うかぶのは光をまとった十五体ほどの怪モ造ン生ス物ター──。

「現界カナイの扉を打ち開けて、虚界アンダカの闇やみに歩を進め」

　空すかい井い伊い依よりはその中心で、血を吐はくように呪じゆ文もんを唱えていた。先ほどの絶ぜつ叫きようで喉のどは嗄かれ、重なる疲ひ労ろうに両手は鉛なまりのようだったが、それでも、伊依は怪かい造ぞうをつづける。

「──稲いな妻ずま童子の祠ほこらをくぐり、注連しめ縄なわの泥どろを揺ゆすって落とす、無む辜この羽虫を追い散らし、暗天井の洋燈ランプを灯ともす」

　怪造には、途と方ほうもない疲労が伴ともなう。精神を虚界アンダカと同調シンクロさせ、機械のように演算し、常に神経を研とぎすまし失敗に備えなくてはいけない。

　一つ呪文を違たがえただけで。

　一つ呪印を忘れただけで。

　あっさりと──虚界アンダカは伊依を拒きよ絶ぜつする。

「浮かびあがるは蒼そう天てん壁へき画が、双そう頭とう神の図ず柄がらを擦こする、不ふ動どうの壁かべに亀き裂れつが走り、光の通路に飲みこまれ──」

　他ほかの怪モン造ステ学イス者トがどのくらい怪造をつづけられるのかは知らない。けれど、伊依は最悪にして最強、魔ま王おうを怪造するため純じゆん粋すい培ばい養ようされた空井の娘むすめだ。

　連続怪造がなんだ。苦でもない。思いだす。怪造学のことなんか少しも知らないで、ひたすらに父から地じ獄ごくのような訓練を施ほどこされた時代。

　食事をしながら理論を組みあげ、暇ひまさえあれば怪モ造ン生ス物ターを怪造した。呪文のせいで喉が潰つぶれかけ、がらがら声で泣きながら眠ねむった夜が何度もあった。

　それに比べれば、なんてことはない。まだいける。自分の限界はこんなものではないはずだ。

「夜の琥こ珀はくを手た繰ぐり寄せ──」

　死んでいった怪モ造ン生ス物ターたちを思う。桃もも子こ。《鳳フエニ凰ツクス》。《闇スポツ紡トナぎイト》。《木霊メガオン》。

　焼き尽つくされた怪モ造ン生ス物ターがいた。

　全身を闇に食われた怪モ造ン生ス物ターがいた。

　その怪モ造ン生ス物ターたちに比べれば──。

「もう止めたまえ！　二度と呪文を唱えられなくなりたいのか!?」

　舞まい弓ゆみが怒ど鳴なる。自分も倉くら波なみとの一戦で体力を使い果たしているくせに。

　梅うめ子こもさっきから伊依の服を摑つかんで何か叫さけんでいる。自分の呪文の声が邪じや魔まで聞こえないが。

　大丈夫だというのに。

　声は掠かすれて口は血の味。

　だからどうした。

　憑つかれたように呪文をくりかえす伊依を、舞弓が押し倒たおす。呪文も呪印もまとめて吹ふっ飛んで、伊依は荒あらい息を吐く。

　声もあげられず、痛む喉を手でさする。けれど、まだあと少しだったら大だい丈じよう夫ぶなはずだった。

　再び伊依は立ちあがる。

「伊依！　もう充じゆう分ぶんだ！」

　叫ぶ舞弓を、伊依は真っ直ぐに見つめて首を振ふる。

　もう二度と失いたくないのだ。

　前回は、甘い気持ちで戦場に立って、それが原因で失敗した。魔王の力で《鳳フエニ凰ツクス》に勝利こそすれ、全すべてにおいてあのときの選せん択たくは、怪造は、失敗だったのだと思う。

　今度こそ、間ま違ちがえない。

　間違えるわけにはいかない。誇ほこりをかけて。自分たちで神を止めると決めたのだ。誰だれにも頼たよらず。そう決めて、勝手に行動を始めた自分たちには責任がある。世界に対しての責任が。

　甘い気持ちなんかいらない。

　限界なんか今だけでも忘れる──。

　まるで制止を聞かない伊依に、舞弓は烈れつ火かのような勢いで叫んだ。

「……自じ虐ぎやくが趣しゆ味みなら、勝手にしたまえ！」

「──ごめんね」

　眉まゆを下げる伊依に、舞弓は吐き捨てるように言う。

「謝るな。何もできない自分に苛いらついているだけだ。君がそんなにがんばっているのに、私は何をすることもできない……」

「うぅん、それは違ちがうと思う」

　伊依はつぶやき、怪造した同種十五体ほどの怪モ造ン生ス物ターたちを振り返る。

「いつか舞さんは言ったよね？　適材適所だって。そのとおりなんだと思う。あたしには、あたしにしかできないことがある。舞さんには、舞さんにしかできないことがある」

　じゃらり、と伊依は小さなポーチにいれていた、神社で残らず回収していた黒い球体を取りだす。

　おそらくこれは倉波の製造した呪具。怪モ造ン生ス物ターから《魔ま力りよく》を消し、隠おん密みつ行動をさせていた原因だろう。

　使えるものは、相手の武器でも構わず使う。

　それが戦場なのだと伊依は思う。

　口の中に溜たまっていた血の色の唾つばを吐きだして、伊依は真っ直ぐな目で舞弓を見る。

「勝とう。舞さん。倉波先生を止めよう」

　侍さむらい少女は頷うなずいた。怪造を再開する伊依を、彼女はもう止めようとはしなかった。




　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




　全ての準備を終わらせて、倉波の姿を捜さがす。後はもう、彼を見つけて対たい峙じするだけだった。

　伊依の罠わなは倉波に破られた。

　けれど、その罠が完全に無む駄だになったわけではなかった。

　あのとき、わずかながらにも、伊依は倉波の裏をかいたのだ。だから彼はなりふり構わず、あんな場所でイーヴィルに攻こう撃げきを命じた。

　だが、その一度きりの交戦で見つけた勝機がある。

「商店街でもない──学校でもない」

　伊依は走っている。半はん端ぱな時間の夢ゆめ追おい坂ざか。過負荷の怪造に精神は疲ひ弊へいしていて、この数日間の追走劇で体力も限界にきていた。

　けれど、伊依は耐たえた。胸のなかには梅子、かたわらには舞弓、仲間と一いつ緒しよに駆かけていく。

「他に、ひとがたくさんいる場所ってどこかな？」

「たくさん？」

　舞弓が不思議そうにこちらを見る。

「少ないの間違いではないか？　倉波は逃とう亡ぼう者しや、逃亡者は人気のないところに逃にげていくのが普ふ通つうだろう？　人ごみに紛まぎれるのも良いといえば良いが、あの格好では目立つだろうし」

「うん。執しつ行こう部ぶのひととかもそう考えてると思う」

　先ほど民間人に被ひ害がいがでた時点で、怪造学会執行部──対怪モ造ン生ス物ター災ハザ害ード部隊は動き始めただろう。だから、伊依も急がなくてはならない。

　伊依が執行部を出し抜ぬけるだろう唯ゆい一いつのアドバンテージは、倉波たちの能力を知っている、ただそれだけでしかないのだった。

　それだけを頼りに、伊依は考えている。

「だけどね──イーヴィルの能力は、周りにひとがいればいるほど強いんだよ」

　それは、イーヴィルの能力を体感し、さらに倉波の言動などから得た結論だった。

　攻撃を放つ瞬しゆん間かん、イーヴィルが何をしたか。それさえ考えれば、対たい抗こう手段などいくらでも浮うかんできた。

　伊依は静かに私見を述べる。

「怪造学会執行部は、プロだからこそ固定観念にしばられている。犯人は、なるべく人気のないほうへ、そしてなるべく遠くへ逃げるってね。だから執行部はまず交通機関を押さえてしまうと思う」

　犯人──倉くら波なみ無な楽らくの存在は、すでに宇う宙つ木きを通じて執行部に連れん絡らくした。だがそれだけだ。彼らには、倉波が遠くへ逃げないための檻おりになってもらう。

　倉波が見つかれば、同時にイーヴィルも見つかってしまう。それは、梅子とイーヴィルの関係に推測がたった今、絶対に避さけなくてはならない事態だった。

　もちろんイーヴィルが始末されれば世界は救われるだろう。

　けれどそれでは、伊依は《鳳フエニ凰ツクス》のときと同様にまた何かを失うことになる。

〈────敵の居場所を知りたいか？〉

　暗い、声がする。

　伊依の心に酷こく薄はくな声が響ひびいている。それは、この絶体絶命の状じよう況きようではひどく魅み力りよく的な誘ゆう惑わくだった。

〈ならば求めよ。我を求めよ。ちゃちな呪じゆ具ぐなど関係ない、一秒も数えずに貴様の敵を見つけだしてみせよう〉

　しかし──この誘惑に乗ってはいけないのだ、と伊依は思う。この声の主が伊依の推測通りの存在なら、誘さそいに乗った瞬間に世界を危険に晒さらしてしまう。

「──嫌いやです」

　伊依は応え、拳こぶしを握にぎりしめる。

　すると。

〈……貴様は、我の友達ではないのか？〉

　声は静かにつぶやいた。

　それは、伊依の心を蹂じゆう躙りんするのに最も効率の良い言葉。矛む盾じゆん点てん。伊依のエゴを指し摘てきする言葉。

　けれど伊依は歯は嚙がみして突とつ破ぱする。

「──悪いことをしようとするなら、いくら友達でもあたしは許さない。必ず止める」

〈…………〉

　沈ちん黙もくし、何かを計るように声は唸うなる。

〈……まぁ良い。だが覚えておけ、貴様の夢はいつか貴様を食い尽つくす〉

　不ふ吉きつな言葉をつぶやき──声は静かに告げてくる。

〈貴様が追い求める敵は、駅にいる〉

　駅？　あらゆる交通機関は執行部が押さえているはずなのだが。否いな──その考えを読み、伊依の裏をかくために駅を選んだのか？　わからない──。だが、たしかに駅にはひとがたくさんいる。事実だとしたら──大変なことになるかもしれなかった。

　伊依は一瞬だけ躊ちゆう躇ちよするも、賭かけるしかないと駅へと向かう。

〈──それで良い〉

　声は嗤わらう。それは邪じや悪あくな、邪悪な笑えみ。

〈その調子で、我の使い方を覚え、我からの恩おん恵けいを貪むさぼり、我から逃げられなくなるまで──我の力を使うが良い〉

　暗く低く声は嗤う。それを一心に振ふり切って、伊依は真まっ直すぐに走っていく。
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　人の群れが固まりながら散りながら不定形の生物のように流れている。夢追坂最大の交通機関、私営鉄道の駅に伊依たちがたどり着いたころにはもう時刻は五時ちょうどになっていた。

　夏の熱気が湯気とともに立ちのぼり、空では雲が蜷局とぐろを巻いている。伊依は駅の周囲をざっと見回して、神──倉波の姿を探す。

　特とく徴ちよう的な駅舎。その城にも似た外観の建築物──尖せん塔とうに嵌はめこまれた武骨な丸時計が、腹に響く鐘かねの音で時刻を告げていた。どこの国の城を原型にしたものか、異様な外観の駅舎にはいくつもの飾かざり窓がつけられている。

　伊依は疲ひ労ろうを嘆たん息そくとともに思いっきり吐はきだして、汗あせを拭ぬぐうと睥へい睨げいしている舞弓を見た。

「この駅のどこかに──倉波先生がいるはずなんだけど」

「手分けをするか？　この人ごみでは探たん索さくも容易ではないはず」

「いや──」

　伊依は首を振り、恐おそらく戦場になるはずの周囲、建物を含ふくめて可能な限りの地形を確かく認にんする。正面、大型トラックも通過できそうに巨きよ大だいな出入り口から絶え間なく飛びだす人の群れ。夢追坂は大きな町ではないが、住宅街なので都心などから帰ってくるひとが多いのだった。それでもこんなに大きな駅など必要ないと思うが。

　不ふ釣つり合いなターミナルを行き交う人々を注視して、舞弓は低く疑問をつぶやく。

「本当に──ここにいるのか」

「うん。ていうか、いてくれなくっちゃ困るんだけど。もう、時間もそんなにないはずだから」

　今日の交戦時、倉波は語っていた。まだイーヴィルは本調子ではないと。そして思いだす。七日以内に、梅子かイーヴィルを殺さなければ、世界が滅ほろぶ。

　おそらく七日たったその瞬しゆん間かんに、イーヴィルの力は頂点に達するのだろう。それは世界を滅ぼしてしまえるほどに。

　ハウリングソウルダウン──あの能力が、伊依が推測したとおりのものであるならば。

　だが、仮に伊依の考えが正しいならば、やり方次第で世界の崩ほう壊かいを防ぐことができるかもしれない。

　伊依はまだ諦あきらめていない。まだ声はでる。呪じゆ文もんは紡つむげる。身体からだは動く。呪印を刻める。

　戦える。

〈…………ごめんね〉

　胸の中、梅子が申し訳なさそうな顔をする。

　そうだ──彼女は人間の言葉を喋しやべれたのだ。

　彼女は俯うつむき、吐と息いきを漏もらす。

〈……わたし、現界カナイで気づいたら何か変な注射をされて、わけがわからなくなって。伊依が危ないってわかっても、それを教えることもできなくって〉

　それは──きっと、イーヴィルが口にしていた暗示とやらだ。薬で意識を曖あい昧まいにされ暗示を受けたのか、それとも薬それ自体に何かしらの効力があったのか。とにかく、梅子には伊依たちが有利になるような発言は一切できなくなっていたのだろう。

〈ごめんね──そばにいたのに、なんにもできなくて、わたし〉

　震ふるえている。臆おく病びようで、ちょっとしたことですぐ怯おびえてしまう彼女。誰だれも頼たよれず、見知らぬ人間ばかりのこの現界カナイでどれだけ不安だったことだろう。命を狙ねらわれ、理り不ふ尽じんに追われ、世界の破は滅めつに関かかわって。

　可哀かわい相そうだと伊依は思う。

　自分だって、もしも梅子と同じ立場なら、怯えて逃にげ回ることしかできなかったと思う。

　だから、伊依は哀かなしい。

　不幸な運命を背負ったこの小さな怪モ造ン生ス物ターは、最後まで報われずに消えていくかもしれないのだ。

〈伊依──わたしたちの能力にもう予想はついてる？　うん、全すべてを理解しているね。そんな顔をしている。わたしは何も言えないのだけど、これだけは聞いて〉

　梅子は俯き、宝石みたいな瞳ひとみを煌きらめかせて笑った。

〈わたしは、伊依に会えてよかった。怖こわかった。現界カナイに放りだされて。みんなに命を狙われて。けど──伊依はわたしを助けてくれたよね？　嬉うれしかった。それだけを覚えていて〉

　縋すがりついてくる、梅子の小さな手。身体はやはり震えていたけど、瞳はすでに揺ゆらいではいなかった。

　彼女は──。

〈最初は、なんで伊依がわたしを助けてくれたのかわからなかった。でも今は、そんなことどうでも良くって、伊依と一いつ緒しよにいたいと思う。だから──わたしはちょっとだけ残念。わかってるよね、伊依。勝っても、負けても、わたしたちはもう一緒にいられない〉

　気の早い一番星が煌めく空の下、梅子は綺き麗れいに微び笑しようした。

〈でも、平気だから。わたしはわたしだから。伊依を好きなわたしだから。だから──平気。心は一緒のままだから〉

「どういうことだ──梅子」

　舞弓が表情を険しくさせている。

「どうしてそんな──今こん生じようの別れでもするようなことを言っている？」

　そのまま舞弓が梅子につめ寄ったとき──ぱちぱち、と小さな拍はく手しゆが聞こえた。流れる群衆の隙すき間ま、往来する人々に不ふ審しんげな顔をされながら、小さな怪モ造ン生ス物ターが立っていた。

　イーヴィル。黒い悪魔。世界を滅ぼす怪モ造ン生ス物ター。

　その隣となり、軽甲かつ冑ちゆうを着こんだ男、倉波無楽が静かに立っている。

　両者とも疲ひ労ろうしたような、痛みを堪こらえるような顔をしていた。そうか、別に彼は伊依の裏をかこうとして駅にきたわけではないのだ。きっと──交通機関に執しつ行こう部ぶの手が伸のびていることを知らないで、遠くへ逃げようとして、見つかって──戦ったか、命からがら逃げたか、ここにこうして存在しているのだ。

　だから、彼らは追いつめられた顔をしている。

　世界の命運を手中にしているのに、余よ裕ゆうのない顔をしている。

「倉波──！」

　いきりたつ舞弓の肩かたを摑つかみ、伊依が首を振ふる。

「舞さん、あれは幻まぼろし。同じ手に二度もかからないで」

「なっ──？」

　伊依は、彼女の身体を倉波たちとは逆の方向へと向ける。そこには、全く同じように並んだ倉波とイーヴィルが立っている。違ちがうのは、倉波が片手に映写機のような機械を持っていることか。おそらく光によって幻を生みだす呪じゆ具ぐだろう。舞弓が騙だまされているところを見ると、気配や音まで幻のほうに映っているのか。伊依とて確信があったわけではなく、一度騙された手前、念のため逆方向を一いち瞥べつしたら彼らを発見したというだけだ。

　倉波は憎にく々にくしげに口元を歪ゆがめる。よく見ると、本物の足あし下もとには影かげがあり、偽にせ物ものには影がない。光でつくった立体映像には影が存在しないらしい。

　それも──些さ細さいなこと。

「こうして出てきたってことは、先生、ここで終わりにするつもりだね？」

　伊依は怯ひるまず、猛もう烈れつに頭を回転させて事態を突とつ破ぱする方法を考える。倉波は無言で首しゆ肯こうする。まだ時期は完全に満ちていないはずだ。現時点では世界を滅ほろぼせるかどうかは微び妙みようなところなのだろうが、彼にはもう他ほかの選せん択たく肢しなど残されていないのだろう。

「最後に──尋たずねておきましょう」

　倉波が、短く言葉を口にする。

　最後の最後、世界を終えてしまう直前に、倉波は危険を冒おかしてまで何を尋ねにきたのだろう。

「──舞、砲ほう矢やは、どうして死んだんだと思いますか？」

　彼の言葉に舞弓は眉まゆをひそめる。

「何故って──」

　瞬しゆん間かん、舞弓の髪かみにまた禍まが々まがしい燐りん光こうが宿る。

「──貴様が殺したからだろう」

「あぁ──それはそうなんですが、ずっと気になっていました。四年前。私は今回と全く同じゲームで砲矢と勝負しました。けれど、私は敗北して──結局、一度も砲矢に勝つことができませんでした」

　倉波は何かを思いだすように遠い目をしている。正面の伊依たちを通り越こして、その視線はきっと天国の砲矢を凝ぎよう視ししているかのようだった。

「イーヴィルは封ふうじられ、世界は救われ、私は敗北しました。君の義兄は強かったですよ──舞。けれど、最後の最後、苦し紛まぎれに放った私の呪具を、砲矢は避よけようともせず後ろから食くらって刃やいばの毒で悶もだえて死んだ」

　砲矢は、イーヴィルに殺されたわけではなかったのだ。けれど──何故なぜだろう、伊依は不思議に思う。どうして砲矢は倉波の攻こう撃げきを避けなかったのか。否──背中に攻撃を受けたということだ、不意をうたれてしまったのだろうか。けれど、世界を滅ぼそうとした人間を相手に背中を向けたり、そんなに油断した行動をするだろうか。

「それが納なつ得とくいかず──今回、砲矢の遺志を継つぐ舞と再びゲームを始めたのですが、今をもってもわかりません。《蒐コレ集クト冥プルー王トー》を怪造しても砲矢の声は聞けなかったし──あれは本当に、単なる砲矢の油断だったのでしょうか」

「…………」

　舞弓は深く、長く尾おを引く嘆たん息そくをし、倉波の視線を追って一瞬だけ天空を仰あおいだ。何事かつぶやいていたようだが、内容までは聞き取れなかった。きっと、何かの言葉を天国にいる砲矢へと届けたのだろう。

「……愚おろかだな、貴様は」

　舞弓は吐と息いきのような声で告げた。

「義兄あに上うえは友を疑わない。倉波、貴様は──確かに、義兄の一番の親友だったのだ。貴様はそう思っていなかったかもしれないが、貴様は私などよりずっとずっと義兄上の心の深いところに住んでいたのだ！」

　怒おこっているような、そしてそれ以上に哀かなしそうな、痛切な表情で舞弓が叫さけんだ。

　一方──倉波は不思議そうな顔で、疑ぎ問もん符ふを口にしている。

「どういうことですか？」

「決まっているだろう。あの馬鹿な義兄上は、本当にゲームだと思っていたのだ。愚かな──なんて愚かなんだ、義兄上は！　そういえば義兄上は死ぬ直前、なんだか楽しそうにあちこち走り回っていたぞ。きっと、ちっとも笑わない真ま面じ目めなだけの友達が、初めて自分から楽しいゲームを提案してくれたからって浮うかれていたのだろう！　馬鹿な義兄上──最後の最後、本当に命が消える最後の一瞬まで、貴様を疑いもせず自分が死ぬことすら理解していなかったのだろう。全く呆あきれた天使の義兄上だ！」

　哀しそうに、そしてどこか誇ほこらしげに、舞弓は極きわめて珍めずらしく声をあげて笑った。

「《蒐コレ集クト冥プルー王トー》を怪造しても声が聞けなかったと言ったな──当たり前だ。義兄上は世界に怨うらみなど遺のこさずに逝いってしまったのだからな！　ははは！　義兄上！　私はやはりあなたを尊敬する！　義兄上──最後まで誰だれにも負けず、最後まで誰も恨うらまなかった陸りく戦せん坂ざか砲ほう矢や！　あなたはやはり私の天使だ！　どうすればあなたに近づける？」

　歌うように口から零こぼれる舞弓の言葉に、倉波は変に納得したような顔をしていた。憑つき物が落ちたようにすっきりとした表情である。本当に、それだけが不思議で四年も待ち、砲矢の義妹である舞弓が成長するのを待っていたのだろう。不器用な勘かん違ちがいをずっと胸に抱かかえ、生き真面目に。

「先生。最後にこちらからも質問させて」

　伊依は、立ち尽つくす彼に低く問いかける。

　それは、ずっと気になっていた疑問だ。どうすれば、どんな理由があれば、世界を滅ぼそうなどと思いつめることができるのだろうかと、理解も納得もできなかった倉波の動機。

「四年前──どうして、あなたはゲームを始めたの？　どうして世界を滅ぼしてしまおうと思ったの？」

　人間は、世界が変わっていくのを恐おそれる。壊こわれてしまうのならばなおさらだろう。

　倉波は微かすかに首を傾かしげ、当たり前のように口にした。

「つまらなかったから──ですよ」

　それが理由。伊依は目を見開いて、彼の繊せん細さいそうな瞳ひとみを見つめた。

　倉波は短くつぶやいた。

「──そうですね、考えてみれば、それだけのことです。私はね、空井、ひどく真面目に生きてきました。努力して、成功して、認められ、長い階段を上がるように。で──ある日、砲矢のそばにいて気づいたんです。砲矢は、生きているのが楽しそうでした。それはもう、彼の生きている世界が、私の生きている世界とは違う世界なのではないかと思うくらい、差がありました」

　彼は静かに胸に手を当て、生まれて初めて正直に己おのれの内面を吐と露ろしたというように、自身も不思議そうな顔で独白をつづけた。

「理り不ふ尽じんだと思いました。私はこんなに努力しているのに、いつも砲矢のほうが認められ──そのくせ、彼のほうが楽しそうなんです。世界が二つあると思いました。やがて私は私の生きるこの世界がひどくつまらなくなってきて、そのころ──初めて怪レイ造・モ学ンス教テイ授アの資格試験に失敗し、挫ざ折せつし、努力しても、到とう達たつできない場所があると知って」

　そこで、嫌いやになったのか。

　たしかにそのような生き方は、面おも白しろくないだろうと思う。しかし、面白くないというだけで簡単に世界を滅ほろぼそうと思うものだろうか。つまらないゲームを床ゆかに叩たたきつけるように、いともあっさりと。そういうものなのだろうか。

　伊依にはわからなかった。それはきっと倉波にしかわからない感覚なのだろう。〝つまらない世界〟と彼が呼んでいる彼にしか見えない世界は、伊依が思っているよりもずっと嫌なものなのかもしれない。

「嫌になったから、長く生きるつもりがなくなって、最後に──これまで真面目に生きてきたのだから、遊ぼうと思ったわけです。それだけ。相手はもちろん砲矢でした。最後まで彼に勝てないだなんて、死んでも死にきれませんから──」

　そこで、ふと気づいたかのように彼は微び笑しようした。

「そうか──私は、あるいは砲矢の世界を壊してやろうと思ったのかもしれません。彼の世界に嫉しつ妬として、それを打ち砕くだいて満足しようとしたのかもしれません」

「…………倉波先生」

　伊依は、初めて、彼のことも助けたいと思った。壁かべにぶつかり、自棄やけになって、全すべてを投げ捨てようとしている倉波。それは二ヶ月前、《鳳フエニ凰ツクス》と相対していたときの伊依と同じだ。あのとき、魔ま王おうの怪造を実行したとき、世界なんて滅んでしまえと──一いつ瞬しゆんでも思わなかったと伊依は断言できるだろうか。全てが憎にくたらしくなって、目の前が白くなったあのときの自分に。

　けれど──そんな伊依を救ってくれた人々がいた。つまらない、意地悪な世界はきっと変えられる。壊してしまうのは──やはり駄だ目めなのだ。

　だから、倉波を止めなくてはならない。

　死んでしまった天使の代わりに、この可哀かわい相そうな怪モン造ステ学イス者トを。

　今度こそ、《鳳フエニ凰ツクス》のように最後まで救えないなんてことがないように。

「先生──それで、ゲームは楽しかった？」

　伊依は真っ直ぐに彼を見つめて、真しん摯しに問いを口にする。

「世界は、まだ、つまらないまま？」

　だとしたら、彼は変わらず世界の崩ほう壊かいを望むだろう。

「…………」

　倉波は無言で、ひどく儚はかなげに微笑した。伊依は《門ＧＡＴＥ》を嵌はめた手首を構え、舞弓も勢いよく《朧おぼろ武ぶ朧ろう》を抜ぬき放つ。返答を待たなくてもわかった。空気が凍こおりつく。こちらを敬遠して歩いていた通行人が短く悲鳴をあげる。イーヴィルが大きく口を開け、梅子が哀かなしげな顔で地面に降りた。両者の距きよ離りは──十メートルほどか。

　倉波が、哀しい顔でつぶやいた。

「……空井、私は楽しく遊ぶ才能がないようです」

　耳鳴りが伝でん播ぱしてくる。太陽を雲が隠かくし世界を薄うす暗ぐらい影かげで覆おおう。伊依は俯うつむいて──言葉では彼を止められなかったと自分の無力さに歯は嚙がみする。

〈泣きhowling──〉

　空気がイーヴィルに向けて収束し、街路樹が煽あおられて葉を散らしながら羽ばたく。

　ハウリングソウルダウン。世界を滅ぼす彼の能力。その真骨頂、本当の威い力りよくが今まさに発揮されようとしている──。

　伊依が、倉波が、舞弓が、梅子が、全員が──同時に動いた。

〈──叫ぶがいいsoul down〉

　能力が発現する前にイーヴィルを斬きろうと舞弓が跳とびだし、ぐにゃぐにゃと変化する光の刃やいばを目にも留まらぬ速度で振ふる。火花が弾はじけ、その一いち撃げきは倉波の横よこ薙なぎされた黒こつ剣けんの一撃で防がれる。その衝しよう撃げきだけで呪じゆ具ぐの剣は壊こわれたが、倉波はそれに構わずまた呪具らしき兜かぶとをかぶる。あれは──そうだ。今日の一度目の交戦でも、絶ぜつ叫きようしつづける人々のなか、彼だけは平然と行動をしていた。

「くっ──」

　反転し、返す刃でイーヴィルを狙ねらう舞弓の足下。

　黒い悪魔が大口を開け、世界を滅ぼす声で哭なく。

　間に合うか──。

　この方法で正しいか──。

　本当に効果があるものか──。

　疑問に思っている暇ひまも、余よ裕ゆうも伊依にはなかった。重たい腕うでを振り、掠かすれた喉のどの痛みを感じつつ伊依は叫ぶ。

「──《木霊メガオン》！」

　現れたのは不ふ揃ぞろいな大きさの、突とつ起きの少ない身体からだをした人形のような怪モ造ン生ス物ターたちだ。薄うす緑みどり色いろの光を膜まくのようにまとい、中空に浮ういているそれらはアンバランスなほど手が大きい。

　蛍ほたるのように光を放ち、降り注いできたのは二十体。

　それが、イーヴィルに対たい抗こうするため、伊依が怪造していた怪モ造ン生ス物ターだった。黒い悪魔が所有していた《魔ま力りよく》を消してしまう呪具で、気配を殺して上空に待機してもらっていたのだ。

　しかし一瞬早く、イーヴィルが哭き声を解き放つ。

「────────ッ」

　それは──人体に深く浸しん透とうする、全身を震ふるわせる甲かん高だかい声だった。一度、耳にしてしまえば全ては終わり、こちらも叫ばずにはいられなくなる魔の呪音。

　刹せつ那な、巻き起こる音速の反応。

　全員の周囲を取り囲むように散らばった《木霊メガオン》が、一いつ斉せいに光度を増してこちらには感知できない音を放つ。伊依のそばにも一体が降り、小さな身体を懸けん命めいに震わせて掌てのひらの穴から激しい音を放っている。

　音──そう、イーヴィルの能力は音だ。

　苦しまぎれにか、まだ余裕があったのか、伊依たちから逃のがれるためにこの能力を一度でも見せたのが間ま違ちがいだった。

　最初は、共きよう振しん現象のようなものだと思った。音とは空気の振動であり、物体に伝播して一定の距離に広がっていく。それが固有の振動数だった場合、特定の物体は激しく反応して大きな音を放つ。振動する物体の抵てい抗こうが少なければ少ないほど音は大きく、近くにその物体があればあるだけ音は伝わって際限なく広がっていく。

　イーヴィルの能力も、おそらくその共振現象と同じ。

　ただし、その悲鳴は人間から人間へと伝わっていく。

　伊依も自ら体感し、また次々と悲鳴をあげていく人々を見ていた。あのとき、イーヴィルの能力を知り、それが世界を滅ほろぼす危険性があるという確信を得たのだ。

　音とは、空気の振動に過ぎないが、それも一定以上に増ぞう幅ふくされれば破は壊かい力りよくとなる。

　およそ単位にして90dBに至ってから音は凶きよう器きへと変へん貌ぼうする。生物は副交感神経を刺し激げきされ眠ねむれなくなり、不快感を増大させ、音が大きくなるにしたがって思考が不可能になる。やがて脳の機能が破壊され、生物は例外なく狂くるい死にをする。

　もちろんその影えい響きようは生物だけに波は及きゆうするわけではない。

　振動は凶器である。大きすぎるそれは地じ震しんと変わらない。建物は倒とう壊かいし、地表は歪ゆがみ、山は崩くずれ、交通機関は全すべて破壊される。およそ現代文明が創つくりあげてきた全ての建築物は、原形をなくしてただの瓦が礫れきへと姿を変えるだろう。

　残るのは、脳を壊されて死んだ無数の亡なき骸がらと、機能をなくしたがらくたの山。地球という星が壊れるかどうかまではわからない。しかし確実に人類は滅めつ亡ぼうし、一つの世界が幕を降ろすだろう。

　冗じよう談だんでも、虚きよ勢せいでも、妄もう言げんでも、空想でもない。

　それは極きわめて現実的な、わかりやすい意味での世界の終わりだ。

　だが──その仕組みさえわかれば、止めて止まらぬものではない。

　世界を滅ぼしてやろうと哭き叫ぶ黒い悪魔を、ここで止める。倉波の破は滅めつ的な行動を止める。そして全て解決させて日常に帰るのだ。

　衝しよう撃げき波はに等しい音の直ちよく撃げきに吹ふき飛ばされ、舞弓が回転しながらも着地する。その刀からは真しん紅くの光が迸ほとばしり、彼女を守るように腕に足に絡からまりながら流れていく。

「な──!?」

　倉波が、そこでようやく異変に気づいたか、目を見開いて言う。

「──何故、絶叫が連れん鎖さしていかない？」

　そう──周囲の人々は怪モ造ン生ス物ターが乱れ舞うこの光景に驚おどろき、逃にげ惑まどいながらも先刻のように引きつって絶叫することはない。なかには悲鳴をあげている者もいるが、その叫び声はどこにも伝でん播ぱせず虚こ空くうに響ひびくのみ。

　人々が駅舎まで避ひ難なんし、執しつ行こう部ぶが駆かけつけてくるのも時間の問題と思った伊依は全てを終わらせるため言葉を紡つむぐ。

「《木霊メガオン》は音を操る怪モ造ン生ス物ター。漠ばく然ぜんとした能力だけど、今はそれだけで充じゆう分ぶん。本当は周囲の人間たちに向くはずだった哭き声を、歪めて誰だれの耳にも届かないようにしてしまえばいい」

　考えてみれば簡単な理り屈くつだ。

　イーヴィルのハウリングソウルダウンはたとえるなら小さな種火である。

　火が燃えていたとして、周囲が火事にならないようにするにはどうすればいいか。簡単だ。包めばいい。絶対に燃えない何かで、その火を囲んでしまえばいい。閉じこめられた種火は何を燃やすこともなく、やがて酸素を消費し尽つくして自ら消えていく。

　イーヴィルだって、永遠に叫さけんでいられるわけもない。あとは持久戦だ。どれだけこの状じよう況きようを維い持じできるか。それに全てがかかっている。

「──────」

　何かを叫んでいるようだが、こちらまでイーヴィルの声なき声は届かない。しかし彼は強力な怪モ造ン生ス物ターだ。《木霊メガオン》も初めての経験なのだろう、慣れない感じに危なっかしく必死で音を防いでいる。二十体の《木霊メガオン》で、ようやく防げる悪イーヴ魔イルの悲鳴。

　つまり──。

「答えは簡単。一匹ぴき一匹──こいつらを始末していけばいい」

　倉波が動き、マントを翻ひるがえして無数の錐きりを解き放つ。

「させるかッ！」

　真しん紅くの光に加護された舞弓が、《木霊メガオン》の造りあげたドーム状の安全圏けんから跳とびだして錐を追う。その揺ゆれ動く光の刃やいばが神速で振ふられ、次々と錐が打ち落とされる。

　しかし──いけない。舞弓はどうもあの光の剣けんを制せい御ぎよできていないようだ。この状態の彼女は理性を制御しにくいのだという。暴走するように光を噴ふきあげ、荒あれ狂うその刃こそが《木霊メガオン》を切り裂さきそうに見える。

「……良いことを教えてあげましょう、舞」

　倉波はしゃらんとまた黒くろ塗ぬりの剣を抜ぬく。いったいあのマントの下にどれだけの呪じゆ具ぐを隠かくしているのだろう。そう思いながら、伊依は懸けん命めいに《木霊メガオン》に指示を飛ばしていく。どこへ動くか。どう動くか。全体を俯ふ瞰かんして、最善の行動をお願いしていく。これは彼らにしか頼たのめないこと。

　彼らの同どう胞ほうの一体は、かつて伊依のせいで焼け死んだ。

　けれど──彼らは、こうして今も伊依を助けてくれる。怪モ造ン生ス物ターは怪モン造ステ学イス者トに絶対服従というわけではない。倉波はあの黒い呪具で怪モ造ン生ス物ターを制御していたようだが、伊依にはそんな方法はわからないし、やりたいとも思わない。

　怪モ造ン生ス物ターは道具ではない。

　いつでも伊依の友達だった。

　だから、お願いなのだ。命令ではなく。怪モ造ン生ス物ターに命令できるほど自分は偉えらい存在ではない。実験で大量に怪モ造ン生ス物ターを殺してきた空すかい井い滅めつ作さくの娘むすめだし、学校では落ちこぼれだし、何度も何度も間ま違ちがえてきた。

　けれど──そんな自分に、怪モ造ン生ス物ターたちは当然のように応えてくれた。それは呪具で制御していては不可能な、彼らが最大限に力を発揮してくれるからこその動き。

　糸を織りこむように、イーヴィルの叫びを封ふうじ、《木霊メガオン》たちはがんばっているし、伊依も命を削けずって必死で指示を飛ばしている。イーヴィルの声がちょっとでも外に漏もれたらお終しまいなのだ。油断はできないし、妥だ協きようだってできはしない。

　一いつ瞬しゆんでも気を抜けない。たとえ気絶したって根こん性じようで指示だけ飛ばしてやる。

　一方、そのような状況なのに、倉波はひどく冷静だった。

「舞──学校はどうですか？」

　それはこの場にあって、あまりにも不ふ釣つりあいな、吞のん気きともとれる発言だった。舞弓はぴくりと眉まゆを動かしながらも、哮たけりたつ剣を握にぎりしめて彼に襲おそいかかる。その太刀筋を、重い一いち撃げきを、倉波は紙かみ一ひと重えでかわしていく。彼が立ち塞ふさがっているので、伊依たちはイーヴィルに近づけない。

　倉波はなおも淡たん々たんと語る。

「学校で、他の生徒たちの怪造を見ましたか？　それで、どう思いました？　思って──君のそれが怪造だとまだ信じていますか？」

「これは──」

　舞弓は大地を踏ふみしめ、横よこ薙なぎの一撃を放つ。これもしゃがんで避よけ、倉波は冷静に《木霊メガオン》へ向けて手しゆ裏り剣けんのような呪具を放る。捨て置けず、舞弓は彼から距きよ離りをとって手裏剣を追い落とす。

　そして叫ぶ。縋すがるように。

「これは私の怪造剣だ！」

「そんな言葉はありません」

　冷れい徹てつに、倉波は言い放つ。

「君のそれはね、物造ですよ、舞弓」

「────」

　歪わい曲きよくした音が氾はん濫らんする世界で、呪具の権けん威いは断言した。

「物ぶつ造ぞう。虚界アンダカから生物以外の物質──いわゆる虚マテ界リ呪ア具ルを召しよう喚かんする技術です。実在は認められているものの、物造の成功例は過去に一件だけ。現界カナイに実在する虚マテ界リ呪ア具ルの数は零ゼロ──と言われています」

　彼の視線は明確に《朧武朧》を見つめながらなんでもないように告げた。

「知っていますか？　過去、物造という奇き跡せきに成功した唯ゆい一いつの女性は名を戦たたか橋はしといったそうです。そして彼女が物造した虚マテ界リ呪ア具ルは──巨きよ大だいな鎧よろいと、一ひと振ふりの刀だったといいます」

「戦橋──」

　舞弓が語っていた。彼女は陸戦坂に預けられた義娘なのだという。本当の親は顔も知らず、ただ彼らが残してくれた唯一のものが《朧武朧》なのだという。

「それが──それが私の」

　彼女の瞳ひとみに、希望と不安が溢あふれて混ざる。

「母親でしょうね。砲矢は教えてくれませんでしたか？　ま──とっくの昔に死んでいる女です、教えようが教えまいがどちらでも変わらないでしょうが」

「────」

　それは、ひどく意地悪な台詞せりふだった。もちろん舞弓だっていくら強くても普ふ通つうの人間だ、その言葉に揺ゆれて──一瞬、硬こう直ちよくし。

「やはり君には、精神的な攻こう撃げきのほうが効くようですね」

　倉波は冷れい酷こくに言うと、動どう揺ようする舞弓の太ふと股ももを黒塗りの剣で抉えぐった。血が飛び、とっさに身をかわした舞弓は地面に手をついて転がるのを防ぐ。そこを追つい撃げきする倉波の血刀。舞弓も反転して避けるが、避けきれず肌はだを服を切り裂かれ傷ついていく。

　血霧が舞う。

　跳はねあがり、気合だろう──かなり深く足を斬きられているのに舞弓は立ちあがる。呼吸が荒あらくなっている。その額には、ぷつぷつと脂あぶら汗あせも浮うかんでいる。

「……本当に、君は強い。太刀たち筋すじが砲矢に良く似ています。あれは剣術を学んだわけではなかったのに妙みようなほど強かったものです」

　戦せん闘とうの最中だというのに、倉波は何かを思案しているような、記き憶おくを反はん芻すうしているような心ここにない表情をしていた。

　一方──かなり厳しいのだろう、ふらつきながら舞弓は倉波を睨にらみつけている。

　まずは彼を倒たおさないと──伊依の作戦も達成できない。それどころか、一体でも《木霊メガオン》がやられてしまえばイーヴィルの声が溢れて世界の終わりだ。

　舞弓に、打ち勝ってもらわなくては。

　切り離はなされた音の渦うずの中、巻きこまれた人間と怪モ造ン生ス物ターは等しく猛もう烈れつに戦っていた。

　倉波は余よ裕ゆうげに刃やいばの血を振ふると、さらに一本の剣を取りだして二刀流の構えをとる。一本は守りの刃、もう一本は攻せめの刃。

「これでも、肉体強化の呪じゆ具ぐでかなり筋力を上げているのですが、それでもどうにか殺されないのがやっとというところです。あるのは、技術と経験の差のみか──舞、強くなりましたね」

「貴様に褒ほめられて嬉うれしいものか……！」

　舞弓が吐はき捨て、猛もう然ぜんと倉波に挑いどみかかる。しかし太股が痛むのか、その動きは伊依から見てもどこかおかしい。

　そこを見み逃のがす倉波ではない。

　守りの刃すらつかわず舞弓の刀を避け、彼は二本の剣を同時に振るう。舞弓の両りよう肩かたが派は手でに血をぶちあげ、舞弓は刀を取り落としそうになる。

「舞さん！」

　思わず叫さけぶが、舞弓の瞳は依い然ぜんさらに強く燃えあがっていた。

「くるな、〝不死鳥殺し〟！　適材適所と言っただろう！」

　震ふるえる身体からだに気合を伝導させ、侍さむらい少女が意地のように叫ぶ。

「こいつは──私が倒す！　私が倒さなくてはならないのだ！」

「…………」

　満まん身しん創そう痍いの舞弓に対して、倉波は余裕げに立っている。彼我の余力の差は圧あつ倒とう的だった。しかし──ここで伊依が助けに入っても、邪じや魔まになるだけで役にたちはしない。適材適所。嫌いやな言葉だ──自分も口にした言葉だが、なんという性しよう悪わるな戒いましめだろう。

　倉波はまた二刀流の構えをとる。兜かぶとを被かぶったその姿はどこか映画や漫まん画がに登場する悪の首領といった感じがした。ならば、正義の味方が負けるわけはない──伊依は、願いながら《木霊メガオン》たちの制せい御ぎよをつづける。イーヴィルは哭き声をあげつづけ、徐じよ々じよに《木霊メガオン》が造りあげている音の防ぼう壁へきを打ち破ろうと膨ぼう張ちようをし始めている。

「……《木霊メガオン》ごときでイーヴィルを止めようとは、なかなか考えたものですが──それでは、制止にはなるにせよ根本的な解決にはなりません。そして根比べならば──こちらが圧倒的に有利ですよ、空井」

　そう──イーヴィルは疲ひ労ろうして力を失うというより、だんだんと声の強さを増しているような気がする。いつか声を嗄からして限界がくると思っていたが、読み間ま違ちがえたか……？

　焦あせる伊依に、倉波はさらに心理的な重圧をかけてくる。

「どうして私が世界の終わりまで七日と言ったかわかりますか？　そのとき、最もイーヴィルが強大な声をあげることができるからです。イーヴィルは七日を力の充じゆう塡てんに捧ささげ、その許容量が限界に達したとき最も大きな声をあげることができます。彼は、こうしているうちにも、力の充塡をつづけています。今、解き放たれている声などその一部に過ぎません。時が満ちれば──ちゃちな防壁など突つき破ってその声は世界を駆かけめぐるでしょう」

　そうなれば、世界は終わりだ。

　計算外の事態に、伊依は小さく歯は嚙がみする。読めない展開ではなかったというのに……。しかし、これで本当にこちらの余裕がなくなった。形勢は逆転し、倉波がこちらを圧倒してくる。

「ふむ、私がこんなに語るとは、珍めずらしい。無む駄だな会話は嫌きらいだったはずですが。私は自覚しないうちに楽しんでいるのでしょうか？──楽しんだことなどこれまでの人生で一度もないというのに」

　たしかに、彼はどこか活いき活きしているように見えた。彼自身もそれが不思議なのか、変形し槍やりと化した舞弓の《朧武朧》を弾はじきながら独語している。

「──舞、現界カナイの法則を無視したその刀は間違いなく虚マテ界リ呪ア具ルです。私にはわかる。私だからこそ──わかる。現界カナイの呪具は、知能の高い怪モ造ン生ス物ターが語った虚マテ界リ呪ア具ルを参考に、現界カナイの科学力と怪造学を組みあわせて創りあげた劣レプ化模造品リカに過ぎません。その刀は──単体では、間違いなく私の創った呪具より強いです」

　言葉通り、槍の一撃を防いだ黒くろ塗ぬりの剣はそれだけであっさりと粉ふん砕さいされる。強度が違う。威い力りよくが違う。何もかもが違う。

　倉波が残った刀を握にぎりしめて攻める。槍の間合いを外し、接近戦から鋭するどい突きをくりだす。舞弓は間かん一いつ髪ぱつでかわし、槍を刀に戻もどすと体勢を崩くずしながらも反撃にでる。

　そこで伊依は気づく。

　いつのまにか──舞弓は《木霊メガオン》が造りあげた音の防壁の際に追いつめられている。その背後には一体の《木霊メガオン》。舞弓もそれに気づき、ギリ、と歯は軋ぎしりをする。

「舞、これは砲矢が生前に語っていたことですが──」

　砲矢の名に反応する彼女を、倉波は淡たん々たんと剣で刻んでいく。皮ひ膚ふが裂さけ、舞弓の口元から初めて悲鳴が漏もれる。

「──その刀は、砲矢や、他の人間が扱あつかうぶんには普ふ通つうの刀らしい。こっそり解かい析せきしてみたところ、その刀はアンダカストーンによく似た金属でできています。現在どこに存在しているか知りませんが──刀と同時に物造されたという鎧よろいも、同様なのかもしれません。それら二種類の虚マテ界リ呪ア具ルは、理由は知りませんが君の母を選んで現界カナイに召しよう喚かんされました」

　アンダカストーン──。現界カナイと虚界アンダカを繫つなぐ、伊依の《門ＧＡＴＥ》にも使われている貴重な鉱物だ。だが、それに似た鉱物なんて聞いたこともない。

　倉波は当たり前のように言う。

「つまり、それは私たち怪モン造ステ学イス者トにとっての《門ＧＡＴＥ》と同格の存在なんです。怪造ができない君にはわかるでしょう──舞、怪造には、アンダカストーンと波長を合わせる特とく殊しゆな才能が必要です」

　そうだ。《門ＧＡＴＥ》を嵌はめ、呪じゆ文もんを唱えるだけでは怪モ造ン生ス物ターを怪造できない。虚界アンダカと同調シンクロし、その世界を自由に探たん索さくできる才能が必要なのだ。

　すなわち、舞弓には、物造の才能があったということか。虚マテ界リ呪ア具ルの刀──《朧武朧》に選ばれた、希け有うなる才能を持つ少女──それが、戦たたか橋はし舞まい弓ゆみなのだった。

「物造の理論はわかりません。その刀を変化させるという現象が物造なのか、あるいはその刀の能力でしかないのか──ですが、君が操るその力は、間違いなく物造の範はん疇ちゆうに含ふくまれるものなんです」

「だからどうした……！」

　舞弓は叫び、気絶するほど痛むだろうに止まらずに戦いつづける。

「私がどうだとか、母がどうだとか、刀がどうだとか！　知るものか！　くだらぬ御ご託たくを並べたて──いつからそんなに明るい性格になった、倉波！　気に食わんからもう斬きり捨てる！」

　烈れつ風ぷうのごとく流れる舞弓の一撃が倉波を弾き飛ばし、彼の全身を地面に叩たたきつける。はぁッと苦しそうな息を吐はき、舞弓はさらに傷ついた身体からだを倉波に走らせる。

　倉波が黒剣を握り、強化された筋力に任せて迅じん速そくに立ちあがる。

　舞弓は刀を振ふるい、最後に残った彼の剣を中途から両断する。

「ま──たしかにどうでもいい話でしたね。君を精神的に揺ゆさぶるだけのつもりが、つい長々と語ってしまいました。あぁ、一いつ生しよう涯がいに語るべき言葉を語り尽つくした気がします。あるいはこれまでに封ふうじこめてきた全ての言葉が氾はん濫らんしたか──まぁいい」

　真面目に、目立たず、砲矢の陰かげで生きてきた男は、身にまとっていたマントをいきなり脱ぬぐとしゅるしゅるとまとめた。

　これまでいくつもの呪具を手品のように隠かくしていた、何の変へん哲てつもない闇やみ色のマント──それは見る間に先せん端たんから尖とがり、先ほどから彼がつかっている黒塗りの刀へと姿を変えた。

　否──似ているが、わずかに違う。こちらの剣けんのほうが長く太く禍まが々まがしい。

「この刀は《ＶＥＮ胃ＴＥＲ袋》と名づけた私の最高傑けつ作さくです。刀身が亜あ空間となっていて、触ふれたものを虚きよ無むへと飲みこむ。ま──普ふ段だんは呪具を収納する倉庫へと能力を限定していますが」

　面めん倒どうそうに説明し、倉波は傷つき普段のように動けない舞弓を見る。

「……十年。否、それ以上か」

　懐なつかしむように、一いつ瞬しゆんだけ目を細め。

「長い間ありがとう──あぁ、天国で砲矢にも伝えてください。あのときは動転していてつい言いそびれてしまいましたから」

「倉波」

　舞弓は、瞳ひとみを憤ふん怒ぬに燃やして吠ほえた。

「その言葉は自分で義兄上に伝えるがいい！　もっとも──地じ獄ごくと天国は遠い、声は届かぬだろうがな！」

　真しん紅くの光が歪わい曲きよくし、長い弓矢の形になる。そのまま、彼女は正しい姿勢で次々と征そ矢やを解き放つ。

「甘い──」

　倉波が、ぐん、と沈しずむ。

　そして下から上への抉えぐりこむような剣けん撃げきを滑すべらせる。

《ＶＥＮＴＥＲ》が矢に触れると、名前通りに吸いこんでしまう。舞弓は虚無へと消された矢を一いち瞥べつし、暴走をつづける《朧武朧》を元の形状に戻す。

　駄だ目めだ──このままでは。

　なお悪いことに、膨ふくれあがるイーヴィルの哭なき声に防ぼう壁へきが揺さぶられ、《木霊メガオン》たちが制せい御ぎよし損そこねたノイズが撒まき散らされる。周囲には人ひと影かげが少なくなったが、駅舎には大勢の人々がいるし、物好きなことに近くまできて見物している野次馬もいる。

　いけない。ハウリングソウルダウンが一人にでも伝染したら、その瞬間に共きよう振しんが始まりこの町を国を世界を飲みこんでいく。

〈伊依！　わたしがいく！〉

　ここで──梅子が飛びだした。

　咄とつ嗟さのことで反応ができなかった。

　怯おびえて、陰に隠れて、伊依の服を摑つかんで震ふるえていた彼女。梅子は恐おそれを見せず、覚かく悟ごを決めた表情でイーヴィルに向かっていく。黒い悪魔はこの白い天使の行動を、どこか嘲あざ笑わらうように目元を微かすかに歪ゆがめた。

「駄目！　梅子ちゃん！　まだ倉波先生が！」

　叫さけぶと、伊依が精神を乱したからか《木霊メガオン》の統制が甘くなり、ノイズがひどくなる。慌あわてて、精神を研とぎ澄すませる。また──目の前で、何もできず、大切な怪モ造ン生ス物ターを失ってしまうのか──？

「梅子ちゃん！」

　名前を呼ぶと、梅子は肩かた越ごしにちらりとこちらを見た。

　そしてつぶやく。悪戯いたずらっぽく、小さな声で。

〈じゃあね、伊依。泣き虫な怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グ〉

　気づく。伊依は泣いている。情けなく顔をぐしゃぐしゃにして。他に方法はなかったのか。いつでも何かをするたびに後こう悔かいする。

　また──また、自分は、また！

　心優やさしき《雪クールキ童ユーテイ》──桃子が最さい期ごに見せた表情が梅子と重なる。

「む──」

　倉波が反応し、舞弓から飛び退くと真っ先に梅子を狙ねらう。

　抜ぬけられるか──否、遅おそすぎる。残ざん酷こくに遅すぎる。舞弓を救うためか、全すべてを賭かけて走っていった梅子の横、獣けもののように倉波が襲おそいかかり──。

　駄目だ。何か──何かを怪造して。

「現界カナイの扉とびらを打ち開けて──」

　間にあわない。

　ぽう、と伊依の《門ＧＡＴＥ》が輝かがやいた。

　瞬間。

　びぎりッ。

「────」

　放たれる──破は壊かい力りよく。一瞬、魔ま王おうが境界をぶち破って現れたのかと思った。しかし違ちがう。今のは、違う。飛ひ翔しようした透とう明めい色の破壊粒りゆう子しは、害意なく、ただどこか優しい光に包まれていて──。

　伊依は見る。無意識のうちに刻んでいた呪印。この形。見覚えがある。
















　ずぅっと昔、いちばん最初に覚えた形。

　何度も何度もくりかえして、すっかり癖くせになってしまった指の形。

　右手。中指と人差し指を残して小指と薬指を折り、親指を限界まで横に伸のばした基本的な呪印。意味は──確か、友好の意味。あまり意味のない、単純な親愛表現。

　その呪印に応え、《門ＧＡＴＥ》からは細く、しなやかな指がちょっとだけ覗のぞいている。完全に姿を現すのを躊躇ためらっているような、こっそり隠かくれているような指二本。

　その指に見覚えはなかったのだけど、なんでだか、胸には衝しよう撃げきがはしった。

　──これは。

「おぉッ？」

　梅子に肉にく薄はくしていた倉波は左半身をその一いち撃げきに打たれ、もんどりうって回転しながら倒たおれた。その黒くろ甲かつ冑ちゆう。腰こしから肩かたにかけての部分が完全に凍こおりついている。

　氷……冷気？

「まさか……」

　親愛の呪印に応こたえてくれる、冷気遣づかいの怪モ造ン生ス物ター──。

　伊依には心当たりがあった。だが見るともうすでに《門ＧＡＴＥ》は閉じていた。

　自らの意志で適当な呪じゆ文もんや呪印に便乗し、現界カナイに現れる怪モ造ン生ス物ター。それは偶アク発シデ的ン怪ト・造モン生物スターと呼ばれる極きわめて珍めずらしい種類だ。彼女は──そんな怪モ造ン生ス物ターではなかったはず。

　考えているうちにも梅子はイーヴィルに迫せまっている。ぴきりぺきりぴきりぴきり、と鈴すずのような声をあげ、イーヴィルのハウリングソウルダウンを中和しながら。

「な──駄だ目めだ！　止まれ！」

　ぼろぼろの舞弓が、声を裏返して叫さけんだ。

「君とイーヴィルが接せつ触しよくすると世界が滅ほろぶのだ！　近づいては駄目だ──梅子、気でも違ちがったか！」

　一方、倉波は信じられないという顔で伊依を振ふり返った。

「空井──そこまで気づいていましたか！」

　その言葉で伊依は確信する。

「舞さん！　その規則ルールを舞さんに説明したのは誰だれ!?」

　矢や継つぎ早ばやに真相を口にする。

「それは神！　倉波先生！　あたしたちの敵対者！　ねぇ舞さん──どうして、そんなひとの言葉を信じてるの？　信じている根こん拠きよは何？　考えてみてよ、梅子ちゃんとイーヴィルが接触して、世界が滅ぶなんてどこにも根拠のない言葉なんだよ！」

　そうだ。それは奇き妙みようなことだったのだ。

　最初に変だと思ったのは、梅子が襲われたということだった。

　梅子を殺せば舞弓の勝ち。そういう規則ではなかったか。なのに、倉波は伊依が舞弓の味方につき、梅子を殺さずに勝つという方針を打ちたててから、何故だか梅子を狙ねらってきた。神社でも、そして今も。

　おかしいと思わないのが変なのだ。

　そして──キーワードは《愛シヤ天リテコ使ラール》。誰もが梅子に似ていると言った、伊依も実際に図ず鑑かんで確認したその怪モ造ン生ス物ターは、灰色、あるいは黒と白が入り交じったような体色をした怪モ造ン生ス物ターだった。梅子たちより少し背が高く、雰ふん囲い気きも違ったので関係ないのかなと一度は首を傾かしげたが。

　関係ないわけがなかったのだ。

　規則ルールの一つにこういうものがあった。梅子とイーヴィルが接触し、融ゆう合ごうすれば世界が滅ぶ。不思議に思わなかったのが自分でもおかしい。〝融合〟って、いったい何だそれは。

　そこで伊依は仮説を立てた。

　梅子とイーヴィルは、元は《愛シヤ天リテコ使ラール》という一体の怪モ造ン生ス物ターではなかったのだろうか。怪モ造ン生ス物ターには夥おびただしいほどの種類がいる。分ぶん裂れつする怪モ造ン生ス物ターがいても不思議ではないだろう。

「くっ……！」

　表情から余よ裕ゆうをなくし、凍りついた半身は捨て置くつもりか、片手で《ＶＥＮＴＥＲ》を握にぎり倉波は梅子を追う。

「貴様──まだ私たちを謀はかっていたというのかッ！」

　叫び、舞弓が立ち塞ふさがる。邪じや魔まだというように倉波が《ＶＥＮＴＥＲ》を振るうも、無限に伸びていく《朧武朧》を喰くらい尽つくすには至らない。

〈──────ッ!!〉

　イーヴィルは梅子を寄せつけないためにかさらに大声を張りあげる。しかし梅子も負けてはいない。必死な声で中和をつづける。距きよ離りが少しずつ縮まり、動けないのか仰のけ反るだけのイーヴィルに梅子が迫る。残り二メートル。一メートル──。

「梅子ちゃん……！」

　伊依は、その後ろ姿に涙なみだを堪こらえることができない。

　考えてみれば簡単なこと。

　それは、神が仕し掛かけた意地悪な罠わな。ゲームの規則にのっとって、舞弓が梅子を殺したとき、世界の滅めつ亡ぼうは確定してしまうはずだった。

　梅子は──イーヴィルの制せい御ぎよ装置だったのだ。

《愛シヤ天リテコ使ラール》の能力は、他人を幸福感で満たすこと。それは〝共感〟の能力だと《怪モ造ン生ス物ター百科》では説明されていた。誰かが笑うと、つられて自分も笑みになり、幸せになってしまう──そんな経験は誰にでもあるだろう。《愛シヤ天リテコ使ラール》の創りだす幸せとは、そういうものだった。

　きっと、朗らかな唄うたでも歌い。

　周囲の人々に笑え顔がおを、幸せを伝わらせるだけの能力。

　そこから〝優しさ〟などの〝善い感情〟を取り除けば、残るのは共感の能力と、罪悪感をもたない純じゆん粋すいな悪い心だけだ。幸福を生む天使から、綺き麗れいな部分を全て落とせば堕だ天てん使し──悪あく魔まになる。

　それこそが、黒イいー悪ヴ魔イル。周囲に絶ぜつ叫きようを伝でん播ぱさせ、連れん鎖ささせることで人類を残らず狂きよう死しさせ、その集合し増大した悲鳴で全てを壊こわしきる、破は壊かいの権ごん化げ。

　梅子は、取り除かれた部分──。善意。誰かの心を善意に向ける、ただそれだけの役割しか持たない安セーフ全テイ装デバ置イス。

　それを残しておいたのは倉波の悪意ゆえか。梅子がいなければ、ゲームが成り立たない。けれどゲームに従って舞弓が梅子を殺していたら、世界の滅亡は決定的になる。つまり──舞弓が世界の滅亡、その引き金を引いたことになり、舞弓は完全な敗北感に打ちのめされる。

　おそらくそのための、倉波の勝利に花を添そえるためだけの意地悪な規則。

　しかし──その罠に気づいたことが、伊依たちと世界を救った。

　規則を破り、二体を融合させれば、彼女は《愛シヤ天リテコ使ラール》に戻もどる。戻れば、すでにその怪モ造ン生ス物ターには世界を滅亡させる力などない。本当の、たった一つの、それが伊依たちの勝利条件。

　当然──それを倉波が許すはずもない。

「邪魔だッ！」

　なりふり構わず薙なぎ払われた《ＶＥＮＴＥＲ》と、真まっ直すぐに振り落とされた《朧武朧》が激げき突とつする。真しん紅くと黒が喰らいあう。一方は創造。一方は減殺。力の違いか。虚マテ界リ呪ア具ルと呪じゆ具ぐの違いか。

「────!?」

《ＶＥＮＴＥＲ》が──みしりっ、と悲鳴をあげる。

　その一いつ瞬しゆんだけで充じゆう分ぶんだった。

　梅子はイーヴィルに跳とびつくと。

〈──〝わたし〟に還かえろう？……イーヴィル〉

　静かにつぶやき、目を閉じた。

〈い──嫌いやだ。我は〉

　イーヴィルは哭なき声を中断し、悲痛な表情で叫さけんだ。

〈暴れたい！　壊し足りない！　殺し足りない！〉

〈ごめんね──わたしのなかの〝悪〟〉

　融とけて、混ざって、陰いん陽ようの怪モ造ン生ス物ターは。

〈だけど、安心して──多分、わたしと同じように、伊依は〝わたしたち〟を大切にしてくれる。だから、信じてるから、わたしは怖こわくない。〝わたし〟が消えるのも怖くない〉

　最後に、梅子が肩かた越ごしに微笑ほほえんだ。

〈さよならじゃないから、伊依〉

　そして光が燦さん然ぜんと輝かがやき、二体の怪モ造ン生ス物ターが融ゆう合ごうを終える。残ったのは、呆ぼう然ぜんと立つ一体の《愛シヤ天リテコ使ラール》。

「あ──」

　敗北が確定した瞬間、倉波は棒立ちになる。

「貴様も言うほど心理的な揺ゆれに強くないではないか、倉波！」

　舞弓の声に、倉波が《ＶＥＮＴＥＲ》を構える。しかし遅おそい。遅すぎる。すでに舞弓の刀は真しん紅くの軌き道どうで倉波を捉とらえていた。

　伊依は──咄とつ嗟さに。

「舞さん！　殺しちゃ駄だ目め！」

　いくら義兄あにの仇かたきとはいえ、誰だれかを殺すのはいけないことだ。それでは、伊依と同じで、心に誰かを殺したという闇やみを抱かかえて生きていくことになる。

　それは駄目だ。

　正義の味方に──そんな闇は必要ない。

　思っているうちに、舞弓の《朧武朧》が《ＶＥＮＴＥＲ》を砕くだき倉波の鎧よろいに炸さく裂れつする。弾はじける火花。転がる倉波に舞弓は、駄だ目め押おしだというように脳天への一いち撃げきを食くらわせる。

　嫌な音がした。

「安心したまえ──」

　舞弓は、姫ひめのように令れい嬢じようのように悠ゆう然ぜんと振ふり返り。

「──君がそう言うと思って、きちんと峰みね打うちだ」

　爽さわやかに笑った。

　彼女も──何かが変わっていて、きっと何かを乗り越こえていた。
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「…………」

　そして、戦橋舞弓は、笑え顔がおのまま傾かしいでいくとその場にどったりと倒たおれた。見ると、《愛シヤ天リテコ使ラール》も融合のせいで本調子ではないのか、灰色の身体からだを徐じよ々じよに黒と白へと色分けしながら、力ちから尽つきたみたいにその場に倒れてしまった。みんな、とっくの昔に限界だったのだ。

　もちろん、伊依も。

「ご苦労様」

　伊依は《木霊メガオン》たちに笑いかける。彼らはまだわずかに余力があるようで、ふわふわと浮ういて倒れた戦士を照らしてくれている。周囲にいた野次馬の誰かが大声で救急車やパトカーを呼べと叫んでいる。大だい丈じよう夫ぶかーと声が響ひびき、あぁ、なんだか平和だと伊依は笑った。

　思うと、膝ひざから腰こしが抜ぬけて、ぺったりと尻しり餅もちをついてしまった。ツインテイルが元気なく垂れさがる。疲つかれた。本当に──けれど、今度こそ、うまくやれたのかもしれない。

　今度こそ、間ま違ちがえずに、終わらせることができたかもしれない。

「あぁー……」

　吐と息いきを漏もらし、伊依は自覚するとめちゃくちゃ痛い筋肉痛に涙なみだ目めになる。今日はあちこち走り回ったから。考えて、伊依はずっと黙だまっていた髑どく髏ろの首くび飾かざりを見る。

「父さん。疲れちゃった。帰りたいよ。寮りように。血ち影かげさんの料理が食べたいなぁ。影かげ文ふみくんとゲームしたいなぁ。カービィちゃんとお喋しやべりしたいなぁ。学校に行きたいなぁ。もう──今回みたいなの、本当あんまり歓かん迎げいしたくないよ……」

『…………』

　滅作は押し黙っている。それが不自然に思えて、伊依が彼を見下ろすと──同時に、ひどく気け怠だるげな声がした。

「こーんばーんわー」

　吐息が触ふれそうな距きよ離りに、一人の少女が座りこんでいる。

　血色の三つ編み。入いれ墨ずみ。手首に光るのは金色の《門ＧＡＴＥ》。

「執しつ行こう部ぶー、でーっす。ちーす」

　間延びした彼女の言葉に伊依は戦せん慄りつする。

　怪造学会執行部──。

　見ると、周囲を異様な人物たちが取り囲んでいた。

　その外見があからさまに猟りよう奇き的だった。いわゆる何というのだろうか、頭部をすっぽりと少女の髪かみの毛と同じ色のフードで覆おおい、丸い穴で目と口の部分だけをわずかに露ろ出しゆつさせている。そのくせ体格は誰もががっしりとしていて、筋肉質で、鍛きたえあげられた肉体を近代的なスーツで覆っている。手には恐おそらく実じつ弾だん搭とう載さいの怪造学会特製銃じゆう剣けん。

　どこかの怪あやしい宗教団体か、闇の組織の幹部たちか──そう声高に突つっこみたくなる、しかしこうまで集まると怖こわくて誰にも文句を言えない、そんな嫌いやすぎる威い圧あつ感かんというか雰ふん囲い気きをもっている恐るべき集団だった。

　彼らが──対怪モン造ス生タ物ー災害ハザード専門特とく殊しゆ部隊、怪造学会執行部。

　だとすると──この、しなだれるような微び妙みような姿勢で伊依の横に座る彼女は……。

「んー。俺？」

　声にだしてはいないのに察したのか、彼女は独特の口調で名乗った。

「俺っすかぁー。俺はね、爆はぜ川かわ嫌や凪なぎ。えー、うん、あれだー、執行部部長。まぁ嬢じようちゃんが悪いことするつもりないなら俺の名前なんか覚えなくてもいいけどー。するつもりなら覚えとけ、嫌凪と聞いたら土下座して謝れよぉー。逃にげたりしたら謝ったときの七倍くらい酷ひどい目にあうからー。ぶっちゃけ殺すー」

　にへ、と嫌凪は可か憐れんに笑った。あまりにも自然に笑うのでちょっと不気味だったくらいだ。そのまま彼女は無ぶ遠えん慮りよに伊依をじろじろと見つめる。

「ふぅん。あのオッサンの遺伝子が外見に受け継つがれなくてヨカッタネ。似てねぇー。らぶーい。本当に本当、っすかー？　マジにあの鬼おにみたいなオッサンの子供？　へぇん宇宙木がよぉー、オッサンとは正反対とか言ってたけどよぉー、中身じゃなくて外見の話だったのね。中身知らねぇけどーってかオッサン髑髏になってんだっけ！　わわっ！」

　跳とびあがり、嫌凪はものすごく嬉うれしそうな顔をする。そして伊依が首からぶら下げる、滅作の魂たましいが封ふう印いんされた髑髏の首飾りに頰ほおを染めて挨あい拶さつする。

「オッサンオッサン。俺だ！　嫌凪だ！　死ね！　ってか死んでる！　ぶっぶっぶっぶらぼぉー！　へへぇんせっかく死んだと思ったのに生きてやがったか変態親父おやじ！　糞クソ親父！　嬉しいぜぇー嬉しいよぉー！　なんだ喋れねぇのか？　つまんねぇよぉでも嬉しいよぉ、死ね！」

『……相変わらずだなこいつは』

　滅作は滅作で珍めずらしく楽しそうな声をあげた。

『あー、俺な、生きてるころは執行部長だったんだが、こいつそのときの部下なんだよ。はぁん、怪レイ造・モ学ンス教テイ授アになりやがったのか。まぁ昔っから目め端はしは利きくほうだったがよ……』

　よくわからないが、彼女は滅作の生きているころからの知り合いらしい。けれどなんだろう、伊依はちょっとムッとしてしまう。特に自分のことはあまり褒ほめない滅作が、嫌凪を褒めると何か嫌だ。

　仏ぶつ頂ちよう面づらをしていると、嫌凪はポケットからビー玉を取りだすと口に放ほうりこんでカラコロと舐なめ始めた。
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「ま、世間話は尽つきないけどよぉー。俺らも嬢ちゃんも──うん？　えぇー、あぅー、そうそう、伊い織おりちゃん」

「伊依です」

　嫌凪は頷うなずき、無言で立ち尽くす変態集団か殺人部族にしか見えない執行部を振ふり仰あおぐ。

「そー、そー。伊依ちゃんもなぁー、疲れてるだろうし、まぁー、今日は帰るよ。おい平へい悟ごに隼はや人とに健けん一いち、適当にそいつフン縛じばって第三地下にでも放っとけ。んで処理班に連れん絡らく。待機組にも事件ハケたって伝えてやれやぁー」

　嫌凪はその姿に反し、意外なほど名前は普ふ通つうの執行部隊員たちに命令を下す。まぁ彼らも怪しいフードをとれば普通に日本人なのだろうが。

　捕ほ縛ばくされ、連行されていく倉波を伊依は呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。止めることはできない。執行部は任務をこなしているだけだし。彼はそれだけのことをした。けれど──やはり、自分が引導を渡わたしたという引け目もあって、胸にちくりと棘とげが残った。

　立ちあがり、最後に遠ざかっていく倉波を見つめる。

　彼は、この先も世界を面おも白しろく感じないまま、世界の終わりを望んで生きていくのだろうか。

　そう考えて、伊依は忘れずにこれも心に刻む。

　自分が彼のようにならない保証はない。いつかは自分も壁かべに阻はばまれ、限界にぶち当たり、頭を抱かかえて無力感に溺おぼれることだろう。そんなとき、自分のそばには世界を滅ほろぼせるような力──魔ま王おうが存在している。倉波のように、全ての終わりを望んでしまうかもしれない。

　そんなことにならないよう、伊依は大切なひとたち、大好きな世界を思い浮うかべる。

　魔王の誘ゆう惑わくに負けないよう。強く、しっかりと生きていかなくてはならない。

　立ち去っていく執しつ行こう部ぶたちを眺めながらそんな益やく体たいもないことを考えていると。

「こぉーんなもんかなぁー」

　嫌凪が笑って、ひそめた声で伊依に耳打ちする。

「がんばったなぁー、うん、ごめんなぁ──実は俺、わりと最初のほうから近くにいたんだけど、ちょっくら頼たのまれててよぉー、よっぽど危なくなるまで助けに入れなかったんだー」

　不思議なことを言い、彼女は倒たおれている《愛シヤ天リテコ使ラール》に近づいていく。そしてそのまま拾いあげ、伊依をゆっくり振り返る。

「あー、一応、この怪モ造ン生ス物ターは預からせてもらうぜぇー。そういう規則なんで。まぁ──始末はしないから安心しといて。悪くても虚界アンダカ追放。どうせ判断するのは俺だし、しばらく待っててもらえれば、きっちり再会させてやるよ」

「あ、はい……」

　梅子──否、《愛シヤ天リテコ使ラール》。生きてくれていてよかった。守りとおすことができて本当によかった。

　幸せに笑う伊依に、嫌凪は急に畏かしこまって背筋を伸のばすと敬礼した。

「んじゃ、世界人類の代表として、勝手に御お礼れいを言うぜぇー。ありがとうなぁー、伊依ちゃん。俺ゃ、この世界が無事で本当に嬉しい」

「────」

　そんな彼女の笑顔を見て、伊依は、また急に気が抜ぬけてその場に倒れそうになった。どうにか踏ふみとどまり、彼女の真似をして敬礼する。

「はい。でも──あたし一人じゃ、たぶん駄だ目めだった」

　全ての体力を使い果たしたのか、血を流しすぎたのか、死んだみたいに眠ねむっている舞弓に伊依は告げる。

「正義の味方に──敬礼」

　そして天空を見る。

「天使だっていう舞さんのお義兄にいさん、あなたの義妹いもうとさんは──勝ちました」

　太陽が完全に沈しずみ、星が伊依に応こたえるみたいに瞬まばたきをくりかえす。

　そうして──ようやく、伊依たちの戦いは終わった。

「あ──」

　限界で、伊依もぶっつりと電源が落ちるみたいに意識を失ってしまった。
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「──どうしていつも事後処理というか後始末というか残飯回収というか、さして目立たない裏方仕事ばかりやらねばならないのでしょうか、と久く渡どは誰だれにともなく不平を零こぼして心の安定を保っておきます」

　その淡たん々たんとした、不思議な周波数で延々と響ひびく少女の声が聞こえたのは、倉くら波なみがどこかも知れない独どく房ぼうに収しゆう監かんされ、不衛生な環かん境きように眉まゆをひそめながらも椅い子すに座ってぼうっとしていたときだった。

　声の方を見ると、外見的には小学生としか思えない小こ柄がらな人物が立っていた。原色に近い緑色の髪かみをした、世界が数式に見えているのではないかと思うほど冷れい淡たんな瞳ひとみの少女である。

　何より特とく徴ちよう的なのは、その巨きよ大だいすぎて逆に目にはいらない帽ぼう子し。どう考えても少女の上半身よりも大きい、中に何が詰つまっているのかふんわりと膨ふくらんだ帽子である。かなり重そうなのに、彼女はバランスを崩くずしもせず格こう子しの前で綺き麗れいに立っている。

　倉くら波なみ無な楽らくが怪モ造ン生ス物ターの危険使用という名目で怪かい造ぞう学会執しつ行こう部ぶに投とう獄ごくされた、その翌朝のことだった。本当ならば昇のぼらなかったはずの朝日が昇り、舞まい弓ゆみに情けをかけられたのか倉波も生きていた。

　不思議に嬉うれしい。生きていても、楽しいことなどなかったはずなのに。ただ生きていられたというその事実だけで安あん堵どしている自分が不思議だった。

　伊い依よりたちが聞いたら怒おこることだろうが、事件を終えて、倉波の心を支配した感情はただ楽しかった、ということだけだった。ずっと真面目に生きてきて、潔けつ癖ぺきに遊ゆう戯ぎだとか娯ご楽らくだとかを遠ざけて、この歳としまで育って──ようやく遊びの楽しさを知ったようだ。

　まぁ、世界を滅ほろぼしかけた自分だ。怪造学会が許すわけもない。すぐにも自分は処しよ罰ばつされるだろう。それが容易に想像でき──倉波はおかしくなって微び笑しようする。

　鉄の格子があるものの手が触ふれられそうな距きよ離り、キノコ頭の少女が微かすかに首を傾かしげる。

「何がおかしいのでしょう？　と心から興味を惹ひかれたわけでなく話のきっかけとして疑ぎ問もん符ふを提示しておきます」

「──私に何の用ですか？　怪造学会副総長、久く渡ど貴き乃の子こ」

　静かに、緑色の髪を羽衣のように肩かたにかけた彼女を見つめる。久渡は表情を変えず頰ほおをかるく搔かき、やはり変に抑よく揚ようのない淡たん泊ぱくな口調で語る。

「どうして私の名前を知っているのですか？　もちろん私が有名だからですね、と答えをすでに知っていながらも問いかけるのは、久渡があなたの台詞せりふに興味を持っていると思わせてあなたを積極的に発言させるためです。あぁ、ちなみにそのへんの暗がりに不ふ動どうが潜ひそんでいるという設定ですが、常人には彼の気配を感知できないので気にしないで構いません──と是ぜ非ひとも気にしなさいという意味の逆提案をしてみます」

　聞きしにまさる回りくどい喋しやべり方である。無む駄だなことが嫌きらいな倉波は苦々しげに顔を歪ゆがめる。ちなみに怪造学会の実務全ぜん般ぱんを統とう括かつするという久渡は怪モン造ステ学イス者トの間では有名で、正体不明の総長よりよほど畏い怖ふの目で見られている。

　久渡はやはり瞬まばたきもしない目でこちらを見つめている。

「あぁ、怖こわいので最初に忠告という名の脅きよう迫はくをしておきますが、久渡に何らかの害意をもって攻こう撃げきを仕し掛かけた場合、まず野や獣じゆうのように不動が襲おそいかかります。ただこの野獣は怠たい慢まんなので動かないかもしれず、そうなると久渡は進行的に一人で戦うことになります」

　事務担当の怪レイ造・モ学ンス教テイ授アは、さらりと論理的に脅迫してくる。

「あなたが本気で殺しにきた場合、久渡単体では全力で逃にげても恐おそらく二十五秒ほどで死亡確定です。が──四秒ほどこの命を保てば、すぐに扉の向こうで待機している爆はぜ川かわが野獣のように襲いかかることでしょう。この野獣は勤勉なので」

「──用件は？」

　彼女の垂れ流しな言葉を遮さえぎって、倉波は静かに問いかける。

「私を殺しにきたんですか？」

「……ちなみに、久渡は話を遮られることを好まず、言葉を途と中ちゆうで遮られた場合、本来ならば語られていた内容の三倍ほどの長文を語ることがあります。これを久渡の三倍返しの法則と呼びますが覚えても実社会的に役に立たないので暇ひまでなければ覚えなくて宜よろしいです」

　話が微び妙みように嚙かみあわない。

「ちなみにどうして怠慢な野獣は内にいるのに勤勉な野獣が外にいるかというと、この二匹ひきが極きよく端たんに仲悪いからなのですね、とあなたが露ろ骨こつに興味ない顔をしているのに嫌いやがらせのためにこの話題をつづけます」

　そこまで語って、不意に久渡は無表情のまま押し黙だまる。暗くて黴かび臭くさい牢ろう獄ごく、久渡の声はあちこちに反はん響きようしてうわんうわんと音をたてている。

「……はぁ、と声にだして嘆たん息そくします」

　やはり眉すら動かさず、機械のように彼女は言葉を紡つむぎだす。

「例の怠慢なほうの野獣が角度右下[image: 75°]くらいで久渡に刀を突つきつけています。話をさっさと終わらせて帰らせろという意思表示でしょうが久渡の私見を述べさせてもらえれば刀でのコミュニケーションは道義的に感心しません」

　倉波は久渡の背後、暗くら闇やみを見つめるも、そこに誰だれかが立っているとは思えなかった。しかし名前は知っている。不ふ動どう霧きり晴はる。怪レイ造・モ学ンス教テイ授アで、役職についていない唯ゆい一いつの男だということらしいが、詳くわしくはよくわからない。彼がいつから怪レイ造・モ学ンス教テイ授アだったのか、どのような理由でその大役に抜ばつ擢てきされたのか。

　だが見るに、あまり集団活動に適している人格だとは思えないのだが。

　はぁ、と久渡はまた声にだしてわざとらしく嘆息した。

「久渡も日数にしてあと１０９５０日ほどは生きていたいので不本意ながら脅おどしに屈くつします。けれど後々に総長に言いつけて叱しかってもらうことをしっかり心に刻んでいるあたり久渡は性格が陰いん湿しつ的です。不動──下がりなさい」

　一いつ瞬しゆん、影かげが動いた気がしたが、目の錯さつ覚かくかも知れない。何せ音も匂においもしないのだ。姿は最初から視界が悪くて見えたものではない。

「では、倉波無楽。本題といきましょう、と発言した直後、あなたが若干ばかり安堵した顔をしたので意地悪をしたい気持ちが鎌かま首くびをもたげましたが、刺さされるのは生理的に嫌なのでその誘ゆう惑わくを無視して話を進めます」

　彼女の口調、情報を整理すればこの半分の半分の半分くらいの台詞で事足りるのではないだろうか──倉波は思いながらも、いい加減に疲つかれてきたので黙って彼女の言葉を聞く。すると久渡は倉波が思ってもいなかった発言をするのだ。

「倉波無楽、あなたにその意志があるならば、怪造学会〈裏〉研究部〝ラビュリントス〟にて研究部員として働いていただきたいのですが。もちろん監かん視しつきですが。ちなみに〝ラビュリントス〟はその作者ですら脱だつ出しゆつできないというギリシア神話の迷宮のことで、研究部長の鬱うつの宮みやが本当に建物を迷路構造にして研究員が脱出できず残らず飢うえ死にしかけたという阿呆な逸いつ話わがあります」

「──〈裏〉研究部？」

　聞き慣れない言葉に、倉波は表情を変える。

　久渡は微かすかに頷うなずいた。

「はい。怪造学会には、一いつ般ぱん社会には語られていない裏の側面があります。そちらのほうが我々の本質なのですがね。そこでは、選びぬかれた研究員たちがある目的のために日々あれこれと忙いそがしくしています」

「…………」

　それは初耳だった。倉波は徐じよ々じよに興味を持ち始めている。怪造学会の秘密。誰にも語られていない裏。そんなものがあるのなら、知りたいと思ってしまう。

　久渡は感情もなくそんな倉波を解かい析せきするような目で見つめている。

「ま──特例です。今回の事件を報告したら、総長が興味をもちましてね。あなたを〈裏〉研究部で働かせろとこう、誠に不可解な命令を」

　微かに首を揺ゆすり、久渡は口調も変えずに言う。

「『何か面白そうだから〈裏〉で働かせろ。奴ど隷れいのごとく扱こき使え』以上が総長の発言です。彼かのお方は常つね日ひ頃ごろから気まぐれですので珍めずらしいことではありません面めん倒どうですが」

　彼女は最後に少しだけ本音を混ぜて、真っ直ぐにこちらを見つめてきた。遠えん慮りよのない、脳の内側まで覗のぞいてくるような瞳ひとみ。

「さて──どうしますか、倉波無楽。あなたの好きにしなさい。久渡としては、あなたのような危険人物、いくら利用価値があるとはいえ生かしておくのは本意ではありませんが」

「──怪造学会の暗部まで語ったということは、ここで私が否と応えた瞬間に、例の野や獣じゆうが私を殺すのでしょう？」

「察しが宜しいですね。そういう方は嫌きらいではありません、と久渡はあまり大した意味もなくあなたを褒ほめてみたりします。あ、ちなみに久渡の心は総長に捧ささげているので勘かん違ちがいして久渡に懸け想そうをされても困ります、と久渡は極めて献けん身しん的な忠告をしてさしあげます」

「…………」

　色々と気に障って、倉波はわずかながらに反はん撃げきを試みる。

「しかし──構わないんですか、私を殺して法律的に」

「倉波無楽」

　久渡は、ひどく冷たい瞳でこちらを見た。その怜れい悧りな光に倉波は思わず寒気を覚えた。

「年間で、怪造失敗などにより命を落とす怪モン造ステ学イス者トの数は百名を数えます。……多すぎると思ったことはありませんか？」

　…………。

　まさか、と倉波は思う。倉波が思っていたよりもずっと、怪造学会という伏ふく魔ま殿でんは闇やみを孕はらんでいるのだろうか。

　ごくり、と生なま唾つばを吞のむ。

　久渡は変わらず無表情のままだった。

「怪モ造ン生ス物ターを利用しての金かね儲もうけ、怪モ造ン生ス物ターの軍事利用、怪造学会は──総長は、そういう輩やからに容よう赦しやしません。我々はね、怪モ造ン生ス物ターを虚界アンダカに閉じこめるために存在しているのです。そして虚界アンダカを破は壊かいするために。魔ま王おうを殺してしまうために。ですから──逆に、たとえば怪モ造ン生ス物ターを友達と言ったり家族と言ったり仲間と言ったり、そういう輩を我々は容赦しません。怪モ造ン生ス物ターが友達だなんて、あぁおぞましい」

　独り言のように彼女は諳そらんじる。

「ねぇ倉波無楽、怪モ造ン生ス物ターの大量虐ぎやく殺さつ事件が多すぎると思ったことはありませんか？　報道される怪モ造ン生ス物ターの暴走事件が多すぎると思ったことは？　怪モ造ン生ス物ターの保護協会とやらが一月で潰つぶれたのに不自然さは感じませんでしたか？　市民も入園できる怪モ造ン生ス物ター動物園、その設立者の死因は本当に持病の心臓病だと思っていましたか？　その直後に動物園の怪モ造ン生ス物ターたちが暴走したのも偶ぐう然ぜんだと？　怪モ造ン生ス物ターに嚙かみ殺されたのが全すべて施し設せつの関係者だという事実、これも偶然？……怪モン造ステ学イス者トを育成する学校において、どうして全ての教科書には怪モ造ン生ス物ターは道具だとしか書いていないのですか？　愛すべき生徒たちは繰くりかえし教えられます、道具だ道具だ道具だ──何故なぜ？　そもそも、どうして世間の一般人たちは怪モ造ン生ス物ターを嫌っているのか、あそこまで差別しているのか、可愛かわいらしい怪モ造ン生ス物ター──便利で大活かつ躍やくの怪モ造ン生ス物ター、そんなのも多数いるというのに、どうしてみんな化け物扱あつかいなのかと──」

　久渡貴乃子は、毒を吐はくように言った。

「──考えたことは、ありませんか？」

　暗くら闇やみが降りる。

　沈ちん黙もくが落ちる。

　倉波の頰ほおに──流れるのは冷や汗あせだった。

　冷たい、冷たい瞳で、久渡はこちらを黙だまって見つめている。

「総長は、現界カナイに、現界カナイに生きる人間たちに、怪モ造ン生ス物ターを関わらせることを嫌っておいでです。しかし──怪造学から全ての人間を遠ざけていては新たな人材が現れない、そのために一部を開放したのです。理解しましたか？　虚界アンダカの怪造学というのはね、あなたが思っているよりもずっとずっとずっとずっとずっとずっと──」

　彼女は、にっこりと微笑ほほえんだ。

「──醜しゆう悪あくなのです。倉波無楽」

　そして両手を広げ、誘さそう悪魔のように告げる。

「さぁ、生きるか死ぬか選びなさい。ただしあなたの場合、生きても死んでも地じ獄ごくでしょうが──」

　久渡の言葉に、倉波は揺れる。このまま死んでしまうのもいい。しかし──倉波の内側で目覚めた愉ゆ悦えつと危険を好む部分が、久渡の誘いに魅み力りよくを感じているのも確かだった。

　──あぁ、砲矢。

　倉波は瞳に凶きよう悪あくな光を宿らせる。

「……やはり私は天国そちらへ行けないようです」

　そして薄うす暗ぐらい地ち下か牢ろうの奥、怪モン造ステ学イス者ト──倉波無楽は久渡への答えを口にする。




　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




　早朝。死ぬような筋肉痛に耐たえて伊依が登校すると、待ちかまえていた友人たちが我先にと群がってきた。

「あーっ！　伊依ちゃん！　幻げん覚かくじゃなくて本物の伊依ちゃんだべさ！　神様！」

　大げさにぼろぼろ涙なみだを零こぼし、クラスでいちばんの美少女──垢あか抜ぬけた外見と訛なまった口調がアンバランスな美み咲さき次じ郎ろう花はなが叫さけび、びっくりした顔で立ちすくんでいる伊依に足音をたてて近づいてきた。

　そして彼女に頭からぎゅうと抱だきしめられて動けなくなる。戸と惑まどって、伊依はばたばたと手を動かすと疑ぎ問もん符ふを口にした。

「ちょ──ハナちゃん!?　どうしたの!?　何この対応!?　ちょっとのあいだ学校をお休みしただけじゃない、あたし！」

「だってだってだってだって、駒こまぶーが伊依ちゃん、外見的に怖こわいですランキング一学年筆頭の戦たたか橋はし舞まい弓ゆみにつれてかれたまま帰ってこないって脅おどかすんだものーッ！」

　そんなランキングがあったのか。

「……誰だれが駒ぶーだって」

　困った顔で、神父みたいな雰ふん囲い気きの駒こま崎ざき学まなぶが近づいてくる。今日も彼は〝妖よう怪かい大作戦〟とかいうすごく頭の悪そうな本を手に持っていた。

「まぁとにかく、心配したんだよ伊依さん。一応、月組の片かた津つさんが『同室の空すかい井い伊い依よりは大変な風邪かぜをひいて死にそうだから休むってさ』とか連れん絡らくしてくれたけど。矢文で」

　……あぁ、なるほど。そんなあからさまに怪あやしい連絡手段では皆みなも心配するだろう。伊依のルームメイト、片かた津つ理り夢むは誰かに自分の姿を見せることを何故か嫌きらっているのだ。しかしそれにしたって矢文って。他にもっと方法があるだろうと伊依は思う。

「伊依さん！　私の愛しい伊依さん！」

　暗あん澹たんとしていると、制服を豪ごう奢しやな金刺し繡しゆうで飾かざりたてた魑ち魅み寺でら屍かば丸まるが飛びだしてきた。

「私が心配のあまり三度の食事も喉のどを通らず衰すい弱じやくしているのを君は知らないだろうね!?　でも構わない──見返りを求めない愛こそが本当の愛だと知っているからね私は！　あぁそれにしても君は本当に空すかい井い伊い依よりさんなのかい!?　今すぐその身体からだが記き憶おくと一いつ致ちするか確かく認にんするために抱ほう擁ようを──ごぶぁッ!?」

　伊依を抱きしめにきた屍丸に雷かみなりのような肘ひじ鉄てつをぶちかまし、倒たおれ伏ふした彼に次郎花が真っ赤になって追い打ちの足あし蹴げを喰くらわせる。

「この！　このっ！　変態が伊依ちゃんに触さわるんじゃないべや！」

「痛い痛いこら何をするか美咲！　私はただ伊依さんと愛の抱擁を」

　ぐちゃらッ。

「うわ……すごい音がしたよ。そして魑魅寺くんが完全に動かなくなったよ」

　蒼そう白はくな顔でつぶやく伊依に、学が淡たん々たんとした表情で応える。

「大だい丈じよう夫ぶだろ。この生き物は丈じよう夫ぶだから。五分もすれば何食わぬ顔で蘇よみがえってくるに違ちがいないよ。心配ない心配ない」

「……あの、駒崎くんと魑魅寺くんって親友なんだよね？」

「親友だよ？」

　無表情のまま首を傾かしげる彼に、どっと疲つかれて伊依は学と次郎花を押しのけて進む。

　そのまま自分の席に座り、朝にいつもやっている恒こう例れい行事を済ませておく。まずは筆箱を用意して、一時間目の教科書を机に並べる。一時間目は蟻あり馬ま先生の《虚界アンダカ地理》だから手鏡で外見のチェック。髪かみ型がた良し。ご飯はん粒つぶなし。絆ばん創そう膏こうが頰ほおにあるけどこのくらいは愛あい嬌きようである。

　そして授業が始まるまで、隣となりの香か美みと会話する。

「あーさーはーねーむーいー」

　香美は次郎花のように騒さわがず、屍丸のように戯おどけず、学のように気き遣づかわず、いつものように。本当に、当たり前のようにこちらに語りかけてきた。

「発見。朝は眠ねむい」

「それたぶん紀元前のひとでも知ってたと思う……」

　海のように、空のように、包みこんでくる香美の青い瞳ひとみ。その瞳を見て、あぁ元通りになったんだなぁと伊依は嬉うれしくなって笑った。

　世界はまだまだ終わらない。

　人生はまだつづいていく。

　だから──今日も勉強。明日も勉強。たまに修行して、努力努力。いつかの未来、人間と怪モ造ン生ス物ターが一いつ緒しよに暮らせる世界をつくるために。空井伊依は夢を追いつづける。

「伊依」

　眠そうに机に突つっ伏ぷした香美が、視線だけこちらに向けて囁ささやいてくる。

「怪け我がしてない？」

「大丈夫」

「哀かなしかったり苦しかったり？」

「そういうのも──大丈夫」

　残念といえば、危険性を再調査するためと執しつ行こう部ぶにつれていかれた梅うめ子この存在だろうか。否──梅子と呼んでいいのだろうか、イーヴィルと合体した灰色の天使を思うと、ちょっと切なくなる。

　そして桃もも子こ。まだ、彼女を見つける方法は自分のなかにない。けれどきっと、いつかきっと、彼女を捜さがしだしてみせる。

　何十回何百回目かも知れない誓ちかいを心に刻み、伊依は香美の「元気なら今日の掃そう除じ当番代わるのだわー」という横着に「だーめ」と微び笑しようする。

　世界が終わっていたならば、見られなかったはずの光景。その当たり前の幸せに伊依は浸ひたり、しばらくはもう大人しくしていたいなぁと香美を真似して机に突っ伏す。

　かつん。かつん。かつんかつんかつんかつん。

　しかし──そんな平へい穏おんも長くはつづかず、聞き覚えのある甲かん高だかい足音が廊ろう下かから聞こえてくる。そして──。

「たのもう」

　どーん、と補修されたばかりの扉とびらが蹴け破やぶられる。このような素敵に常識知らずな登場をする人物を伊依は一人しか知らない。飛び起きて、悠ゆう然ぜんと立つ白はく髪はつ烈れつ眼がんの少女の名を大おお慌あわてで呼ぶ。

「舞さん？」

「あーこの伊依ちゃん誘ゆう拐かい犯！」

　次郎花が立ちあがり、ずかずかと舞弓に向かって歩み寄っていく。駄だ目めだ次郎花、そっちには常識を知らない戦士のひとしかいないぞ。伊依はさらに慌あわて、次郎花の小こ柄がらな背中に縋すがりつく。

「だ、駄目。ハナちゃん、舞さんにつっかかっちゃ駄目」

「やぁん伊依ちゃん、皆みなの前で大だい胆たんだべさー」

「邪じや魔まだ」

　でーん、と張り手一発で次郎花を追い散らし、なんだか久しぶりな感じがする、凛り々りしい侍少女は口元を緩ゆるめた。

「ふむ、元気そうだな──伊依」

　言いながら和やかに微笑する彼女を見て、伊依も少しつられて笑う。

　なんだか初めてあったころの刃やいばのような雰ふん囲い気きはなくなっていたけど、やはり姫ひめのように令れい嬢じようのように舞弓は堂々としていた。派手な登場をした彼女にクラスメイトたちが驚おどろくなか、彼女は嬉しそうに微笑すると長い両手を広げた。ぎゃあぎゃあと文句を言っている次郎花は完全に無視しているらしい。

「──伊依、喜びたまえ」

「………？」

　どういうことだろう。戸と惑まどう伊依に、舞弓はもどかしそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「わからないか。……当然か。まぁいい、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。ほら」

　彼女が示した先、舞弓の袴はかまのようなスカートをしっかりと握にぎりしめ、完全に形が定着したのか、白い肌はだの各所に黒が混じった感じの灰色とはまた違ちがった色合いの《愛シヤ天リテコ使ラール》が立っていた。外見が最後に見たものと違ったので、伊依は一いつ瞬しゆんだけ戸惑ってしまった。

　けれど。

　彼女が──なんだか怯おびえるように舞弓のスカートを摑つかみ、恐おそる恐るこちらを見上げているのを確かく認にんし、その仕草からあっさりとわかってしまった。生死をともにし、短い間だけど仲良く暮らした相棒。そのちょっとだけ成長したような外見に笑いかけ、伊依は体勢を低くすると彼女を抱だきしめた。

〈…………〉

　彼女も、その小さな手で抱きかえしてくれる。微かすかに震ふるえていたが、怖こわがっているのではなさそうだった。目からぽろぽろ涙なみだが零こぼれている。

「校長がな」

　舞弓が、壁かべに寄りかかった姿勢で説明してくれる。

「融ゆう合ごうした《愛シヤ天リテコ使ラール》の観察と管理を怪造学会から任されたらしいが、本人にやる気がないのか裏でもあるのかその管理を伊依に託たくすらしい。《愛シヤ天リテコ使ラール》は怖がりのようだから、慣れない自分よりも伊依と一緒にいるところを観察したほうが自然な感じになるというのが彼女の言い分だがな」

　じゃら、と銀飾かざりを揺ゆらし、舞弓は仄ほのかに微笑する。

「けれど──多分、これは校長なりのご褒ほう美びなのではないか？　よくがんばりました、という──などと、考えるのは校長を善意的解かい釈しやくしすぎか？」

「うぅん、多分、それで合ってると思う」

　伊依は静かに首を振ふり、心の中で宇う宙つ木きに感謝する。

　そして恥はずかしそうに変わった外見を気にする《愛シヤ天リテコ使ラール》を、とびっきりの笑え顔がおで迎むかえてあげる。

「おかえりなさい、梅子ちゃん」

〈…………〉

　梅子は白い顔を仄かに青くさせて、がっくりと肩かたを落とし、深く重く嘆たん息そくする。

〈また──その名前？　わたし、イーヴィルと混じって、厳密には以前の梅子とは別人になっちゃったんだよ？　それに……〉

　その肩がやがて震え、泣いているのか笑っているのか、よくわからないまでも幸せそうに伊依をまたぎゅっと抱きしめた。

　そしてつぶやく。綺き麗れいに転がる鈴すずみたいな声で。

〈……梅子って、ださいと思う〉
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　ださいかなぁ、と唇くちびるを尖とがらし、伊依は苦笑いした。舞弓も肩をすくめて仄かに笑っている。香美もそんな伊依に安心したのかにっこり笑うと机に突つっ伏ぷす。唯ゆい一いつ、笑っていないのは始業時間になったからか現れた教師の蟻あり馬ま磁じ獄ごくだけだ。

「おい授業始めるぞー。席につけー」

　その端たん整せいな顔立ちを見て、伊依は真っ赤になるとなんだかやる気に満ちあふれる。帰ってきた日常。守りとおしたこの幸せな世界で、空井伊依は今日も怪造学を学んでいく。

「ではな──またの機会に」

　侍少女、舞弓は軽やかに彼女の教室、一年月組に戻もどっていく。と思ったら、またひょっこり顔だけ戻して真ま面じ目めに言う。

「伊依、今回は──本当にありがとう。君が何か困難にぶつかったとき、戦橋舞弓という名前を思いだしてくれ。微び力りよくだが力ちから添ぞえをしよう」

「うん。舞さん」

　伊依は笑う。舞弓は上から下へ大きく一回手を振って。

「失敬──」

　今度こそ、完全に姿を消した。そこでようやく蟻馬が入口扉とびらの不在に気づき、去っていった舞弓を追って廊ろう下かに顔をだす。

「ちょ──待て、おまえはまさか扉破りの常習犯──って、もういない!?」

「あはは」

　笑いながら席に戻り、伊依は静かに教科書を広げる。そして窓の外、天国に繫つながっているに違ちがいない青い青い空を仰あおぐ。

　そこに小こ柄がらな怪モ造ン生ス物ターの顔を浮うかべて、伊依は一いつ瞬しゆんだけ切ない色を瞳ひとみに映す。

「……桃子ちゃん」

　小さく呟つぶやいて、それだけでもう授業に集中、何事か愚ぐ痴ちを零こぼしながら出席を取っている蟻馬の顔に見とれた。

　伸のびをして、教科書を開く。今日の範はん囲いはどこだっけ。

「──よしっ」

　そんな感じでいつものように、伊依の一日が回り始める。





アンダカの怪造学Ⅱ〈了〉









　あとがき







「駄だ目めだ！　梅子はもっと可愛かわいく！」「これ以上は無理です！」「足りない！　もっとこう、抉えぐるように！」「ひぎぃ！」みたいな、本筋とはあまり関係のない血みどろの努力を経て本日『アンダカの怪造学Ⅱ　モノクロ・エンジェル』のお目見えです。可愛いキャラはー……、日日日の機能的に書けないんですが……、弱音を吐はくと担当さんがキラーマシーンに変形するのでがんばってみました。誰だれか褒ほめて。

　さてはて。

　あとがきのページ数をたくさんもらってしまったので、つらつらと本編に関係あるようなないようなお話でも。

　昔、小学生だったか中学生だったか、そのくらいの時期に一人の男の子と仲良くなりました。気き性しようが荒あらい男の子だったので喧けん嘩かしたり疎そ遠えんになったりまたくっついたりで長いあいだちまちまと付きあっているのですが、いつも猫ねこの匂においがするこの男の子にはなかなか面おも白しろい特性がありまして。

　話が面白いんですね。もちろん喋しやべるのが巧うまいひとはそのへん見まわせばたくさんいるわけですが、彼の場合はそんな社交性ゆたかなタイプではなく、むしろいらんことを言って嫌きらわれるような挑ちよう発はつしてんのかこの野や郎ろう的な発言ばかりする子でした。

　この彼の語る話が、面白かった。

　当時、僕はビンボだったので本とか買えなかったのですが、その男の子は、聞いてみるとたくさん本を読んでるみたいで、よく学校帰りとか、適当にぶらぶらして会ったときとか（なんか遭そう遇ぐう率が高い）、この前こんな本読んだんだけどさーって延々と読んだ本の話をしてくれました。

　物語なんか教科書に載のってるなんやよくわからん難しい古典か桃もも太た郎ろうしか知らなかった僕は、そのロボットだか魔ま法ほうだか宇宙だかとかいうイカガワシイ（失礼）話に夢中になりました。日が暮れるまで何冊かぶんの小説を口頭で聞いて、「将来は一いつ緒しよに暮らそうなー」という毎回お決まりの（別に今いっしょに暮らしてはいない）挨あい拶さつをして別れていく。

　そういう時間がとても好きでした。

　ある日、その男の子は珍めずらしく僕も読んでいた漫まん画がについて語ってくれました。お、この話は知っているぞよと思って、でも喋りたそうだから止めるのもアレか──と考えて何も言いませんでした。そうして聞いているうちに、僕はおかしなことに気づきました。男の子の喋る話の内容が、だんだん僕の知っているものとかけ離はなれていくのです。

　気づきました。その男の子は、途と中ちゆうから本当の話を無視して自分で物語をつくってるって。僕の表情とか意味のない発言を聞いて、「本当はこうだったんだけどこういうのも面白いかなー」って、アドリブで話を考えていたようでした。

　それに気づいて、するすると止めどなく語られる彼の話を聞いて、すげぇ、と思いました。無限に生産されていくロボットだの魔法だの宇宙だのの話、彼が語ったそのときだけに生まれた物語は、なんというか、キラキラと輝かがやいて動きだしそうなほど鮮せん烈れつでした。

　彼が、アンダカの主人公である空井伊依のモデルです。

　口調はどっちかというと滅作に近いんですが、あのキラキラした感じ、「一緒に暮らそう。だって二人で暮らせば家賃半額だぜ？　食器は百円均一で揃そろえてさー」みたいな、よくわからんけどなんかすごく楽しそうな夢語りが大好きでした。やってることも予想できなくて、なんか、今はこうして僕のそばで妙みような話をしてくれるけど、目を離したらすぴょーんと重力を無視して飛んでってしまうんじゃねぇか、ってよく思っていました。

　彼とは、今もよく学校の登下校の最中に会います（家が近いのです）。

　もう彼は一緒に暮らそうとは言いませんが、相変わらず会うたびに妙な話をして楽しませてくれます。

　小説家になったことを、彼には言っていません。

　だって敵かなわないし。話の面白さとか。ていうか奴やつに話したら違ちがう話にされる確実に。まぁ──とにかく、モデルにした彼に恥はずかしくないよう、伊依にはこれからも諦あきらめずに夢語りをしてもらおうと思います。負けんな。

　彼の〝キラキラした感じ〟がそちらに伝わっていれば幸いです。押お忍す。




　※以下、謝辞です。

　まず、相変わらずものすごくきめ細かい仕事をしてくださる担当さん。今回は、否いな、今回も、ものすごい迷めい惑わくをかけてしまいました。成長するよ……、じわじわとな（急げよ）！

　そして、日日日とは違い目に見えるほどの超ちよう速度で進化する絵師のエナミカツミさん。お忙いそがしいなか、老ろう若にやく男なん女によどいつもこいつも素す晴ばらしいイラストにしていただきました。絵師さんと担当さんの素晴らしい仕事っぷりのおかげで日日日はかろうじてごはんが食べられています。

　その他ほか、様々なプロの方々に支えられてこうしてアンダカⅡを出すことができました。小説は一人の力じゃ生まれないんだなぁと実感する日々です。

　最後に、もちろん読者の方。ここまで読んでみて、「フフフ……このシリーズの方向性が読めた！　日日日、浅はかなり！」と武将口調で高笑いなさった方もしばしお待ちくださいませ、三巻から超速度で伏ふく線せん回収してなるたけその予想を引っくりかえしてみせますので！　多分！

　ではでは、また次回のアンダカⅢでお会いしましょうー。


日日日。


















カバー・口絵・本文イラスト／エナミカツミ

カバーデザイン／朝倉哲也+design CREST

口絵・本文デザイン／design CREST
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